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分類 選定の基準 機関数 機関の長 部門の長 計
大学 理系または複合領域系の博士課程のある研究科を有する大学 235 235 770 1,005
理系または複合領域系の大学共同利用機関 13 13 82 95
公的研究機関等 理系または複合領域系の研究開発を行う独立行政法人、省庁の直轄研究所等 52 52 492 544
民間企業 研究開発型の東証一部上場企業 795 795 795














発送: 平成 16年 2月 9日 、締切日 平成 16年 2月 27日
• 民間企業




発送数 回収数 回収率 発送数 回収数 回収率 発送数 回収数 回収率
大学 1,100 449 40.8% 248 113 45.6% 852 336 39.4%
公的研究機関等 544 183 33.6% 52 19 36.5% 492 164 33.3%
民間企業 795 279 35.1% － － － 795 279 35.1%
全体 2,439 911 37.4% 300 132 44.0% 2,139 779 36.4%
機関の長 部門の長全体
区分
注: 大学の部門の長 の回収数 336には学科の長の回答 92が含まれる。
(7) 回答者の属性
[年齢構成] 回答者の年齢構成を図 1–3–1に示す。
























































図 1–3–3: 回答者の所属機関の構成 (研究マネージャー)
51.7 % 7.1 % 33.6 % 7.6 %
65.6 % 30.6 %
3.8 %








































ジャー 博士課程学生 ポストドクター 研究者 研究支援者
国立大学法人 A ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○
私立大学 D ○ ○
E ○ ○
F ○ ○ ○ ○
大学共同利用機関 G ○ ○
H ○ ○ ○ ○
独立行政法人 I ○ ○
J ○ ○































































公的研究機関等 129 258 129 マネージャー1人あたりポストドクター2名、研究支援者1名を依頼
民間企業 279 837 279 マネージャー1人あたり研究者3名、研究支援者1名を依頼















実施時期 大学 公的研究機関 民間企業 発送計 有効回収 回収率
研究者 2004年8月～9月 1,610 257 837 2,704 1,483 54.8%
ポストドクター 2004年8月～9月 648 280 0 928 338 36.4%
博士課程学生 2004年8月～9月 774 0 0 774 368 47.5%

































































































































































































































ページ表 2–1–1(第 1期)及び 43ページ表 2–1–2(第 2期)に示している。
































































































































































































枠内: 2004年 3月 31日現在の在籍研究者数 (兼務者を含む)
注 1: 人文・社会科学系分野を含む。
































































5) 生涯の在職期間を 30年と仮定し、Cを 30倍したものを生涯移動
回数期待値とする。










































出典： 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する










































































出典: 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する
検討委員会 (第 2回)配布資料 4: 「大学教員の流動性につい
て」より作成












































































































組織 (図 1–4–9)及び人材本人 (図 1–4–10)の双方に認識されている。
















































































































































家庭から 奨学金 アルバイト 定職・その他
出典: 文部科学省「平成 14年度 学生生活調査」より作成











































































独立行政法人の約 8割で受け入れられている (図 3–3–13参照)。





































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)



















































































































































































非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
出典: 「これからの人材育成と研究の活性化のためのアンケート調査」
(2004年実施) より作成
(d) ポストドクター (JSPS 特別研究員PD)は若手研究者への 1ステップ
日本学術振興会 (JSPS)の特別研究員 (PD)は支援期間終了後 5年で
約 2/3が教職、約 1割が公的研究機関等の常勤研究職を獲得している
(図 1–4–21)。







































































































の就職を第 1希望とする学生が多数を占めるが (図 3–4–3)、一方で、民
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非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
出典: 「これからの人材育成と研究の活性化のためのアンケート調査」
(2004年実施) より作成














































































第 1期科学技術基本計画 (1996.07.02)及び第 2期科学技術基本計画 (2001.03.30)
の全文を精査し、人材育成に関係する記述を抽出した。
第 1期科学技術基本計画の全体構成を表 2–1–1, 表 2–1–2に示す。表中の濃い色
の部分は人材養成関連の記述を含む箇所である。
(1) 第 1期科学技術基本計画の全体構成と人材育成関連施策
表 2–1–1: 第 1期科学技術基本計画の全体構成における人材育成関連記述箇所
1 研究開発の 1 研究開発推進の基本的方向
推進に関する 2 新たな研究開発 1 創造的な研究開発活動の展開のための研究開発システムの構築





2 総合的かつ 1 研究者等の 1 研究者及び研究支援者の養成・確保
計画的な 養成・確保と 2 研究開発システム 1 任期付任用制度
施策の展開 研究開発システムの の整備 2 外部の人材の活用





3 各種評価の実施 1 研究開発課題の評価
2 研究開発機関の評価
3 研究者の評価
2 研究開発基盤の 1 研究開発施設・ 1 国立大学等の施設の整備




















表 2–1–2: 第 2期科学技術基本計画における人材育成関連記述箇所 (1/2)
1 基本理念 1 科学技術を巡る諸情勢 1 20世紀を振り返って
2 21世紀の展望 
2 我が国が目指すべき 1 知の創造と活用により世界に貢献できる国の実現に向けて -新しい知の創造-
国の姿と科学技術 2 国際競争力があり持続的発展ができる国の実現に向けて -知による活力の創出-
政策の理念 3 安心・安全で質の高い生活のできる国の実現に向けて -知による豊かな社会の創生
3 科学技術政策の総合性と戦略性
4 科学技術と社会の 1 科学技術と社会のコミュニケーション
新しい関係の構築 2 産業を通じた科学技術の成果の社会への還元
5 第1期科学技術基本計画の成果と課題
6 科学技術振興のための 1 基本方針
基本的考え方 2 政府の投資の拡充と効果的・効率的な資源配分





1 優れた成果を生み出す 1 競争的な研究開発環境の 1 競争的資金の拡充




4 評価システムの改革 1 評価における公正さと透明性の確保、評価結果の資
源配分への反映
2 評価に必要な資源の確保と評価体制の整備
5 制度の弾力的・効果的・ 1 研究開発の特性を踏まえた予算執行の柔軟性・効率
効率的運用 性の確保
2 勤務形態等の弾力化




2 産業技術力の強化と産 1 産学官連携の強化のための情報流通・人材交流の仕組みの改革
学官連携の仕組みの改 2 公的研究機関から産業へ 1 技術移転に向けた公的研究機関における取組の促進
革 の技術移転の環境整備 2 公的研究機関が保有する特許等の機関管理の促進




表 2–1–2: 第 2期科学技術基本計画における人材育成関連記述箇所 (2/2)
2 重要政策 2 優れた成果 3 地域における科学技術振興 1 地域における「知的クラスター」の形成
（つづき） の創出・活 のための環境整備 2 地域における科学技術施策の円滑な展開
用のための 4 優れた科学技術関係人 1 研究者・技術者の養成と 1 大学院
科学技術シ 材の養成とそのための 大学等の改革 2 大学学部・短期大学
ステム改革 科学技術に関する教育 3 高等専門学校・専修学校
の改革 4 高等学校
2 技術者の養成・確保
5 科学技術活動について 1 科学技術に関する学習の振興
の社会とのチャンネル 2 社会とのチャンネルの構築
の構築
6 科学技術に関する倫理 1 生命倫理等
と社会的責任 2 研究者・技術者の倫理
3 説明責任とリスク管理
7 科学技術振興のための 1 施設・設備の計画的・ 1 大学、国立試験研究機関等の施設の整備








3 科学技術活 1 主体的な国際協力活動の展開
動の国際化 2 国際的な情報発信力の強化
の推進 3 国内の研究環境の国際化






















































































































































































































注 2: 値は実数 (Head Count)値
注 3: 米国及びドイツについては、未調査年があるため、調査年を直線 (波
線)で結んでいる箇所がある。
米国の研究者数は 1981年に約 68万人であったが、1999年にはその約 1.8
倍の約 126万人に達している。
日本の研究者数 (実数)は 1981年には約 38万人であったが、1999年には



























出典: NSF “Science and Engineering Indicators 2002” , 同 2004 より作成
注 1 : 科学技術系には「社会・行動科学」、「生物学・農学」、「工学」、「物理学・
地球物理学」、「数学」、「計算機科学」が含まれる。
注 2 : 日本の値は論文博士を含む。





























































自然科学 数学・計算機科学 農学 社会科学 工学 非科学技術系
出典: NSF “Science and Engineering Indicators 2004” より作成
注 1 : 「自然科学」は物理学、生物学、地球・大気科学、海洋科学を含む。

























































(1) 第 1期期間中 (平成 8年度～12年度)





• 若手の研究者の能力を涵養する場合: 原則 3年 (人事院の承認を得
て 5 年)
• 特に優れた研究者を招聘する場合: 原則 5年 (人事院の承認を得て
7年、特別の計画に基づくプロジェクトでは 10年)
(c) 「流動促進研究制度」(平成 9年度～12年度)









(e) 「若手任期付任用研究員支援プログラム」 文部科学省 (平成 13年度～
15 年度)
53
(f) 人事院規則 8-12改正 (任期延長の包括事後承認制、給与の弾力運用化)
人事院 (平成 14年度)


















































































非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
「非常にそう思う」と「ややそう思う」とを合わせた肯定的回答の割合は大学







































































図 3–2–4は 2003年度 1年間の大学、公的研究機関等、民間企業の間で転出する
人材がどのように移動するかを示したものである。枠内は 2003年度末におけるそ
のセクターの総研究者数である。


























枠内: 2004年 3月 31日現在の在籍研究者数 (兼務者を含む)
注 1: 人文・社会科学系分野を含む。































































































1機関のみ 同種2機関 異種2機関 同種3機関以上 異種3機関以上
出典 : 文部科学省「我が国の研究活動の実態に関する調査報告」(平成 13年度)よ
り作成
注 1 : 機関区分は上記調査の対象者とされた研究者の所属機関の区分であり、本調
査において実施したアンケート調査結果の集計区分とは異なる可能性がある。
注 2 : 所属機関は調査時点で調査対象者が所属している機関区分を表す。








































注 1 : 大学・大学院等の高等教育課程を修了した後、調査時点に至るまでに所属した
研究機関の数を対象としている。













































































































5) 生涯の在職期間を 30年と仮定し、Cを 30倍したものを生涯移動回数
期待値とする。














過半数 (55.9%)が自校出身者で占められている 。一方、人文科学 (15.8%)や社会
科学 (16.3%)は自校出身者の割合が低い。経年的に見ると、いずれの分野も自校
出身者の割合が低下している。






































表 3–2–1: 大学院教員の自校出身者割合 (分野別)
全体 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健
1998 62.2% 62.9% 58.4% 51.2% 65.0% 83.5% 69.4%
































インブリーディングI インブリーディングII 非インブリーディング 無回答
注 1: インブリーディング I : 経験機関が現在まで出身大学 1機関のみの者
注 2: インブリーディング II : 第 1機関が出身大学で、その後移動経験のある者
インブリーディング I とは、経験機関が現在まで出身大学 1機関のみの者であ
る。また、インブリーディング IIとは高等教育機関修了後の第 1機関が出身大学
であり、その後移動の経験がある者である。インブリーディング Iを見ると、30代


















































出典: 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する検討委








































出典: 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する検討委員会
(第 2回)配布資料 4: 「大学教員の流動性について」、文部科学省「学校
基本調査報告書」より作成
注 1 : 各年の本務教員数に占める任期付任用制が適用されている教員数の割合























































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=244)
公的研究機関等(N=143)























0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=244)
公的研究機関等(N=143)
























































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答
この問いに対しては、60%以上の大学、公的研究機関等の研究マネージャーが肯
































出典: 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する検討委













































出典: 中央教育審議会 大学分科会 大学教員組織のあり方に関する検討委




























































































































































































































































































1年 3年 5年 7年 任期が何年でも受け入れられない 無回答






























































































































































































































































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)









































































































































































































































































































• 特別研究員制度 (PD) 文部科学省 日本学術振興会
• STAフェローシップ 文部科学省 科学技術振興事業団 (～平成 13年度)
• 産業技術フェローシップ制度 通商産業省 新エネルギー・産業技術総合
開発機構
(2) ポストドクター等支援 (独立行政法人等雇用型)
• 宇宙航空プロジェクト研究員 (独)宇宙航空研究開発機構 (旧 宇宙開発
事業団)
• 基礎科学特別研究員制度 (独) 理化学研究所




• 地球フロンティアポストドクター研究員 (平成 11年度～)、地球変動予







• 特別研究員制度 (DC) (独)日本学術振興会
• ジュニア・リサーチ・アソシエイト制度 (独)理化学研究所
• リサーチ・アシスタント制度 (平成 8年度)
(5) 若手向け競争的資金
• 「科学研究費補助金」の若手研究枠創設 (37歳以下)
• 産業技術研究助成制度 通商産業省 (平成 12年度)
• 若手研究者支援型事業の創設 農林水産省 (平成 11年度)
(6) その他
• 非常勤研究員制度 文部科学省
• 若手研究者研究推進制度 科学技術庁 (平成 11年度)
• 「戦略的情報通信研究開発」研究主体育成型研究開発 (35歳以下)
• 特別流動研究員制度 文部科学省 科学技術振興事業団 (～平成 14年度)
• 「助教授・助手の位置づけをはじめ教育研究の活性化に資する教員養成
の在り方」中央教育審議会諮問 (平成 13年)
• 21世紀 COEプログラム (平成 14年度～、教育面での拠点形成事業を
含む)
• 若手科学者賞 文部科学省



















表 3–3–1: 日本学生支援機構の奨学金制度 (平成 16年度)



































































































































































補助的教育機会奨学金 特に経済的援助が必要な学部生へ支給。連邦ペル奨学生が優先される。 最高4,000 なし 110万人




間中、利子を支払う。 2,525～8,500 あり 424万人
スタッフォード・ロー






出典: U.S. Department of Education ,“The Student Guide” より作成
99
米国における大学院学生を対象とした主な政府系のフェローシップ制度を





米国国立科学財団 大学院リサーチフェローシップ 900 27,500 3 なし
米国航空宇宙局 大学院研究生フェローシップ（米国市民のみ） 90 18,000 最長3 なし
米国国防省 国防科学及び工学分野の大学院フェローシップ 約200 23,500～25,500 3 なし
国家的必要性分野の大学院生(GAANN) 943 22,000 3 なし
ジャコブ・ジャビッツフェローシップ 238 29,500 最長4年 なし
国立保健研究所 国立研究局奨学金（プレドクトラル研修生） 140 18,156 5 なし
マイノリティーのためのプレドクトラルフェローシップ 40 18,156 最長5年 なし
米国環境保護省 環境研究のためのフェローシップ 100 34,000 2 なし
環境研究のための小規模研究機関フェローシップ 25 34,000 2 なし



























































































































出典: 文部科学省 科学技術・学術政策局 予算関係資料 より作成
注 1: 独立行政法人及び国立大学法人における支援数については、運営費
交付金に占める推計値























国立大学法人等 非常勤研究員 [ 581 ] 
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー非常
勤研究員 [ 380 ] 
（独）理化学研究所 基礎科学特別研究員制度 最長3年 192
ジュニア・リサーチ・アソシエイト制度 最長3年 145
日本原子力研究所 博士研究員流動化促進費 1年 90
特別研究生 1年 55





開発機構 宇宙航空プロジェクト研究員 原則3年 45
核燃料サイクル開発機構 任期付研究員制度 原則3年 17





厚生労働省 公益法人 厚生労働科学研究推進事業（リサーチ・レジデント事業） 原則1年 489



















出典: 文部科学省 科学技術・学術政策局 予算関係資料 より作成
注 1: 従来の国立学校特別会計による事業については、国立大学等の法人化に伴い、経費が国立大学法人運営費交付
金に移行。予算上人数計上されていないが、当該運営費交付金において、実質的に前年度と同水準以上の支援
が可能となるよう必要な経費が措置されていることから、2003 年度と同人数を 2004 年度に推計している。
注 2 : 独立行政法人の人数は、運営交付金に占める推計値。
注 3 : 2004 年度の人数の合計については、国立大学法人等雇用型の人数を含めた数字。
102














































































出典: NSF, Survey of Graduate Students and Postdoctorates in



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)









































































































































































家庭から 奨学金 アルバイト 定職・その他














































































































































































































1回 2回 3回以上 不明
回答者全体のうち、63.0%が「1回」と回答しており、現在が制度の初回適用で
ある。年齢階層別に見ると、25～29歳では「1回」が 78.0%であるが、30～34歳



















注 1: 本務教員のみ、1996年を 1.0としたときの指数































































































































































































(3) 国立大学教員の経営・法務アドバイザー兼業 (平成 14年度)
国立大学教員が、営利企業の経営・法務に関する助言を行う場合の兼業が
可能とした。





















図 3–4–1に 2000年から 2003年の日本における博士課程修了直後の進路を示す。















































注 4: 「民間企業」には建設、製造、卸売・小売、運輸・通信、サービス (一
部)の各業種の合計。民間企業以外が含まれている可能性がある。


















































教育 政府関連 非営利 民間 研究員 その他 海外 不明
出典: NSF “Web CASPER Database System (Survey of Earned Doctor-
ates)”より作成
注 1: 「教育」には初中等教育、高等教育機関の教員が含まれる。

































































































































































































































教員 テニュアトラック 政府系 民間企業 ポスドク 無職




































































































出典: 民間企業の研究活動に関する調査報告 (平成 12～15年度) より作成
2000年度から 2003年度の推移を見ると、博士課程学生については「毎年必ず」
や「ほぼ毎年」の割合にはほとんど変化が無いが、「採用する年もある」について




















































































よく考える ときどき考える あまり考えない 全く考えない 無回答
図 3–4–9の質問で「よく考える」または「ときどき考える」と回答した研究者に
対し、どのような職種に興味があるかを質問した。その結果を図 3–4–11に示す。












































































































































































































































































































































































































































































準の大学づくりを推進するため、平成 14年度より 21世紀 COEプログラム
を開始した。
(4) 国立試験研究機関等の独立行政法人化
平成 13年 4月 1日、97の国立試験研究機関 (当時)のうち、68機関を 32機
関に独立行政法人化 (うち、非国家公務員型は (独)経済産業研究所 (経済産
業省)のみ) し、新たな体制で業務が進められることとされた。一方、研究














(d) 平成 15年 7月国立大学法人法制定













































































































まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答
実践の状況では、大学と公的研究機関等及び民間企業との差がより明確に表れて
いる。「まったくそのとおり」と「ほぼそのとおり」とを足した肯定的回答割合は大
学が 37.9%であるのに対して、公的研究機関等では 60.6%、民間企業では 76.7%は
である。
ここ 3年 (第 2期科学技術基本計画実施期間中)の間に研究開発マネジメントを
充実させるための新たな取組みを行ったかどうかを質問した。その結果を図 3–5–3
に示す。















































































































































































































































































































































































































































































































































































































1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001




















1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004（年）
（人）



















1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 （年）
（人）
































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)





















0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)










































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
大学(N=449)
公的研究機関等(N=183)

































































































































































































































































































































































































































































































































「21世紀の大学像と今後の改革方策について — 競争的環境の中で 個性






































1963年の約 8倍である 11,384 人にまで増加した。同じ期間に女性の博士課程修了







1993年では 34,528人であったが、2003年に 65,644人となり、この 10年で約 1.9
倍に増加した。





















5.8%から 10.5%に増加した。企業等においては同期間に 4.3%から 6.4%に増加した
ものの、大学等、非営利団体・公的機関に比べるとまだ低水準であり、増加率も低
くとどまっている。






































































門では約 21%、教育部門では約 37%、公的部門 (政府)では約 22%である。分
野別では、社会科学系が最も高く、ほぼ過半数を女性が占めている。これに
対して技術者の女性比率はどの機関種においても 10%程度と低くなっている。
表 3–7–1: 米国の科学技術分野の雇用者における女性比率 (1999年)
セクター合計 民間 教育 政府
科学技術分野全体 23.6% 20.8% 36.6% 21.6%
　研究者 32.5% 30.2% 39.7% 29.9%
　　 計算機／数理科学 27.1% 25.8% 35.9% 28.7%
　　 生命科学 36.4% 36.4% 39.7% 28.0%
　　 物理学 23.0% 23.2% 22.9% 22.3%
　　社会科学  54.0% 59.8% 51.1% 44.2%
　技術者 9.5% 9.1% 11.8% 10.7%





図 3–7–5に示す。米国は 31.8%、ドイツでは 22.3% であるのに対し、日本で
は 13.8%で、比較国中最下位となっている。
図 3–7–5: 自然科学系の 4年制大学の卒業者に占める女性比率 (2001年)





































































ある。イタリア、フランスが約 28%、スイス 21%、ドイツ約 16%に対し、日
本は比較国中最下位の 10.2%である。
図 3–7–6: 欧州各国及び日本の研究者の女性比率 (2001年)























































出典: European Commission, Key Figures 2003–2004 より引用
まとめ
博士号課程修了者に占める女性の割合は 1967年に 4.8%であったが、2004年には
24.9%にまで上昇した (図 3–7–1)。また、女性研究者の数は 1993年から 2003年の
間に約 1.9倍に増加した (図 3–7–2)。2004年の機関種別の研究者の女性比率をみる




米国においては、博士号取得者 (科学技術系)のうち 36.5%が女性である (2001
年、図 3–7–4)。また、研究者 (科学技術系)に占める女性比率は大学等の教育機関
で 36.6%、政府部門で 21.6%、民間企業で 20.8%であり (表 3–7–1)、研究者に占め
る女性比率は高いということができる。
欧州各国との比較においても、日本の研究者に占める女性の割合がかなり低い



































































































































































































































































































































































































































出典: NSF,Survey of Doctorate Recipients より作成
注: 人文・社会科学、医療等を含む全分野
博士号を有する外国人数は 1993年から 1999年にかけて 8.1万人から 9.5万人ま
で増加している。また、博士号を有する米国人の数は 1993年から 1999年にかけ
て、約 62.6万人から 74.5万人まで増加している。博士号取得者全体に占める外国






























ができるが、日米を比較すると、博士号取得者 (米国: 34%、日本: 12.5%(た


































本工学会 共同 (平成 9年度)
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• 日本技術者教育認定制度 JABEE設立 (平成 11年 11月)
• APECエンジニア相互承認プロジェクト (平成 12年 11月～)
• 技術士法改正 (技術士資格について、外国との相互承認に対応させること等
を内容とする改正を実施。)(平成 12年)
• イノベーション人材養成事業 通商産業省 (平成 14年～)
• 起業家育成プログラム導入促進事業 通商産業省 (平成 14年～)
• 起業家精神涵養教材等開発普及事業 通商産業省 (平成 13年～)
• 起業家教育交流促進事業 通商産業省 (平成 11年～)
• インキュベーション・マネージャー養成等研修事業 通商産業省 (平成 14年
～)









の卒業者の推移を見ると、合計の人数は 1993年の 6,765人から 2004年には
15,160人と約 2.2倍に増加した。この間、理学系は 770人から 1558人の 2.0










年3月 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
合計（人） 6,765 7,366 8,019 8,968 9,860 10,974 12,192 12,375 13,179 13,642 14,512 15,160
理学 770 863 956 1,016 1,145 1,301 1,406 1,456 1,510 1,607 1,500 1,558
工学 1,354 1,550 1,783 2,127 2,434 2,767 2,990 2,903 3,048 3,073 3,212 3,355
農学 452 548 601 676 780 865 882 990 953 1,042 1,093 1,129
保健 2,757 2,858 2,956 3,153 3,370 3,559 3,876 3,977 4,173 4,310 4,561 4,728
その他 1,432 1,547 1,723 1,996 2,131 2,482 3,038 3,049 3,495 3,610 4,146 4,390
理学＋工学 数 2,124 2,413 2,739 3,143 3,579 4,068 4,396 4,359 4,558 4,680 4,712 4,913
理学＋工学 割合 31.4% 32.8% 34.2% 35.0% 36.3% 37.1% 36.1% 35.2% 34.6% 34.3% 32.5% 32.4%
修士課程卒業者
年3月 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
合計（人） 32,847 36,581 41,681 47,747 50,430 53,153 52,850 56,038 60,635 65,275 67,412 69,073
理学 3,327 3,632 4,264 4,887 5,267 5,503 5,251 5,351 5,633 5,741 5,722 5,998
工学 16,234 17,978 20,197 22,622 23,337 24,421 24,242 24,762 26,957 28,538 28,498 28,921
農学 2,252 2,479 2,819 2,985 3,056 3,175 3,016 3,168 3,362 3,515 3,471 3,676
保健 1,436 1,709 1,815 1,959 2,033 2,285 2,321 2,544 2,815 3,116 3,733 4,146
その他 9,598 10,783 12,586 15,294 16,737 17,769 18,020 20,213 21,868 24,365 25,988 26,332
理学＋工学 数 19,561 21,610 24,461 27,509 28,604 29,924 29,493 30,113 32,590 34,279 34,220 34,919


















































































































ラム数は 2004年度には 104件と急増している (表 3–7–3)。
表 3–7–3: JABEEによる認定プログラム数
年度 分野数 大学数 プログラム数
2001 2 3 3
2002 9 23 32
2003 14 49 68




































由したWebベースで提供するものである。表 3–7–4に 2004年 3月現在
の分野別の提供教材の内容を示す。




























































































































































































































































































































































































































































































































委員 伊澤 達夫 NTTエレクトロニクス株式会社 取締役相談役
岩永雅也 放送大学 教養学部 教授
◎ 榊 裕之 東京大学 生産技術研究所 教授
塚原 修一 国立教育政策研究所 高等教育研究部 総括研究官
山村 研一 熊本大学 発生医学研究センター 教授
吉野 諒三 統計数理研究所 領域統計研究系 助教授
注 : ◎は委員長を表す。なお岩永委員、吉野委員は第 3回委員会より参加。
B.2 審議課程















第 4回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会 2004年 8 月 4日 (水)
13:30～15:30
(1) 平成 15年度 研究マネージャー・アンケート調査結果について
(2) 平成 16年度 研究人材本人向けアンケート調査について
(3) 科学技術人材に関する国際比較分析について
第 5回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会 2004年 11月 5日 (水)
15:00～17:30
(1) 科学技術関係人材育成プログラム達成状況調査の今後の進め方について
(2) 平成 16年度 研究人材本人向けアンケート調査結果について
(3) 科学技術人材に関する国際比較分析について






Aこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
御 質 問 兼 御 回 答 用 紙
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 2 月 2 7 日 ( 金 ) ( 必 着 ) と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 御 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
※ 御 回 答 い た だ い た 内 容 は 、 本 調 査 の 目 的 以 外 に は 使 用 い た し ま せ ん 。
※ 本 ア ン ケ ー ト に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で お 願 い い た し ま す 。
( 株 ) 三 菱 総 合 研 究 所 先 端 科 学 研 究 セ ン タ ー
担 当 : 近 藤 , 石 井
T E L : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 5 6 ( 直 通 ) , F A X : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 6 8 , k o n t a k @ m r i . c o . j p
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行 な う 調 査 の 一
環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 今 後 開 始 さ れ る 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 ま た 、 特 に 公 的 機 関 、 国 公 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎
え 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と 考 え て お り ま す の で 、 是 非 御 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
本 ア ン ケ ー ト で は 特 に 科 学 技 術 関 係 人 材 に 関 す る 施 策 の 達 成 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的 と し 、 「 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性 」 、 「 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ
ス 」 、 「 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 」 、 「 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 」 、 「 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実 」 の 5 つ の 観 点 か ら 質 問 い た し ま す 。
本 調 査 の 対 象 者
本 調 査 票 は 以 下 の 方 々 に お 送 り し て い ま す 。
• 博 士 課 程 の あ る 自 然 科 学 系 研 究 科 を 有 す る 大 学 の 長 、 研 究 科 の 長 お よ び 一 部 の 学 科 の 長
• 自 然 科 学 系 の 研 究 を 行 な う 大 学 附 置 研 究 所 の 長
• 自 然 科 学 系 の 研 究 を 行 な う 大 学 共 同 教 育 研 究 施 設 の 長
• 大 学 共 同 利 用 機 関 の 長 、 部 門 の 長
• 独 立 行 政 法 人 、 国 公 立 試 験 研 究 機 関 等 公 的 研 究 機 関 の 長 、 部 門 の 長
お 名 前 は 学 校 ・ 研 究 機 関 が 公 開 し て い る 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抽 出 し て い ま す 。 大 学 に お い て は 廣 潤 社 刊 「 平 成 1 5 年 全 国 大 学 職 員 録 」 も 参 考 に し て い ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 御 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 人 材
本 ア ン ケ ー ト で は 国 公 立 私 立 大 学 お よ び 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 に お け る 「 研 究 者 」 と 「 研 究 支 援 者 」 を 合 わ せ て 「 研 究 人 材 」 と 呼 ぶ こ と と
し ま す 。 研 究 者 、 研 究 支 援 者 の そ れ ぞ れ の 定 義 は 後 述 の 通 り で す 。
1
2 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 大 学 の 課 程 を 終 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 す る 者 で 、 特 定 の 研 究 テ ー マ を 持 っ
て 研 究 を 行 な っ て い る 者 ( 外 部 に 本 務 を 持 つ 研 究 者 ( 兼 務 者 ) を 除 く ) を 言 い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
本 調 査 で は 後 述 の 「 ポ ス ト ド ク タ ー 」 は 研 究 者 に 含 ま れ ま す 。 な お 、 博 士 課 程 の 学 生 、 1 年 未 満 の 期 限 付 き で 雇 用 さ れ て い る 者 、 非 常 勤 の 者 、 臨 時 ・
日 雇 い の 者 は 本 調 査 で は 研 究 者 に は 含 ま れ ま せ ん 。
• ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 取 得 者 で あ り 、 採 用 の 直 前 に お い て 定 職 を 持 た ず 、 か つ 助 成 や 奨 学 金 の 受 領 の 有 無 に 関 係 な く 、 大 学 、 国 立 試 験 研 究
機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 者 を 言 い ま す 。 ポ ス ト ド ク タ ー の 略 称 を 「 ポ ス ド ク 」 と し ま す 。
• 若 手 研 究 者
研 究 者 の う ち 、 3 7 才 以 下 の 者 を い い ま す 。
• 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者
本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と に し ま す 。
• 海 外 人 材
研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
3 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 研 究 者 、 博 士 課 程 学 生 以 外 で あ っ て 、 研 究 者 を 補 佐 し 、 そ の 指 導 に 従 っ て 研 究 に 従 事 す る 者 で 、 将 来 研 究 者 に な る 可 能 性 の あ る 者
• 研 究 者 、 研 究 補 助 者 以 外 の 者 で あ っ て 、 研 究 者 、 研 究 補 助 者 の 指 導 、 監 督 の 下 に 研 究 に 付 随 す る 技 術 的 サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 者
4 . 事 務 支 援 者
事 務 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 上 記 の 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者
• 図 書 館 等 の 共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者
• 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
2
5 . 公 募
人 材 を 募 集 し て い る 事 実 お よ び 応 募 の 条 件 を 組 織 の 内 外 に 告 知 し て 、 人 材 を 募 る こ と を 「 公 募 」 と い い ま す 。 告 知 は 広 域 出 版 物 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 、
機 関 の 外 部 に あ っ て 、 国 内 で あ れ ば 地 理 的 条 件 に よ ら ず 募 集 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る こ と が 条 件 で す 。 組 織 内 の み の 掲 示 は 公 募 に 含 ま な い こ と と し
ま す 。
6 . 任 期 付 き 任 用
1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と を 「 任 期 付 き 任 用 」 と い い ま す 。 な お 、 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る ポ ス ト ド ク タ ー は
任 期 付 き 任 用 の 研 究 者 に 含 み ま せ ん 。
7 . キ ャ リ ア パ ス
キ ャ リ ア と は そ の 人 の 経 歴 や 職 歴 を 指 し 、 キ ャ リ ア パ ス と は そ の 人 が 生 涯 で た ど る 経 歴 や 職 歴 の 全 体 を い い ま す 。 「 研 究 者 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス 」 と
は 、 専 門 的 な 知 識 や 技 術 ・ 能 力 を 身 に つ け た 研 究 者 が 、 能 力 や 適 性 に 応 じ た 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 様 々 な 職 業 を 選 択 し 、 経 験 を 積 む 過 程 を い い ま す 。
御 回 答 者 の 情 報
恐 れ 入 り ま す が 、 御 回 答 者 に つ い て 以 下 に ご 記 入 く だ さ い 。 連 絡 先 は 御 都 合 の よ ろ し い も の を ひ と つ ご 記 入 願 い ま す 。
（ フ リ ガ ナ ）
所 属 機 関
部 門 ・ 部 局 名
御 連 絡 先
（ 電 話 ま た は 電 子 メ ー ル ア ド レ ス ）
御 回 答 者 の 氏 名
回 答 い た だ い た 個 人 デ ー タ は 秘 密 を 厳 守 し 、 本 調 査 以 外 へ の 転 用 ・ 流 用 は も ち ろ ん 、 外 部 に 公 表 さ れ る こ と は 一 切 あ り ま せ ん 。 回 答 者 個 人 と 関 連 付 け た 分
析 に 用 い ら れ る こ と も あ り ま せ ん 。
そ れ で は 、 次 ペ ー ジ 以 降 の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。
3
第 1 部 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 研 究 人 材 の 流 動 性 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ 、 そ の 実 現 の た め に 任 期 付 き 任 用 制 等 の 施 策 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 御 回 答 者 が 担 当
す る 研 究 組 織 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 の 状 況 、 流 動 を 阻 害 す る 要 因 、 公 募 に よ る 採 用 、 任 期 付 き 任 用 の 現 状 と 課 題 な ど に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
例 設 問 の 例
回 答 例 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 の 研 究 者 は 、 す べ て 第 一 級 の 人 材 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
番 号 設 問
1 - 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 3 年 前 に く ら べ て 人 材 の 流 動 性 （ 他 の 機 関 と の 間 の 研 究 人 材 の 転
入 転 出 ） が 向 上 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 2 研 究 人 材 の 流 動 性 を 高 め る に は 、 研 究 チ ー ム （ 研 究 室 ） 単 位 で 異 動 す る 仕 組 み が 必 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 3
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 公 募 と 同 時 に 個 人 的 な 紹 介 に よ っ て 人 材 の 情 報 を 入 手 す る こ と が
多 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 4 公 募 よ り も 、 公 募 を 経 な い 個 人 的 な 紹 介 の 方 が 人 物 が よ く わ か る の で 良 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 5 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 公 募 制 度 を 導 入 し て か ら 研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 6 研 究 者 は す べ て 公 募 を 経 て 採 用 さ れ る べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 7
公 募 制 が 定 着 し な い の は 、 公 募 で は そ の 時 最 も 適 し た 人 材 の も と へ 募 集 情 報 が 届 く と は 限 ら な い か ら で
あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 8 公 募 制 が 定 着 し な い の は 、 研 究 人 材 の 側 に 移 動 し た い と い う 意 識 が 小 さ い か ら で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 9 任 期 期 間 、 再 任 の 回 数 な ど を 自 由 に 設 定 で き れ ば 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を も っ と 活 用 し た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢 の 例
選 択 肢
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( つ づ き )
番 号 設 問
1 - 1 0
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て か ら 若 手 研 究 者 ※ 1 の 流 動 性 が 向 上
し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て か ら 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 ※ 2 の 流 動
性 が 向 上 し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 2 任 期 制 の 導 入 は 組 織 の 活 性 化 、 研 究 開 発 効 率 の 向 上 に 効 果 が あ る と 思 う 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 3
優 秀 な 留 学 生 や 海 外 か ら の ポ ス ト ド ク タ ー を 日 本 の 研 究 人 材 と し て 定 着 さ せ る た め の 方 策 を 講 じ る べ き
で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 4 海 外 か ら の 研 究 人 材 は 組 織 を 活 性 化 さ せ 、 研 究 開 発 の 効 率 を 上 昇 さ せ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 5 今 後 の 任 期 付 き 任 用 の 適 用 者 数 を （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
非 常 に 増 や し た
い
増 や し た い
現 状 程 度 と し た
い
減 ら し た い
非 常 に 減 ら し た
い
1 - 1 6 若 手 研 究 者 の （ 　 　 　 　 　 　 ） 程 度 に は 任 期 付 き 任 用 制 度 を 適 用 す べ き で あ る 。 1 割 3 割 5 割 7 割 9 割
1 - 1 7
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 の 適 用 者 の う ち 、 若 手 研 究 者 が お よ そ （
） を 占 め て い る 。
1 割 3 割 5 割 7 割 9 割
選 択 肢
※ 1 ) 「 若 手 研 究 者 」 : 研 究 者 の う ち 、 3 7 才 以 下 の 者 を い い ま す 。
※ 2 ) 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 : 本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と と し ま す 。
以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。 な お 、 1 – 2 0 の 最 初 の 問
に つ い て は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の ど ち ら か に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
1 - 1 8
優 れ た 人 材 を 獲
得 で き る
新 し い 研 究 領 域
を 開 拓 で き る
新 し い 文 化 を 取
り 入 れ ら れ る
人 材 の や る 気 を
引 き 出 せ る
不 適 合 者 の 転 出
を 促 せ る
( )
1 - 1 9
優 れ た 人 材 が 流
出 し て し ま う
ノ ウ ハ ウ の 蓄 積
が 困 難 に な る
知 識 や 技 術 が 流
出 し て し ま う
長 期 の 研 究 計 画
が 立 て に く く な
る
研 究 者 と の 意 思
の 疎 通 が 円 滑 に
な り に く い
( )
選 択 肢 そ の 他
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な メ
リ ッ ト が あ り ま す か 。
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な デ
メ リ ッ ト が あ り ま す か 。
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( つ づ き )
番 号 設 問
1 - 2 0
は い い い え
（ 「 は い 」 と お 答 え の 方 ） 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し た 目 的 は な ん で
す か 。
若 手 の 試 用 期 間
と し て
時 限 プ ロ ジ ェ ク
ト 対 応 と し て
人 材 の や る 気 を
引 き 出 す た め
不 適 合 者 の 転 出
促 進 策 と し て
監 督 官 庁 の 指 示
に よ り
( )
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し な い 、 あ る い
は で き な い 理 由 は な ん で す か 。
研 究 者 の 反 対 が
大 き い か ら
職 員 団 体 の 反 対
が 大 き い か ら
研 究 ス タ イ ル に
適 合 し な い か ら
特 に 必 要 を 感 じ
な い か ら
( )
1 - 2 1
年 功 序 列 的 な 賃
金 体 系
退 職 金 の 目 減 り
年 金 や 保 険 の 可
搬 性 の 低 さ
昇 進 が 内 部 の 者
に 有 利 な こ と
特 に 不 利 に 働 く
要 素 は な い
( )
1 - 2 2
研 究 者 ポ ス ト の
不 足
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
1 - 2 3
年 金 や 保 健 の 可
搬 性 の 低 さ
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て い ま
す か 。
現 在 の 日 本 の 制 度 ま た は 慣 習 で 、 研 究 人 材 が 異 動 し よ う と す る と き に 不 利 に
働 く も の は な ん で す か 。
現 在 の 日 本 で 、 若 手 の 海 外 人 材 ※ 3 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因 に は
何 が あ る と 思 い ま す か 。
現 在 の 日 本 で 、 中 堅 ・ シ ニ ア の 海 外 人 材 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因
に は 何 が あ る と 思 い ま す か 。
選 択 肢 そ の 他
※ 3 ) 「 海 外 人 材 」 : 研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
1 – 2 4 研 究 活 動 を 活 性 化 す る た め に は 、 研 究 人 材 の 流 動 化 が 必 要 で あ る と さ れ ま す が 、 現 在 の 日 本 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 は 欧 米 諸 国 に 比 較 す る と 極 端 に 低
い と 言 わ れ て い ま す 。 日 本 で 研 究 者 の 流 動 化 を 阻 害 し て い る 要 因 は 何 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 ま た 、 流 動 化 を 促 進 す る た め に は 、 ど の よ う な 方 策 が 有
効 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す の で 、 お 考 え を お 書 き く だ さ い 。
阻 害 要 因 方 策 ・ 提 言
6
第 2 部 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い ま す 。 こ れ を 受 け 、 ポ ス ド ド ク タ ー 等 支 援 制 度 、 若 手 研 究 者 を 対 象 と し た 競 争 的
資 金 制 度 等 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 博 士 課 程 の 学 生 お よ び ポ ス ト ド ク タ ー に 対 す る 支 援 の あ り 方 、 研 究 者 の 自 立 の あ り 方 に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 博 士 課 程 進 学 者 を 増 加 さ せ る べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 2 博 士 課 程 の 学 生 を 経 済 的 に よ り 支 援 す べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 3 ポ ス ト ド ク タ ー の 支 援 期 間 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 程 度 が 適 当 で あ る 。 1 年 3 年 5 年 7 年 8 年 以 上
2 - 4 研 究 者 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 歳 く ら い ま で に 自 分 の 生 活 を 維 持 で き る よ う 経 済 面 の 自 立 を す べ き で あ る 。 3 0 3 5 4 0 4 5
年 齢 と は 関 係 な
い
2 - 5
研 究 者 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 歳 く ら い ま で に 自 分 で 研 究 テ ー マ を 設 定 し 遂 行 で き る よ う 研 究 面 の 自 立 を す
べ き で あ る 。
3 0 3 5 4 0 4 5
年 齢 と は 関 係 な
い
2 - 6 若 手 研 究 者 が 研 究 面 で 自 立 す る た め に は 、 多 様 な 研 究 組 織 で 経 験 を 積 む こ と が 重 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 7
若 手 研 究 者 が 研 究 面 で 自 立 す る た め に は 、 一 つ の 研 究 組 織 で じ っ く り と 研 究 能 力 を 高 め る こ と が 重 要 で
あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 8 若 手 向 け 外 部 競 争 的 資 金 の 拡 充 は 若 手 研 究 者 の 自 立 に 貢 献 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 9 教 授 、 助 教 授 、 助 手 等 か ら な る 旧 来 の 職 階 制 度 は 若 手 の 自 立 を 阻 害 す る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。 な お 、 2 – 9 の 最 初 の 問
に つ い て は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の ど ち ら か に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 0
は い い い え
（ 「 は い 」 と お 答 え の 方 ） ポ ス ト ド ク タ ー 受 け 入 れ の 目 的 は 何 で す
か 。
共 同 研 究 者 と し
て
研 究 実 施 の た め
の 労 働 力 と し て
若 手 ま た は 学 生
の 指 導 役 と し て
新 た な 研 究 分 野
を 取 り 込 む た め
他 の 研 究 者 の モ
チ ベ ー シ ョ ン を
高 め る た め
( )
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） ポ ス ト ド ク タ ー を 受 け 入 れ な い 、 あ る い
は 受 け 入 れ ら れ な い 理 由 は な ん で す か 。
研 究 指 導 に 負 担
を 感 じ る か ら
機 材 、 ス ペ ー ス
面 の 準 備 が で き
な い か ら
適 し た ポ ス ト ド
ク タ ー が 見 つ か
ら な い か ら
支 援 制 度 の 選 考
か ら も れ て し
ま っ た か ら
特 に 必 要 性 を 感
じ な い か ら
( )
2 - 1 1
単 な る 博 士 課 程
の 延 長
研 究 分 野 の 幅 を
広 げ る 期 間
自 立 の た め の 登
竜 門
就 職 ま で の 猶 予
期 間
特 に 意 義 を 見 出
せ な い
( )
2 - 1 2
若 手 研 究 者 が 着
実 に 養 成 さ れ た
研 究 開 発 の 成 果
が 充 実 し た
研 究 人 材 の 流 動
性 が 向 上 し た
特 に 効 果 は な
か っ た
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 ポ ス ト ド ク タ ー を 受 け 入 れ て い ま
す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 は 、 研 究 者 本 人 に は ど の よ う な 意 義 が あ る と 思 い ま す
か 。
「 ポ ス ト ド ク タ ー 等 １ 万 人 支 援 計 画 」 は ど の よ う な 点 で 日 本 の 研 究 開 発 に 効
果 が あ っ た と 思 い ま す か 。
以 下 の 各 問 に つ い て 、 括 弧 に お 書 き く だ さ い 。 選 択 肢 の あ る も の に つ い て は ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 3
( )
2 - 1 4
大 幅 に 増 え
る の が よ い
増 え る の が
よ い
減 る の が よ い
そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
( )
2 - 1 5 あ る な い
( )
大 幅 に 減 る の
が よ い
ポ ス ト ド ク タ ー の 数 は 今 後 ど の よ う に あ る べ き だ と 思 い ま す か 。
選 択 肢 ・ 記 述
現 状 程 度 で よ
い
修 士 課 程 進 学 者 に 比 較 し て 、 博 士 課 程 進 学 者 が 少 な い （ 修 士 課 程  約 7 6 , 0 0 0 人 、 博 士 課 程  約 1 8 , 0 0 0 人  [ 平
成 1 5 年 4 月 ] ） 理 由 と し て お 気 付 き の 点 を お 答 え く だ さ い 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 若 手 研 究 者 が 自 立 す る た め の 制 度 や 環 境 と し て 不 足 し て い る も
の は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の 方 は 、 特 に な に が 不 足 し て い る か を お 書 き く だ さ い 。
8
2 – 1 6 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 に 関 し て 、 あ な た が お 感 じ に な る 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 に つ い て 、 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す の で
お 書 き 下 さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
9
第 3 部 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 者 の 流 動 性 を 高 め 、 研 究 開 発 活 動 を 活 性 化 さ せ る た め に 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス の 多 様 化 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。 ま た 、 研
究 人 材 は ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ 、 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 幅 広 い 選 択 肢 の 中 か ら キ ャ リ ア パ ス を 選 択 し 得 る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。
そ れ で は 以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 1
研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




マ ネ ジ メ ン ト ・
管 理 職
教 育 専 任 職
産 学 連 携 コ ー
デ ィ ネ ー タ
研 究 支 援 職
転 換 の 事 例 は な
い
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 が 転 換 す る 研 究 職 以 外 の 職
種 と し て ど の よ う な 事 例 が あ り ま す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す
る た め に 、 若 手 研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を 行 っ て い ま
す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す
る た め に 、 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を
行 っ て い ま す か 。
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 「 思 う / 思 わ な い 」 、 「 あ る / な い 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 4 思 う 思 わ な い 　
( )
3 - 5 あ る な い
( )
3 - 6 あ る な い
( )
3 - 7 あ る な い
( )
3 - 8 あ る な い
( )
選 択 肢 ・ 記 述
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 民 間 企 業 に 期 待 す る 点 は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お
答 え の か た は そ の 内 容 を 、 「 な い 」 と お 答 え の 方 は そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 が 生 涯 に わ た っ て 活 躍 で き る よ う に す る た め に 、 研 究 職 以 外 を 含 め た 多 様 な キ ャ リ ア パ ス を 選 択 で
き る よ う に す る の が 良 い と 思 い ま す か 。 ま た 、 そ う お 答 え に な る 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 組 織 と し て 取 り 組 む べ き 点 は あ る と 思 い ま す か 。
「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 研 究 者 自 身 の 資 質 ・ 能 力 と し て 充 実 す べ き 点 は あ
る と 思 い ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 環 境 や 制 度 と し て 充 実 す べ き 点 は あ る と 思 い ま す
か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
1 0
3 – 9 研 究 者 の 生 涯 を 通 じ て の キ ャ リ ア パ ス を 考 え た と き に 、 ど の 時 期 に ど の よ う な 課 題 が あ る と お 考 え で し ょ う か 。 で き れ ば 御 自 身 の 経 験 を も と に お 書 き



















次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 1
第 4 部 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
今 後 、 研 究 開 発 に は 、 よ り 一 層 の 効 率 化 、 成 果 の 迅 速 な 還 元 、 研 究 テ ー マ の 素 早 い 展 開 が 求 め ら れ る と 予 想 さ れ ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 優 れ た 成 果
を 生 み 出 す 研 究 開 発 シ ス テ ム を 実 現 す る た め に 、 組 織 の 長 の 強 い リ ー ダ シ ッ プ に よ る 柔 軟 か つ 機 動 的 な 組 織 運 営 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。 特 に 大 学 、 公 的
研 究 機 関 で は 、 法 人 化 に よ り 研 究 マ ネ ジ メ ン ト の 自 由 度 が 今 後 一 層 高 ま り ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1
研 究 機 関 を 活 性 化 し 、 研 究 効 率 を 高 め る た め に は 一 般 に 、 機 関 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン
ト が 必 要 不 可 欠 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 2 私 が 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン ト を 実 践 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 3
私 が 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 に は 機 動 的 な 組 織 運 営 を 実 現 す る た め の 人 事 お よ び 財 政 の 権 限 が あ
る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 4
研 究 者 は 研 究 に 専 念 し 、 研 究 組 織 の マ ネ ジ メ ン ト は 研 究 者 以 外 の 経 営 の 経 験 を 持 つ マ ネ ジ メ ン ト 専 任 者
が 担 当 す べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 5 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の 採 用 の 際 の 評 価 に 研 究 者 以 外 の 意 見 を 参 考 に し て い る 。
は い い い え
4 - 6
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の 評 価 に 優 れ た 研 究 者 集 団 の 見 識 に よ る 評 価 を 行 っ て い
る 。
は い い い え
4 - 7
研 究 者 の 評 価 を 行 う 上 で は 、 全 員 を 同 じ よ う な 労 力 で 評 価 す る よ り は む し ろ 、 特 に 優 れ た 業 績 を 上 げ て
い る 研 究 者 と 特 に 業 績 の 上 が っ て い な い 研 究 者 を 見 極 め 、 そ の 研 究 者 を 適 切 に 評 価 ・ 処 遇 す る こ と が 重
要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 8
非 常 に 高 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 際 立 っ た 処 遇 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が あ り 、 そ れ
が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 9
非 常 に 低 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 職 種 の 転 換 や 転 出 の 斡 旋 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が
あ り 、 そ れ が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
な お 、 4 – 1 0 , 4 – 1 1 に つ い て は 最 大 2 つ ま で ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 0
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム 、 学
科 の 長
研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 1
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム 、 学
科 の 長
研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 2
発 表 論 文 の 数 論 文 の 引 用 度 数 特 許 出 願 数 外 部 資 金 獲 得 額
定 量 指 標 は 用 い
て い な い
( )
4 - 1 3
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
4 - 1 4
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 個 人 の 評 価 結 果 は 個 人 の 処
遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 部 門 あ る い は 研 究 チ ー ム の 評
価 結 果 は 個 人 の 処 遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 学 問 分 野 を 決 定 す る 際 に 、 機 関 の 長 以 外 で
実 質 的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の
２ つ ま で ） 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 研 究 者 の 絞 り 込 み に 、 機 関 の 長 以 外 で 実 質
的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の ２ つ
ま で ） 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 研 究 者 の 評 価 に 際 し て 、 次 の 定 量 的
指 標 の う ち ど れ を 用 い て い ま す か 。
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 「 思 う / 思 わ な い 」 、 「 あ る / な い 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 5 は い い い え
( )
4 - 1 6 あ る な い
( )
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 あ る い は 部 門 の 長 が 柔 軟 か つ 機 動 的 な マ ネ ジ メ ン ト を 行 な お う と す
る 際 に 障 害 は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の 方 は そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 こ こ ３ 年 の 間 に 機 関 の 長 ま た は 部 門 の 長 の マ ネ ジ メ ン ト を 充 実 さ せ る た め の
新 た な 取 り 組 み を 行 い ま し た か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、 そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
1 3
4 – 1 7 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 に 関 し て 、 あ な た が お 感 じ に な る 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 に つ い て 、 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す
の で お 書 き 下 さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 4
第 5 部 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実
研 究 開 発 の 高 度 化 、 複 雑 化 に と も な い 、 こ れ を 技 術 的 に 支 え る 研 究 支 援 者 の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。 ま た 国 際 的 な 共 同 研 究 の 増 加 、 研 究 成 果 の 活 用 へ の
要 請 等 に よ り 、 事 務 支 援 部 門 へ の ニ ー ズ も 高 度 に な っ て い ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 に お い て は 、 研 究 支 援 者 の 数 を 欧 米 並 み と す る こ と を 目 標 と し 、 こ れ を 受 け
た 施 策 が 講 じ ら れ ま し た が 、 必 ず し も 期 待 通 り に 支 援 者 を 確 保 で き て い な い の が 現 状 で す 。
こ こ で は 、 研 究 支 援 者 お よ び 事 務 支 援 者 の 確 保 の 現 状 、 支 援 業 務 の 担 い 手 の あ り 方 、 課 題 に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 必 要 と す る 研 究 支 援 者 数 は 、 研 究 者 一 人 当 り 約 （ 　 　 　 　 　 　 ）
人 で あ る 。
0 . 2 人 未 満
0 . 2 人 以 上 1 . 0 人
未 満
１ 人
２ 人 以 上 ５ 人 未
満
５ 人 以 上
5 - 2
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 確 保 し て い る 研 究 支 援 者 数 は 、 研 究 者 一 人 当 り 約 （
） 人 で あ る 。
0 . 2 人 未 満
0 . 2 人 以 上 1 . 0 人
未 満
１ 人
２ 人 以 上 ５ 人 未
満
５ 人 以 上
5 - 3
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 一 人 当 り の 研 究 支 援 業 者 数 は 、 ３ 年 前 と 比 較 し て （
） 。
非 常 に 増 加 し た 増 加 し た か わ ら な い 減 少 し た 非 常 に 減 少 し た
5 - 4 研 究 支 援 者 は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 研 究 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 5 研 究 支 援 業 務 は 研 究 支 援 者 を 雇 わ な く て も 学 生 、 ポ ス ド ク な ど の 若 手 研 究 者 が 行 な え ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 6 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 者 ※ 4  数 は 、 （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
十 分 充 足 し て い
る
充 足 し て い る 不 足 し て い る
非 常 に 不 足 し て
い る
5 - 7 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 業 務 は 3 年 前 と 比 較 し て （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
非 常 に 充 実 し た 充 実 し た
ほ と ん ど 変 わ ら
な い
不 足 し た 非 常 に 不 足 し た
5 - 8 事 務 支 援 者 は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 事 務 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 9
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 部 門 は 研 究 現 場 の ニ ー ズ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き
る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
※ 4 「 事 務 支 援 者 」 : 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。・ 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者 、・ 図 書 館 等 の
共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 、・ 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
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( つ づ き )
番 号 設 問
5 - 1 0 事 務 部 門 の 人 事 異 動 の 間 隔 が 短 く 、 ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し 継 承 す る こ と が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 1 1 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 の ス ペ シ ャ リ ス ト の 養 成 が 急 務 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 1 2
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 と 事 務 支 援 者 の 連 携 は 十 分 に 機 能 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
以 下 の 問 に 対 し て 、 「 は い / い い え 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 1 3 は い い い え
( )
あ な た の 所 属 す る 機 関 に お い て 、 事 務 支 援 機 能 を 強 化 す る 必 要 を 感 じ ま す か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、
そ れ が ど の よ う な 機 能 か を お 書 き く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
5 – 1 4 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実 に 関 し て 、 回 答 者 が お 感 じ の 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 を お 聞 か せ く だ さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 6
御 回 答 者 に つ い て
御 回 答 者 自 身 に つ い て お 伺 い し ま す 。 以 下 の 各 問 の 選 択 肢 の ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 項 目
備 考
A - 1 年 齢 （ 才 ） 3 1 ～ 4 0 4 1 ～ 5 0 5 1 ～ 6 0 6 1 ～ 7 0 7 1 ～
A - 2 研 究 歴 （ 年 ） 1 ～ 5 6 ～ 1 0 1 0 ～ 1 5 1 6 ～ 2 0 2 1 ～ 2 5
2 6 ～ 3 0 3 1 ～ 3 5 3 6 ～ 4 0 4 0 ～ な し
A - 3 大 学 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 4 公 的 研 究 機 関 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 5 民 間 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 6 海 外 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 7 ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 8 御 自 身 が こ れ ま で 経 験 し た 機 関 数 1 機 関 2 機 関 3 機 関 4 機 関 5 機 関 以 上 研 究 歴 に お け る 機 関 数 を お 答 え く だ さ い 。
A - 9
卒 業 大 学 （ 最 終 学 歴 ） と 現 在 の 所 属
大 学 は 同 じ 大 学 で あ る 。
は い い い え
大 学 に 所 属 の 方 の み お 答 え く だ さ い 。
A - 1 0 御 自 身 の 専 攻 分 野 数 学 物 理 学 化 学 生 物 学 天 文 学
地 球 科 学 人 類 学 応 用 物 理 学 土 木 工 学 建 築 学
農 学 水 産 学 農 芸 化 学 林 学 畜 産 ・ 獣 医 学
農 業 工 学 生 理 学 内 科 学 薬 学 病 理 学
外 科 学 歯 科 学 そ の 他 医 学 看 護 学 体 育 学
応 用 化 学 プ ロ セ ス 工 学 材 料 工 学 生 体 医 工 学 環 境 科 学
機 械 工 学 航 空 宇 宙 工 学 電 気 ・ 電 子 工 学 情 報 科 学 統 計 学
エ ネ ル ギ ー 工 学 シ ス テ ム 工 学 計 測 ・ 制 御 工 学 経 営 工 学 経 済 学
法 学 文 学 教 育 学
選 択 肢
そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
経 験 し た 延 べ 年 数 を お 答 え く だ さ い 。
修 士 お よ び 博 士 課 程 は 研 究 歴 に 含 み ま せ ん 。
も っ と も あ て は ま る も の を ひ と つ だ け 選 ん で
○ を つ け て く だ さ い 。 ど う し て も あ て は ま る
も の が な い 場 合 は そ の 他 の カ ッ コ に 御 記 入 く
だ さ い 。
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 7
貴 機 関 と 研 究 者 数 等 に つ い て
御 回 答 者 の 所 属 す る 機 関 に つ い て お 尋 ね し ま す 。 以 下 の 各 問 に つ い て 、 ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え 下 さ い 。
番 号 項 目
国 立 大 学 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関
独 立 行 政 法 人 省 庁 直 轄 研 究 機 関 そ の 他
北 海 道 東 北 関 東 中 部




機 関 種 別
機 関 の 所 在 地
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 8
そ の 他 自 由 な 御 意 見



















C – 2 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 が う た わ れ て い ま す が 、 現 在 の 日 本 の 研 究 開 発 シ ス テ ム に 対 し て 、 あ な た が 特 に 課 題 で あ る と お 感 じ の






































御 回 答 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 お 手 数 を お か け し ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
御 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
1 9
Bこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
御 質 問 兼 御 回 答 用 紙
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 2 月 2 7 日 ( 金 ) ( 必 着 ) と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 御 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
※ 御 回 答 い た だ い た 内 容 は 、 本 調 査 の 目 的 以 外 に は 使 用 い た し ま せ ん 。
※ 本 ア ン ケ ー ト に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で お 願 い い た し ま す 。
( 株 ) 三 菱 総 合 研 究 所 先 端 科 学 研 究 セ ン タ ー
担 当 : 近 藤 , 石 井
T E L : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 5 6 ( 直 通 ) , F A X : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 6 8 , k o n t a k @ m r i . c o . j p
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行 な う 調 査 の 一
環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 今 後 開 始 さ れ る 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 ま た 、 特 に 公 的 機 関 、 国 公 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎
え 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と 考 え て お り ま す の で 、 是 非 御 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
本 ア ン ケ ー ト で は 特 に 科 学 技 術 関 係 人 材 に 関 す る 施 策 の 達 成 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的 と し 、 「 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性 」 、 「 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ
ス 」 、 「 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 」 、 「 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 」 、 「 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実 」 の 5 つ の 観 点 か ら 質 問 い た し ま す 。
本 調 査 の 対 象 者
本 調 査 票 は 以 下 の 方 々 に お 送 り し て い ま す 。
• 博 士 課 程 の あ る 自 然 科 学 系 研 究 科 を 有 す る 大 学 の 長 、 研 究 科 の 長 お よ び 一 部 の 学 科 の 長
• 自 然 科 学 系 の 研 究 を 行 な う 大 学 附 置 研 究 所 の 長
• 自 然 科 学 系 の 研 究 を 行 な う 大 学 共 同 教 育 研 究 施 設 の 長
• 大 学 共 同 利 用 機 関 の 長 、 部 門 の 長
• 独 立 行 政 法 人 、 国 公 立 試 験 研 究 機 関 等 公 的 研 究 機 関 の 長 、 部 門 の 長
お 名 前 は 学 校 ・ 研 究 機 関 が 公 開 し て い る 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抽 出 し て い ま す 。 大 学 に お い て は 廣 潤 社 刊 「 平 成 1 5 年 全 国 大 学 職 員 録 」 も 参 考 に し て い ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 御 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 人 材
本 ア ン ケ ー ト で は 国 公 立 私 立 大 学 お よ び 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 に お け る 「 研 究 者 」 と 「 研 究 支 援 者 」 を 合 わ せ て 「 研 究 人 材 」 と 呼 ぶ こ と と
し ま す 。 研 究 者 、 研 究 支 援 者 の そ れ ぞ れ の 定 義 は 後 述 の 通 り で す 。
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2 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 大 学 の 課 程 を 終 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 す る 者 で 、 特 定 の 研 究 テ ー マ を 持 っ
て 研 究 を 行 な っ て い る 者 ( 外 部 に 本 務 を 持 つ 研 究 者 ( 兼 務 者 ) を 除 く ) を 言 い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
本 調 査 で は 後 述 の 「 ポ ス ト ド ク タ ー 」 は 研 究 者 に 含 ま れ ま す 。 な お 、 博 士 課 程 の 学 生 、 1 年 未 満 の 期 限 付 き で 雇 用 さ れ て い る 者 、 非 常 勤 の 者 、 臨 時 ・
日 雇 い の 者 は 本 調 査 で は 研 究 者 に は 含 ま れ ま せ ん 。
• ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 取 得 者 で あ り 、 採 用 の 直 前 に お い て 定 職 を 持 た ず 、 か つ 助 成 や 奨 学 金 の 受 領 の 有 無 に 関 係 な く 、 大 学 、 国 立 試 験 研 究
機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 者 を 言 い ま す 。 ポ ス ト ド ク タ ー の 略 称 を 「 ポ ス ド ク 」 と し ま す 。
• 若 手 研 究 者
研 究 者 の う ち 、 3 7 才 以 下 の 者 を い い ま す 。
• 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者
本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と に し ま す 。
• 海 外 人 材
研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
3 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 研 究 者 、 博 士 課 程 学 生 以 外 で あ っ て 、 研 究 者 を 補 佐 し 、 そ の 指 導 に 従 っ て 研 究 に 従 事 す る 者 で 、 将 来 研 究 者 に な る 可 能 性 の あ る 者
• 研 究 者 、 研 究 補 助 者 以 外 の 者 で あ っ て 、 研 究 者 、 研 究 補 助 者 の 指 導 、 監 督 の 下 に 研 究 に 付 随 す る 技 術 的 サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 者
4 . 事 務 支 援 者
事 務 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 上 記 の 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者
• 図 書 館 等 の 共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者
• 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
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5 . 公 募
人 材 を 募 集 し て い る 事 実 お よ び 応 募 の 条 件 を 組 織 の 内 外 に 告 知 し て 、 人 材 を 募 る こ と を 「 公 募 」 と い い ま す 。 告 知 は 広 域 出 版 物 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 、
機 関 の 外 部 に あ っ て 、 国 内 で あ れ ば 地 理 的 条 件 に よ ら ず 募 集 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る こ と が 条 件 で す 。 組 織 内 の み の 掲 示 は 公 募 に 含 ま な い こ と と し
ま す 。
6 . 任 期 付 き 任 用
1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と を 「 任 期 付 き 任 用 」 と い い ま す 。 な お 、 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る ポ ス ト ド ク タ ー は
任 期 付 き 任 用 の 研 究 者 に 含 み ま せ ん 。
7 . キ ャ リ ア パ ス
キ ャ リ ア と は そ の 人 の 経 歴 や 職 歴 を 指 し 、 キ ャ リ ア パ ス と は そ の 人 が 生 涯 で た ど る 経 歴 や 職 歴 の 全 体 を い い ま す 。 「 研 究 者 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス 」 と
は 、 専 門 的 な 知 識 や 技 術 ・ 能 力 を 身 に つ け た 研 究 者 が 、 能 力 や 適 性 に 応 じ た 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 様 々 な 職 業 を 選 択 し 、 経 験 を 積 む 過 程 を い い ま す 。
御 回 答 者 の 情 報
恐 れ 入 り ま す が 、 御 回 答 者 に つ い て 以 下 に ご 記 入 く だ さ い 。 連 絡 先 は 御 都 合 の よ ろ し い も の を ひ と つ ご 記 入 願 い ま す 。
（ フ リ ガ ナ ）
所 属 機 関
部 門 ・ 部 局 名
御 連 絡 先
（ 電 話 ま た は 電 子 メ ー ル ア ド レ ス ）
御 回 答 者 の 氏 名
回 答 い た だ い た 個 人 デ ー タ は 秘 密 を 厳 守 し 、 本 調 査 以 外 へ の 転 用 ・ 流 用 は も ち ろ ん 、 外 部 に 公 表 さ れ る こ と は 一 切 あ り ま せ ん 。 回 答 者 個 人 と 関 連 付 け た 分
析 に 用 い ら れ る こ と も あ り ま せ ん 。
そ れ で は 、 次 ペ ー ジ 以 降 の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。
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第 1 部 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 研 究 人 材 の 流 動 性 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ 、 そ の 実 現 の た め に 任 期 付 き 任 用 制 等 の 施 策 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 御 回 答 者 が 担 当
す る 研 究 組 織 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 の 状 況 、 流 動 を 阻 害 す る 要 因 、 公 募 に よ る 採 用 、 任 期 付 き 任 用 の 現 状 と 課 題 な ど に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
例 設 問 の 例
回 答 例 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 の 研 究 者 は 、 す べ て 第 一 級 の 人 材 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
番 号 設 問
1 - 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 3 年 前 に く ら べ て 人 材 の 流 動 性 （ 他 の 機 関 と の 間 の 研 究 人 材 の 転
入 転 出 ） が 向 上 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 2 研 究 人 材 の 流 動 性 を 高 め る に は 、 研 究 チ ー ム （ 研 究 室 ） 単 位 で 異 動 す る 仕 組 み が 必 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 3
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 公 募 と 同 時 に 個 人 的 な 紹 介 に よ っ て 人 材 の 情 報 を 入 手 す る こ と が
多 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 4 公 募 よ り も 、 公 募 を 経 な い 個 人 的 な 紹 介 の 方 が 人 物 が よ く わ か る の で 良 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 5 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 公 募 制 度 を 導 入 し て か ら 研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 6 研 究 者 は す べ て 公 募 を 経 て 採 用 さ れ る べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 7
公 募 制 が 定 着 し な い の は 、 公 募 で は そ の 時 最 も 適 し た 人 材 の も と へ 募 集 情 報 が 届 く と は 限 ら な い か ら で
あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 8 公 募 制 が 定 着 し な い の は 、 研 究 人 材 の 側 に 移 動 し た い と い う 意 識 が 小 さ い か ら で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 9 任 期 期 間 、 再 任 の 回 数 な ど を 自 由 に 設 定 で き れ ば 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を も っ と 活 用 し た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢 の 例
選 択 肢
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( つ づ き )
番 号 設 問
1 - 1 0
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て か ら 若 手 研 究 者 ※ 1 の 流 動 性 が 向 上
し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て か ら 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 ※ 2 の 流 動
性 が 向 上 し た 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 2 任 期 制 の 導 入 は 組 織 の 活 性 化 、 研 究 開 発 効 率 の 向 上 に 効 果 が あ る と 思 う 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 3
優 秀 な 留 学 生 や 海 外 か ら の ポ ス ト ド ク タ ー を 日 本 の 研 究 人 材 と し て 定 着 さ せ る た め の 方 策 を 講 じ る べ き
で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 4 海 外 か ら の 研 究 人 材 は 組 織 を 活 性 化 さ せ 、 研 究 開 発 の 効 率 を 上 昇 さ せ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 5 今 後 の 任 期 付 き 任 用 の 適 用 者 数 を （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
非 常 に 増 や し た
い
増 や し た い
現 状 程 度 と し た
い
減 ら し た い
非 常 に 減 ら し た
い
1 - 1 6 若 手 研 究 者 の （ 　 　 　 　 　 　 ） 程 度 に は 任 期 付 き 任 用 制 度 を 適 用 す べ き で あ る 。 1 割 3 割 5 割 7 割 9 割
1 - 1 7
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 の 適 用 者 の う ち 、 若 手 研 究 者 が お よ そ （
） を 占 め て い る 。
1 割 3 割 5 割 7 割 9 割
選 択 肢
※ 1 ) 「 若 手 研 究 者 」 : 研 究 者 の う ち 、 3 7 才 以 下 の 者 を い い ま す 。
※ 2 ) 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 : 本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と と し ま す 。
以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。 な お 、 1 – 2 0 の 最 初 の 問
に つ い て は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の ど ち ら か に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
1 - 1 8
優 れ た 人 材 を 獲
得 で き る
新 し い 研 究 領 域
を 開 拓 で き る
新 し い 文 化 を 取
り 入 れ ら れ る
人 材 の や る 気 を
引 き 出 せ る
不 適 合 者 の 転 出
を 促 せ る
( )
1 - 1 9
優 れ た 人 材 が 流
出 し て し ま う
ノ ウ ハ ウ の 蓄 積
が 困 難 に な る
知 識 や 技 術 が 流
出 し て し ま う
長 期 の 研 究 計 画
が 立 て に く く な
る
研 究 者 と の 意 思
の 疎 通 が 円 滑 に
な り に く い
( )
選 択 肢 そ の 他
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な メ
リ ッ ト が あ り ま す か 。
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な デ
メ リ ッ ト が あ り ま す か 。
5
( つ づ き )
番 号 設 問
1 - 2 0
は い い い え
（ 「 は い 」 と お 答 え の 方 ） 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し た 目 的 は な ん で
す か 。
若 手 の 試 用 期 間
と し て
時 限 プ ロ ジ ェ ク
ト 対 応 と し て
人 材 の や る 気 を
引 き 出 す た め
不 適 合 者 の 転 出
促 進 策 と し て
監 督 官 庁 の 指 示
に よ り
( )
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し な い 、 あ る い
は で き な い 理 由 は な ん で す か 。
研 究 者 の 反 対 が
大 き い か ら
職 員 団 体 の 反 対
が 大 き い か ら
研 究 ス タ イ ル に
適 合 し な い か ら
特 に 必 要 を 感 じ
な い か ら
( )
1 - 2 1
年 功 序 列 的 な 賃
金 体 系
退 職 金 の 目 減 り
年 金 や 保 険 の 可
搬 性 の 低 さ
昇 進 が 内 部 の 者
に 有 利 な こ と
特 に 不 利 に 働 く
要 素 は な い
( )
1 - 2 2
研 究 者 ポ ス ト の
不 足
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
1 - 2 3
年 金 や 保 健 の 可
搬 性 の 低 さ
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 任 期 付 き 任 用 制 度 を 導 入 し て い ま
す か 。
現 在 の 日 本 の 制 度 ま た は 慣 習 で 、 研 究 人 材 が 異 動 し よ う と す る と き に 不 利 に
働 く も の は な ん で す か 。
現 在 の 日 本 で 、 若 手 の 海 外 人 材 ※ 3 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因 に は
何 が あ る と 思 い ま す か 。
現 在 の 日 本 で 、 中 堅 ・ シ ニ ア の 海 外 人 材 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因
に は 何 が あ る と 思 い ま す か 。
選 択 肢 そ の 他
※ 3 ) 「 海 外 人 材 」 : 研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
1 – 2 4 研 究 活 動 を 活 性 化 す る た め に は 、 研 究 人 材 の 流 動 化 が 必 要 で あ る と さ れ ま す が 、 現 在 の 日 本 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 は 欧 米 諸 国 に 比 較 す る と 極 端 に 低
い と 言 わ れ て い ま す 。 日 本 で 研 究 者 の 流 動 化 を 阻 害 し て い る 要 因 は 何 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 ま た 、 流 動 化 を 促 進 す る た め に は 、 ど の よ う な 方 策 が 有
効 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す の で 、 お 考 え を お 書 き く だ さ い 。
阻 害 要 因 方 策 ・ 提 言
6
第 2 部 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い ま す 。 こ れ を 受 け 、 ポ ス ド ド ク タ ー 等 支 援 制 度 、 若 手 研 究 者 を 対 象 と し た 競 争 的
資 金 制 度 等 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 博 士 課 程 の 学 生 お よ び ポ ス ト ド ク タ ー に 対 す る 支 援 の あ り 方 、 研 究 者 の 自 立 の あ り 方 に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 博 士 課 程 進 学 者 を 増 加 さ せ る べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 2 博 士 課 程 の 学 生 を 経 済 的 に よ り 支 援 す べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 3 ポ ス ト ド ク タ ー の 支 援 期 間 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 程 度 が 適 当 で あ る 。 1 年 3 年 5 年 7 年 8 年 以 上
2 - 4 研 究 者 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 歳 く ら い ま で に 自 分 の 生 活 を 維 持 で き る よ う 経 済 面 の 自 立 を す べ き で あ る 。 3 0 3 5 4 0 4 5
年 齢 と は 関 係 な
い
2 - 5
研 究 者 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 歳 く ら い ま で に 自 分 で 研 究 テ ー マ を 設 定 し 遂 行 で き る よ う 研 究 面 の 自 立 を す
べ き で あ る 。
3 0 3 5 4 0 4 5
年 齢 と は 関 係 な
い
2 - 6 若 手 研 究 者 が 研 究 面 で 自 立 す る た め に は 、 多 様 な 研 究 組 織 で 経 験 を 積 む こ と が 重 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 7
若 手 研 究 者 が 研 究 面 で 自 立 す る た め に は 、 一 つ の 研 究 組 織 で じ っ く り と 研 究 能 力 を 高 め る こ と が 重 要 で
あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 8 若 手 向 け 外 部 競 争 的 資 金 の 拡 充 は 若 手 研 究 者 の 自 立 に 貢 献 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 9 教 授 、 助 教 授 、 助 手 等 か ら な る 旧 来 の 職 階 制 度 は 若 手 の 自 立 を 阻 害 す る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。 な お 、 2 – 9 の 最 初 の 問
に つ い て は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の ど ち ら か に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 0
は い い い え
（ 「 は い 」 と お 答 え の 方 ） ポ ス ト ド ク タ ー 受 け 入 れ の 目 的 は 何 で す
か 。
共 同 研 究 者 と し
て
研 究 実 施 の た め
の 労 働 力 と し て
若 手 ま た は 学 生
の 指 導 役 と し て
新 た な 研 究 分 野
を 取 り 込 む た め
他 の 研 究 者 の モ
チ ベ ー シ ョ ン を
高 め る た め
( )
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） ポ ス ト ド ク タ ー を 受 け 入 れ な い 、 あ る い
は 受 け 入 れ ら れ な い 理 由 は な ん で す か 。
研 究 指 導 に 負 担
を 感 じ る か ら
機 材 、 ス ペ ー ス
面 の 準 備 が で き
な い か ら
適 し た ポ ス ト ド
ク タ ー が 見 つ か
ら な い か ら
支 援 制 度 の 選 考
か ら も れ て し
ま っ た か ら
特 に 必 要 性 を 感
じ な い か ら
( )
2 - 1 1
単 な る 博 士 課 程
の 延 長
研 究 分 野 の 幅 を
広 げ る 期 間
自 立 の た め の 登
竜 門
就 職 ま で の 猶 予
期 間
特 に 意 義 を 見 出
せ な い
( )
2 - 1 2
若 手 研 究 者 が 着
実 に 養 成 さ れ た
研 究 開 発 の 成 果
が 充 実 し た
研 究 人 材 の 流 動
性 が 向 上 し た
特 に 効 果 は な
か っ た
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 ポ ス ト ド ク タ ー を 受 け 入 れ て い ま
す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 は 、 研 究 者 本 人 に は ど の よ う な 意 義 が あ る と 思 い ま す
か 。
「 ポ ス ト ド ク タ ー 等 １ 万 人 支 援 計 画 」 は ど の よ う な 点 で 日 本 の 研 究 開 発 に 効
果 が あ っ た と 思 い ま す か 。
以 下 の 各 問 に つ い て 、 括 弧 に お 書 き く だ さ い 。 選 択 肢 の あ る も の に つ い て は ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 3
( )
2 - 1 4
大 幅 に 増 え
る の が よ い
増 え る の が
よ い
減 る の が よ い
そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
( )
2 - 1 5 あ る な い
( )
大 幅 に 減 る の
が よ い
ポ ス ト ド ク タ ー の 数 は 今 後 ど の よ う に あ る べ き だ と 思 い ま す か 。
選 択 肢 ・ 記 述
現 状 程 度 で よ
い
修 士 課 程 進 学 者 に 比 較 し て 、 博 士 課 程 進 学 者 が 少 な い （ 修 士 課 程  約 7 6 , 0 0 0 人 、 博 士 課 程  約 1 8 , 0 0 0 人  [ 平
成 1 5 年 4 月 ] ） 理 由 と し て お 気 付 き の 点 を お 答 え く だ さ い 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 若 手 研 究 者 が 自 立 す る た め の 制 度 や 環 境 と し て 不 足 し て い る も
の は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の 方 は 、 特 に な に が 不 足 し て い る か を お 書 き く だ さ い 。
8
2 – 1 6 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 に 関 し て 、 あ な た が お 感 じ に な る 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 に つ い て 、 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す の で
お 書 き 下 さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
9
第 3 部 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 者 の 流 動 性 を 高 め 、 研 究 開 発 活 動 を 活 性 化 さ せ る た め に 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス の 多 様 化 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。 ま た 、 研
究 人 材 は ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ 、 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 幅 広 い 選 択 肢 の 中 か ら キ ャ リ ア パ ス を 選 択 し 得 る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。
そ れ で は 以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 1
研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




マ ネ ジ メ ン ト ・
管 理 職
教 育 専 任 職
産 学 連 携 コ ー
デ ィ ネ ー タ
研 究 支 援 職
転 換 の 事 例 は な
い
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 が 転 換 す る 研 究 職 以 外 の 職
種 と し て ど の よ う な 事 例 が あ り ま す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す
る た め に 、 若 手 研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を 行 っ て い ま
す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す
る た め に 、 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を
行 っ て い ま す か 。
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 「 思 う / 思 わ な い 」 、 「 あ る / な い 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 4 思 う 思 わ な い 　
( )
3 - 5 あ る な い
( )
3 - 6 あ る な い
( )
3 - 7 あ る な い
( )
3 - 8 あ る な い
( )
選 択 肢 ・ 記 述
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 民 間 企 業 に 期 待 す る 点 は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お
答 え の か た は そ の 内 容 を 、 「 な い 」 と お 答 え の 方 は そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 が 生 涯 に わ た っ て 活 躍 で き る よ う に す る た め に 、 研 究 職 以 外 を 含 め た 多 様 な キ ャ リ ア パ ス を 選 択 で
き る よ う に す る の が 良 い と 思 い ま す か 。 ま た 、 そ う お 答 え に な る 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 組 織 と し て 取 り 組 む べ き 点 は あ る と 思 い ま す か 。
「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 研 究 者 自 身 の 資 質 ・ 能 力 と し て 充 実 す べ き 点 は あ
る と 思 い ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 環 境 や 制 度 と し て 充 実 す べ き 点 は あ る と 思 い ま す
か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
1 0
3 – 9 研 究 者 の 生 涯 を 通 じ て の キ ャ リ ア パ ス を 考 え た と き に 、 ど の 時 期 に ど の よ う な 課 題 が あ る と お 考 え で し ょ う か 。 で き れ ば 御 自 身 の 経 験 を も と に お 書 き



















次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 1
第 4 部 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
今 後 、 研 究 開 発 に は 、 よ り 一 層 の 効 率 化 、 成 果 の 迅 速 な 還 元 、 研 究 テ ー マ の 素 早 い 展 開 が 求 め ら れ る と 予 想 さ れ ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 優 れ た 成 果
を 生 み 出 す 研 究 開 発 シ ス テ ム を 実 現 す る た め に 、 組 織 の 長 の 強 い リ ー ダ シ ッ プ に よ る 柔 軟 か つ 機 動 的 な 組 織 運 営 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。 特 に 大 学 、 公 的
研 究 機 関 で は 、 法 人 化 に よ り 研 究 マ ネ ジ メ ン ト の 自 由 度 が 今 後 一 層 高 ま り ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1
研 究 機 関 を 活 性 化 し 、 研 究 効 率 を 高 め る た め に は 一 般 に 、 機 関 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン
ト が 必 要 不 可 欠 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 2 私 が 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン ト を 実 践 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 3
私 が 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 に は 機 動 的 な 組 織 運 営 を 実 現 す る た め の 人 事 お よ び 財 政 の 権 限 が あ
る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 4
研 究 者 は 研 究 に 専 念 し 、 研 究 組 織 の マ ネ ジ メ ン ト は 研 究 者 以 外 の 経 営 の 経 験 を 持 つ マ ネ ジ メ ン ト 専 任 者
が 担 当 す べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 5 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の 採 用 の 際 の 評 価 に 研 究 者 以 外 の 意 見 を 参 考 に し て い る 。
は い い い え
4 - 6
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 の 評 価 に 優 れ た 研 究 者 集 団 の 見 識 に よ る 評 価 を 行 っ て い
る 。
は い い い え
4 - 7
研 究 者 の 評 価 を 行 う 上 で は 、 全 員 を 同 じ よ う な 労 力 で 評 価 す る よ り は む し ろ 、 特 に 優 れ た 業 績 を 上 げ て
い る 研 究 者 と 特 に 業 績 の 上 が っ て い な い 研 究 者 を 見 極 め 、 そ の 研 究 者 を 適 切 に 評 価 ・ 処 遇 す る こ と が 重
要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 8
非 常 に 高 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 際 立 っ た 処 遇 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が あ り 、 そ れ
が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 9
非 常 に 低 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 職 種 の 転 換 や 転 出 の 斡 旋 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が
あ り 、 そ れ が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
な お 、 4 – 1 0 , 4 – 1 1 に つ い て は 最 大 2 つ ま で ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 0
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム 、 学
科 の 長
研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 1
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム 、 学
科 の 長
研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 2
発 表 論 文 の 数 論 文 の 引 用 度 数 特 許 出 願 数 外 部 資 金 獲 得 額
定 量 指 標 は 用 い
て い な い
( )
4 - 1 3
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
4 - 1 4
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
選 択 肢 そ の 他
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 個 人 の 評 価 結 果 は 個 人 の 処
遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 部 門 あ る い は 研 究 チ ー ム の 評
価 結 果 は 個 人 の 処 遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 学 問 分 野 を 決 定 す る 際 に 、 機 関 の 長 以 外 で
実 質 的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の
２ つ ま で ） 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 研 究 者 の 絞 り 込 み に 、 機 関 の 長 以 外 で 実 質
的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の ２ つ
ま で ） 。
あ な た が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 研 究 者 の 評 価 に 際 し て 、 次 の 定 量 的
指 標 の う ち ど れ を 用 い て い ま す か 。
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 「 思 う / 思 わ な い 」 、 「 あ る / な い 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 5 は い い い え
( )
4 - 1 6 あ る な い
( )
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 機 関 の 長 あ る い は 部 門 の 長 が 柔 軟 か つ 機 動 的 な マ ネ ジ メ ン ト を 行 な お う と す
る 際 に 障 害 は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の 方 は そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 こ こ ３ 年 の 間 に 機 関 の 長 ま た は 部 門 の 長 の マ ネ ジ メ ン ト を 充 実 さ せ る た め の
新 た な 取 り 組 み を 行 い ま し た か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、 そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
1 3
4 – 1 7 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 に 関 し て 、 あ な た が お 感 じ に な る 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 に つ い て 、 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す
の で お 書 き 下 さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
1 4
第 5 部 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実
研 究 開 発 の 高 度 化 、 複 雑 化 に と も な い 、 こ れ を 技 術 的 に 支 え る 研 究 支 援 者 の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。 ま た 国 際 的 な 共 同 研 究 の 増 加 、 研 究 成 果 の 活 用 へ の
要 請 等 に よ り 、 事 務 支 援 部 門 へ の ニ ー ズ も 高 度 に な っ て い ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 に お い て は 、 研 究 支 援 者 の 数 を 欧 米 並 み と す る こ と を 目 標 と し 、 こ れ を 受 け
た 施 策 が 講 じ ら れ ま し た が 、 必 ず し も 期 待 通 り に 支 援 者 を 確 保 で き て い な い の が 現 状 で す 。
こ こ で は 、 研 究 支 援 者 お よ び 事 務 支 援 者 の 確 保 の 現 状 、 支 援 業 務 の 担 い 手 の あ り 方 、 課 題 に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 1
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 必 要 と す る 研 究 支 援 者 数 は 、 研 究 者 一 人 当 り 約 （ 　 　 　 　 　 　 ）
人 で あ る 。
0 . 2 人 未 満
0 . 2 人 以 上 1 . 0 人
未 満
１ 人
２ 人 以 上 ５ 人 未
満
５ 人 以 上
5 - 2
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 確 保 し て い る 研 究 支 援 者 数 は 、 研 究 者 一 人 当 り 約 （
） 人 で あ る 。
0 . 2 人 未 満
0 . 2 人 以 上 1 . 0 人
未 満
１ 人
２ 人 以 上 ５ 人 未
満
５ 人 以 上
5 - 3
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 一 人 当 り の 研 究 支 援 業 者 数 は 、 ３ 年 前 と 比 較 し て （
） 。
非 常 に 増 加 し た 増 加 し た か わ ら な い 減 少 し た 非 常 に 減 少 し た
5 - 4 研 究 支 援 者 は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 研 究 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 5 研 究 支 援 業 務 は 研 究 支 援 者 を 雇 わ な く て も 学 生 、 ポ ス ド ク な ど の 若 手 研 究 者 が 行 な え ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 6 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 者 ※ 4  数 は 、 （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
十 分 充 足 し て い
る
充 足 し て い る 不 足 し て い る
非 常 に 不 足 し て
い る
5 - 7 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 業 務 は 3 年 前 と 比 較 し て （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
非 常 に 充 実 し た 充 実 し た
ほ と ん ど 変 わ ら
な い
不 足 し た 非 常 に 不 足 し た
5 - 8 事 務 支 援 者 は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 事 務 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 9
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 部 門 は 研 究 現 場 の ニ ー ズ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き
る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
※ 4 「 事 務 支 援 者 」 : 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。・ 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者 、・ 図 書 館 等 の
共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 、・ 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
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( つ づ き )
番 号 設 問
5 - 1 0 事 務 部 門 の 人 事 異 動 の 間 隔 が 短 く 、 ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し 継 承 す る こ と が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 1 1 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 事 務 支 援 の ス ペ シ ャ リ ス ト の 養 成 が 急 務 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 1 2
私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 で は 、 研 究 者 と 事 務 支 援 者 の 連 携 は 十 分 に 機 能 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
以 下 の 問 に 対 し て 、 「 は い / い い え 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 1 3 は い い い え
( )
あ な た の 所 属 す る 機 関 に お い て 、 事 務 支 援 機 能 を 強 化 す る 必 要 を 感 じ ま す か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、
そ れ が ど の よ う な 機 能 か を お 書 き く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
5 – 1 4 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実 に 関 し て 、 回 答 者 が お 感 じ の 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 を お 聞 か せ く だ さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
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御 回 答 者 に つ い て
御 回 答 者 自 身 に つ い て お 伺 い し ま す 。 以 下 の 各 問 の 選 択 肢 の ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 項 目
備 考
A - 1 年 齢 （ 才 ） 3 1 ～ 4 0 4 1 ～ 5 0 5 1 ～ 6 0 6 1 ～ 7 0 7 1 ～
A - 2 研 究 歴 （ 年 ） 1 ～ 5 6 ～ 1 0 1 0 ～ 1 5 1 6 ～ 2 0 2 1 ～ 2 5
2 6 ～ 3 0 3 1 ～ 3 5 3 6 ～ 4 0 4 0 ～ な し
A - 3 大 学 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 4 公 的 研 究 機 関 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 5 民 間 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 6 海 外 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 7 ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 8 御 自 身 が こ れ ま で 経 験 し た 機 関 数 1 機 関 2 機 関 3 機 関 4 機 関 5 機 関 以 上 研 究 歴 に お け る 機 関 数 を お 答 え く だ さ い 。
A - 9
卒 業 大 学 （ 最 終 学 歴 ） と 現 在 の 所 属
大 学 は 同 じ 大 学 で あ る 。
は い い い え
大 学 に 所 属 の 方 の み お 答 え く だ さ い 。
A - 1 0 御 自 身 の 専 攻 分 野 数 学 物 理 学 化 学 生 物 学 天 文 学
地 球 科 学 人 類 学 応 用 物 理 学 土 木 工 学 建 築 学
農 学 水 産 学 農 芸 化 学 林 学 畜 産 ・ 獣 医 学
農 業 工 学 生 理 学 内 科 学 薬 学 病 理 学
外 科 学 歯 科 学 そ の 他 医 学 看 護 学 体 育 学
応 用 化 学 プ ロ セ ス 工 学 材 料 工 学 生 体 医 工 学 環 境 科 学
機 械 工 学 航 空 宇 宙 工 学 電 気 ・ 電 子 工 学 情 報 科 学 統 計 学
エ ネ ル ギ ー 工 学 シ ス テ ム 工 学 計 測 ・ 制 御 工 学 経 営 工 学 経 済 学
法 学 文 学 教 育 学
選 択 肢
そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
経 験 し た 延 べ 年 数 を お 答 え く だ さ い 。
修 士 お よ び 博 士 課 程 は 研 究 歴 に 含 み ま せ ん 。
も っ と も あ て は ま る も の を ひ と つ だ け 選 ん で
○ を つ け て く だ さ い 。 ど う し て も あ て は ま る
も の が な い 場 合 は そ の 他 の カ ッ コ に 御 記 入 く
だ さ い 。
次 ペ ー ジ に 続 き ま す 。
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貴 機 関 と 研 究 者 数 等 に つ い て
御 回 答 者 の 所 属 す る 機 関 に つ い て お 尋 ね し ま す 。 次 の 各 問 に つ い て ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え 下 さ い 。
番 号 項 目
B - 1 機 関 種 別
国 立 大 学 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関
独 立 行 政 法 人 省 庁 直 轄 研 究 機 関 そ の 他
B - 2 機 関 の 所 在 地 北 海 道 東 北 関 東 中 部
近 畿 中 国 四 国 九 州 ・ 沖 縄
B - 3 あ な た の 研 究 機 関 に お け る お 立 場
研 究 部 門 の 長 ※ 大 学 の 学 科 の 長
選 択 肢
※ 研 究 部 門 の 長 に は 以 下 の 方 が 含 ま れ ま す 。
大 学 研 究 科 の 長 、 大 学 附 置 研 究 所 長 、 大 学 共 同 教 育 研 究 施 設 長 、 独 立 行 政 法 人 、 省 庁 直 轄 研 究 機 関 お よ び 特 殊 法 人 等 の 研 究 領 域 ・ 研 究 部 門 長
あ な た が 責 任 者 を 努 め る 組 織 ・ 部 局 の 研 究 人 材 の 人 員 に 関 し て 、 以 下 の 問 い に お 答 え く だ さ い 。 な お 、 詳 細 不 明 の 場 合 は 概 数 で 構 い ま せ ん 。 そ の 場 合 は 「 約 」
に ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 項 目 備 考
B - 4 在 籍 研 究 者 数 （ 平 成 1 4 年 度 末 ） A 約 人
B - 5 上 記 A の う ち 任 期 付 任 用 数 約 人
B - 6 上 記 A の う ち ポ ス ト ド ク タ ー 数 約 人
B - 7 博 士 課 程 学 生 数 （ 平 成 1 4 年 度 末 ） 約 人
B - 8 研 究 支 援 者 （ 技 術 系 ） 数 （ 平 成 1 4 年 度 末 ） 約 人
雇 用 者 数 を お 答 え く だ さ い 。 ア ル バ イ
ト 、 非 常 勤 は 含 み ま せ ん 。
B - 9 年 間 研 究 者 採 用 数 （ 平 成 1 4 年 度 ） B 約 人
B - 1 0 上 記 B の う ち 公 募 採 用 数 約 人
B - 1 1 上 記 B の う ち 任 期 付 任 用 数 約 人
選 択 肢
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そ の 他 自 由 な 御 意 見



















C – 2 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 が う た わ れ て い ま す が 、 現 在 の 日 本 の 研 究 開 発 シ ス テ ム に 対 し て 、 あ な た が 特 に 課 題 で あ る と お 感 じ の






































御 回 答 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 お 手 数 を お か け し ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
御 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
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Cこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
御 質 問 兼 御 回 答 用 紙
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 3 月 1 9 日 ( 金 ) ( 必 着 ) と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 御 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
※ 御 回 答 い た だ い た 内 容 は 、 本 調 査 の 目 的 以 外 に は 使 用 い た し ま せ ん 。
※ 本 ア ン ケ ー ト に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で お 願 い い た し ま す 。
( 株 ) 三 菱 総 合 研 究 所 先 端 科 学 研 究 セ ン タ ー
担 当 : 近 藤 , 石 井
T E L : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 5 6 ( 直 通 ) , F A X : 0 3 – 3 2 7 7 – 0 5 6 8 , k o n t a k @ m r i . c o . j p
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行 な う 調 査 の 一
環 と し て 実 施 し て い ま す 。 民 間 企 業 に お け る 人 材 の 育 成 ・ 確 保 の 状 況 を 政 策 立 案 の 参 考 に さ せ て い た だ き た い と 考 え て お り ま す の で 、 是 非 御 協 力 を お 願 い い
た し ま す 。 こ の 結 果 は 今 後 開 始 さ れ る 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。
本 ア ン ケ ー ト で は 特 に 科 学 技 術 関 係 人 材 に 関 す る 施 策 の 達 成 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的 と し 、 「 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性 」 、 「 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ
ス 」 、 「 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 」 、 「 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 」 、 「 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実 」 の 5 つ の 観 点 か ら 質 問 い た し ま す 。
本 調 査 の 対 象 者
本 調 査 票 は 東 証 1 部 上 場 企 業 よ り 選 択 し た 企 業 の 研 究 組 織 の 長 の 皆 様 に お 送 り し て い ま す 。 お 名 前 は 貴 社 が 公 開 し て い る 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抽 出 し て い
ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 御 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 人 材
本 ア ン ケ ー ト で は 国 公 立 私 立 大 学 お よ び 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 に お け る 「 研 究 者 」 と 「 研 究 支 援 者 」 を 合 わ せ て 「 研 究 人 材 」 と 呼 ぶ こ と と
し ま す 。 研 究 者 、 研 究 支 援 者 の そ れ ぞ れ の 定 義 は 後 述 の 通 り で す 。
2 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 大 学 の 課 程 を 終 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 す る 者 で 、 特 定 の 研 究 テ ー マ を 持 っ
て 研 究 を 行 な っ て い る 者 ( 外 部 に 本 務 を 持 つ 研 究 者 ( 兼 務 者 ) を 除 く ) を 言 い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
本 調 査 で は 後 述 の 「 ポ ス ト ド ク タ ー 」 は 研 究 者 に 含 ま れ ま す 。 な お 、 博 士 課 程 の 学 生 、 1 年 未 満 の 期 限 付 き で 雇 用 さ れ て い る 者 、 非 常 勤 の 者 、 臨 時 ・
日 雇 い の 者 は 本 調 査 で は 研 究 者 に は 含 ま れ ま せ ん 。
• ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 取 得 者 で あ り 、 採 用 の 直 前 に お い て 定 職 を 持 た ず 、 か つ 助 成 や 奨 学 金 の 受 領 の 有 無 に 関 係 な く 、 大 学 、 国 立 試 験 研 究
機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 者 を 言 い ま す 。 ポ ス ト ド ク タ ー の 略 称 を 「 ポ ス ド ク 」 と し ま す 。
• 若 手 研 究 者
研 究 者 の う ち 、 3 7 才 以 下 の 者 を い い ま す 。
1
• 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者
本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と に し ま す 。
• 海 外 人 材
研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
3 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 研 究 者 、 博 士 課 程 学 生 以 外 で あ っ て 、 研 究 者 を 補 佐 し 、 そ の 指 導 に 従 っ て 研 究 に 従 事 す る 者 で 、 将 来 研 究 者 に な る 可 能 性 の あ る 者
• 研 究 者 、 研 究 補 助 者 以 外 の 者 で あ っ て 、 研 究 者 、 研 究 補 助 者 の 指 導 、 監 督 の 下 に 研 究 に 付 随 す る 技 術 的 サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 者
4 . 事 務 支 援 者
事 務 支 援 者 と は 、 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。
• 上 記 の 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者
• 図 書 館 等 の 共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者
• 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
5 . 流 動 性
他 の 機 関 と の 間 の 研 究 人 材 の 転 入 や 転 出 を 研 究 人 材 の 流 動 と い い 、 流 動 の 起 こ り や す さ を 流 動 性 と い い ま す 。 こ こ で 「 他 の 機 関 」 と は 異 な る 大 学 、 公
的 機 関 、 民 間 企 業 を 指 し 、 機 関 内 で の 人 事 異 動 は 流 動 に は 含 め ま せ ん 。
6 . 公 募
人 材 を 募 集 し て い る 事 実 お よ び 応 募 の 条 件 を 組 織 の 内 外 に 告 知 し て 、 人 材 を 募 る こ と を 「 公 募 」 と い い ま す 。 告 知 は 広 域 出 版 物 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 、
機 関 の 外 部 に あ っ て 、 国 内 で あ れ ば 地 理 的 条 件 に よ ら ず 募 集 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る こ と が 条 件 で す 。 組 織 内 の み の 掲 示 は 公 募 に 含 ま な い こ と と し
ま す 。
7 . 任 期 付 き 任 用
1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と を 「 任 期 付 き 任 用 」 と い い ま す 。 な お 、 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る ポ ス ト ド ク タ ー は
任 期 付 き 任 用 の 研 究 者 に 含 み ま せ ん 。
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8 . キ ャ リ ア パ ス
キ ャ リ ア と は そ の 人 の 経 歴 や 職 歴 を 指 し 、 キ ャ リ ア パ ス と は そ の 人 が 生 涯 で た ど る 経 歴 や 職 歴 の 全 体 を い い ま す 。 「 研 究 者 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス 」 と
は 、 専 門 的 な 知 識 や 技 術 ・ 能 力 を 身 に つ け た 研 究 者 が 、 能 力 や 適 性 に 応 じ た 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 様 々 な 職 業 を 選 択 し 、 経 験 を 積 む 過 程 を い い ま す 。
御 回 答 者 の 情 報
恐 れ 入 り ま す が 、 御 回 答 者 に つ い て 以 下 に ご 記 入 く だ さ い 。 連 絡 先 は 御 都 合 の よ ろ し い も の を ひ と つ ご 記 入 願 い ま す 。
（ フ リ ガ ナ ）
会 社 名
部 署 名
御 連 絡 先
（ 電 話 ま た は 電 子 メ ー ル ア ド レ ス ）
御 回 答 者 の 氏 名
回 答 い た だ い た 個 人 デ ー タ は 秘 密 を 厳 守 し 、 本 調 査 以 外 へ の 転 用 ・ 流 用 は も ち ろ ん 、 外 部 に 公 表 さ れ る こ と は 一 切 あ り ま せ ん 。 回 答 者 個 人 と 関 連 付 け た 分
析 に 用 い ら れ る こ と も あ り ま せ ん 。
そ れ で は 、 次 ペ ー ジ 以 降 の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。
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第 1 部 研 究 人 材 の 確 保 と 流 動 性
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 研 究 人 材 の 流 動 性 ※ 1 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ 、 そ の 実 現 の た め に 公 的 部 門 で は 任 期 付 き 任 用 制 等 の 施 策 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、
御 社 の 研 究 開 発 部 門 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 の 現 状 と 課 題 な ど に つ い て お 伺 い し ま す 。
企 業 の 外 部 よ り 特 定 の 研 究 テ ー マ を 有 す る 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 ※ 2 を 中 途 採 用 す る 場 合 を 想 定 し て お 答 え く だ さ い 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
例 設 問 の 例
回 答 例 私 が 責 任 者 を 務 め る 組 織 ・ 部 局 の 研 究 者 は 、 す べ て 第 一 級 の 人 材 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
番 号 設 問
1 - 1 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 人 材 の 流 動 性 は 望 ま し い 水 準 か ら 見 る と 、 （ 　 　 　 　 　 　 ） 。
か な り 不 足 し て
い る
不 足 し て い る ち ょ う ど 良 い 過 剰 で あ る
か な り 過 剰 で あ
る
1 - 2 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 3 年 前 に く ら べ て 人 材 の 流 動 性 が 向 上 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 3
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 こ の ３ 年 の 間 に 大 学 、 独 立 行 政 法 人 研 究 所 の よ う な 公 的 部 門 か ら 研 究 者 を 採
用 し た こ と が あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 4
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 機 会 が あ れ ば 、 大 学 、 独 立 行 政 法 人 研 究 所 の よ う な 公 的 部 門 か ら 研 究 者 を 採
用 し て み た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 5 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 人 材 の 流 動 性 向 上 は 研 究 開 発 の 活 性 化 の 面 で メ リ ッ ト が あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 6
採 用 活 動 に 利 用 す る た め の 、 大 学 や 独 立 行 政 法 人 研 究 所 の よ う な 公 的 部 門 の 研 究 者 の 人 材 情 報 は 、 十 分
公 開 さ れ て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 7 研 究 人 材 を 確 保 す る 際 、 研 究 チ ー ム （ 研 究 室 ） 単 位 で 確 保 す る 必 要 性 を 感 じ る こ と が あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 8
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 を 中 途 採 用 す る 際 は 、 公 募 と 同 時 に 個 人 的 な 紹 介 に よ っ て 人 材 の 情 報
を 入 手 す る こ と が 多 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 9 研 究 者 を 中 途 採 用 す る 際 は 、 公 募 よ り も 公 募 を 経 な い 個 人 的 な 紹 介 の 方 が 人 物 が よ く わ か る の で 良 い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢 の 例
選 択 肢
※ 1 ) 他 の 機 関 と の 間 の 研 究 人 材 の 転 入 や 転 出 を 研 究 人 材 の 流 動 と い い 、 流 動 の 起 こ り や す さ を 流 動 性 と い い ま す 。 た だ し 機 関 内 で の 人 事 異 動 は 流 動 に は 含 め
ま せ ん 。
※ 2 ) 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 : 本 調 査 で は 、 研 究 者 の う ち 、 3 8 才 以 上 の 者 を 「 中 堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 」 と 呼 ぶ こ と と し ま す 。
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( つ づ き )
設 問
1 - 1 0 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 中 途 採 用 の 研 究 者 は す べ て 公 募 を 経 て 採 用 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 1 公 募 に は そ の 時 最 も 適 し た 人 材 の も と へ 募 集 情 報 が 届 く と は 限 ら な い と い う 欠 点 が あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 2 数 年 の 任 期 を 定 め て 研 究 者 を 雇 用 す る 仕 組 み （ 任 期 付 き 任 用 ） が あ れ ば 利 用 し た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 3
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 は 長 期 の 研 究 計 画 を も と に 活 動 し て い る の で 、 任 期 付 き 任 用 制 度 は 馴
染 ま な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 4 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 海 外 人 材 を 雇 用 し て い る 。
は い い い え
1 - 1 5 海 外 か ら の 研 究 人 材 は 組 織 を 活 性 化 さ せ 、 研 究 開 発 の 効 率 を 上 昇 さ せ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
1 - 1 6
優 秀 な 留 学 生 や 海 外 か ら の ポ ス ト ド ク タ ー を 日 本 の 研 究 人 材 と し て 定 着 さ せ る た め の 方 策 を 講 じ る べ き
で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
1 - 1 7
優 れ た 人 材 を 獲
得 で き る
新 し い 研 究 領 域
を 開 拓 で き る
新 し い 文 化 を 取
り 入 れ ら れ る
人 材 の や る 気 を
引 き 出 せ る
不 適 合 者 の 転 出
を 促 せ る
( )
1 - 1 8
優 れ た 人 材 が 流
出 し て し ま う
ノ ウ ハ ウ の 蓄 積
が 困 難 に な る
知 識 や 技 術 が 流
出 し て し ま う
長 期 の 研 究 計 画
が 立 て に く く な
る
研 究 者 と の 意 思
の 疎 通 が 円 滑 に
な り に く い
( )
1 - 1 9
年 功 序 列 的 な 賃
金 体 系
退 職 金 の 目 減 り
年 金 や 保 険 の 可
搬 性 の 低 さ
昇 進 が 内 部 の 者
に 有 利 な こ と
特 に 不 利 に 働 く
要 素 は な い
( )
1 - 2 0
研 究 開 発 の た め
の 労 働 力 の 獲 得
研 究 チ ー ム の
リ ー ダ シ ッ プ の
獲 得
研 究 開 発 部 門 の
マ ネ ー ジ メ ン ト
機 能 の 獲 得
新 規 研 究 テ ー マ
開 拓
研 究 成 果 の 商 品
化 、 サ ー ビ ス 化
の 促 進
( )
1 - 2 1
ま っ た く 検 討 し
な い
検 討 す る こ と も
あ る
少 し は 検 討 す る 検 討 す る
主 要 な 採 用 元 と
し て 検 討 す る
1 - 2 2
研 究 者 ポ ス ト の
不 足
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
1 - 2 3
年 金 や 保 健 の 可
搬 性 の 低 さ
金 銭 面 の 待 遇 へ
の 不 満
住 居 等 、 生 活 コ
ス ト の 高 さ
研 究 環 境 が 世 界
と 比 較 し て 充 実
し て い な い こ と
特 に 阻 害 し て い
る 要 因 は な い
( )
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 科 学 技 術 系 人 材 を 中 途 採 用 し よ う と す る と き に 、
採 用 元 と し て 大 学 や 公 的 研 究 所 を 検 討 し ま す か 。
現 在 の 日 本 で 、 中 堅 ・ シ ニ ア の 海 外 人 材 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因
に は 何 が あ る と 思 い ま す か 。
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な メ
リ ッ ト が あ り ま す か 。
研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る と 、 あ な た の 所 属 す る 機 関 に と っ て ど の よ う な デ
メ リ ッ ト が あ り ま す か 。
現 在 の 日 本 の 制 度 ま た は 慣 習 で 、 研 究 人 材 が 異 動 し よ う と す る と き に 不 利 に
働 く も の は な ん で す か 。
現 在 の 日 本 で 、 若 手 の 海 外 人 材 ※ 3 の 日 本 へ の 定 着 を 阻 害 し て い る 要 因 に は
何 が あ る と 思 い ま す か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 科 学 技 術 系 人 材 を 中 途 採 用 す る 主 要 な 目 的 は な ん
で す か 。
選 択 肢 そ の 他
※ 3 ) 「 海 外 人 材 」 : 研 究 者 の う ち 、 日 本 以 外 の 国 籍 を 持 つ 者 を 言 い ま す 。
6
1 – 2 4 研 究 活 動 を 活 性 化 す る た め に は 、 研 究 人 材 の 流 動 化 が 必 要 で あ る と さ れ ま す が 、 現 在 の 日 本 に お け る 研 究 者 の 流 動 性 は 欧 米 諸 国 に 比 較 す る と 極 端 に 低
い と 言 わ れ て い ま す 。 日 本 で 研 究 者 の 流 動 化 を 阻 害 し て い る 要 因 は 何 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 ま た 、 流 動 化 を 促 進 す る た め に は 、 ど の よ う な 方 策 が 有
効 で あ る と お 考 え に な り ま す か 。 阻 害 要 因 、 方 策 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 ま た 、 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 、
( ) 内 に ご 記 入 願 い ま す 。
1 日 本 で は 機 関 を 異 動 す る 者 に 不 利 に な る こ と が 多 い 。 そ の 他
2 日 本 で は 研 究 は 組 織 、 チ ー ム と し て 行 わ れ る の で 、 個 人 の 異 動 が 歓 迎 さ れ な い 。
3 日 本 で は 組 織 に 特 有 の 文 化 や 慣 習 が あ る の で 、 個 人 が 異 動 し て も 馴 染 む こ と が 難 し い 。
4 日 本 で は 研 究 者 の 客 観 的 な 評 価 が 行 わ れ な い の で 、 異 動 し よ う と し て も 過 小 評 価 さ れ て し ま う 。
5 日 本 で は 年 功 序 列 賃 金 体 系 が 残 っ て い る た め 、 異 動 し よ う と い う イ ン セ ン テ ィ ブ が は た ら か な い 。
1 保 険 や 年 金 を 個 人 に 帰 属 さ せ 、 異 動 に よ っ て 不 利 益 を 被 ら な い よ う に す べ き で あ る 。 そ の 他
2 異 動 に よ っ て 退 職 金 が 目 減 り し な い よ う に す べ き で あ る 。
3 研 究 者 を 客 観 的 に 評 価 す る よ う な 基 準 を 設 け る べ き で あ る 。
4 研 究 者 は 成 果 に よ っ て の み 処 遇 し 、 年 功 序 列 型 賃 金 体 系 を 廃 止 す べ き で あ る 。
5 社 会 制 度 と し て 異 動 す る 者 に 利 益 を 与 え る べ き で あ る 。
阻 害 要 因




第 2 部 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 若 手 研 究 者 の 養 成 と 自 立 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い ま す 。 こ れ を 受 け 、 ポ ス ド ド ク タ ー 等 支 援 制 度 、 若 手 研 究 者 を 対 象 と し た 競 争 的
資 金 制 度 等 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 博 士 課 程 の 学 生 お よ び ポ ス ト ド ク タ ー に 対 す る 支 援 の あ り 方 、 研 究 者 の 自 立 の あ り 方 お よ び 御 社 の 研 究 開 発 部 門
に お け る こ れ ら の 人 材 の 採 用 へ の お 考 え に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
2 - 1 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 人 材 と し て 博 士 課 程 修 了 者 を 必 要 と し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 2 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 人 材 と し て ポ ス ト ド ク タ ー を 必 要 と し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 3
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 博 士 課 程 修 了 者 を 新 規 卒 業 者 と し て 採 用 す る 際 は 、 修 士 課 程 修 了 者 よ り も 良
い 条 件 で 採 用 す る 。
は い い い え
2 - 4 必 要 な 期 間 の み の 雇 用 が 可 能 な ら ば 、 博 士 課 程 修 了 者 や ポ ス ト ド ク タ ー の 専 門 性 を も っ と 活 用 し た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
2 - 5
研 究 者 は （ 　 　 　 　 　 　 ） 歳 く ら い ま で に 自 分 で 研 究 テ ー マ を 設 定 し 遂 行 で き る よ う 研 究 面 の 自 立 を す
べ き で あ る 。
3 0 3 5 4 0 4 5
年 齢 と は 関 係 な
い
2 - 6 一 般 に 若 手 研 究 者 が 研 究 面 で 自 立 す る た め に は 、 多 様 な 研 究 組 織 で 経 験 を 積 む こ と が 重 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
2 – 7 日 本 で は 博 士 課 程 修 了 者 や ポ ス ト ド ク タ ー の 期 間 を 終 え た 若 手 研 究 者 の 進 路 は 大 学 や 公 的 研 究 機 関 に 偏 り が ち で 、 修 士 課 程 修 了 者 の 進 路 に 比 較 し て 特
に 民 間 企 業 へ の 就 職 が 少 な い と い う こ と が 指 摘 さ れ て い ま す 。 民 間 企 業 の 研 究 マ ネ ー ジ ャ ー と し て の お 立 場 か ら 、 博 士 課 程 修 了 者 や ポ ス ト ド ク タ ー 期 間 終 了




















第 3 部 研 究 人 材 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス
科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 者 の 流 動 性 を 高 め 、 研 究 開 発 活 動 を 活 性 化 さ せ る た め に 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス の 多 様 化 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。 ま た 、 研
究 人 材 は ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ 、 研 究 以 外 の 分 野 を 含 む 幅 広 い 選 択 肢 の 中 か ら キ ャ リ ア パ ス を 選 択 し 得 る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 1 当 社 の 研 究 者 に は 、 多 様 な キ ャ リ ア パ ス の 選 択 肢 は 不 要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
3 - 2
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 大 学 や 公 的 研 究 機 関 に お い て も 活 躍 で き る 中 堅 ・ シ ニ ア の 研 究 人 材 を 擁 し て
い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
3 - 3 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 大 学 や 公 的 研 究 機 関 へ 中 堅 ・ シ ニ ア の 研 究 人 材 を 提 供 し た い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 4
企 画 能 力 幅 広 い 視 野
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能 力
専 門 的 知 識 研 究 能 力
( )
3 - 5
研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




研 究 職 と し て 組
織 内 の 配 置 転 換
非 研 究 職 と し て
組 織 内 の 配 置 転
換
組 織 外 へ の 出 向
次 の 就 職 先 の 斡
旋
組 織 と し て の 取




マ ネ ジ メ ン ト ・
管 理 職
営 業 職 知 的 財 産 管 理 研 究 支 援 職
転 換 の 事 例 は な
い
( )
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す る た め に 、 中
堅 ・ シ ニ ア 研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を 行 っ て い ま す
か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 大 学 院 を 卒 業 し た 博 士 号 取 得 者 を 採 用 す る と す れ
ば 、 特 に ど の よ う な 資 質 を 重 視 し ま す か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 が 転 換 す る 研 究 職 以 外 の 職 種 と し て ど の よ
う な 事 例 が あ り ま す か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 に す る た め に 、 若 手
研 究 者 に 対 し て 組 織 と し て ど の よ う な 取 り 組 み を 行 っ て い ま す か 。
選 択 肢 そ の 他
9
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 「 思 う / 思 わ な い 」 、 「 あ る / な い 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
3 - 8 思 う 思 わ な い 　
( )
3 - 9 あ る な い
( )
3 - 1 0 あ る な い
( )
3 - 1 1 あ る な い
( )
3 - 1 2 あ る な い
( )
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 大 学 や 公 的 研 究 機 関 に 期 待 す る 点 は あ り ま す か 。
「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を 、 「 な い 」 と お 答 え の 方 は そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
研 究 者 が 生 涯 に わ た っ て 活 躍 で き る よ う に す る た め に 、 研 究 職 以 外 を 含 め た 多 様 な キ ャ リ ア パ ス を 選 択 で
き る よ う に す る の が 良 い と 思 い ま す か 。 ま た 、 そ う お 答 え に な る 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 組 織 と し て 取 り 組 む べ き 点 は あ る と 思 い ま す か 。
「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 研 究 者 自 身 の 資 質 ・ 能 力 と し て 充 実 す べ き 点 は あ
る と 思 い ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
研 究 者 の キ ャ リ ア パ ス を 多 様 な も の に す る た め に 、 環 境 や 制 度 と し て 充 実 す べ き 点 は あ る と 思 い ま す
か 。 「 あ る 」 と お 答 え の か た は そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
3 – 1 3 研 究 者 の 生 涯 を 通 じ て の キ ャ リ ア パ ス を 考 え た と き に 、 求 め ら れ る 能 力 や 知 識 に 転 換 が 求 め ら れ る の は ど の よ う な 時 期 で 、 そ の 際 、 ど の よ う な 困 難 が




















第 4 部 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
今 後 、 研 究 開 発 に は 、 よ り 一 層 の 効 率 化 、 成 果 の 迅 速 な 還 元 、 研 究 テ ー マ の 素 早 い 展 開 が 求 め ら れ る と 予 想 さ れ ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 優 れ た 成 果
を 生 み 出 す 研 究 開 発 シ ス テ ム を 実 現 す る た め に 、 組 織 の 長 の 強 い リ ー ダ シ ッ プ に よ る 柔 軟 か つ 機 動 的 な 組 織 運 営 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1
研 究 組 織 を 活 性 化 し 、 研 究 効 率 を 高 め る た め に は 一 般 に 、 研 究 組 織 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ
メ ン ト が 必 要 不 可 欠 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 2 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 組 織 の 長 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン ト を 実 践 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 3
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 組 織 の 長 に は 機 動 的 な 組 織 運 営 を 実 現 す る た め の 人 事 お よ び 財 政 の 権 限 が あ
る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 4
研 究 者 は 研 究 に 専 念 し 、 研 究 組 織 の マ ネ ジ メ ン ト は 研 究 者 以 外 の 経 営 の 経 験 を 持 つ マ ネ ジ メ ン ト 専 任 者
が 担 当 す べ き で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 5 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 の 採 用 の 際 の 評 価 に 研 究 者 以 外 の 意 見 を 参 考 に し て い る 。
は い い い え
4 - 6
研 究 者 の 評 価 を 行 う 上 で は 、 全 員 を 同 じ よ う な 労 力 で 評 価 す る よ り は む し ろ 、 特 に 優 れ た 業 績 を 上 げ て
い る 研 究 者 と 特 に 業 績 の 上 が っ て い な い 研 究 者 を 見 極 め 、 そ の 研 究 者 を 適 切 に 評 価 ・ 処 遇 す る こ と が 重
要 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 7
非 常 に 高 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 際 立 っ た 処 遇 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が あ り 、 そ れ
が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 8
非 常 に 低 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 に 対 し て 職 種 の 転 換 や 転 出 の 斡 旋 を し た い が 、 既 存 の 人 事 制 度 の 制 約 が
あ り 、 そ れ が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 9 発 明 に よ る 利 益 に 応 じ た 報 償 を 研 究 者 に 与 え る こ と は 、 イ ン セ ン テ ィ ブ の 向 上 に つ な が る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 1 0
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 発 明 が 経 営 に 多 大 な 利 益 を も た ら し た 場 合 に 、 研 究 者 に そ の 利 益 に 応 じ た 特
別 の 報 償 を 与 え る こ と が あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
4 - 1 1
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 特 許 が 経 営 に 利 益 を 及 ぼ す か 及 ぼ さ な い か に 関 わ ら ず 、 研 究 者 に 与 え る 報 償
は 一 定 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い




以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
な お 、 4 – 1 2 , 4 – 1 3 に つ い て は 最 大 2 つ ま で ○ を つ け て く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 2
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム の 長 研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 3
研 究 部 門 、 研 究
領 域 の 長
研 究 チ ー ム の 長 研 究 室 長
企 画 ま た は 人 事
部 門 の 長
機 関 の 長 以 外 に
は 該 当 無 し
( )
4 - 1 4
発 表 論 文 の 数 論 文 の 引 用 度 数 特 許 出 願 数
製 品 ま た は サ ー
ビ ス の 売 上 高
定 量 指 標 は 用 い
て い な い
( )
4 - 1 5
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
4 - 1 6
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー ス
等 の 研 究 環 境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い な
い
( )
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 個 人 の 評 価 結 果 は 個 人 の 処 遇 と し て ど の よ
う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 部 門 あ る い は 研 究 チ ー ム の 評 価 結 果 は 個 人 の
処 遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま す か 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 学 問 分 野 を 決 定 す る 際 に 、 機 関 の 長 以 外 で
実 質 的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の
２ つ ま で ） 。
研 究 者 の 採 用 に あ た り 、 採 用 す る 研 究 者 の 絞 り 込 み に 、 機 関 の 長 以 外 で 実 質
的 に イ ニ シ ア テ ィ ブ を と る の は ど な た で す か ( も っ と も 当 て は ま る も の ２ つ
ま で ） 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 の 評 価 に 際 し て 、 次 の 定 量 的 指 標 の う ち ど
れ を 用 い て い ま す か 。
選 択 肢 そ の 他
1 2
以 下 の 各 問 に 対 し て 、 選 択 肢 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
4 - 1 7 は い い い え
「 い い え 」 と お 答 え の 方 、 そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
( )
4 - 1 8 は い い い え
「 は い 」 と お 答 え の 方 、 そ の 基 準 は つ ぎ の ど の 観 点 に つ い て の も の で す か 。 あ て は ま る も の 全 て に
○ を つ け て く だ さ い 。 ま た 、 基 準 の 具 体 的 内 容 に つ い て （ 　 　 　 　 　 　 ） に お 書 き く だ さ い 。
学 術 的 新 規
性
知 的 財 産 価
値
新 聞 、 テ レ ビ
等 の 広 報 効 果
具 体 的 方 法 ：
( )
4 - 1 9 は い い い え
( )
4 - 2 0 あ る な い
( )
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 基 礎 研 究 の 成 果 を 評 価 す る た め の 基 準 を お 持 ち で す か 。
利 益 等 、 主 に
経 済 的 価 値
選 択 肢 ・ 記 述
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 こ こ ３ 年 の 間 に 機 関 の 長 ま た は 部 門 の 長 の マ ネ ジ メ ン ト を 充 実 さ せ る た め の 新
た な 取 り 組 み を 行 い ま し た か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、 そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
民 間 企 業 の 研 究 者 は 、 そ の 研 究 者 の 個 々 の 発 明 に つ い て 、 そ れ が 経 営 に も た ら し た 利 益 に 応 じ て
報 酬 を 受 け る べ き で あ る 。
新 事 業 へ の 展
開 可 能 性
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 機 関 の 長 あ る い は 部 門 の 長 が 柔 軟 か つ 機 動 的 な マ ネ ジ メ ン ト を 行 な お う と す る
際 に 障 害 は あ り ま す か 。 「 あ る 」 と お 答 え の 方 は そ の 内 容 を お 答 え く だ さ い 。
4 – 2 1 研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト の 充 実 に 関 し て 、 あ な た が お 感 じ に な る 課 題 お よ び そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 ・ 提 言 に つ い て 、 個 人 と し て の お 立 場 で 結 構 で す
の で お 書 き 下 さ い 。
課 題 方 策 ・ 提 言
1 3
第 5 部 研 究 支 援 ・ 事 務 支 援 の 充 実
研 究 開 発 の 高 度 化 、 複 雑 化 に と も な い 、 こ れ を 技 術 的 に 支 え る 研 究 支 援 者 の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。 ま た 国 際 的 な 共 同 研 究 の 増 加 、 研 究 成 果 の 活 用 へ の
要 請 等 に よ り 、 事 務 支 援 部 門 へ の ニ ー ズ も 高 度 に な っ て い ま す 。 科 学 技 術 基 本 計 画 に お い て は 、 研 究 支 援 者 の 数 を 欧 米 並 み と す る こ と を 目 標 と し 、 こ れ を 受 け
た 施 策 が 講 じ ら れ ま し た が 、 必 ず し も 期 待 通 り に 支 援 者 を 確 保 で き て い な い の が 現 状 で す 。
こ こ で は 、 研 究 支 援 者 お よ び 事 務 支 援 者 の 確 保 の 現 状 、 支 援 業 務 の 担 い 手 の あ り 方 、 課 題 に つ い て お 伺 い し ま す 。
そ れ で は 、 以 下 の 各 問 に 対 し て 、 最 も よ く 当 て は ま る も の ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 1 研 究 支 援 者 は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 研 究 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 2 研 究 支 援 業 務 は 研 究 支 援 者 を 雇 わ な く て も 若 手 研 究 者 が 行 な え ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 3 事 務 支 援 者 ※ 4  は 、 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 事 務 支 援 業 務 を 外 部 に 委 託 す れ ば よ い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 4 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 事 務 支 援 部 門 は 研 究 現 場 の ニ ー ズ に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 5 事 務 部 門 の 人 事 異 動 の 間 隔 が 短 く 、 ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し 継 承 す る こ と が で き て い な い 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 6 当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 事 務 支 援 の ス ペ シ ャ リ ス ト の 養 成 が 急 務 で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
5 - 7
当 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 研 究 者 と 事 務 支 援 者 の 連 携 は 十 分 に 機 能 し て い る 。
ま っ た く そ の と
お り
ほ ぼ そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
選 択 肢
※ 4 「 事 務 支 援 者 」 : 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 指 し ま す 。・ 研 究 者 、 研 究 支 援 者 以 外 の 者 で 、 主 に 研 究 に 関 す る 庶 務 、 会 計 、 雑 務 、 調 整 業 務 等 に 従 事 す る 者 、・ 図 書 館 等
の 共 用 施 設 に お い て 、 研 究 分 野 に よ ら な い 一 般 的 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 、・ 建 物 等 共 用 設 備 の 保 守 管 理 に あ た る 者
1 4
以 下 の 問 に つ い て 、 あ て は ま る も の 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に な い 場 合 は 「 そ の 他 」 の 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 8
担 当 者 の 人 事 異
動 間 隔 が 短 す ぎ
る
窓 口 が 多 数 に 別
れ て い る
担 当 者 間 の 連 携
が 悪 い
手 続 き 処 理 が 遅
い
特 に 無 い
( )
選 択 肢 そ の 他
大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 事 務 サ ー ビ ス に つ い て 、 改 善 し て ほ し い 点 は な ん で す
か 。
以 下 の 問 に 対 し て 、 「 は い / い い え 」 の い ず れ か に ○ を つ け た 後 、 括 弧 に 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
番 号 設 問
5 - 9 は い い い え
( )
5 - 1 0 あ る な い
「 あ る 」 と お 答 え の 方 、 そ の 機 関 の 名 称 と 、 そ の サ ー ビ ス の 優 れ て い る 点 を お 書 き く だ さ い 。
( )
あ な た は 大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 事 務 サ ー ビ ス に 接 し て 、 特 に 優 れ て い る と 感 じ た こ と は あ り ま す か 。
御 社 の 研 究 開 発 部 門 で は 、 事 務 支 援 機 能 を 強 化 す る 必 要 を 感 じ ま す か 。 「 は い 」 と お 答 え の 方 は 、 そ れ が
ど の よ う な 機 能 か を お 書 き く だ さ い 。
選 択 肢 ・ 記 述
1 5
御 回 答 者 に つ い て
御 回 答 者 自 身 に つ い て お 伺 い し ま す 。 以 下 の 各 問 の 選 択 肢 の ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え く だ さ い 。
番 号 項 目
備 考
A - 1 年 齢 （ 才 ） 3 1 ～ 4 0 4 1 ～ 5 0 5 1 ～ 6 0 6 1 ～ 7 0 7 1 ～
A - 2 研 究 歴 （ 年 ） 1 ～ 5 6 ～ 1 0 1 0 ～ 1 5 1 6 ～ 2 0 2 1 ～ 2 5
2 6 ～ 3 0 3 1 ～ 3 5 3 6 ～ 4 0 4 0 ～ な し
A - 3 大 学 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 4 公 的 研 究 機 関 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 5 民 間 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 1 0 年 未 満 1 0 年 以 上
A - 6 海 外 で の 研 究 歴 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 7 ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 な し 1 年 未 満 1 年 以 上 3 年 未 満 3 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上
A - 8 御 自 身 が こ れ ま で 経 験 し た 機 関 数 1 機 関 2 機 関 3 機 関 4 機 関 5 機 関 以 上
研 究 歴 に お け る 機 関 数 を お 答 え く だ さ い 。 民 間 企
業 の 場 合 は １ 企 業 を １ 機 関 と 数 え て 下 さ い 。
A - 9 御 自 身 の 専 攻 分 野 数 学 物 理 学 化 学 生 物 学 天 文 学
地 球 科 学 人 類 学 応 用 物 理 学 土 木 工 学 建 築 学
農 学 水 産 学 農 芸 化 学 林 学 畜 産 ・ 獣 医 学
農 業 工 学 生 理 学 内 科 学 薬 学 病 理 学
外 科 学 歯 科 学 そ の 他 医 学 看 護 学 体 育 学
応 用 化 学 プ ロ セ ス 工 学 材 料 工 学 生 体 医 工 学 環 境 科 学
機 械 工 学 航 空 宇 宙 工 学 電 気 ・ 電 子 工 学 情 報 科 学 統 計 学
エ ネ ル ギ ー 工 学 シ ス テ ム 工 学 計 測 ・ 制 御 工 学 経 営 工 学 経 済 学
法 学 文 学 教 育 学
選 択 肢
そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
経 験 し た 延 べ 年 数 を お 答 え く だ さ い 。
修 士 お よ び 博 士 課 程 は 研 究 歴 に 含 み ま せ ん 。
も っ と も あ て は ま る も の を ひ と つ だ け 選 ん で
○ を つ け て く だ さ い 。 ど う し て も あ て は ま る
も の が な い 場 合 は そ の 他 の カ ッ コ に 御 記 入 く
だ さ い 。
1 6
貴 機 関 と 研 究 者 数 等 に つ い て
御 回 答 者 の 所 属 す る 機 関 に つ い て お 尋 ね し ま す 。 以 下 に つ い て 、 ど れ か ひ と つ に ○ を つ け て お 答 え 下 さ い 。
番 号 項 目
鉱 業 建 設 業 水 産 ・ 農 林 業 化 学
石 油 ・ 石 炭 製 品 医 薬 品 食 料 品 機 械
精 密 機 器 電 気 機 器 輸 送 用 機 器 繊 維 製 品
鉄 鋼 非 鉄 金 属 金 属 製 品 パ ル プ ・ 紙
ゴ ム 製 品
ガ ラ ス ・ 土 石 製 品
そ の 他 製 品 電 気 ・ ガ ス 業
情 報 ・ 通 信 空 運 業 海 運 業 陸 運 業
サ ー ビ ス 業 そ の 他
北 海 道 東 北 関 東 中 部





機 関 の 所 在 地
1 7
そ の 他 自 由 な 御 意 見



















C – 2 科 学 技 術 基 本 計 画 で は 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 が う た わ れ て い ま す が 、 現 在 の 日 本 の 研 究 開 発 シ ス テ ム に 対 し て 、 あ な た が 特 に 課 題 で あ る と お 感 じ の






































御 回 答 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 お 手 数 を お か け し ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
御 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
1 8
Dこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
調 査 票
博 士 課 程 学 生 の 方
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 8 月 2 7 日 ( 金 ) 投 函 と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
博 士 課 程 学 生 の 方
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行
な う 調 査 の 一 環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 特 に 公 的 機 関 、 国 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎 え 、 研 究 環
境 が 変 わ り つ つ あ る 中 で 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 研 究 の 現 場 に い ら っ し ゃ る 方 々 の 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と
考 え て お り ま す の で 、 是 非 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 ご 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 方 で 、 大 学 の 課 程 を 修 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 し 、 特 定 の 研 究
テ ー マ を 持 っ て 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
2 . ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 を 有 し 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て は 雇 用 さ れ て い な い が 、 日 本 学 術 振 興 会 等 の 公 的 機 関 、 大 学 、 研 究 機
関 等 か ら 助 成 金 や 給 与 等 の 支 給 を 受 け 、 研 究 機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。
な お 、 任 期 付 教 員 あ る い は 任 期 付 研 究 員 と し て 雇 用 さ れ 、 正 規 の ポ ス ト に 就 い て い る 方 は 本 調 査 で は 、「 任 期 付 研 究 員 」 と 呼 び 、「 ポ ス ト
ド ク タ ー 」 に は 含 み ま せ ん 。
3 . 公 的 研 究 機 関
公 的 研 究 機 関 と は 、 研 究 を 行 う 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 研 究 機 関 、 特 殊 法 人 研 究 機 関 、 公 設 試 験 研 究 機 関 、 公 益 法 人 を い い ま す 。
例 え ば 、 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 、 独 立 行 政 法 人 理 化 学 研 究 所 、 日 本 原 子 力 研 究 所 、 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 、 電 力 中 央 研 究 所 な ど が こ れ
に あ た り ま す 。
1
博 士 課 程 学 生 の 方
研 究 活 動 の 今 と 将 来 に つ い て の 質 問
以 下 の 問 い に お 答 え く だ さ い 。 各 問 に つ い て ど れ か 一 つ に ○ を つ け て く だ さ い 。 な お 、 問 い に 「 い く つ で も 」 と あ る 場 合 は 、 当 て は ま る も の す べ て に
○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に ご 記 入 く だ さ い 。
番 号
設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
回 答
例
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で な
い
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
A - 1
指 導 教 官 に 勧 め
ら れ た か ら
修 士 課 程 修 了
時 に 就 職 口 が
な か っ た か ら
研 究 を 続 け た
か っ た か ら
研 究 者 に な り た
か っ た か ら
な ん と な く
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い




ア ル バ イ ト の
報 酬
家 族 や 親 戚 か
ら の 援 助
銀 行 か ら の 借 り
入 れ
そ の 他
「 そ の 他 」 を 選 択 さ れ た 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く だ
さ い 。
A - 4
あ る な い
A - 5
「 あ る 」 と お 答 え の 方 に お 聞 き し ま す 。 労 働 の 対 価 と し て そ の 支
給 額 （ 時 間 単 価 ） の 水 準 は 適 当 だ と 思 い ま す か 。
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 6 あ な た の 収 入 は 生 活 費 や 学 費 を 賄 う の に 足 り て い ま す か 。
足 り て い る
ほ ぼ 足 り て い
る
や や 足 り な い 足 り な い
A - 7
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 8
大 学 公 的 研 究 機 関
民 間 の 企 業 ・
法 人
官 公 庁 自 営 業
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 9
国 内 海 外
ど ち ら で も よ
い
A - 1 0
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
あ な た は 博 士 課 程 修 了 直 後 に 国 内 、 海 外 の ど ち ら で 活 動 し た い と 思 い
ま す か 。
あ な た は 将 来 、 海 外 の 研 究 機 関 で 研 究 を し て み た い と 思 い ま す か 。
選 択 肢
私 が 研 究 で 最 も 重 視 す る 要 素 は ‥ ‥ で あ る 。
あ た な は 、 テ ィ ー チ ン グ ア シ ス タ ン ト （ T A ） ま た は リ サ ー チ ア シ ス タ
ン ト （ R A ） と し て 働 い た こ と が あ り ま す か 。
選 択 肢
あ な た が 博 士 課 程 に 進 ん だ 動 機 は 次 の ど れ で す か 。 最 も よ く あ て は ま
る も の を 最 大 ２ つ ま で 選 ん で く だ さ い 。
あ な た は 博 士 課 程 修 了 後 、 次 の ど の 組 織 で 勤 務 し た い と 思 い ま す か 。
第 １ 希 望 に ◎ 、 第 ２ 希 望 に ○ を つ け て く だ さ い 。
博 士 号 を も っ て い る こ と は 、 あ な た が 社 会 生 活 を 送 る 上 で 大 き な メ
リ ッ ト が あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は 希 望 す る 職 が 見 つ か れ ば 、 博 士 課 程 を 中 断 し て 就 職 し た い と
思 い ま す か 。
あ な た は 生 活 費 や 学 費 を 賄 う た め の 収 入 を ど こ か ら 得 て い ま す か 。
（ い く つ で も ）
2
博 士 課 程 学 生 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 1 1
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 1 2
単 な る 博 士 課 程
の 延 長
研 究 分 野 の 幅
を 広 げ る 期 間
自 立 の た め の
登 竜 門
就 職 ま で の 猶 予
期 間
特 に 意 義 は 見 出 せ
な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 3
は い い い え
A - 1 4
「 は い 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 業 務 に 従 事 し て も よ い と 思 い
ま す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 1 5
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 1 6
は い い い え
A - 1 7
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 1 8
あ る な い
A - 1 9
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 2 0
「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 、 「 そ う 思 わ な い 」 と お 答 え の 方 、 そ の
理 由 と し て 最 も あ て は ま る も の を 一 つ お 答 え く だ さ い 。 選 択 肢 に
な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に 記 入 し て く だ さ い 。
研 究 テ ー マ の 選
択 の 自 由 が 小 さ
い か ら
研 究 以 外 の 業
務 が 多 く 、 研
究 に 専 念 で き
な い か ら
研 究 環 境 が 充
実 し て い な い
か ら
研 究 成 果 の 発 表
の 自 由 度 が 小 さ
い か ら
一 度 民 間 に 就 職 す
る と ア カ デ ミ ッ ク
ポ ス ト に 戻 れ な い
か ら
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2 1
「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 、 「 そ う 思 わ な い 」 と お 答 え の 方 、 ど の
よ う な 条 件 が 満 た さ れ れ ば 民 間 企 業 に 就 職 し て も よ い と 思 い ま す
か 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
あ な た は 民 間 企 業 に 就 職 し た い と 思 い ま す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 は 、 ど の よ う な 意 義 が あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 注 1 ） を 経 験 し た こ と が あ り ま す か 。
あ な た は 、 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 職 の 求 人 情 報 が 充 分 に 公 開
さ れ て い る と 思 い ま す か 。
あ な た は イ ン タ ー ン シ ッ プ を 経 験 し た い と 思 い ま す か 。
あ な た は 博 士 課 程 修 了 後 、 ポ ス ト ド ク タ ー と し て 研 究 を し た い と 思 い
ま す か 。
あ な た は 博 士 課 程 修 了 直 後 に 研 究 以 外 の 業 務 に 従 事 し て も よ い と 思 い
ま す か 。
あ な た は こ れ ま で に 、 何 ら か の 形 で 研 究 マ ネ ジ メ ン ト （ 注 2 ）  を 経 験
し た こ と が あ り ま す か 。
( 注 1 ) 学 生 が 在 学 中 に 自 ら の 専 攻 、 将 来 の キ ャ リ ア に 関 連 し た 就 業 体 験 を 行 う こ と
( 注 2 ) 研 究 の 目 標 を 設 定 し 、 学 部 学 生 や 修 士 課 程 の 学 生 か ら な る 研 究 チ ー ム を 率 い て 、 研 究 課 題 の 責 任 者 と し て 研 究 を 行 う こ と
3
博 士 課 程 学 生 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 2 2
非 常 に 感 じ る や や 感 じ る
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り 感 じ な い ま っ た く 感 じ な い
A - 2 3
「 非 常 に 感 じ る 」 、 「 や や 感 じ る 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 不
安 を 感 じ ま す か 。 具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 2 4
同 じ 異 な る
A - 2 5
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 2 6
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 2 7
満 足 概 ね 満 足 や や 不 満 足 不 満 足
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2 8
ス ペ ー ス や 機 材
な ど の 研 究 基 盤
が 不 十 分
支 援 者 、 補 助
者 な ど の 人 的
環 境 が 不 十 分
事 務 手 続 き が
煩 雑
研 究 資 金 が 不 十
分
研 究 以 外 の 業 務 が
多 す ぎ る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2 9
は い い い え
A - 3 0
「 い い え 」 と お 答 え の 方 、 現 在 の 研 究 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 は 次 の
ど れ で す か 。
上 司 （ 指 導 教 官
等 ） の 指 示 が
あ っ た か ら
所 属 す る 組 織
の 方 針 だ か ら
競 争 的 資 金 が
得 や す い か ら
現 在 の テ ー マ の
研 究 者 と し て 配
属 さ れ た か ら
こ の 分 野 の 研 究 者
の 需 要 が 将 来 多 く
な り そ う だ か ら
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 1
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 3 2
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
あ な た は 現 在 の 研 究 環 境 に 満 足 し て い ま す か 。
研 究 環 境 と し て ど の よ う な 点 が 不 満 で す か 。 （ い く つ で も ）
あ な た が 現 在 所 属 す る 大 学 と 学 部 を 卒 業 し た 大 学 は 同 じ で す か 。
あ な た が 今 実 施 し て い る 研 究 テ ー マ は 、 あ な た が 本 当 に や り た い 研 究
テ ー マ で す か 。
あ な た は 指 導 教 官 か ら 研 究 課 題 の 設 定 や 研 究 の 進 め 方 に つ い て 強 制 さ
れ て い る と 思 う こ と が あ り ま す か 。
あ な た は 指 導 教 官 に 労 働 力 と し て 使 わ れ て い る と 感 じ る こ と が あ り ま
す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 長 期 に わ た り 一 つ の 研 究 機 関 で じ っ く り
と 研 究 を 続 け る こ と が 良 い と 思 い ま す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 研 究 機 関 間 を 移 動 し て 経 験 を 積 む こ と が
良 い と 思 い ま す か 。
あ な た は 将 来 の キ ャ リ ア ・ パ ス に つ い て 不 安 を 感 じ ま す か 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 3 3
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 3 4
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 3 5
研 究 課 題 お よ び
目 標 の 設 定
研 究 の 実 施 方
法 の 決 定
研 究 費 の 使 途
研 究 チ ー ム の 編
成
研 究 成 果 発 表 の 時
期 お よ び 方 法
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 6
社 会 的 必 要 性
社 会 的 波 及 効
果 の 大 き さ
独 創 性 や 革 新
性
研 究 の 実 施 可 能
性
個 人 的 興 味
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 7
あ る な い
A - 3 8
「 あ る 」 と お 答 え の 方 に お 聞 き し ま す 。 ど の よ う な 点 を 改 善 し て
ほ し い と 思 い ま す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 3 9
あ る な い
A - 4 0
「 あ る 」 と お 答 え の 方 に お 聞 き し ま す 。 ど の よ う な 点 を 改 善 し て
ほ し い と 思 い ま す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 4 1
十 分 に 養 わ れ る ほ ぼ 養 わ れ る
あ ま り 養 わ れ
な い
養 わ れ な い
A - 4 2
「 あ ま り 養 わ れ な い 」 、 「 養 わ れ な い 」 と お 答 え の 方 、 博 士 課 程
修 了 時 に ど の よ う な 能 力 あ る い は 経 験 が ま だ 不 足 し て い る と 思 い
ま す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
博 士 課 程 の 研 究 指 導 に つ い て 、 改 善 し て 欲 し い 点 は あ り ま す か 。
博 士 課 程 を 修 了 し た 時 点 で 、 研 究 者 に な る た め の 基 礎 的 な 能 力 は あ な
た に は 十 分 に 養 わ れ る と 思 い ま す か 。
修 士 課 程 お よ び 博 士 課 程 で の 講 議 や 実 習 等 の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム に つ い
て 、 改 善 し て 欲 し い 点 は あ り ま す か 。
研 究 の 遂 行 上 、 あ な た に 裁 量 が 認 め ら れ て い る の は 次 の う ち ど れ で す
か 。 あ て は ま る も の す べ て を お 答 え く だ さ い 。
あ な た は 研 究 課 題 を 設 定 す る 際 、 ど の 要 素 を 特 に 重 視 し ま す か 。 最 も
重 視 す る も の を ２ つ ま で 選 ん で く だ さ い 。
あ な た は 他 の 研 究 者 か ら 指 示 さ れ 、 研 究 支 援 的 な 作 業 を す る こ と が あ
り ま す か 。
あ な た は 研 究 者 と な る た め の 十 分 な 指 導 を 指 導 教 官 か ら 受 け て い る と
思 い ま す か 。
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研 究 環 境 に 関 す る 質 問
あ な た が 研 究 活 動 の 場 を 選 ぶ 際 、 以 下 の 各 条 件 は ど の 程 度 重 要 で す か 。 各 条 件 に つ き 「 重 要 度 」 を 一 つ ず つ 選 ん で ○ を つ け 、 さ ら に 国 内 の 大
学 、 公 的 研 究 機 関 等 、 民 間 企 業 の 中 で そ の 条 件 が 最 も 期 待 で き る と 思 う 場 所 に ○ 、 最 も 期 待 で き な い と 思 う 場 所 × を つ け て く だ さ い 。
番 号 条 件
回 答 例
研 究 所 周 辺 の 自 然 環 境 が よ い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1
一 貫 し た 研 究 テ ー マ を 長 期 間 継 続 す る こ と が 可 能 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 2
研 究 の 課 題 選 択 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 3
研 究 の 実 施 方 法 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 4
商 品 や 事 業 等 、 実 用 に つ な が る 成 果 が 出 し や す い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 5
新 し い テ ー マ に 取 り 組 む こ と が で き る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 6
研 究 活 動 の た め の 時 間 が 十 分 に と れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 7
優 れ た 研 究 者 や 学 生 が 所 属 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 8
研 究 環 境 が 資 金 面 、 設 備 面 で 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 9
研 究 支 援 体 制 が 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 0
研 究 者 の 評 価 が 公 平 で 透 明 性 が あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 1
自 分 の 研 究 が 高 く 評 価 さ れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 2
給 与 等 の 金 銭 面 の 処 遇 が 良 い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 3
終 身 雇 用 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 4
良 い 研 究 指 導 が 受 け ら れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 5
そ の 他 重 要 な も の が あ り ま し た ら 、 記 入 く だ さ い 。
重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 6
大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
重 要 度
国 内 で 最 も 期 待 で き る 場 所 ○ ・ 期 待 で き な い 場 所 ×
様 々 な 条 件 を 総 合 し て 、 も し 次 に 従 事 す る 研 究 活 動 の 場 を 国 内 で 選 ぶ と し た ら 、 あ な た は ど こ を 希 望 し ま す か 。 ひ と つ
だ け 選 ん で く だ さ い 。
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そ の 他 自 由 な ご 意 見







































博 士 課 程 学 生 の 方
回 答 者 自 身 に つ い て
あ な た 自 身 に つ い て 、 以 下 の 各 項 目 に お 答 え く だ さ い 。 な お 、 F – 5 に つ い て は お 手 数 で す が 、 9 ペ ー ジ の コ ー ド 表 を 参 照 し て 、 コ ー ド 番 号 で
お 答 え 下 さ い 。
番 号
項 目
F - 1 年 齢 （ 才 ） （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 才
F - 2 最 終 学 歴 ４ 年 制 大 学 学 部 卒 業 修 士 課 程 修 了 博 士 課 程 修 了 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 3 博 士 号 取 得 の 有 無
あ り な し
F - 4 現 在 の 所 属 機 関 の 種 別 国 立 大 学 法 人 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関 独 立 行 政 法 人
省 庁 直 轄 研 究 機 関
民 間 企 業 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 5 現 在 の 専 門 分 野 （ コ ー ド 番 号 ）
分 野 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 6 経 済 的 な 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る う け て い な い
（ 支 援 制 度 を う け て い る 方 の み お 答 え く だ さ い 。 ）
F - 7 支 援 制 度 に よ る 支 給 額 （ 税 込 み ）
（ 支 援 制 度 を う け て い る 方 の み お 答 え く だ さ い 。 ）
該 当 す る 制 度 の 番 号 全 て に ○ を つ け て く だ さ い 。
F - 8
適 用 さ れ て い る 支 援 制 度
1 .  日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 （ Ｄ Ｃ ）
2 .  理 化 学 研 究 所 ジ ュ ニ ア ・ リ サ ー チ ・ ア ソ シ エ イ ト 制 度
3 .  日 本 原 子 力 研 究 所 特 別 研 究 生
4 .  日 本 学 生 支 援 機 構 第 1 種 奨 学 金 （ 無 利 子 ）
5 .  日 本 学 生 支 援 機 構 第 2 種 奨 学 金 （ き ぼ う 2 1 プ ラ ン ）
9 9 .  そ の 他
実 施 主 体 名 制 度 名
月 額 　 5 万 円 未 満 月 額 5 万 円 以 上 1 0 万 円 未 満 月 額 1 0 万 円 以 上 1 5 万 円 未 満 月 額 1 5 万 円 以 上 2 0 万 円 未 満 月 額 2 0 万 円 以 上
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
選 択 肢
質 問 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
ご 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
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コ ー ド 表
分 野 コ ー ド
大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド
理 学 数 学 1 0 1
農 学 農 学 3 0 1 複 合 領 域 科 学 技 術 史 （ 含 科 学 社 会 学 ・ 科 学 技 術 基 礎 論 ） 5 0 1
地 球 科 学 1 0 2
水 産 学 3 0 2 体 育 学 5 0 2
人 類 学 （ 含 生 理 人 類 学 ） 1 0 3
畜 産 学 ・ 獣 医 学 3 0 3 プ ラ ズ マ 理 工 学 5 0 3
天 文 学 1 0 4
農 芸 化 学 3 0 4 地 理 学 5 0 4
化 学 1 0 5
農 業 経 済 学 3 0 5 エ ネ ル ギ ー 学 5 0 5
物 理 学
1 0 6
境 界 農 学 3 0 6 家 政 学 5 0 6
生 物 学 1 0 7
林 学 3 0 7 環 境 科 学 5 0 7
そ の 他 理 学 系 1 9 9
農 業 工 学 3 0 8 文 化 財 科 学 5 0 8
工 学 応 用 物 理 学 2 0 1 そ の 他 農 学 系 3 9 9
生 物 化 学 5 0 9
土 木 工 学 2 0 2 医 学 生 理 4 0 1 科 学 教 育 ・ 教 科 教 育 学 5 1 0
プ ロ セ ス 工 学 2 0 3 内 科 4 0 2 基 礎 生 物 科 学 5 1 1
機 械 工 学 2 0 4 薬 学 4 0 3 統 計 科 学 5 1 2
建 築 学 2 0 5 病 理 4 0 4 神 経 科 学 （ 含 脳 科 学 ） 5 1 3
工 業 化 学 2 0 6 外 科 4 0 5 情 報 科 学 5 1 4
電 気 電 子 工 学 2 0 7 医 学 一 般 4 0 6 実 験 動 物 学 5 1 5
材 料 工 学 2 0 8 社 会 医 学 4 0 7 社 会 シ ス テ ム 工 学 5 1 6
総 合 工 学 2 0 9 歯 科 4 0 8 医 用 生 体 工 学 ・ 生 体 材 料 科 学 5 1 7
そ の 他 工 学 系 2 9 9
看 護 学 4 0 9 自 然 災 害 科 学 5 1 8
そ の 他 医 学 系 4 9 9 そ の 他 複 合 領 域 系 5 9 9
そ の 他 文 学 系 9 0 1
法 学 系 9 0 2
経 済 学 系 9 0 3
そ の 他 の 領 域 9 9 9
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Eこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
調 査 票
ポ ス ト ド ク タ ー の 方
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 8 月 2 7 日 ( 金 ) 投 函 と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行
な う 調 査 の 一 環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 特 に 公 的 機 関 、 国 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎 え 、 研 究 環
境 が 変 わ り つ つ あ る 中 で 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 研 究 の 現 場 に い ら っ し ゃ る 方 々 の 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と
考 え て お り ま す の で 、 是 非 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 ご 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 方 で 、 大 学 の 課 程 を 修 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 し 、 特 定 の 研 究
テ ー マ を 持 っ て 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
2 . 任 期 付 任 用
1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と を 「 任 期 付 任 用 」 と い い 、 任 期 付 任 用 が 適 用 さ れ て い る 研 究 者 を 本 調 査 で
は 「 任 期 付 研 究 員 」 と い い ま す 。 な お 、 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る 「 ポ ス ト ド ク タ ー 」 ( 下 記 ) は 任 期 付 研 究 員 に 含 み ま せ ん 。
3 . ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 を 有 し 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て は 雇 用 さ れ て い な い が 、 日 本 学 術 振 興 会 等 の 公 的 機 関 、 大 学 、 研 究 機
関 等 か ら 助 成 金 や 給 与 等 の 支 給 を 受 け 、 研 究 機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。
な お 、 任 期 付 教 員 あ る い は 任 期 付 研 究 員 と し て 雇 用 さ れ 、 正 規 の ポ ス ト に 就 い て い る 方 は 本 調 査 で は 、「 任 期 付 研 究 員 」 と 呼 び 、「 ポ ス ト
ド ク タ ー 」 に は 含 み ま せ ん 。
4 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 研 究 者 以 外 の 方 で あ っ て 、 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て 雇 用 あ る い は 他 の 機 関 よ り 派 遣 さ れ 、 研 究 に 付 随 す る 技 術 的
サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 方 を い い ま す 。 例 え ば 技 官 、 テ ク ニ シ ャ ン 、 専 門 技 術 職 員 な ど の 方 が こ れ に あ た り ま す 。
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5 . 公 的 研 究 機 関
公 的 研 究 機 関 と は 、 研 究 を 行 う 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 研 究 機 関 、 特 殊 法 人 研 究 機 関 、 公 設 試 験 研 究 機 関 、 公 益 法 人 を い い ま す 。
例 え ば 、 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 、 独 立 行 政 法 人 理 化 学 研 究 所 、 日 本 原 子 力 研 究 所 、 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 、 電 力 中 央 研 究 所 な ど が こ れ
に あ た り ま す 。
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研 究 活 動 の 今 と 将 来 に つ い て の 質 問
以 下 の 問 い に つ い て 、 回 答 例 に な ら っ て ど れ か 一 つ に ○ を つ け て く だ さ い 。 な お 、 問 い に 「 い く つ で も 」 と あ る 場 合 は 、 当 て は ま る も の す べ て に
○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に ご 記 入 く だ さ い 。
番 号
設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
回 答
例
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で な
い
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
A - 1
指 導 教 官 に 勧 め
ら れ た か ら
修 士 課 程 修 了
時 に 就 職 口 が
な か っ た か ら
研 究 を 続 け た
か っ た か ら
研 究 者 に な り た
か っ た か ら
な ん と な く
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2
単 な る 博 士 課 程
の 延 長
研 究 分 野 の 幅
を 広 げ る 期 間
自 立 の た め の
登 竜 門
就 職 ま で の 猶 予
期 間
特 に 意 義 は 見 出 せ
な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3
1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 以 上
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く




1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 以 上
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 6
移 動 し な か っ た
大 学 内 で 移 動
し た
大 学 （ 研 究 機
関 ） を 移 動 し
た
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 7
大 き く 変 え た や や 変 え た
ほ と ん ど 変 え
て い な い
全 く 変 え て い な
い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 8
は い い い え
A - 9
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） 現 在 の 研 究 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 は 次
の ど れ で す か 。 （ い く つ で も ）
上 司 （ 指 導 教 官
等 ） の 指 示 が
あ っ た か ら
所 属 す る 組 織
の 方 針 だ か ら
競 争 的 資 金 が
得 や す い か ら
現 在 の テ ー マ の
研 究 者 と し て 採
用 さ れ た か ら
こ の 分 野 の 研 究 者
の 需 要 が 将 来 多 く
な り そ う だ か ら
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
あ な た は 、 博 士 課 程 修 了 後 、 ポ ス ト ド ク タ ー と な る 際 に 所 属 す る 研 究
室 を 移 動 し ま し た か 。
あ な た は 、 博 士 課 程 修 了 後 、 ポ ス ト ド ク タ ー と な る 際 に 研 究 分 野 や 研
究 テ ー マ を 変 え ま し た か 。
あ な た は こ れ ま で 延 べ 何 回 ポ ス ト ド ク タ ー 支 援 制 度 （ 注 1 ） の 適 用 を
受 け ま し た か 。 現 在 を １ 回 と し て 含 め た 回 数 を お 答 え く だ さ い 。
あ な た は こ れ ま で 延 べ 何 年 ポ ス ト ド ク タ ー と し て 研 究 し ま し た か 。 四
捨 五 入 し た 年 数 で お 答 え く だ さ い 。
ポ ス ト ド ク タ ー の 期 間 は １ 期 あ た り 何 年 程 度 が 適 当 だ と 思 い ま す か 。
選 択 肢
あ な た が ポ ス ト ド ク タ ー に 進 ん だ 動 機 は 次 の ど れ で す か 。 最 も よ く あ
て は ま る も の 一 つ を 選 ん で く だ さ い 。
あ な た が 今 実 施 し て い る 研 究 テ ー マ は 、 あ な た が 本 当 に や り た い 研 究
テ ー マ で す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー の 経 験 は 、 ど の よ う な 意 義 が あ る と 思 い ま す か 。
選 択 肢
私 が 研 究 で 最 も 重 視 す る 要 素 は ‥ ‥ で あ る 。
( 注 1 ) ポ ス ト ド ク タ ー の 研 究 活 動 を 支 援 す る た め に 、 日 本 学 術 振 興 会 等 の 公 的 機 関 、 大 学 、 研 究 機 関 等 が 行 う 経 済 的 な 支 援 制 度 ( 国 に よ る 制 度 例 に つ い て は 1 4 ペ ー ジ を 参 照 )
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 1 0
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 1 1
社 会 的 必 要 性
社 会 的 波 及 効
果 の 大 き さ
独 創 性 や 革 新
性
研 究 の 実 施 可 能
性
個 人 的 興 味
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 2
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 1 3
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 1 4
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 1 5
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 1 6
研 究 課 題 お よ び
目 標 の 設 定
研 究 の 実 施 方
法 の 決 定
研 究 費 の 使 途
研 究 チ ー ム の 編
成
研 究 成 果 発 表 の 時
期 お よ び 方 法
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 7
満 足 概 ね 満 足 や や 不 満 足 不 満 足
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 8
ス ペ ー ス や 機 材
な ど の 研 究 基 盤
が 不 十 分
支 援 者 、 補 助
者 な ど の 人 的
環 境 が 不 十 分
事 務 手 続 き が
煩 雑
研 究 資 金 が 不 十
分
研 究 以 外 の 業 務 が
多 す ぎ る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 9
奨 学 金
ア ル バ イ ト の
報 酬
家 族 や 親 戚 か
ら の 援 助
銀 行 か ら の 借 り
入 れ
そ の 他
「 そ の 他 」 を 選 択 さ れ た 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く だ
さ い 。
A - 2 0 あ な た の 収 入 は 生 活 費 や 学 費 を 賄 う の に 足 り て い ま す か 。
足 り て い る
ほ ぼ 足 り て い
る
や や 足 り な い 足 り な い
A - 2 1
国 内 海 外
ど ち ら で も よ
い
A - 2 2
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
研 究 の 遂 行 上 、 あ な た に 裁 量 が 認 め ら れ て い る の は 次 の う ち ど れ で す
か 。 あ て は ま る も の す べ て を お 答 え く だ さ い 。
あ な た は 現 在 の 研 究 環 境 に 満 足 し て い ま す か 。
研 究 環 境 と し て ど の よ う な 点 が 不 満 で す か 。 （ い く つ で も ）
あ な た は 研 究 課 題 を 設 定 す る 際 、 ど の 要 素 を 特 に 重 視 し ま す か 。 最 も
重 視 す る も の を ２ つ ま で 選 ん で く だ さ い 。
あ な た は ポ ス ト ド ク タ ー 期 間 終 了 後 、 国 内 、 海 外 の ど ち ら で 活 動 し た
い と 思 い ま す か 。
あ な た は 希 望 す る 職 が 見 つ か れ ば 、 ポ ス ト ド ク タ ー を 中 断 し て 就 職 し
た い と 思 い ま す か 。
あ な た は 生 活 費 や 学 費 を 賄 う た め の 収 入 を ど こ か ら 得 て い ま す か 。
（ い く つ で も ）
博 士 号 を も っ て い る こ と は 、 あ な た が 社 会 生 活 を 送 る 上 で 大 き な メ
リ ッ ト が あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は 研 究 者 と な る た め の 十 分 な 指 導 を 指 導 教 官 （ 上 司 ） か ら 受 け
て い る と 思 い ま す か 。
あ な た は 他 の 研 究 者 か ら 指 示 さ れ 、 研 究 支 援 的 な 作 業 を す る こ と が あ
り ま す か 。
あ な た は 指 導 教 官 （ 上 司 ） か ら 研 究 課 題 の 設 定 や 研 究 の 進 め 方 に つ い
て 強 制 さ れ て い る と 思 う こ と が あ り ま す か 。
あ な た は 指 導 教 官 （ 上 司 ） に 労 働 力 と し て 使 わ れ て い る と 感 じ る こ と
が あ り ま す か 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 2 3
研 究 業 務
研 究 以 外 の 業
務
A - 2 4
「 研 究 業 務 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 立 場 で 従 事 す る こ と を 希
望 し ま す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー
と し て
任 期 付 き の 職
員 ま た は 教 員
と し て
終 身 雇 用 型 の
職 員 ま た は 教
員 と し て
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2 5
「 研 究 業 務 」 と お 答 え の 方 、 実 際 に は ど の よ う な 立 場 で 従 事 す る
見 込 み で す か 。
ポ ス ト ド ク タ ー
と し て
任 期 付 き の 職
員 ま た は 教 員
と し て
終 身 雇 用 型 の
職 員 ま た は 教
員 と し て
A - 2 6
「 研 究 以 外 の 業 務 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 業 務 に 従 事 し た い
と 思 い ま す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
A - 2 7
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 2 8
極 め て 難 し い 難 し い
あ ま り 難 し く
な い
難 し く な い
A - 2 9
大 幅 に 増 え る の
が よ い
増 え る の が よ
い
現 状 程 度 で よ
い
減 る の が よ い
大 幅 に 減 る の が よ
い
そ う お 考 え に な る 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
A - 3 0 そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
A - 3 1
あ る な い
A - 3 2
（ 「 あ る 」 と お 答 え の 方 ） 公 募 さ れ て い る こ と を 初 め て 知 っ た の
は 次 の ど こ で で す か 。
募 集 機 関 の ホ ー
ム ペ ー ジ や 掲 示
板 で
J S T 等 の 情 報
機 関 の ホ ー ム
ペ ー ジ で
学 会 誌 で
新 聞 や 雑 誌 の 求
人 広 告 で
恩 師 、 上 司 、 知 人
等 の 紹 介 で
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 3
（ 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 に 所 属 の 方 ） 「 あ る 」 と お 答 え の 方 、
あ な た は 現 在 の 職 を 得 る 際 に 公 募 を 経 て 採 用 さ れ ま し た か 。
は い い い え
ポ ス ト ド ク タ ー の 数 は 今 後 ど う あ る べ き だ と 思 い ま す か 。
あ な た は ポ ス ト ド ク タ ー 期 間 終 了 直 後 に 研 究 、 研 究 以 外 の ど ち ら の 業
務 に 従 事 し た い と 思 い ま す か 。
あ な た は 将 来 、 海 外 の 研 究 機 関 で 研 究 を し て み た い と 思 い ま す か 。
あ な た は 、 ポ ス ト ド ク タ ー 期 間 終 了 後 に 次 の ポ ス ト を 獲 得 す る こ と の
難 易 に つ い て 、 ど の よ う な 見 通 し を 持 っ て い ま す か 。
あ な た は 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 職 の 公 募 に 応 募 し た こ と が あ
り ま す か 。
具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 3 4
あ る な い
A - 3 5
（ 「 あ る 」 と お 答 え の 方 ） 公 募 に は な い 、 紹 介 の 良 さ は ど の よ う
な こ と で す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
A - 3 6
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 3 7
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 3 8
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 3 9 あ な た は 、 研 究 職 の 求 人 情 報 を チ ェ ッ ク し ま す か 。
ほ ぼ 毎 日 す る
2 ～ 3 日 に １ 回
は す る
1 週 間 に 1 度 は
す る
1 ヶ 月 に 1 度 は す
る
ほ ど ん ど し な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 4 0
「 ほ ぼ 毎 日 す る 」 ～ 「 と き ど き す る 」 と お 答 え の 方 、 あ な た が
も っ と も よ く チ ェ ッ ク す る 求 人 情 報 の 情 報 源 は な ん で す か 。
科 学 技 術 振 興 機
構 の J R E C - I N
研 究 機 関 の
ホ ー ム ペ ー ジ
官 公 庁 の ホ ー
ム ペ ー ジ
人 材 情 報 を 扱 う
民 間 の ホ ー ム
ペ ー ジ
新 聞 や 雑 誌 の 求 人
広 告
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 4 1
は い い い え
A - 4 2
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 4 3
あ る な い
A - 4 4
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 4 5
「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 、 「 そ う 思 わ な い 」 と お 答 え の 方 、 そ の
理 由 と し て 最 も あ て は ま る も の を 一 つ お 答 え く だ さ い 。 選 択 肢 に
な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に 記 入 し て く だ さ い 。
研 究 テ ー マ の 選
択 の 自 由 が 小 さ
い か ら
研 究 以 外 の 業
務 が 多 く 、 研
究 に 専 念 で き
な い か ら
研 究 環 境 が 充
実 し て い な い
か ら
研 究 成 果 の 発 表
の 自 由 度 が 小 さ
い か ら
一 度 民 間 に 就 職 す
る と ア カ デ ミ ッ ク
ポ ス ト に 戻 れ な い
か ら
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
あ な た は 、 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 者 は す べ て 公 募 を 経 て 採 用
さ れ る べ き で あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は 民 間 企 業 に 就 職 し た い と 思 い ま す か 。
あ な た は イ ン タ ー ン シ ッ プ を 経 験 し た い と 思 い ま す か 。
具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
あ な た は 、 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 職 の 求 人 情 報 が 充 分 に 公 開
さ れ て い る と 思 い ま す か 。
あ な た は イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 注 2 ） を 経 験 し た こ と が あ り ま す か 。
研 究 者 の 公 募 が 形 式 的 で あ る （ 公 募 さ れ た 時 点 で 実 際 に は 大 方 採 用 さ
れ る 人 が 決 ま っ て い る ） と 感 じ る こ と は あ り ま す か 。
あ な た は こ れ ま で に 、 研 究 マ ネ ジ メ ン ト （ 注 3 ）  を し た こ と が あ り ま
す か 。
公 募 で は な く 、 恩 師 や 知 人 の 紹 介 で 職 を 求 め た こ と が あ り ま す か 。
( 注 2 ) 学 生 が 在 学 中 に 自 ら の 専 攻 、 将 来 の キ ャ リ ア に 関 連 し た 就 業 体 験 を 行 う こ と
( 注 3 ) 複 数 の 研 究 者 か ら な る 研 究 チ ー ム を 構 成 し 、 研 究 の 目 標 を 設 定 し 、 研 究 計 画 を 策 定 し 、 研 究 実 施 の 責 任 者 と し て 研 究 チ ー ム を 率 い る こ と
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 4 6
（ つ づ き ） 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 、 「 そ う 思 わ な い 」 と お 答 え
の 方 、 ど の よ う な 条 件 が 満 た さ れ れ ば 民 間 企 業 に 就 職 し て も よ い
と 思 い ま す か 。
A - 4 7
非 常 に 感 じ る や や 感 じ る
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り 感 じ な い ま っ た く 感 じ な い
A - 4 8
「 非 常 に 感 じ る 」 、 「 や や 感 じ る 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 不
安 を 感 じ ま す か 。 具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 4 9
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 5 0
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 5 1
収 入 が 十 分 に 増
え る
機 材 、 ス ペ ー
ス 等 の 研 究 基
盤 が 向 上 す る
研 究 支 援 ・ 事
務 支 援 等 の 人
的 サ ポ ー ト が
向 上 す る
や り た い 研 究
テ ー マ に 取 り 組
め る
現 在 の 研 究 チ ー ム
の 単 位 で 移 動 で き
る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 2
収 入 が 減 る
蓄 積 し た ノ ウ
ハ ウ が 役 に た
た な く な る
新 し い 研 究 環
境 を 立 ち 上 げ
る の に コ ス ト
と 労 力 が か か
る
こ れ ま で の 研 究
テ ー マ が 継 続 し
難 い
こ れ ま で の 人 的 コ
ネ ク シ ョ ン の メ
リ ッ ト が 使 え な く
な る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 3
メ リ ッ ト が 大 き
い
同 程 度
デ メ リ ッ ト が
大 き い
ど ち ら と も い え
な い
A - 5 4
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
A - 5 5
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思 わ
な い
あ な た は 最 低 ど の よ う な 条 件 が 満 た さ れ れ ば 現 在 所 属 す る 研 究 機 関 か
ら 移 動 し て も よ い と 思 い ま す か 。 最 も 重 要 な 条 件 を 一 つ だ け 選 ん で 下
さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
あ な た が 今 の 研 究 機 関 を 移 動 す る と す れ ば 、 ど の よ う な デ メ リ ッ ト が
あ る と 思 い ま す か 。 最 も 大 き い デ メ リ ッ ト を 一 つ だ け 選 ん で く だ さ
い 。
あ な た が 今 、 研 究 機 関 を 移 動 す る と す れ ば 、 全 体 と し て メ リ ッ ト と デ
メ リ ッ ト は ど ち ら が 大 き い で す か 。
一 般 に 研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る こ と は 、 研 究 機 関 の 活 性 化 に 寄 与 す
る と 思 い ま す か 。
研 究 者 が 研 究 機 関 を 移 動 す る こ と は 、 そ の 研 究 者 が 優 れ て い る こ と の
証 で あ る と 思 い ま す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 長 期 に わ た り 一 つ の 研 究 機 関 で じ っ く り
と 研 究 を 続 け る こ と が 良 い と 思 い ま す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 研 究 機 関 間 を 移 動 し て 経 験 を 積 む こ と が
良 い と 思 い ま す か 。
あ な た は 将 来 の キ ャ リ ア ・ パ ス に つ い て 不 安 を 感 じ ま す か 。
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研 究 環 境 に 関 す る 質 問
あ な た が 研 究 活 動 の 場 を 選 ぶ 際 、 以 下 の 各 条 件 は ど の 程 度 重 要 で す か 。 各 条 件 に つ き 「 重 要 度 」 を 一 つ ず つ 選 ん で ○ を つ け 、 さ ら に 国 内 の 大
学 、 公 的 研 究 機 関 等 、 民 間 企 業 の 中 で そ の 条 件 が 最 も 期 待 で き る と 思 う 場 所 に ○ 、 最 も 期 待 で き な い と 思 う 場 所 × を つ け て く だ さ い 。
番 号 条 件
回 答 例
研 究 所 周 辺 の 自 然 環 境 が よ い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1
一 貫 し た 研 究 テ ー マ を 長 期 間 継 続 す る こ と が 可 能 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 2
研 究 の 課 題 選 択 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 3
研 究 の 実 施 方 法 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 4
商 品 や 事 業 等 、 実 用 に つ な が る 成 果 が 出 し や す い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 5
新 し い テ ー マ に 取 り 組 む こ と が で き る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 6
研 究 活 動 の た め の 時 間 が 十 分 に と れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 7
優 れ た 研 究 者 や 学 生 が 所 属 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 8
研 究 環 境 が 資 金 面 、 設 備 面 で 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 9
研 究 支 援 体 制 が 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 0
研 究 者 の 評 価 が 公 平 で 透 明 性 が あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 1
自 分 の 研 究 が 高 く 評 価 さ れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 2
給 与 等 の 金 銭 面 の 処 遇 が 良 い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 3
終 身 雇 用 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 4
良 い 研 究 指 導 が 受 け ら れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 5
そ の 他 重 要 な も の が あ り ま し た ら 、 記 入 く だ さ い 。
重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 6
大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
重 要 度
国 内 で 最 も 期 待 で き る 場 所 ○ ・ 期 待 で き な い 場 所 ×
様 々 な 条 件 を 総 合 し て 、 も し 次 に 従 事 す る 研 究 活 動 の 場 を 国 内 で 選 ぶ と し た ら 、 あ な た は ど こ を 希 望 し ま す か 。 ひ と つ
だ け 選 ん で く だ さ い 。
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あ な た の 自 覚 す る 能 力 ・ 資 質 に 関 す る 質 問
優 れ た 研 究 者 と な る た め に 、 あ た な は ど の よ う な 能 力 ・ 資 質 が 重 要 だ と 思 い ま す か 。 次 の 各 能 力 ・ 資 質 に つ い て 、「 重 要 性 」 欄 の 数 字 を ○ で 囲
ん で お 答 え く だ さ い 。 次 に あ た な が そ の 能 力 を 獲 得 し た 時 期 を 選 び 、 「 習 得 時 期 」 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。
さ ら に 、 そ の 習 得 方 法 を 選 ん で 「 習 得 方 法 」 の 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。 習 得 方 法 に つ い て 、 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 、 「 そ の
他 の 方 法 」 欄 に 具 体 的 に 記 入 し て く だ さ い 。












































そ の 他 の 方 法 （ 具 体 的 に お 書
き く だ さ い ）
C - 1
創 造 性
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 2
論 理 的 思 考 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 3
専 門 分 野 の 知 識
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 4
専 門 分 野 周 辺 の 知 識
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 5
課 題 設 定 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 6
粘 り 強 さ ・ 忍 耐 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 7
総 合 的 判 断 力 ・ 俯 瞰 的 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 8 文 献 調 査 能 力 ・ デ ー タ 分 析 能 力 1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 9
研 究 マ ネ ジ メ ン ト 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 0
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 1
表 現 力 ・ 説 明 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 2
そ の 他 重 要 な も の が あ り ま し た ら 、 記 入
く だ さ い 。
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
※ 習 得 時 期 で 「 未 習 得 」 を 選 択 し た 場 合 は 、 習 得 方 法 へ の 記 入 は 不
要 で す 。
あ な た の 習 得 方 法 ※
重 要 性 あ な た の 習 得 時 期
9
ポ ス ト ド ク タ ー の 方
そ の 他 自 由 な ご 意 見






































( 次 ペ ー ジ に 続 き ま す )
1 0
ポ ス ト ド ク タ ー の 方
回 答 者 自 身 に つ い て
あ な た 自 身 に つ い て 、 以 下 の 各 項 目 に お 答 え く だ さ い 。 な お 、 F – 5 ～ 7 に つ い て は お 手 数 で す が 、 1 2 ～ 1 4 ペ ー ジ の コ ー ド 表 を 参 照 し て 、 コ ー
ド 番 号 で お 答 え 下 さ い 。
番 号
項 目
F - 1 年 齢 （ 才 ） （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 才
F - 2 博 士 課 程 修 了 の 有 無
あ り な し
F - 3 博 士 号 取 得 の 有 無
あ り な し
F - 4 現 在 研 究 を 行 っ て い る 機 関 国 立 大 学 法 人 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関 独 立 行 政 法 人
省 庁 直 轄 研 究 機 関
民 間 企 業 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 5 現 在 の 専 門 分 野 （ コ ー ド 番 号 ） 分 野 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 6 所 属 機 関 に お け る 役 職 名 職 名 な し 職 名 あ り 　 職 名 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
「 そ の 他 」 9 9 9 の 場 合 は 役 職 名 を 具 体 的 に 記 入 く だ さ い
「 そ の 他 」 9 9 9 9 の 場 合 は 、 実 施 主 体 名 （ 大 学 や 法 人 名 ） と 制 度 名 を お 書 き く だ さ い 。
F - 7 適 用 さ れ て い る 支 援 制 度
実 施 主 体
制 度 名
F - 8 支 援 制 度 に よ る 支 給 額 （ 税 込 み ）
月 額 　 1 0 万 円 未 満 月 額 1 0 万 円 以 上 2 0 万 円 未 満 月 額 2 0 万 円 以 上 3 0 万 円 未 満 月 額 3 0 万 円 以 上 4 0 万 円 未 満 月 額 4 0 万 円 以 上
F - 9
支 援 制 度 の 任 用 期 間
選 択 肢
任 用 期 間 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 、 現 在 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 目
支 援 制 度 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※ 職 名 が あ る 場 合 は 、 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま
る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
質 問 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
ご 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
1 1
ポ ス ト ド ク タ ー の 方
コ ー ド 表
分 野 コ ー ド
大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド
理 学 数 学 1 0 1
農 学 農 学 3 0 1 複 合 領 域 科 学 技 術 史 （ 含 科 学 社 会 学 ・ 科 学 技 術 基 礎 論 ） 5 0 1
地 球 科 学 1 0 2
水 産 学 3 0 2 体 育 学 5 0 2
人 類 学 （ 含 生 理 人 類 学 ） 1 0 3
畜 産 学 ・ 獣 医 学 3 0 3 プ ラ ズ マ 理 工 学 5 0 3
天 文 学 1 0 4
農 芸 化 学 3 0 4 地 理 学 5 0 4
化 学 1 0 5
農 業 経 済 学 3 0 5 エ ネ ル ギ ー 学 5 0 5
物 理 学
1 0 6
境 界 農 学 3 0 6 家 政 学 5 0 6
生 物 学 1 0 7
林 学 3 0 7 環 境 科 学 5 0 7
そ の 他 理 学 系 1 9 9
農 業 工 学 3 0 8 文 化 財 科 学 5 0 8
工 学 応 用 物 理 学 2 0 1 そ の 他 農 学 系 3 9 9
生 物 化 学 5 0 9
土 木 工 学 2 0 2 医 学 生 理 4 0 1 科 学 教 育 ・ 教 科 教 育 学 5 1 0
プ ロ セ ス 工 学 2 0 3 内 科 4 0 2 基 礎 生 物 科 学 5 1 1
機 械 工 学 2 0 4 薬 学 4 0 3 統 計 科 学 5 1 2
建 築 学 2 0 5 病 理 4 0 4 神 経 科 学 （ 含 脳 科 学 ） 5 1 3
工 業 化 学 2 0 6 外 科 4 0 5 情 報 科 学 5 1 4
電 気 電 子 工 学 2 0 7 医 学 一 般 4 0 6 実 験 動 物 学 5 1 5
材 料 工 学 2 0 8 社 会 医 学 4 0 7 社 会 シ ス テ ム 工 学 5 1 6
総 合 工 学 2 0 9 歯 科 4 0 8 医 用 生 体 工 学 ・ 生 体 材 料 科 学 5 1 7
そ の 他 工 学 系 2 9 9
看 護 学 4 0 9 自 然 災 害 科 学 5 1 8
そ の 他 医 学 系 4 9 9 そ の 他 複 合 領 域 系 5 9 9
そ の 他 文 学 系 9 0 1
法 学 系 9 0 2
経 済 学 系 9 0 3
そ の 他 の 領 域 9 9 9
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職 名 コ ー ド
職 名 コ ー ド 職 名 コ ー ド 職 名 コ ー ド
あ 行 ア ソ シ エ イ ト ・ メ ン バ ー 1 9 1 さ 行 サ ブ リ ー ダ ー 1 9 2 た 行 大 学 院 生 0 0 6
医 長 1 8 0
産 業 技 術 総 合 研 究 所 特 別 研 究 員
2 4 1 チ ー フ 1 8 4
院 長 0 3 8 参 事 1 3 8 チ ー ム 長 2 4 4
園 長 0 3 7 参 事 研 究 員 0 2 9 チ ー ム リ ー ダ ー 0 9 6
か 行 科 学 技 術 特 別 研 究 員 1 6 1 施 設 長 0 4 0 長 期 在 外 若 手 研 究 員 2 2 7
学 芸 員 1 7 8 次 長 0 6 9 特 待 研 究 員 2 4 5
学 長 0 1 0 室 長 0 1 6 特 任 教 授 1 4 1
学 頭 1 4 3 室 長 代 理 1 4 2 特 任 助 教 授 1 2 1
科 長 0 2 3 主 幹 1 9 7 特 別 研 究 員 0 0 7
課 長 0 3 9 主 幹 研 究 員 2 5 1 は 行 博 士 研 究 員 0 5 0
館 長 0 1 4 首 席 研 究 官 1 9 4 班 長 0 9 7
管 理 官 2 0 0 主 任 研 究 員 0 1 5 非 常 勤 講 師 0 9 4
客 員 教 授 0 2 7 主 席 研 究 員 0 6 5 副 学 長 0 3 4
客 員 研 究 員 0 5 2 主 任 研 究 官 0 2 2 副 グ ル ー プ 長 2 3 3
客 員 助 教 授 0 4 3 上 級 研 究 員 0 4 7 副 参 事 0 3 2
教 授 0 0 1 上 席 研 究 員 1 8 2 副 参 事 研 究 員 0 2 6
グ ル ー プ 長 0 6 6 上 席 研 究 官 2 3 1 副 主 席 研 究 員 2 5 0
グ ル ー プ リ ー ダ ー 1 8 7 場 長 1 9 9 副 主 任 研 究 員 0 2 4
系 長 2 4 7 助 教 授 0 0 2 副 所 長 0 1 9
研 究 員 0 1 7 助 手 0 1 1 副 セ ン タ ー 長 2 4 8
研 究 官 1 7 3 所 長 0 1 2 副 総 裁 1 7 4
研 究 主 幹 0 6 7 所 長 代 理 1 9 5 副 部 長 2 2 0
研 究 主 席 2 1 2 セ ン タ ー 長 0 4 1 副 部 門 長 2 4 6
研 究 生 0 0 8 専 任 研 究 員 0 4 9 部 長 0 1 3
兼 任 教 授 0 4 4 専 門 研 究 員 0 6 1 部 門 長 1 9 6
兼 任 助 教 授 2 1 0 総 括 研 究 員 0 4 8 プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー 2 5 2
講 師 （ 常 勤 ） 0 0 3 総 括 研 究 官 2 5 7 併 任 教 授 0 2 1
高 等 研 究 員 1 8 5 統 括 研 究 官 2 5 3 併 任 助 教 授 0 3 6
総 括 主 任 研 究 員 2 5 6 ポ ス ト ド ク タ ー 、 ポ ス ド ク 2 0 1
統 括 責 任 者 1 8 3 ら 行 ラ ボ 長 2 5 4
総 合 企 画 調 整 官 1 2 9 リ ー ダ ー 1 9 0
総 合 研 究 官 0 6 4 リ サ ー チ ア ソ シ エ イ ト 2 0 3
理 事 0 2 5
理 事 長 0 3 1
領 域 長 2 4 0
そ の 他 そ の 他 9 9 9
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支 援 制 度 コ ー ド
実 施 主 体 制 度 名
支 援 制 度 コ ー ド
日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 （ P D ）
0 1 0 1
特 別 研 究 員 （ S P D ）
0 1 0 2
未 来 開 拓 学 術 研 究 推 進 事 業
0 1 0 3
理 化 学 研 究 所 基 礎 科 学 特 別 研 究 員 制 度
0 2 0 1
宇 宙 開 発 事 業 団 宇 宙 開 発 特 別 研 究 員
0 3 0 1
地 球 フ ロ ン テ ィ ア ポ ス ト ド ク タ ー 研 究 員
0 3 0 2
海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー 特 別 研 究 員 等
0 4 0 1
地 球 フ ロ ン テ ィ ア ポ ス ト ド ク タ ー 研 究 員
0 4 0 2
地 球 観 測 フ ロ ン テ ィ ア ポ ス ト ド ク タ ー 研 究 員
0 4 0 3
科 学 技 術 振 興 機 構 戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業
0 5 0 1
創 造 科 学 技 術 推 進 制 度
0 5 0 2
計 算 科 学 技 術 活 用 型  特 定 研 究 開 発 推 進 事 業
0 5 0 3
地 域 結 集 型 共 同 研 究 事 業
0 5 0 4
I T B L 用 公 募 型 計 算 科 学 技 術 活 用 事 業
0 5 0 5
核 燃 料 サ イ ク ル 開 発 機 構 任 期 付 研 究 員 制 度
0 6 0 1
経 済 産 業 省 地 域 新 生 コ ン ソ ー シ ア ム 研 究 開 発 制 度
0 7 0 1
新 エ ネ ル ギ ー ・ 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 （ N E D O ） 産 業 技 術 フ ェ ロ ー シ ッ プ
0 7 0 2
厚 生 労 働 省 厚 生 労 働 科 学 研 究 推 進 事 業 （ リ サ ー チ ・ レ ジ デ ン ト ）
0 8 0 1
農 林 水 産 省 民 間 結 集 型 ア グ リ ビ ジ ネ ス 創 出 技 術 開 発 事 業
0 9 0 1
先 端 技 術 を 活 用 し た 農 林 水 産 研 究 高 度 化 事 業
0 9 0 2
生 物 系 特 定 産 業 技 術 研 究 推 進 機 構 新 技 術 ・ 新 分 野 創 出 の た め の 基 礎 研 究 推 進 事 業
0 9 0 3
農 業 技 術 研 究 機 構 沖 縄 対 応 特 別 研 究
0 9 0 4
国 立 大 学 等 ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー 非 常 勤 研 究 員
1 0 0 1
非 常 勤 研 究 員
1 0 0 2
そ の 他
9 9 9 9
1 4
Fこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
調 査 票
研 究 者 の 方
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 8 月 2 7 日 ( 金 ) 投 函 と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行
な う 調 査 の 一 環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 特 に 公 的 機 関 、 国 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎 え 、 研 究 環
境 が 変 わ り つ つ あ る 中 で 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 研 究 の 現 場 に い ら っ し ゃ る 方 々 の 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と
考 え て お り ま す の で 、 是 非 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 ご 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 方 で 、 大 学 の 課 程 を 修 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 し 、 特 定 の 研 究
テ ー マ を 持 っ て 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
2 . 任 期 付 任 用
1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と を 「 任 期 付 任 用 」 と い い 、 任 期 付 任 用 が 適 用 さ れ て い る 研 究 者 を 本 調 査 で
は 「 任 期 付 研 究 員 」 と い い ま す 。 な お 、 支 援 制 度 の 適 用 を 受 け て い る 「 ポ ス ト ド ク タ ー 」 ( 下 記 ) は 任 期 付 研 究 員 に 含 み ま せ ん 。
3 . ポ ス ト ド ク タ ー
ポ ス ト ド ク タ ー と は 、 博 士 号 を 有 し 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て は 雇 用 さ れ て い な い が 、 日 本 学 術 振 興 会 等 の 公 的 機 関 、 大 学 、 研 究 機
関 等 か ら 助 成 金 や 給 与 等 の 支 給 を 受 け 、 研 究 機 関 等 で 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。
な お 、 任 期 付 教 員 あ る い は 任 期 付 研 究 員 と し て 雇 用 さ れ 、 正 規 の ポ ス ト に 就 い て い る 方 は 本 調 査 で は 、「 任 期 付 研 究 員 」 と 呼 び 、「 ポ ス ト
ド ク タ ー 」 に は 含 み ま せ ん 。
4 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 研 究 者 以 外 の 方 で あ っ て 、 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て 雇 用 あ る い は 他 の 機 関 よ り 派 遣 さ れ 、 研 究 に 付 随 す る 技 術 的
サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 方 を い い ま す 。 例 え ば 技 官 、 テ ク ニ シ ャ ン 、 専 門 技 術 職 員 な ど の 方 が こ れ に あ た り ま す 。
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5 . 公 的 研 究 機 関
公 的 研 究 機 関 と は 、 研 究 を 行 う 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 研 究 機 関 、 特 殊 法 人 研 究 機 関 、 公 設 試 験 研 究 機 関 、 公 益 法 人 を い い ま す 。
例 え ば 、 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 、 独 立 行 政 法 人 理 化 学 研 究 所 、 日 本 原 子 力 研 究 所 、 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 、 電 力 中 央 研 究 所 な ど が こ れ
に あ た り ま す 。
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研 究 人 材 の 流 動 性 ・ 自 立 ・ 評 価 等 に 関 す る 質 問
以 下 の 問 い に お 答 え く だ さ い 。 回 答 例 に な ら っ て ど れ か 一 つ に ○ を つ け て く だ さ い 。 な お 、 問 い に 「 い く つ で も 」 と あ る 場 合 は 、
当 て は ま る も の す べ て に ○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に ご 記 入 く だ さ い 。
番 号 そ の 他 コ メ ン ト 等
回 答 例
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
A - 1
導 入 し て い る
導 入 し て い な
い
わ か ら な い
A - 2
「 導 入 し て い る 」 と お 答 え の 方 、 任 期 付 任 用 制 度 を 導 入 し て か
ら 、 あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 に お い て 、 研 究 者 の 流 動 性 は 向 上
し ま し た か 。
大 い に 向 上 し
た と 思 う
向 上 し た と 思
う
あ ま り 向 上 し
な か っ た と 思
う
向 上 し な か っ
た と 思 う
制 度 の 導 入 と
流 動 性 と は 関
係 な い と 思 う
A - 3 現 在 、 あ な た の 雇 用 に は 任 期 が 設 定 さ れ て い ま す か 。
設 定 さ れ て い
る
設 定 さ れ て い
な い
A - 4
「 設 定 さ れ て い る 」 と お 答 え の 方 、 あ な た は 任 期 の つ い て い な い
研 究 職 が 見 つ か れ ば 、 現 在 の 任 期 を 中 断 し て 就 職 し た い と 思 い ま
す か 。
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 5
1 年 3 年 5 年 7 年
任 期 が 何 年 で
も 受 け 入 れ ら
れ な い
A - 6
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
A - 7
A - 8
収 入 が 減 る
退 職 金 で 不 利
に な る
年 金 や 保 険 の
面 で 不 利 に な
る
組 織 に お け る
昇 進 で 不 利 に
な る
特 に 不 利 に な
る 要 素 は な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
あ な た の 雇 用 に 任 期 が 設 定 さ れ る と し て 、 何 年 の 任 期 な ら 受 け 入 れ る
こ と が で き ま す か 。
設 問
私 が 研 究 で 最 も 重 視 す る 要 素 は ‥ ‥ で あ る 。
選 択 肢
あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 で は 任 期 付 任 用 制 度  （ 注 1 ）  を 導 入 し て
い ま す か 。
任 期 付 任 用 制 の 問 題 点 や 改 善 点 に つ い て お 気 付 き の 点 を お 書 き く だ さ
い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
選 択 肢
あ な た が 今 の 研 究 機 関 を 移 動 す る と す れ ば 、 待 遇 面 で は ど の よ う な デ
メ リ ッ ト が あ る と 思 い ま す か 。 大 き い デ メ リ ッ ト か ら ２ つ 選 ん で く だ
さ い 。
雇 用 に 任 期 が 設 定 さ れ る と 、 ど の よ う な 点 で 不 都 合 に な る と お 考 え で
し ょ う か 。 研 究 活 動 面 、 生 活 面 い ず れ で も 結 構 で す の で お 書 き く だ さ
い 。
( 注 1 ) 1 年 を 超 え た 任 期 を 定 め 、 研 究 の 場 と な る 機 関 が 雇 用 す る こ と
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 9
年 金 や 退 職 金
が か な り 不 利
に な る な ら 移
動 し な い
研 究 環 境 の 充
実 と の バ ラ ン
ス で 移 動 す る
か 否 か を 決 め
る
研 究 環 境 が 良
く な る の で あ
れ ば 移 動 す る
給 与 が 当 面 高
く な る の で あ
れ ば 移 動 す る
特 に 気 に な ら
な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 0
収 入 が 十 分 に
増 え る
機 材 、 ス ペ ー
ス 等 の 研 究 基
盤 が 向 上 す る
研 究 支 援 ・ 事
務 支 援 等 の 人
的 サ ポ ー ト が
向 上 す る
や り た い 研 究
テ ー マ に 取 り
組 め る
現 在 の 研 究
チ ー ム の 単 位
で 移 動 で き る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 1 1
メ リ ッ ト が 大
き い
同 程 度
デ メ リ ッ ト が
大 き い
ど ち ら と も い
え な い
A - 1 2
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 1 3
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 1 4
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 1 5
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 1 6
導 入 し て い る
導 入 し て い な
い
わ か ら な い
A - 1 7
「 導 入 し て い る 」 と お 答 え の 方 、 公 募 制 度 を 導 入 し て か ら 、 あ な
た の 所 属 す る 研 究 機 関 に お い て 、 研 究 者 の 流 動 性 は 向 上 し ま し た
か 。
大 い に 向 上 し
た と 思 う
向 上 し た と 思
う
あ ま り 向 上 し
な か っ た と 思
う
向 上 し な か っ
た と 思 う
制 度 の 導 入 と
流 動 性 と は 関
係 な い と 思 う
研 究 機 関 を 移 動 す る と 、 年 金 や 退 職 金 で 不 利 に な る と わ か っ た 場 合 、
あ な た は 次 の う ち ど の よ う に 考 え ま す か 。 最 も 近 い も の を 一 つ 選 ん で
く だ さ い 。
一 般 に 研 究 者 の 流 動 性 が 向 上 す る こ と は 、 研 究 機 関 の 活 性 化 に 寄 与 す
る と 思 い ま す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 研 究 機 関 間 を 移 動 し て 経 験 を 積 む こ と が
良 い と 思 い ま す か 。
研 究 能 力 を 高 め る た め に は 、 長 期 に わ た り 一 つ の 研 究 機 関 で じ っ く り
と 研 究 を 続 け る こ と が 良 い と 思 い ま す か 。
あ な た が 今 、 研 究 機 関 を 移 動 す る と す れ ば 、 全 体 と し て メ リ ッ ト と デ
メ リ ッ ト は ど ち ら が 大 き い で す か 。
あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 で は 研 究 者 の 採 用 に 関 し て 、 公 募 制 度 を 導
入 し て い ま す か 。
研 究 者 が 研 究 機 関 を 移 動 す る こ と は 、 そ の 研 究 者 が 優 れ て い る こ と の
証 で あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は 最 低 ど の よ う な 条 件 が 満 た さ れ れ ば 現 在 所 属 す る 研 究 機 関 か
ら 移 動 し て も よ い と 思 い ま す か 。 最 も 重 要 な 条 件 を 一 つ だ け 選 ん で 下
さ い 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 1 8
あ る な い
A - 1 9
（ 「 あ る 」 と お 答 え の 方 ） 公 募 さ れ て い る こ と を 初 め て 知 っ た の
は 次 の ど こ で で す か 。
募 集 機 関 の
ホ ー ム ペ ー ジ
や 掲 示 板 で
J S T 等 の 情 報
機 関 の ホ ー ム
ペ ー ジ で
学 会 誌 で
新 聞 や 雑 誌 の
求 人 広 告 で
恩 師 、 上 司 、
知 人 等 の 紹 介
で
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 2 0
（ 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 に 所 属 の 方 ） 「 あ る 」 と お 答 え の 方 、
あ な た は 現 在 の 職 を 得 る 際 に 公 募 を 経 て 採 用 さ れ ま し た か 。
は い い い え
A - 2 1
あ る な い
A - 2 2
（ 「 あ る 」 と お 答 え の 方 ） 公 募 に は な い 、 紹 介 の 良 さ は ど の よ う
な こ と で す か 。 具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
A - 2 3
よ く あ る と き ど き あ る ほ と ん ど な い な い
A - 2 4
ま っ た く そ の
と お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う
で な い
ま っ た く そ う
で な い
A - 2 5
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 2 6
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 2 7
研 究 者 の 公 募 が 形 式 的 で あ る （ 公 募 さ れ た 時 点 で 実 際 に は 大 方 採 用 さ
れ る 人 が 決 ま っ て い る ） と 感 じ る こ と は あ り ま す か 。
あ な た は 、 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 者 は す べ て 公 募 を 経 て 採 用
さ れ る べ き で あ る と 思 い ま す か 。
あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 で は 、 研 究 者 の 採 用 プ ロ セ ス の 透 明 性 は 高
い で す か 。
公 募 制 の 問 題 点 や 改 善 点 に つ い て お 気 付 き の 点 を お 書 き く だ さ い 。
あ な た は 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 職 の 公 募 に 応 募 し た こ と が あ
り ま す か 。
あ な た は 、 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 の 研 究 職 の 求 人 情 報 が 充 分 に 公 開
さ れ て い る と 思 い ま す か 。
公 募 で は な く 、 恩 師 や 知 人 の 紹 介 で 職 を 求 め た こ と が あ り ま す か 。
具 体 的 に お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 2 8
は い い い え
A - 2 9
あ る な い
A - 3 0
制 度 は あ っ た
が 対 象 外 だ っ
た
制 度 自 体 が な
か っ た
A - 3 1
（ １ 回 以 上 獲 得 し た こ と の あ る 方 ） 若 手 向 け 競 争 的 資 金 は あ な た
の 研 究 者 と し て の 自 立 に 寄 与 し ま し た か 。
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 3 2
ま っ た く そ の
と お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う
で な い
ま っ た く そ う
で な い
A - 3 3
（ 「 い い え 」 と お 答 え の 方 ） 現 在 の 研 究 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 は 次
の ど れ で す か 。 （ い く つ で も ）
上 司 （ 指 導 教
官 等 ） の 指 示
が あ っ た か ら
所 属 す る 組 織
の 方 針 だ か ら
競 争 的 資 金 が
得 や す い か ら
現 在 の テ ー マ
の 研 究 者 と し
て 採 用 さ れ た
か ら
こ の 分 野 の 研
究 者 の 需 要 が
将 来 多 く な り
そ う だ か ら
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 4
社 会 的 必 要 性
社 会 的 波 及 効
果 の 大 き さ
独 創 性 や 革 新
性
研 究 の 実 施 可
能 性
個 人 的 興 味
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 5
研 究 課 題 お よ
び 目 標 の 設 定
研 究 の 実 施 方
法 の 決 定
研 究 費 の 使 途
研 究 チ ー ム の
編 成
研 究 成 果 発 表
の 時 期 お よ び
方 法
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 3 6
果 た し て い る
果 た し て い な
い
A - 3 7
果 た し て い る
果 た し て い な
い
A - 3 8
よ く あ る あ る あ ま り な い な い
あ な た は こ れ ま で に 、 研 究 マ ネ ジ メ ン ト （ 注 3 ）  を し た こ と が あ り ま
す か 。
（ 大 学 で の 就 職 を 経 験 し た こ と の あ る 方 に お 聞 き し ま す ） あ な た は 、
教 授 、 助 教 授 、 助 手 等 か ら な る 旧 来 の 職 階 制 度 の た め に 、 自 由 に 研 究
を す す め る 上 で 障 害 を 感 じ た こ と が あ り ま す か 。
研 究 の 遂 行 上 、 あ な た に 裁 量 が 認 め ら れ て い る の は 次 の う ち ど れ で す
か 。 あ て は ま る も の す べ て を お 答 え く だ さ い 。
あ な た は こ れ ま で 若 手 向 け の 競 争 的 資 金 を 何 回 獲 得 し た こ と が あ り ま
す か 。
あ な た は 、 自 分 の 生 活 を 維 持 で き る だ け の 経 済 面 で の 自 立 を 果 た し て
い ま す か 。
あ な た は 、 自 分 で 研 究 テ ー マ を 設 定 し 遂 行 で き る だ け の 研 究 面 で の 自
立 を 果 た し て い ま す か 。
若 手 の 時 期 に 制 度 が あ り （ 　 　 　 　 回 ）
獲 得 し た 。
あ な た が 今 実 施 し て い る 研 究 テ ー マ は 、 あ な た が 本 当 に や り た い 研 究
テ ー マ で す か 。
あ な た は 研 究 課 題 を 設 定 す る 際 、 ど の 要 素 を 特 に 重 視 し ま す か 。 最 も
重 視 す る も の を ２ つ ま で 選 ん で く だ さ い 。
あ な た は 学 生 時 代 に イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 注 2 ） を 経 験 し た こ と が あ り
ま す か 。
( 注 2 ) 学 生 が 在 学 中 に 自 ら の 専 攻 、 将 来 の キ ャ リ ア に 関 連 し た 就 業 体 験 を 行 う こ と
( 注 3 ) 複 数 の 研 究 者 か ら な る 研 究 チ ー ム を 構 成 し 、 研 究 の 目 標 を 設 定 し 、 研 究 計 画 を 策 定 し 、 研 究 実 施 の 責 任 者 と し て 研 究 チ ー ム を 率 い る こ と
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研 究 者 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 3 9
あ る な い
A - 4 0
共 同 研 究
受 託 研 究 ま た
は 研 究 委 託
特 許 の 共 同 出
願
産 学 連 携 コ ー
デ ィ ネ ー タ
ベ ン チ ャ ー の
起 業
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 4 1
よ く 考 え る
と き ど き 考 え
る
あ ま り 考 え な
い
全 く 考 え な い
研 究 機 関 の マ
ネ ジ メ ン ト ・
管 理 職
研 究 機 関 以 外
の マ ネ ジ メ ン
ト ・ 管 理 職
教 育 専 任 職
産 学 連 携 コ ー
デ ィ ネ ー タ
研 究 支 援 ・ 技
術 専 門 職
知 的 財 産 管 理 営 業 職 行 政 職 そ の 他
A - 4 3
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 4 4
「 非 常 に 感 じ る 」 、 「 や や 感 じ る 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な 不
安 を 感 じ ま す か 。 具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い
A - 4 5
研 究 者 の 採 用 研 究 者 の 評 価
研 究 機 関 と し
て の 研 究 方 針
の 決 定
財 政 、 予 算 配
分
研 究 環 境 （ 機
材 、 ス ペ ー ス
等 ） の 整 備
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 4 6
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 4 7
は い い い え わ か ら な い
A - 4 8
（ 「 は い 」 と お 答 え の 方 ） あ な た が 所 属 す る 研 究 機 関 で は 研 究 者
の 評 価 に 、 次 の 定 量 的 指 標 の う ち ど れ が 使 わ れ ま す か 。 （ い く つ
で も ）
発 表 論 文 の 数
論 文 の 引 用
度 数 （ 注 4 ）
特 許 出 願 数
（ 外 部 ） 研 究
資 金 獲 得 額
定 量 的 指 標 は
用 い て い な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 4 2
あ た た は こ れ ま で に 、 右 の 産 学 連 携 の 活 動 の う ち 、 ど の 経 験 が あ り ま
す か 。 あ て は ま る も の す べ て を お 答 え く だ さ い 。
（ 「 よ く 考 え る 」 、 「 と き ど き 考 え る 」 と お 答 え の 方 ） あ な た は
研 究 職 以 外 の ど の よ う な 職 種 に 興 味 が あ り ま す か 。 （ い く つ で
も ）
「 そ の 他 」 を 選 択 さ れ た 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く だ
さ い 。
あ な た は 将 来 の キ ャ リ ア ・ パ ス に つ い て 不 安 を 感 じ ま す か 。
右 に あ げ る 研 究 機 関 の マ ネ ジ メ ン ト の う ち 、 研 究 者 以 外 の 経 営 の 経 験
を 持 つ マ ネ ジ メ ン ト 専 任 者 が 担 当 す る の が よ い と 思 う の は ど れ で す
か 。 （ い く つ で も ）
研 究 機 関 を 活 性 化 し 、 研 究 効 率 を 高 め る た め に は 一 般 に 、 機 関 の 長 の
イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ る マ ネ ジ メ ン ト が 必 要 不 可 欠 だ と 思 い ま す か 。
あ な た が 所 属 す る 研 究 機 関 で は 研 究 者 の 評 価 項 目 が 研 究 者 に 明 示 さ れ
て い ま す か 。
あ な た は 将 来 、 研 究 職 以 外 の 職 に 就 く こ と を 考 え る こ と は あ り ま す
か 。
（ 大 学 ま た は 公 的 研 究 機 関 へ の 就 職 の 経 験 の あ る 方 に お 聞 き し ま す ）
あ な た は こ れ ま で に 、 民 間 企 業 の 経 営 ま た は 技 術 移 転 の た め に 兼 業 ま
た は 休 職 を し た こ と が あ り ま す か 。
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番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 4 9
発 表 論 文 の 数
論 文 の 引 用 度
数
特 許 出 願 数
（ 外 部 ） 研 究
資 金 獲 得 額
定 量 的 指 標 は
適 当 で は な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 0
は い い い え わ か ら な い
A - 5 1
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー
ス 等 の 研 究 環
境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い
な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 2
給 与 賞 与 等 一 時 金
機 材 、 ス ペ ー
ス 等 の 研 究 環
境
研 究 資 金
反 映 さ れ て い
な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 3
ま っ た く そ の
と お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う
で な い
ま っ た く そ う
で な い
A - 5 4
ま っ た く そ の
と お り
そ の と お り
ど ち ら と も い
え な い
ほ と ん ど そ う
で な い
ま っ た く そ う
で な い
A - 5 5
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
A - 5 6
は い い い え わ か ら な い
A - 5 7
満 足 概 ね 満 足 や や 不 満 足 不 満 足
A - 5 8
ス ペ ー ス や 機
材 な ど の 研 究
基 盤 が 不 十 分
支 援 者 、 補 助
者 な ど の 人 的
環 境 が 不 十 分
事 務 手 続 き が
煩 雑
研 究 資 金 が 不
十 分
研 究 以 外 の 業
務 が 多 す ぎ る
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具 体 的 に お 書 き く
だ さ い 。
A - 5 9
非 常 に そ う 思
う
や や そ う 思 う
ど ち ら と も い
え な い
あ ま り そ う 思
わ な い
ま っ た く そ う
思 わ な い
あ な た の 給 与 や 昇 進 等 の 処 遇 は 年 功 序 列 的 で す か 。
研 究 者 は 個 々 の 職 務 発 明 に つ い て 、 所 属 す る 組 織 に も た ら し た 利 益 に
応 じ た 報 酬 （ 発 明 報 酬 ） を 受 け 取 る の は 当 然 で あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は ど の よ う な 定 量 的 指 標 が 評 価 項 目 と し て 適 当 だ と 思 い ま す
か 。 （ い く つ で も ）
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 研 究 者 が そ の 発 明 に よ っ て 所 属 す る 組 織
に も た ら し た 場 合 は 、 利 益 に 応 じ た 報 酬 （ 発 明 報 酬 ） を 受 け 取 る よ う
に な っ て い ま す か 。
あ な た は 現 在 の 研 究 環 境 に 満 足 し て い ま す か 。
研 究 環 境 と し て ど の よ う な 点 が 不 満 で す か 。 （ い く つ で も ）
あ な た が 所 属 す る 研 究 機 関 で は 、 非 常 に 高 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 は 際
立 っ た 処 遇 を さ れ て い ま す か 。
あ な た が 所 属 す る 研 究 機 関 で は 、 非 常 に 低 い 評 価 を 受 け た 研 究 者 は 、
職 種 の 転 換 や 転 出 を 勧 告 さ れ る よ う な こ と が あ り ま す か 。
あ な た の 研 究 チ ー ム の 評 価 結 果 は あ な た 個 人 の 処 遇 と し て ど の よ う に
反 映 さ れ て い ま す か 。 （ い く つ で も ）
博 士 号 を も っ て い る こ と は 、 あ な た が 社 会 生 活 を 送 る 上 で 大 き な メ
リ ッ ト が あ る と 思 い ま す か 。
あ な た 個 人 の 評 価 結 果 は 個 人 の 処 遇 と し て ど の よ う に 反 映 さ れ て い ま
す か 。 （ い く つ で も ）
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研 究 者 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等選 択 肢
A - 6 0
あ る な い
A - 6 1
必 要 と し て い
る
必 要 と し て い
な い
A - 6 2
十 分 充 足 し て
い る
充 足 し て い る 不 足 し て い る
非 常 に 不 足 し
て い る
A - 6 3
「 や や 足 り な い 」 、 「 足 り な い 」 と お 答 え の 方 、 具 体 的 に ど の よ
う な 技 術 的 サ ー ビ ス が 足 り な い で す か 。
A - 6 4
「 や や 足 り な い 」 、 「 足 り な い 」 と お 答 え の 方 、 不 足 し た 分 は ど
の よ う に 補 っ て い ま す か 。
A - 6 5
必 要 と し て い
る
必 要 と し て い
な い
A - 6 6
十 分 充 足 し て
い る
充 足 し て い る 不 足 し て い る
非 常 に 不 足 し
て い る
A - 6 7
「 や や 足 り な い 」 、 「 足 り な い 」 と お 答 え の 方 、 具 体 的 に ど の よ
う な 事 務 的 サ ー ビ ス が 足 り な い で す か 。
A - 6 8
「 や や 足 り な い 」 、 「 足 り な い 」 と お 答 え の 方 、 不 足 し た 分 は ど
の よ う に 補 っ て い ま す か 。
あ な た は 、 研 究 を 事 務 的 に サ ポ ー ト し て く れ る 事 務 支 援 者 を 必 要 と し
て い ま す か 。
あ な た の 研 究 を 技 術 的 に サ ポ ー ト し て く れ る 研 究 支 援 者 の 数 は 充 足 し
て い ま す か 。
あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 に は 、 研 究 支 援 者 が 常 駐 し 、 常 時 サ ー ビ ス
を 提 供 す る 研 究 支 援 の た め の 組 織 が あ り ま す か 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
あ な た の 研 究 を 事 務 的 に サ ポ ー ト し て く れ る 事 務 支 援 者 の 数 は 充 足 し
て い ま す か 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
あ な た は 、 研 究 を 技 術 的 に サ ポ ー ト し て く れ る 研 究 支 援 者 を 必 要 と し
て い ま す か 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
具 体 的 に 記 入 く だ さ い 。
( 次 ペ ー ジ に 続 き ま す )
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研 究 者 の 方
研 究 環 境 に 関 す る 質 問
あ な た が 研 究 活 動 の 場 を 選 ぶ 際 、 以 下 の 各 条 件 は ど の 程 度 重 要 で す か 。 各 条 件 に つ き 「 重 要 度 」 を 一 つ ず つ 選 ん で ○ を つ け 、 さ ら に 国 内 の 大
学 、 公 的 研 究 機 関 等 、 民 間 企 業 の 中 で そ の 条 件 が 最 も 期 待 で き る と 思 う 場 所 に ○ 、 最 も 期 待 で き な い と 思 う 場 所 × を つ け て く だ さ い 。
番 号 条 件
回 答 例
研 究 所 周 辺 の 自 然 環 境 が よ い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1
一 貫 し た 研 究 テ ー マ を 長 期 間 継 続 す る こ と が 可 能 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 2
研 究 の 課 題 選 択 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 3
研 究 の 実 施 方 法 の 自 由 度 が 大 き い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 4
商 品 や 事 業 等 、 実 用 に つ な が る 成 果 が 出 し や す い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 5
新 し い 分 野 の 知 識 が 修 得 で き る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 6
研 究 活 動 の た め の 時 間 が 十 分 に と れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 7
優 れ た 研 究 者 や 学 生 が 所 属 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 8
研 究 環 境 が 資 金 面 、 設 備 面 で 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 9
研 究 支 援 体 制 が 充 実 し て い る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 0
研 究 者 の 評 価 が 公 平 で 透 明 性 が あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 1
自 分 の 研 究 が 高 く 評 価 さ れ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 2
給 与 等 の 金 銭 面 の 処 遇 が 良 い こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 3
終 身 雇 用 で あ る こ と 重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 4
そ の 他 重 要 な も の が あ り ま し た ら 、 記 入 く だ さ い 。
重 要 で あ る
や や 重 要 で
あ る
あ ま り 重 要
で な い
重 要 で な い 大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
B - 1 5
大 学 公 的 研 究 機 関 等 民 間 企 業
重 要 度
国 内 で 最 も 期 待 で き る 場 所 ○ ・ 期 待 で き な い 場 所 ×
様 々 な 条 件 を 総 合 し て 、 も し 次 の 研 究 活 動 の 場 を 国 内 で 選 ぶ と し た ら 、 あ な た は ど こ を 希 望 し ま す か 。 ひ と つ だ け 選 ん
で く だ さ い 。
1 0
研 究 者 の 方
あ な た の 自 覚 す る 能 力 ・ 資 質 に 関 す る 質 問
優 れ た 研 究 者 と な る た め に 、 あ た な は ど の よ う な 能 力 ・ 資 質 が 重 要 だ と 思 い ま す か 。 次 の 各 能 力 ・ 資 質 に つ い て 、「 重 要 性 」 欄 の 数 字 を ○ で 囲
ん で お 答 え く だ さ い 。 次 に あ た な が そ の 能 力 を 獲 得 し た 時 期 を 選 び 、 「 習 得 時 期 」 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。
さ ら に 、 そ の 習 得 方 法 を 選 ん で 「 習 得 方 法 」 の 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。 習 得 方 法 に つ い て 、 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 、 「 そ の
他 の 方 法 」 欄 に 具 体 的 に 記 入 し て く だ さ い 。












































そ の 他 の 方 法 （ 具 体 的 に お 書
き く だ さ い ）
C - 1
創 造 性
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 2
論 理 的 思 考 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 3
専 門 分 野 の 知 識
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 4
専 門 分 野 周 辺 の 知 識
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 5
課 題 設 定 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 6
粘 り 強 さ ・ 忍 耐 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 7
総 合 的 判 断 力 ・ 俯 瞰 的 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 8 文 献 調 査 能 力 ・ デ ー タ 分 析 能 力 1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 9
研 究 マ ネ ジ メ ン ト 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 0
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 1
表 現 力 ・ 説 明 力
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
C - 1 2
そ の 他 重 要 な も の が あ り ま し た ら 、 記 入
く だ さ い 。
1 2 3 4 0 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
※ 習 得 時 期 で 「 未 習 得 」 を 選 択 し た 場 合 は 、 習 得 方 法 へ の 記 入 は 不
要 で す 。
あ な た の 習 得 方 法 ※
重 要 性 あ な た の 習 得 時 期
1 1
研 究 者 の 方
移 動 経 験 に 関 す る 質 問
大 学 を 卒 業 ( 修 士 卒 ま た は 博 士 卒 の 場 合 は 修 了 ) 後 、 現 在 ま で に あ な た が 経 験 さ れ た 機 関 に つ い て お 尋 ね し ま す 。 記 入 例 に な ら っ て 、 経 験 さ れ
た 機 関 の 種 別 、 そ の 期 間 、 時 の 身 分 お よ び 職 種 に つ い て 当 て は ま る も の に ○ を つ け て く だ さ い ( 記 入 例 1 ) 。
同 じ 機 関 に 所 属 し な が ら 身 分 が 変 わ っ た 場 合 は 、 同 じ 行 の 該 当 す る 身 分 に ○ を つ け 、 そ の 順 序 が わ か る よ う に ○ 中 に 数 字 を 記 入 し て く だ さ い
( 記 入 例 2 ) 。 ま た 、 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 、 「 そ の 他 」 欄 に 具 体 的 に 記 入 願 い ま す 。
記 入 例 １ ： 大 学 、 海 外 機 関 を 経 て 、 現 在 公 的 研 究 機 関 の 知 的 財 産 管 理 責 任 者 を 担 当 し て い る 場 合
卒 業 後
そ の 他 期 間 そ の 他
現 在
1 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 ３ 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
2 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 ５ 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
3 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 ８ 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
4 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
記 入 例 2 ： 出 身 大 学 と 同 じ 大 学 で 、 研 究 生 か ら 教 員 に な り そ の 間 一 貫 し て 研 究 者 と し て 従 事 し 、 現 在 に 至 る 例
卒 業 後
そ の 他 期 間 そ の 他
現 在
1 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 1 8 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
職 種身 分機 関 の 種 類
機 関 の 種 類 身 分
　 知 的 財 産
管 理 責 任 者
1
2
( 次 ペ ー ジ に 回 答 く だ さ い 。 )
1 2
研 究 者 の 方
卒 業 後
そ の 他 期 間 そ の 他
現 在
D - 1 1 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 2 2 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 3 3 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 4 4 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 5 5 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 6 6 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 7 7 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 8 8 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 9 9 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
D - 1 0 1 0 機 関 目
大 学 （ 出 身 大
学 と 同 じ ）
大 学 （ 出 身 大
学 と 異 な る ）
公 的 研 究 機
関
民 間 企 業 海 外 （ 　 　 　 ） 年 間
ポ ス ド ク ・
研 究 生 等
任 期 付 任 用 型
職 員 ・ 社 員
終 身 雇 用 型
職 員 ・ 社 員
研 究 職
そ の 他
身 分機 関 の 種 類
1 3
研 究 者 の 方
回 答 者 自 身 に つ い て
あ な た 自 身 に つ い て 、 以 下 の 各 項 目 に お 答 え く だ さ い 。 な お 、 A – 5 ～ 8 に つ い て は お 手 数 で す が 、 1 5 ～ 1 7 ペ ー ジ の コ ー ド 表 を 参 照 し て 、 コ ー
ド 番 号 で お 答 え 下 さ い 。
番 号
項 目
F - 1 年 齢 （ 才 ） （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 才
F - 2 最 終 学 歴 中 学 卒 業 高 等 学 校 卒 業 短 期 大 学 卒 業 専 門 学 校 卒 業 高 専 （ 高 等 専 門 学 校 ）
４ 年 制 大 学 学 部 卒 業 修 士 課 程 修 了 博 士 課 程 修 了 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 3 最 終 学 位
学 士 号 修 士 号 博 士 号 な し
F - 4 現 在 の 所 属 機 関 の 種 別 国 立 大 学 法 人 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関 独 立 行 政 法 人
（ 併 任 、 兼 任 の 場 合 は 該 当 す る も の す べ て を 選 択 し て く だ さ い 。 ）
省 庁 直 轄 研 究 機 関 民 間 企 業 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 5 現 在 の 専 門 分 野 （ コ ー ド 番 号 ） 分 野 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 6 所 属 機 関 に お け る 役 職 名 職 名 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
「 そ の 他 」 9 9 9 の 場 合 は 具 体 的 に 記 入 く だ さ い
職 名 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 職 名 が 複 数 あ る 場 合 の み 記 入 し て く だ さ い ）
F - 7
雇 用 の タ イ プ （ 常 勤 / 非 常 勤 の 別 ） 常 勤 非 常 勤
F - 8
雇 用 の タ イ プ （ 終 身 雇 用 / 任 期 付 の 別 ） 終 身 型 雇 用 任 期 付 雇 用
F - 9
雇 用 の タ イ プ （ あ な た の 給 与 原 資 の 別 ）
研 究 機 関 の 経 常 人 件 費 で 雇
用 さ れ て い る
研 究 機 関 に プ ロ ジ ェ ク ト
経 費 で 雇 用 さ れ て い る
わ か ら な い そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 1 0
年 収
（ よ ろ し け れ ば ご 回 答 く だ さ い ）
F - 1 1 業 種 （ 民 間 企 業 の 方 の み 記 入 く だ さ い ） 業 種 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
選 択 肢
平 成 1 5 年 １ 年 間 に 所 属 機 関 か ら 得 た 税 込 み の 給 与 所 得 （ 賞 与 を 含 む ） を 添 付 の コ ー ド 表 よ り あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
年 収 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
任 用 期 間 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 、 現 在 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 目
質 問 は こ れ で 終 了 で す 。 本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 お 忙 し い 中 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
1 4
研 究 者 の 方
コ ー ド 表
分 野 コ ー ド
大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド 大 分 類
専 門 分 野
分 野 コ ー ド
理 学 数 学 1 0 1
農 学 農 学 3 0 1 複 合 領 域 科 学 技 術 史 （ 含 科 学 社 会 学 ・ 科 学 技 術 基 礎 論 ） 5 0 1
地 球 科 学 1 0 2
水 産 学 3 0 2 体 育 学 5 0 2
人 類 学 （ 含 生 理 人 類 学 ） 1 0 3
畜 産 学 ・ 獣 医 学 3 0 3 プ ラ ズ マ 理 工 学 5 0 3
天 文 学 1 0 4
農 芸 化 学 3 0 4 地 理 学 5 0 4
化 学 1 0 5
農 業 経 済 学 3 0 5 エ ネ ル ギ ー 学 5 0 5
物 理 学
1 0 6
境 界 農 学 3 0 6 家 政 学 5 0 6
生 物 学 1 0 7
林 学 3 0 7 環 境 科 学 5 0 7
そ の 他 理 学 系 1 9 9
農 業 工 学 3 0 8 文 化 財 科 学 5 0 8
工 学 応 用 物 理 学 2 0 1 そ の 他 農 学 系 3 9 9
生 物 化 学 5 0 9
土 木 工 学 2 0 2 医 学 生 理 4 0 1 科 学 教 育 ・ 教 科 教 育 学 5 1 0
プ ロ セ ス 工 学 2 0 3 内 科 4 0 2 基 礎 生 物 科 学 5 1 1
機 械 工 学 2 0 4 薬 学 4 0 3 統 計 科 学 5 1 2
建 築 学 2 0 5 病 理 4 0 4 神 経 科 学 （ 含 脳 科 学 ） 5 1 3
工 業 化 学 2 0 6 外 科 4 0 5 情 報 科 学 5 1 4
電 気 電 子 工 学 2 0 7 医 学 一 般 4 0 6 実 験 動 物 学 5 1 5
材 料 工 学 2 0 8 社 会 医 学 4 0 7 社 会 シ ス テ ム 工 学 5 1 6
総 合 工 学 2 0 9 歯 科 4 0 8 医 用 生 体 工 学 ・ 生 体 材 料 科 学 5 1 7
そ の 他 工 学 系 2 9 9
看 護 学 4 0 9 自 然 災 害 科 学 5 1 8
そ の 他 医 学 系 4 9 9 そ の 他 複 合 領 域 系 5 9 9
そ の 他 文 学 系 9 0 1
法 学 系 9 0 2
経 済 学 系 9 0 3
そ の 他 の 領 域 9 9 9
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研 究 者 の 方
職 名 コ ー ド
職 名 コ ー ド 職 名 コ ー ド 職 名 コ ー ド
あ 行 ア ソ シ エ イ ト ・ メ ン バ ー 1 9 1 さ 行 サ ブ リ ー ダ ー 1 9 2 た 行 大 学 院 生 0 0 6
医 長 1 8 0
産 業 技 術 総 合 研 究 所 特 別 研 究 員
2 4 1 チ ー フ 1 8 4
院 長 0 3 8 参 事 1 3 8 チ ー ム 長 2 4 4
園 長 0 3 7 参 事 研 究 員 0 2 9 チ ー ム リ ー ダ ー 0 9 6
か 行 科 学 技 術 特 別 研 究 員 1 6 1 施 設 長 0 4 0 長 期 在 外 若 手 研 究 員 2 2 7
学 芸 員 1 7 8 次 長 0 6 9 特 待 研 究 員 2 4 5
学 長 0 1 0 室 長 0 1 6 特 任 教 授 1 4 1
学 頭 1 4 3 室 長 代 理 1 4 2 特 任 助 教 授 1 2 1
科 長 0 2 3 主 幹 1 9 7 特 別 研 究 員 0 0 7
課 長 0 3 9 主 幹 研 究 員 2 5 1 は 行 博 士 研 究 員 0 5 0
館 長 0 1 4 首 席 研 究 官 1 9 4 班 長 0 9 7
管 理 官 2 0 0 主 任 研 究 員 0 1 5 非 常 勤 講 師 0 9 4
客 員 教 授 0 2 7 主 席 研 究 員 0 6 5 副 学 長 0 3 4
客 員 研 究 員 0 5 2 主 任 研 究 官 0 2 2 副 グ ル ー プ 長 2 3 3
客 員 助 教 授 0 4 3 上 級 研 究 員 0 4 7 副 参 事 0 3 2
教 授 0 0 1 上 席 研 究 員 1 8 2 副 参 事 研 究 員 0 2 6
グ ル ー プ 長 0 6 6 上 席 研 究 官 2 3 1 副 主 席 研 究 員 2 5 0
グ ル ー プ リ ー ダ ー 1 8 7 場 長 1 9 9 副 主 任 研 究 員 0 2 4
系 長 2 4 7 助 教 授 0 0 2 副 所 長 0 1 9
研 究 員 0 1 7 助 手 0 1 1 副 セ ン タ ー 長 2 4 8
研 究 官 1 7 3 所 長 0 1 2 副 総 裁 1 7 4
研 究 主 幹 0 6 7 所 長 代 理 1 9 5 副 部 長 2 2 0
研 究 主 席 2 1 2 セ ン タ ー 長 0 4 1 副 部 門 長 2 4 6
研 究 生 0 0 8 専 任 研 究 員 0 4 9 部 長 0 1 3
兼 任 教 授 0 4 4 専 門 研 究 員 0 6 1 部 門 長 1 9 6
兼 任 助 教 授 2 1 0 総 括 研 究 員 0 4 8 プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー 2 5 2
講 師 （ 常 勤 ） 0 0 3 総 括 研 究 官 2 5 7 併 任 教 授 0 2 1
高 等 研 究 員 1 8 5 統 括 研 究 官 2 5 3 併 任 助 教 授 0 3 6
総 括 主 任 研 究 員 2 5 6 ポ ス ト ド ク タ ー 、 ポ ス ド ク 2 0 1
統 括 責 任 者 1 8 3 ら 行 ラ ボ 長 2 5 4
総 合 企 画 調 整 官 1 2 9 リ ー ダ ー 1 9 0
総 合 研 究 官 0 6 4 リ サ ー チ ア ソ シ エ イ ト 2 0 3
理 事 0 2 5
理 事 長 0 3 1
領 域 長 2 4 0
そ の 他 そ の 他 9 9 9
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研 究 者 の 方
年 収 コ ー ド
年 収 コ ー ド
3 0 0 万 円 未 満 0 1
3 0 0 万 円 以 上 4 0 0 万 円 未 満 0 2
4 0 0 万 円 以 上 5 0 0 万 円 未 満 0 3
5 0 0 万 円 以 上 6 0 0 万 円 未 満 0 4
6 0 0 万 円 以 上 7 0 0 万 円 未 満 0 5
7 0 0 万 円 以 上 8 0 0 万 円 未 満 0 6
8 0 0 万 円 以 上 9 0 0 万 円 未 満 0 7
9 0 0 万 円 以 上 1 0 0 0 万 円 未 満 0 8
1 0 0 0 万 円 以 上 1 2 0 0 万 円 未 満 0 9
1 2 0 0 万 円 以 上 1 4 0 0 万 円 未 満 1 0
1 4 0 0 万 円 以 上 1 6 0 0 万 円 未 満 1 1
1 6 0 0 万 円 以 上 1 8 0 0 万 円 未 満 1 2
1 8 0 0 万 円 以 上 2 0 0 0 万 円 未 満 1 3
2 0 0 0 万 円 以 上 1 4
年 収
業 種 コ ー ド
大  分  類 中  分  類 業 種 コ ー ド
水 産 ・ 農 林 業  水 産 ・ 農 林 業 0 1 0 1
鉱 業  鉱 業 0 2 0 1
建 設 業 建 設 業 0 3 0 1
製 造 業 食 料 品 0 4 0 1
繊 維 製 品 0 4 0 2
パ ル プ ・ 紙 0 4 0 3
化 学 0 4 0 4
医 薬 品 0 4 0 5
石 油 ・ 石 炭 製 品 0 4 0 6
ゴ ム 製 品 0 4 0 7
ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 0 4 0 8
鉄 鋼 0 4 0 9
非 鉄 金 属 0 4 1 0
金 属 製 品 0 4 1 1
機 械 0 4 1 2
電 気 機 器 0 4 1 3
輸 送 用 機 器 0 4 1 4
精 密 機 器 0 4 1 5
そ の 他 製 品 0 4 1 6
電 気 ・ ガ ス 業  電 気 ・ ガ ス 業 0 5 0 1
運 輸 ・ 情 報 通 信 業 陸 運 業 0 6 0 1
海 運 業 0 6 0 2
空 運 業 0 6 0 3
情 報 ・ 通 信 業 0 6 0 5
サ ー ビ ス 業  サ ー ビ ス 業 1 0 0 1
そ の 他 そ の 他 9 9 9 9
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Gこ れ か ら の 人 材 育 成 と 研 究 の 活 性 化 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査
調 査 票
研 究 支 援 者 の 方
勝 手 な が ら 締 切 は 平 成 1 6 年 8 月 2 7 日 ( 金 ) 投 函 と さ せ て い た だ き ま す 。
間 に 合 う よ う に 投 函 を お 願 い い た し ま す 。
研 究 支 援 者 の 方
本 調 査 の 目 的
本 調 査 は 、 第 1 期 お よ び 第 2 期 科 学 技 術 基 本 計 画 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と し て 、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 政 策 研 究 所 が 科 学 技 術 振 興 調 整 費 を 受 け て 行
な う 調 査 の 一 環 と し て 実 施 し て い ま す 。
こ の 結 果 は 第 3 期 科 学 技 術 基 本 計 画 策 定 に 活 用 さ れ る 予 定 で す 。 特 に 公 的 機 関 、 国 立 大 学 に お い て は 法 人 化 と い う 大 き な 転 機 を 迎 え 、 研 究 環
境 が 変 わ り つ つ あ る 中 で 、 研 究 開 発 シ ス テ ム の 改 革 等 、 今 後 の 政 策 立 案 の た め に も 研 究 の 現 場 に い ら っ し ゃ る 方 々 の 現 状 把 握 が 不 可 欠 で あ る と
考 え て お り ま す の で 、 是 非 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
用 語
本 ア ン ケ ー ト に お け る 用 語 の 定 義 を し ま す 。 ご 回 答 に 際 し て は 、 以 下 の 定 義 を 念 頭 に お 答 え く だ さ い 。
1 . 研 究 者
研 究 者 と は 、 従 業 者 の う ち 研 究 業 務 に 従 事 す る 方 で 、 大 学 の 課 程 を 修 了 し た 者 、 ま た は こ れ と 同 等 以 上 の 専 門 的 知 識 を 有 し 、 特 定 の 研 究
テ ー マ を 持 っ て 研 究 を 行 な っ て い る 方 を い い ま す 。 事 業 所 等 に お い て 研 究 に 従 事 し て い る 研 究 者 も 含 め ま す 。
2 . 研 究 支 援 者
研 究 支 援 者 と は 、 研 究 者 以 外 の 方 で あ っ て 、 研 究 機 関 等 に 正 規 の 職 員 と し て 雇 用 さ れ て い る か 、 あ る い は 他 の 機 関 よ り 派 遣 さ れ 、 研 究 に
付 随 す る 技 術 的 サ ー ビ ス を 主 と し て 行 う 方 を い い ま す 。 例 え ば 技 官 、 テ ク ニ シ ャ ン 、 専 門 技 術 職 員 な ど の 方 が こ れ に あ た り ま す 。
3 . 公 的 研 究 機 関
公 的 研 究 機 関 と は 、 研 究 を 行 う 国 立 試 験 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 研 究 機 関 、 特 殊 法 人 研 究 機 関 、 公 設 試 験 研 究 機 関 、 公 益 法 人 を い い ま す 。
例 え ば 、 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 、 独 立 行 政 法 人 理 化 学 研 究 所 、 日 本 原 子 力 研 究 所 、 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 、 電 力 中 央 研 究 所 な ど が こ れ
に あ た り ま す 。
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研 究 支 援 者 の 方
ご 質 問
以 下 の 問 い に つ い て 、 回 答 例 に な ら っ て ど れ か 一 つ に ○ を つ け て く だ さ い 。 な お 、 問 い に 「 い く つ で も 」 と あ る 場 合 は 、 当 て は ま る も の す べ て に
○ を つ け て く だ さ い 。 選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 は 「 そ の 他 」 欄 に ご 記 入 く だ さ い 。
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
回 答
例
私 が 研 究 で 最 も 重 視 す る 要 素 は ‥ ‥ で あ る 。
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
A - 1
あ る な い
A - 2
採 用 し た 採 用 し て い な い わ か ら な い
A - 3
あ る な い
A - 4
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 5
あ る な い
A - 6
あ る な い
A - 7
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
A - 8
認 め ら れ て い る
認 め ら れ て い な
い
分 か ら な い
A - 9
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
あ な た の 所 属 す る 研 究 機 関 に は 、 研 究 支 援 者 が 常 駐 し 、 常 時 サ ー ビ ス
を 提 供 す る 研 究 支 援 の た め の 組 織 が あ り ま す か 。
選 択 肢
選 択 肢
あ な た に は 他 の 研 究 機 関 の 研 究 支 援 者 と 情 報 交 換 や 交 流 す る 機 会 が 十
分 に あ り ま す か 。
あ な た に は 研 修 等 の 参 加 の た め の 経 費 （ 旅 費 等 ） の 使 用 が 認 め ら れ て
い ま す か 。
あ な た の お 仕 事 は 、 特 定 の 研 究 者 ま た は 特 定 の 研 究 室 だ け に 支 援 サ ー
ビ ス を 提 供 す る も の で す か 。
あ な た は 所 属 す る 研 究 機 関 内 で 、 人 事 異 動 を 経 験 し た こ と が あ り ま す
か 。
で き れ ば 現 在 の 研 究 組 織 で ず っ と 働 き た い と 思 い ま す か 。
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 過 去 ３ 年 の 間 に 新 規 の 研 究 支 援 者 を 採 用 し
ま し た か 。
あ な た に は 所 属 機 関 内 の 他 の 研 究 支 援 者 と 情 報 交 換 や 交 流 す る 機 会 が
十 分 に あ り ま す か 。
あ な た は 、 所 属 す る 組 織 か ら 技 術 力 を 高 め る た め の 研 修 等 の 機 会 を 十
分 に 与 え ら れ て い ま す か 。
2
研 究 支 援 者 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 1 0
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
A - 1 1
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
A - 1 2
あ る な い
A - 1 3
あ る な い
A - 1 4
は い い い え わ か ら な い
A - 1 5
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 1 6
は い い い え わ か ら な い
A - 1 7
は い い い え わ か ら な い
A - 1 8
ま っ た く そ の と
お り
そ の と お り
ど ち ら と も い え
な い
ほ と ん ど そ う で
な い
ま っ た く そ う で
な い
A - 1 9
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 2 0
は い い い え わ か ら な い
A - 2 1
は い い い え
A - 2 2
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
論 文 の 著 者 と し て 名 を 連 ね た こ と が あ り ま す か 。
あ な た の 技 術 力 は 所 属 機 関 か ら 適 切 な 評 価 を 受 け て い る と 思 い ま す
か 。
あ な た の 現 在 の 役 職 で は 能 力 次 第 で 昇 給 や 昇 格 が 可 能 で す か 。
論 文 の 謝 辞 等 に 自 分 の 名 前 が 掲 載 さ れ た こ と が あ り ま す か 。
あ な た は 個 人 と し て 、 業 績 や 能 力 が 評 価 さ れ て い ま す か 。
あ な た の 所 属 す る 機 関 で は 、 研 究 者 が そ の 発 明 に よ っ て 所 属 す る 組 織
に も た ら し た 場 合 は 、 利 益 に 応 じ た 報 酬 （ 発 明 報 酬 ） を 受 け 取 る よ う
に な っ て い ま す か 。
あ な た は 評 価 に 応 じ た 処 遇 を 受 け て い ま す か 。
あ な た の 給 与 や 昇 進 等 の 処 遇 は 年 功 序 列 的 で す か 。
研 究 者 は 個 々 の 職 務 発 明 に つ い て 、 所 属 す る 組 織 に も た ら し た 利 益 に
応 じ た 報 酬 （ 発 明 報 酬 ） を 受 け 取 る の は 当 然 で あ る と 思 い ま す か 。
あ な た は 将 来 、 研 究 者 に な り た い と 思 い ま す か 。
あ な た は 自 分 自 身 の 技 術 開 発 テ ー マ を 持 っ て い ま す か 。
あ な た は 研 究 者 の 要 求 に 対 し て 十 分 に 応 え る こ と が で き て い ま す か 。
あ な た が 今 支 援 し て い る 研 究 者 と の 連 携 は 、 十 分 円 滑 に 行 わ れ て い ま
す か 。
3
研 究 支 援 者 の 方
番 号 設 問
そ の 他 コ メ ン ト 等
選 択 肢
A - 2 3
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 2 4
「 非 常 に そ う 思 う 」 、 「 そ う 思 う 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な
不 安 を 感 じ ま す か 。
A - 2 5
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 2 6
「 非 常 に そ う 思 う 」 、 「 そ う 思 う 」 と お 答 え の 方 、 技 術 レ ベ ル
を 向 上 さ せ る 上 で の 障 害 が あ り ま し た ら 、 お 書 き く だ さ い 。
A - 2 7
非 常 に そ う 思 う や や そ う 思 う
ど ち ら と も い え
な い
あ ま り そ う 思 わ
な い
ま っ た く そ う 思
わ な い
A - 2 8
「 非 常 に そ う 思 う 」 、 「 そ う 思 う 」 と お 答 え の 方 、 ど の よ う な
技 術 を 習 得 し た い と 思 い ま す か 。
A - 2 9
「 非 常 に そ う 思 う 」 、 「 そ う 思 う 」 と お 答 え の 方 、 新 し い 技 術
を 習 得 す る 上 で の 障 害 が あ り ま し た ら 、 お 書 き く だ さ い 。
A - 3 0
給 与 等 の 金 銭 面
の 処 遇 を 良 く し
て ほ し い
組 織 に お け る 地
位 を 向 上 さ せ て
ほ し い
労 働 の 負 荷 を 軽
減 し て 欲 し い
貢 献 度 に 応 じ た
評 価 を し て 欲 し
い
特 に 希 望 は な い
選 択 肢 に 適 当 な も の が な い 場 合 、 具
体 的 に お 書 き く だ さ い 。
A - 3 1
上 記 以 外 で 、 処 遇 に つ い て ど の よ う な 点 を 改 善 し て ほ し い と 思 い ま す
か 。
あ な た は 他 の 新 し い 分 野 の 技 術 力 を 習 得 し た い と 思 い ま す か 。
具 体 的 に そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
あ な た は 現 在 あ な た が 専 門 と し て い る 技 術 力 を さ ら に 高 め た い と 思 い
ま す か 。
あ な た は 将 来 の キ ャ リ ア パ ス に 不 安 を 感 じ ま す か 。
あ な た は ご 自 身 の 処 遇 に つ い て 、 ど の よ う な こ と を 希 望 し ま す か 。 あ
て は ま る も の を い く つ で も 選 ん で く だ さ い 。
具 体 的 に そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
具 体 的 に そ の 内 容 を お 書 き く だ さ い 。
4
研 究 支 援 者 の 方
回 答 者 自 身 に つ い て
あ な た 自 身 に つ い て 、 以 下 の 各 項 目 に お 答 え だ さ い 。 F – 5 は 具 体 的 に 記 述 く だ さ い 。
な お 、 民 間 企 業 の 方 は お 手 数 で す が 、 F – 9 に つ い て は 6 ペ ー ジ の コ ー ド 表 を 参 照 し て 、 コ ー ド 番 号 で お 答 え 下 さ い 。
番 号
項 目
F - 1 年 齢 （ 才 ） （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 才
F - 2 最 終 学 歴 中 学 卒 業 高 等 学 校 卒 業 短 期 大 学 卒 業 専 門 学 校 卒 業 高 専 （ 高 等 専 門 学 校 ）
４ 年 制 大 学 学 部 卒 業 修 士 課 程 修 了 博 士 課 程 修 了 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 3 博 士 号 取 得 の 有 無
あ り な し
F - 4 現 在 の 所 属 機 関 の 種 別 国 立 大 学 法 人 公 立 大 学 私 立 大 学 大 学 共 同 利 用 機 関 独 立 行 政 法 人
省 庁 直 轄 研 究 機 関
民 間 企 業 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 5 所 属 機 関 に お け る 役 職 名
具 体 的 に 記 述 願 い ま す 。
F - 6
雇 用 の タ イ プ （ 常 勤 / 非 常 勤 の 別 ） 常 勤 非 常 勤
F - 7 雇 用 の タ イ プ （ あ な た の 給 与 原 資 の 別 ）
研 究 機 関 の 経 常 人 件 費 で 雇 用
さ れ て い る
研 究 機 関 に プ ロ ジ ェ ク ト
経 費 で 雇 用 さ れ て い る
派 遣 元 の 会 社 に 雇 用 さ
れ て い る
わ か ら な い そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）
F - 8
雇 用 の タ イ プ （ 終 身 雇 用 / 任 期 付 の 別 ） 終 身 型 雇 用 任 期 付 雇 用
F - 9 業 種 （ 民 間 企 業 の 方 の み 記 入 く だ さ い ） 業 種 コ ー ド （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※ 添 付 の コ ー ド 表 よ り 、 も っ と も あ て は ま る も の を 選 ん で そ の 番 号 を 記 入 し て く だ さ い 。
任 用 期 間 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 、 現 在 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 年 目
選 択 肢
質 問 は こ れ で 終 了 で す 。 お 忙 し い 中 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
本 回 答 を 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、 ご 返 送 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。
ご 協 力 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。
5
研 究 支 援 者 の 方
コ ー ド 表
業 種 コ ー ド
大  分  類 中  分  類 業 種 コ ー ド 大  分  類 中  分  類 業 種 コ ー ド
水 産 ・ 農 林 業  水 産 ・ 農 林 業 0 1 0 1 製 造 業 （ つ づ き ） 機 械 0 4 1 2
鉱 業  鉱 業 0 2 0 1 電 気 機 器 0 4 1 3
建 設 業 建 設 業 0 3 0 1 輸 送 用 機 器 0 4 1 4
製 造 業 食 料 品 0 4 0 1 精 密 機 器 0 4 1 5
繊 維 製 品 0 4 0 2 そ の 他 製 品 0 4 1 6
パ ル プ ・ 紙 0 4 0 3 電 気 ・ ガ ス 業  電 気 ・ ガ ス 業 0 5 0 1
化 学 0 4 0 4 運 輸 ・ 情 報 通 信 業 陸 運 業 0 6 0 1
医 薬 品 0 4 0 5 海 運 業 0 6 0 2
石 油 ・ 石 炭 製 品 0 4 0 6 空 運 業 0 6 0 3
ゴ ム 製 品 0 4 0 7 情 報 ・ 通 信 業 0 6 0 5
ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 0 4 0 8 サ ー ビ ス 業  サ ー ビ ス 業 1 0 0 1
鉄 鋼 0 4 0 9 そ の 他 そ の 他 9 9 9 9
非 鉄 金 属 0 4 1 0





大学 1100 449 40.8%
公的研究機関等 544 183 33.6%
合計 1644 632 38.4%
AB1-01 私が責任者を務める組織・部局では、3年前にくらべて人材の流動性(他の機関との間の研究人材の転入転出)が向上している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 24 (5.3%) 184 (41.0%) 178 (39.6%) 47 (10.5%) 12 (2.7%) 4 (0.9%) 449
 国立大学 14 (6.0%) 112 (48.3%) 89 (38.4%) 12 (5.2%) 3 (1.3%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 13 (40.6%) 14 (43.8%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 5 (3.3%) 47 (31.1%) 60 (39.7%) 31 (20.5%) 8 (5.3%) 0 (0.0%) 151
 大学共同利用機関 4 (11.8%) 12 (35.3%) 15 (44.1%) 2 (5.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 15 (8.2%) 60 (32.8%) 71 (38.8%) 25 (13.7%) 8 (4.4%) 4 (2.2%) 183
AB1-02 研究人材の流動性を高めるには、研究チーム(研究室)単位で異動する仕組みが必要である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 24 (5.3%) 79 (17.6%) 249 (55.5%) 70 (15.6%) 21 (4.7%) 6 (1.3%) 449
 国立大学 16 (6.9%) 38 (16.4%) 123 (53.0%) 38 (16.4%) 15 (6.5%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 3 (9.4%) 8 (25.0%) 16 (50.0%) 4 (12.5%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 3 (2.0%) 28 (18.5%) 91 (60.3%) 23 (15.2%) 4 (2.6%) 2 (1.3%)151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 5 (14.7%) 19 (55.9%) 5 (14.7%) 1 (2.9%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 6 (3.3%) 26 (14.2%) 92 (50.3%) 30 (16.4%) 22 (12.0%) 7 (3.8%) 183
AB1-03 私が責任者を務める組織・部局では、公募と同時に個人的な紹介によって人材の情報を入手することが多い。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 26 (5.8%) 203 (45.2%) 118 (26.3%) 75 (16.7%) 22 (4.9%) 5 (1.1%) 449
 国立大学 17 (7.3%) 94 (40.5%) 65 (28.0%) 36 (15.5%) 17 (7.3%) 3 (1.3%) 2 2
 公立大学 2 (6.3%) 13 (40.6%) 8 (25.0%) 8 (25.0%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 6 (4.0%) 81 (53.6%) 39 (25.8%) 23 (15.2%) 1 (0.7%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 15 (44.1%) 6 (17.6%) 8 (23.5%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 9 (4.9%) 95 (51.9%) 37 (20.2%) 26 (14.2%) 10 (5.5%) 6 (3.3%) 183
AB1-04 公募よりも、公募を経ない個人的な紹介の方が人物がよくわかるので良い。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 5 (1.1%) 66 (14.7%) 256 (57.0%) 87 (19.4%) 30 (6.7%) 5 (1.1%) 449
 国立大学 2 (0.9%) 30 (12.9%) 121 (52.2%) 54 (23.3%) 21 (9.1%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 3 (9.4%) 17 (53.1%) 9 (28.1%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 32 (21.2%) 97 (64.2%) 18 (11.9%) 4 (2.6%) 0 (0.0%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 1 (2.9%) 21 (61.8%) 6 (17.6%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 1 (0.5%) 30 (16.4%) 110 (60.1%) 26 (14.2%) 12 (6.6%) 4 (2.2%) 183
AB1-05 私が責任者を務める組織・部局では、公募制度を導入してから研究者の流動性が向上した。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 17 (3.8%) 163 (36.3%) 199 (44.3%) 35 (7.8%) 13 (2.9%) 22 (4.9%) 449
 国立大学 14 (6.0%) 102 (44.0%) 96 (41.4%) 14 (6.0%) 1 (0.4%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 9 (28.1%) 15 (46.9%) 4 (12.5%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 1 (0.7%) 37 (24.5%) 78 (51.7%) 14 (9.3%) 8 (5.3%) 13 (8.6%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 15 (44.1%) 10 (29.4%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 3 (8.8%) 34
公的研究機関等 8 (4.4%) 44 (24.0%) 89 (48.6%) 19 (10.4%) 11 (6.0%) 12 (6.6%) 183
AB1-06 研究者はすべて公募を経て採用されるべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 75 (16.7%) 183 (40.8%) 161 (35.9%) 21 (4.7%) 5 (1.1%) 4 (0.9%) 449
 国立大学 47 (20.3%) 109 (47.0%) 66 (28.4%) 7 (3.0%) 2 (0.9%) 1 (0.4%) 232
 公立大学 7 (21.9%) 17 (53.1%) 7 (21.9%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 10 (6.6%) 50 (33.1%) 77 (51.0%) 12 (7.9%) 0 (0.0%) 2 (1.3%)151
 大学共同利用機関 11 (32.4%) 7 (20.6%) 11 (32.4%) 2 (5.9%) 2 (5.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 17 (9.3%) 55 (30.1%) 80 (43.7%) 22 (12.0%) 6 (3.3%) 3 (1.6%) 183
AB1-07 公募制が定着しないのは、公募ではその時最も適した人材のもとへ募集情報が届くとは限らないからである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 15 (3.3%) 118 (26.3%) 146 (32.5%) 129 (28.7%) 32 (7.1%) 9 (2.0%  449
 国立大学 12 (5.2%) 42 (18.1%) 76 (32.8%) 78 (33.6%) 22 (9.5%) 2 (0.9%  232
 公立大学 1 (3.1%) 6 (18.8%) 13 (40.6%) 9 (28.1%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 2 (1.3%) 66 (43.7%) 49 (32.5%) 27 (17.9%) 4 (2.6%) 3 (2.0%)151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 4 (11.8%) 8 (23.5%) 15 (44.1%) 4 (11.8%) 3 (8.8%) 34
公的研究機関等 10 (5.5%) 52 (28.4%) 53 (29.0%) 53 (29.0%) 11 (6.0%) 4 (2.2%) 183
AB1-08 公募制が定着しないのは、研究人材の側に移動したいという意識が小さいからである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 14 (3.1%) 139 (31.0%) 187 (41.6%) 86 (19.2%) 13 (2.9%) 10 (2.2%) 44
 国立大学 9 (3.9%) 66 (28.4%) 99 (42.7%) 48 (20.7%) 8 (3.4%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 10 (31.3%) 14 (43.8%) 5 (15.6%) 0 (0.0%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 3 (2.0%) 51 (33.8%) 68 (45.0%) 23 (15.2%) 4 (2.6%) 2 (1.3%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 12 (35.3%) 6 (17.6%) 10 (29.4%) 1 (2.9%) 4 (11.8%) 34
公的研究機関等 7 (3.8%) 58 (31.7%) 72 (39.3%) 33 (18.0%) 6 (3.3%) 7 (3.8%) 183
AB1-09 任期期間、再任の回数などを自由に設定できれば、任期付き任用制度をもっと活用したい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 86 (19.2%) 224 (49.9%) 100 (22.3%) 28 (6.2%) 5 (1.1%) 6 (1.3%) 449
 国立大学 47 (20.3%) 105 (45.3%) 58 (25.0%) 16 (6.9%) 5 (2.2%) 1 (0.4%) 232
 公立大学 6 (18.8%) 18 (56.3%) 7 (21.9%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 31 (20.5%) 81 (53.6%) 29 (19.2%) 9 (6.0%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 20 (58.8%) 6 (17.6%) 2 (5.9%) 0 (0.0%) 4 (11.8%) 34
公的研究機関等 35 (19.1%) 87 (47.5%) 46 (25.1%) 8 (4.4%) 3 (1.6%) 4 (2.2%) 183
研究マネージャー（大学、公的研究機関等）
AB1-10 私が責任者を務める組織・部局では、任期付き任用制度を導入してから若手研究者の流動性が向上した。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 14 (3.1%) 90 (20.0%) 139 (31.0%) 41 (9.1%) 31 (6.9%) 134 (29.8%) 449
 国立大学 9 (3.9%) 52 (22.4%) 79 (34.1%) 19 (8.2%) 9 (3.9%) 64 (27.6%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 10 (31.3%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 19 (59.4%) 32
 私立大学 3 (2.0%) 31 (20.5%) 38 (25.2%) 15 (9.9%) 19 (12.6%) 45 (29.8%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 7 (20.6%) 12 (35.3%) 5 (14.7%) 2 (5.9%) 6 (17.6%) 34
公的研究機関等 10 (5.5%) 46 (25.1%) 59 (32.2%) 28 (15.3%) 12 (6.6%) 28 (15.3%) 183
AB1-11 私が責任者を務める組織・部局では、任期付き任用制度を導入してから中堅・シニア研究者の流動性が向上した。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 8 (1.8%) 36 (8.0%) 161 (35.9%) 65 (14.5%) 44 (9.8%) 135 (30.1%) 449
 国立大学 4 (1.7%) 25 (10.8%) 94 (40.5%) 31 (13.4%) 15 (6.5%) 63 (27.2%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 9 (28.1%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 20 (62.5%) 32
 私立大学 2 (1.3%) 8 (5.3%) 47 (31.1%) 24 (15.9%) 25 (16.6%) 45 (29.8%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 3 (8.8%) 11 (32.4%) 8 (23.5%) 3 (8.8%) 7 (20.6%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 12 (6.6%) 66 (36.1%) 51 (27.9%) 23 (12.6%) 28 (15.3%) 183
AB1-12 任期制の導入は組織の活性化、研究開発効率の向上に効果があると思う。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 70 (15.6%) 223 (49.7%) 118 (26.3%) 15 (3.3%) 6 (1.3%) 17 (3.8% 449
 国立大学 33 (14.2%) 110 (47.4%) 72 (31.0%) 9 (3.9%) 5 (2.2%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 3 (9.4%) 15 (46.9%) 11 (34.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 29 (19.2%) 80 (53.0%) 27 (17.9%) 4 (2.6%) 1 (0.7%) 10 (6.6%) 151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 18 (52.9%) 8 (23.5%) 2 (5.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 19 (10.4%) 96 (52.5%) 46 (25.1%) 6 (3.3%) 9 (4.9%) 7 (3.8%) 183
AB1-13 優秀な留学生や海外からのポストドクターを日本の研究人材として定着させるための方策を講じるべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 147 (32.7%) 244 (54.3%) 49 (10.9%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 8 (1.8%) 449
 国立大学 83 (35.8%) 123 (53.0%) 25 (10.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 232
 公立大学 15 (46.9%) 14 (43.8%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 39 (25.8%) 91 (60.3%) 17 (11.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4 (2.6%)151
 大学共同利用機関 10 (29.4%) 16 (47.1%) 5 (14.7%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 46 (25.1%) 99 (54.1%) 20 (10.9%) 10 (5.5%) 3 (1.6%) 5 (2.7%) 183
AB1-14 海外からの研究人材は組織を活性化させ、研究開発の効率を上昇させる。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 96 (21.4%) 237 (52.8%) 106 (23.6%) 1 (0.2%) 1 (0.2%) 8 (1.8%) 449
 国立大学 50 (21.6%) 122 (52.6%) 56 (24.1%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 3 (1.3% 232
 公立大学 10 (31.3%) 17 (53.1%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 30 (19.9%) 77 (51.0%) 41 (27.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (2.0%) 151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 21 (61.8%) 6 (17.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.934
公的研究機関等 25 (13.7%) 87 (47.5%) 57 (31.1%) 5 (2.7%) 4 (2.2%) 5 (2.7%) 183
AB1-15 今後の任期付き任用の適用者数を(      )。
非常に増やしたい 増やしたい 現状程度としたい 減らしたい 非常に減らしたい 無回答 計
大学 19 (4.2%) 267 (59.5%) 84 (18.7%) 5 (1.1%) 0 (0.0%) 74 (16.5%) 449
 国立大学 13 (5.6%) 129 (55.6%) 48 (20.7%) 4 (1.7%) 0 (0.0%) 38 (16.4%) 232
 公立大学 3 (9.4%) 18 (56.3%) 5 (15.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 6 (18.8%) 32
 私立大学 1 (0.7%) 102 (67.5%) 22 (14.6%) 1 (0.7%) 0 (0.0%) 25 (16.6%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 18 (52.9%) 9 (26.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (14.7%) 34
公的研究機関等 5 (2.7%) 87 (47.5%) 63 (34.4%) 4 (2.2%) 4 (2.2%) 20 (10.9%) 183
AB1-16 若手研究者の(      )程度には任期付き任用制度を適用すべきである。
1割 3割 5割 7割 9割 無回答 計
大学 22 (4.9%) 93 (20.7%) 118 (26.3%) 38 (8.5%) 118 (26.3%) 60 (13.4 449
 国立大学 12 (5.2%) 46 (19.8%) 56 (24.1%) 20 (8.6%) 64 (27.6%) 34 (14.7%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 6 (18.8%) 9 (28.1%) 1 (3.1%) 10 (31.3%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 9 (6.0%) 41 (27.2%) 45 (29.8%) 10 (6.6%) 29 (19.2%) 17 (11.3%  51
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 0 (0.0%) 8 (23.5%) 7 (20.6%) 15 (44.1%) 4 (11.8%) 34
公的研究機関等 29 (15.8%) 42 (23.0%) 50 (27.3%) 21 (11.5%) 24 (13.1%) 17 (9.3%) 83
AB1-17 私が責任者を務める組織・部局では、任期付き任用制度の適用者のうち、若手研究者※1がおよそ(       )を占めている。
1割 3割 5割 7割 9割 無回答 計
大学 104 (23.2%) 52 (11.6%) 32 (7.1%) 28 (6.2%) 46 (10.2%) 187 (41.6%) 449
 国立大学 57 (24.6%) 31 (13.4%) 19 (8.2%) 14 (6.0%) 27 (11.6%) 84 (36.2%) 232
 公立大学 3 (9.4%) 1 (3.1%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 23 (71.9%) 32
 私立大学 39 (25.8%) 14 (9.3%) 6 (4.0%) 10 (6.6%) 9 (6.0%) 73 (48.3%) 151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 6 (17.6%) 4 (11.8%) 3 (8.8%) 9 (26.5%) 7 (20.6%) 34












大学 236 (52.6%) 292 (65.0%) 119 (26.5%) 187 (41.6%) 137 (30.5%) 5 ( 1%) 449
 国立大学 124 (53.4%) 146 (62.9%) 65 (28.0%) 91 (39.2%) 58 (25.0%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 15 (46.9%) 21 (65.6%) 6 (18.8%) 17 (53.1%) 11 (34.4%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 75 (49.7%) 101 (66.9%) 35 (23.2%) 67 (44.4%) 51 (33.8%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 22 (64.7%) 24 (70.6%) 13 (38.2%) 12 (35.3%) 17 (50.0%) 0 (0.0%) 34















大学 183 (40.8%) 110 (24.5%) 47 (10.5%) 212 (47.2%) 61 (13.6%) 27 (6.0%) 449
 国立大学 73 (31.5%) 58 (25.0%) 18 (7.8%) 109 (47.0%) 35 (15.1%) 17 (7.3%) 232
 公立大学 20 (62.5%) 10 (31.3%) 1 (3.1%) 11 (34.4%) 6 (18.8%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 77 (51.0%) 31 (20.5%) 26 (17.2%) 70 (46.4%) 19 (12.6%) 6 (4.0%) 151
 大学共同利用機関 13 (38.2%) 11 (32.4%) 2 (5.9%) 22 (64.7%) 1 (2.9%) 3 (8.8%) 34
公的研究機関等 58 (31.7%) 94 (51.4%) 25 (13.7%) 97 (53.0%) 19 (10.4%) 15 (8.2%) 183
AB1-20 あなたが責任者を務める組織・部局では、任期付き任用制度を導入していますか。
はい いいえ 無回答 計
大学 244 (54.3%) 192 (42.8%) 13 (2.9%) 449
 国立大学 135 (58.2%) 90 (38.8%) 7 (3.0%) 232
 公立大学 7 (21.9%) 25 (78.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 72 (47.7%) 74 (49.0%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 30 (88.2%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34












大学 76 (31.1%) 93 (38.1%) 88 (36.1%) 40 (16.4%) 14 (5.7%) 19 (7.8%) 244
 国立大学 31 (23.0%) 64 (47.4%) 55 (40.7%) 22 (16.3%) 7 (5.2%) 7 (5.2%) 135
 公立大学 3 (42.9%) 1 (14.3%) 2 (28.6%) 2 (28.6%) 1 (14.3%) 0 (0.0%) 7
 私立大学 32 (44.4%) 21 (29.2%) 18 (25.0%) 8 (11.1%) 2 (2.8%) 9 (12.5%) 72
 大学共同利用機関 10 (33.3%) 7 (23.3%) 13 (43.3%) 8 (26.7%) 4 (13.3%) 3 (10.0%) 30










大学 25 (13.0%) 5 (2.6%) 30 (15.6%) 36 (18.8%) 77 (40.1%) 192
 国立大学 9 (10.0%) 2 (2.2%) 19 (21.1%) 22 (24.4%) 37 (41.1%) 90
 公立大学 5 (20.0%) 0 (0.0%) 4 (16.0%) 1 (4.0%) 6 (24.0%) 25
 私立大学 11 (14.9%) 3 (4.1%) 6 (8.1%) 13 (17.6%) 32 (43.2%) 74
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 0 (0.0%) 2 (66.7%) 3










大学 174 (38.8%) 132 (29.4%) 134 (29.8%) 83 (18.5%) 86 (19.2%) 59 (13.1%) 449
 国立大学 87 (37.5%) 61 (26.3%) 62 (26.7%) 35 (15.1%) 60 (25.9%) 33 (14.2%) 232
 公立大学 12 (37.5%) 9 (28.1%) 10 (31.3%) 13 (40.6%) 4 (12.5%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 69 (45.7%) 56 (37.1%) 54 (35.8%) 29 (19.2%) 15 (9.9%) 15 (9.9%) 151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 6 (17.6%) 8 (23.5%) 6 (17.6%) 7 (20.6%) 9 (26.5%) 34













大学 277 (61.7%) 62 (13.8%) 174 (38.8%) 168 (37.4%) 17 (3.8%) 64 (14.3%) 449
 国立大学 146 (62.9%) 34 (14.7%) 86 (37.1%) 87 (37.5%) 9 (3.9%) 40 (17.2%) 232
 公立大学 20 (62.5%) 2 (6.3%) 14 (43.8%) 12 (37.5%) 0 (0.0%) 4 (12.5%) 32
 私立大学 97 (64.2%) 26 (17.2%) 62 (41.1%) 54 (35.8%) 5 (3.3%) 10 (6.6%) 151
 大学共同利用機関 14 (41.2%) 0 (0.0%) 12 (35.3%) 15 (44.1%) 3 (8.8%) 10 (29.4%) 34













大学 79 (17.6%) 113 (25.2%) 182 (40.5%) 240 (53.5%) 25 (5.6%) 73 (16.3%) 449
 国立大学 39 (16.8%) 65 (28.0%) 93 (40.1%) 128 (55.2%) 11 (4.7%) 43 (18.5%) 232
 公立大学 8 (25.0%) 5 (15.6%) 15 (46.9%) 13 (40.6%) 3 (9.4%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 28 (18.5%) 40 (26.5%) 62 (41.1%) 81 (53.6%) 7 (4.6%) 15 (9.9%) 151
 大学共同利用機関 4 (11.8%) 3 (8.8%) 12 (35.3%) 18 (52.9%) 4 (11.8%) 10 (29.4%) 34
公的研究機関等 35 (19.1%) 30 (16.4%) 61 (33.3%) 62 (33.9%) 16 (8.7%) 44 (24.0%) 183
AB2-01 博士課程進学者を増加させるべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 133 (29.6%) 149 (33.2%) 128 (28.5%) 29 (6.5%) 7 (1.6%) 3 (0.7%) 449
 国立大学 66 (28.4%) 69 (29.7%) 73 (31.5%) 17 (7.3%) 6 (2.6%) 1 (0.4% 232
 公立大学 6 (18.8%) 14 (43.8%) 10 (31.3%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 56 (37.1%) 60 (39.7%) 31 (20.5%) 3 (2.0%) 0 (0.0%) 1 (0.7%)151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 6 (17.6%) 14 (41.2%) 7 (20.6%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 14 (7.7%) 45 (24.6%) 89 (48.6%) 25 (13.7%) 8 (4.4%) 2 (1.1%) 183
AB2-02 博士課程の学生を経済的により支援すべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 276 (61.5%) 158 (35.2%) 12 (2.7%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 2 (0.4%) 449
 国立大学 153 (65.9%) 73 (31.5%) 6 (2.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 232
 公立大学 17 (53.1%) 13 (40.6%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 90 (59.6%) 58 (38.4%) 2 (1.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 16 (47.1%) 14 (41.2%) 2 (5.9%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 35 (19.1%) 97 (53.0%) 39 (21.3%) 7 (3.8%) 3 (1.6%) 2 (1.1%) 183
研究マネージャー（大学、公的研究機関等）
AB2-03 ポストドクターの支援期間は(      )程度が適当である。
1年 3年 5年 7年 8年以上 無回答 計
大学 16 (3.6%) 297 (66.1%) 125 (27.8%) 2 (0.4%) 4 (0.9%) 5 (1.1%) 449
 国立大学 6 (2.6%) 148 (63.8%) 74 (31.9%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 23 (71.9%) 8 (25.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 9 (6.0%) 108 (71.5%) 29 (19.2%) 1 (0.7%) 2 (1.3%) 2 (1.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 18 (52.9%) 14 (41.2%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 6 (3.3%) 104 (56.8%) 56 (30.6%) 9 (4.9%) 1 (0.5%) 7 (3.8%) 183
AB2-04 研究者は(      )歳くらいまでに自分の生活を維持できるよう経済面の自立をすべきである。
30 35 40 45 年齢とは関係ない 無回答 計
大学 211 (47.0%) 180 (40.1%) 16 (3.6%) 0 (0.0%) 36 (8.0%) 6 (1.3%) 449
 国立大学 122 (52.6%) 84 (36.2%) 8 (3.4%) 0 (0.0%) 17 (7.3%) 1 (0.4%) 232
 公立大学 11 (34.4%) 16 (50.0%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 66 (43.7%) 64 (42.4%) 6 (4.0%) 0 (0.0%) 12 (7.9%) 3 (2.0%) 151
 大学共同利用機関 12 (35.3%) 16 (47.1%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 80 (43.7%) 79 (43.2%) 5 (2.7%) 0 (0.0%) 15 (8.2%) 4 (2.2%) 183
AB2-05 研究者は(      )歳くらいまでに自分で研究テーマを設定し遂行できるよう研究面の自立をすべきである。
30 35 40 45 年齢とは関係ない 無回答 計
大学 161 (35.9%) 226 (50.3%) 31 (6.9%) 0 (0.0%) 24 (5.3%) 7 (1.6%) 449
 国立大学 91 (39.2%) 108 (46.6%) 20 (8.6%) 0 (0.0%) 11 (4.7%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 11 (34.4%) 15 (46.9%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 46 (30.5%) 90 (59.6%) 6 (4.0%) 0 (0.0%) 6 (4.0%) 3 (2.0%) 151
 大学共同利用機関 13 (38.2%) 13 (38.2%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 64 (35.0%) 80 (43.7%) 19 (10.4%) 0 (0.0%) 17 (9.3%) 3 (1.6%) 183
AB2-06 若手研究者が研究面で自立するためには、多様な研究組織で経験を積むことが重要である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 101 (22.5%) 190 (42.3%) 143 (31.8%) 10 (2.2%) 2 (0.4%) 3 (0.7% 449
 国立大学 50 (21.6%) 96 (41.4%) 81 (34.9%) 4 (1.7%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 232
 公立大学 8 (25.0%) 13 (40.6%) 8 (25.0%) 3 (9.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 37 (24.5%) 65 (43.0%) 44 (29.1%) 2 (1.3%) 2 (1.3%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 16 (47.1%) 10 (29.4%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 29 (15.8%) 64 (35.0%) 80 (43.7%) 6 (3.3%) 2 (1.1%) 2 (1.1%) 183
AB2-07 若手研究者が研究面で自立するためには、一つの研究組織でじっくりと研究能力を高めることが重要である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 3 (0.7%) 50 (11.1%) 280 (62.4%) 92 (20.5%) 19 (4.2%) 5 (1.1%) 449
 国立大学 2 (0.9%) 29 (12.5%) 145 (62.5%) 43 (18.5%) 11 (4.7%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 2 (6.3%) 20 (62.5%) 9 (28.1%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 2
 私立大学 1 (0.7%) 15 (9.9%) 98 (64.9%) 31 (20.5%) 4 (2.6%) 2 (1.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 4 (11.8%) 17 (50.0%) 9 (26.5%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 29 (15.8%) 105 (57.4%) 35 (19.1%) 8 (4.4%) 3 (1.6%) 183
AB2-08 若手向け外部競争的資金の拡充は若手研究者の自立に貢献している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 66 (14.7%) 243 (54.1%) 109 (24.3%) 27 (6.0%) 2 (0.4%) 2 (0.4%) 449
 国立大学 38 (16.4%) 121 (52.2%) 55 (23.7%) 16 (6.9%) 2 (0.9%) 0 (0.0%) 232
 公立大学 7 (21.9%) 15 (46.9%) 8 (25.0%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 16 (10.6%) 89 (58.9%) 39 (25.8%) 6 (4.0%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 18 (52.9%) 7 (20.6%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 19 (10.4%) 92 (50.3%) 50 (27.3%) 18 (9.8%) 3 (1.6%) 1 (0.5%) 183
AB2-09 教授、助教授、助手等からなる旧来の職階制度は若手の自立を阻害する。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 35 (7.8%) 111 (24.7%) 246 (54.8%) 45 (10.0%) 10 (2.2%) 2 (0.4%) 449
 国立大学 21 (9.1%) 48 (20.7%) 132 (56.9%) 24 (10.3%) 7 (3.0%) 0 (0.0 232
 公立大学 2 (6.3%) 12 (37.5%) 17 (53.1%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 9 (6.0%) 43 (28.5%) 84 (55.6%) 12 (7.9%) 2 (1.3%) 1 (0.7%) 51
 大学共同利用機関 3 (8.8%) 8 (23.5%) 13 (38.2%) 8 (23.5%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 19 (10.4%) 73 (39.9%) 78 (42.6%) 11 (6.0%) 1 (0.5%) 1 (0.5%) 183
AB2-10 あなたが責任者を務める組織・部局では、ポストドクターを受け入れていますか。
はい いいえ 無回答 計
大学 342 (76.2%) 99 (22.0%) 8 (1.8%) 449
 国立大学 200 (86.2%) 28 (12.1%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 20 (62.5%) 10 (31.3%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 91 (60.3%) 59 (39.1%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 31 (91.2%) 2 (5.9%) 1 (2.9%) 34











大学 258 (75.4%) 147 (43.0%) 110 (32.2%) 89 (26.0%) 33 (9.6%) 6 (1.8%) 342
 国立大学 151 (75.5%) 88 (44.0%) 64 (32.0%) 56 (28.0%) 17 (8.5%) 4 (2.0%) 200
 公立大学 16 (80.0%) 7 (35.0%) 7 (35.0%) 5 (25.0%) 2 (10.0%) 0 (0.0%)20
 私立大学 65 (71.4%) 41 (45.1%) 37 (40.7%) 19 (20.9%) 14 (15.4%) 1 (1.1%) 91
 大学共同利用機関 26 (83.9%) 11 (35.5%) 2 (6.5%) 9 (29.0%) 0 (0.0%) 1 (3.2%) 31
















大学 1 (1.0%) 17 (17.2%) 16 (16.2%) 21 (21.2%) 11 (11.1%) 27 (27.3%) 99
 国立大学 0 (0.0%) 4 (14.3%) 2 (7.1%) 12 (42.9%) 1 (3.6%) 8 (28.6%) 28
 公立大学 0 (0.0%) 1 (10.0%) 4 (40.0%) 2 (20.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 10
 私立大学 1 (1.7%) 12 (20.3%) 10 (16.9%) 6 (10.2%) 8 (13.6%) 19 (32.2%) 59
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (50.0%) 1 (50.0%) 0 (0.0%)2












大学 13 (2.9%) 240 (53.5%) 291 (64.8%) 134 (29.8%) 14 (3.1%) 5 (1.1449
 国立大学 8 (3.4%) 128 (55.2%) 167 (72.0%) 67 (28.9%) 4 (1.7%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 16 (50.0%) 21 (65.6%) 10 (31.3%) 1 (3.1%) 1 (3.1%)32
 私立大学 5 (3.3%) 79 (52.3%) 85 (56.3%) 46 (30.5%) 6 (4.0%) 1 (0.7%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 17 (50.0%) 18 (52.9%) 11 (32.4%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 34










大学 144 (32.1%) 107 (23.8%) 178 (39.6%) 69 (15.4%) 38 (8.5%) 449
 国立大学 73 (31.5%) 59 (25.4%) 94 (40.5%) 40 (17.2%) 22 (9.5%) 232
 公立大学 6 (18.8%) 8 (25.0%) 13 (40.6%) 7 (21.9%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 50 (33.1%) 36 (23.8%) 54 (35.8%) 21 (13.9%) 7 (4.6%) 151
 大学共同利用機関 15 (44.1%) 4 (11.8%) 17 (50.0%) 1 (2.9%) 6 (17.6%) 34
公的研究機関等 53 (29.0%) 28 (15.3%) 57 (31.1%) 35 (19.1%) 21 (11.5%) 183
AB2-14 ポストドクターの数は今後どのようにあるべきだと思いますか。
大幅に増えるのが
よい 増えるのがよい 現状程度でよい 減るのがよい
大幅に減るのがよ
い 無回答 計
大学 50 (11.1%) 200 (44.5%) 137 (30.5%) 38 (8.5%) 10 (2.2%) 14 (3.1%) 449
 国立大学 31 (13.4%) 109 (47.0%) 66 (28.4%) 15 (6.5%) 4 (1.7%) 7 (3.0%) 232
 公立大学 2 (6.3%) 13 (40.6%) 12 (37.5%) 2 (6.3%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 15 (9.9%) 67 (44.4%) 45 (29.8%) 16 (10.6%) 3 (2.0%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 11 (32.4%) 14 (41.2%) 5 (14.7%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 4 (2.2%) 52 (28.4%) 80 (43.7%) 30 (16.4%) 5 (2.7%) 12 (6.6%) 183
AB2-15 あなたが責任者を務める組織・部局では、若手研究者が自立するための制度や環境として不足しているものはありますか。
ある ない 無回答 計
大学 335 (74.6%) 87 (19.4%) 27 (6.0%) 449
 国立大学 182 (78.4%) 38 (16.4%) 12 (5.2%) 232
 公立大学 26 (81.3%) 4 (12.5%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 110 (72.8%) 29 (19.2%) 12 (7.9%) 151
 大学共同利用機関 17 (50.0%) 16 (47.1%) 1 (2.9%) 34








大学 29 (6.5%) 14 (3.1%) 55 (12.2%) 62 (13.8%) 296 (65.9%) 34 (7.6%) 449
 国立大学 12 (5.2%) 4 (1.7%) 24 (10.3%) 37 (15.9%) 158 (68.1%) 15 (6.5%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 1 (3.1%) 5 (15.6%) 6 (18.8%) 21 (65.6%) 4 (12.5%) 32
 私立大学 13 (8.6%) 8 (5.3%) 22 (14.6%) 16 (10.6%) 100 (66.2%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 4 (11.8%) 1 (2.9%) 4 (11.8%) 3 (8.8%) 17 (50.0%) 6 (17.6%) 34








大学 30 (6.7%) 19 (4.2%) 35 (7.8%) 60 (13.4%) 314 (69.9%) 24 (5.3%) 449
 国立大学 15 (6.5%) 2 (0.9%) 13 (5.6%) 38 (16.4%) 164 (70.7%) 10 (4.3%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 2 (6.3%) 7 (21.9%) 4 (12.5%) 24 (75.0%) 4 (12.5%) 32
 私立大学 10 (6.6%) 12 (7.9%) 13 (8.6%) 13 (8.6%) 109 (72.2%) 6 (4.0%) 151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 3 (8.8%) 2 (5.9%) 5 (14.7%) 17 (50.0%) 4 (11.8%) 34





ネータ 研究支援職 転換の事例はない その他 計
大学 71 (15.8%) 103 (22.9%) 35 (7.8%) 46 (10.2%) 224 (49.9%) 37 (8.2%) 449
 国立大学 36 (15.5%) 47 (20.3%) 24 (10.3%) 20 (8.6%) 117 (50.4%) 16 (6.9%) 232
 公立大学 3 (9.4%) 7 (21.9%) 1 (3.1%) 4 (12.5%) 19 (59.4%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 23 (15.2%) 41 (27.2%) 6 (4.0%) 17 (11.3%) 74 (49.0%) 13 (8.6%) 151
 大学共同利用機関 9 (26.5%) 8 (23.5%) 4 (11.8%) 5 (14.7%) 14 (41.2%) 3 (8.8%) 34







思う 思わない 無回答 計
大学 356 (79.3%) 63 (14.0%) 30 (6.7%) 449
 国立大学 180 (77.6%) 32 (13.8%) 20 (8.6%) 232
 公立大学 24 (75.0%) 5 (15.6%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 125 (82.8%) 21 (13.9%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 27 (79.4%) 5 (14.7%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 152 (83.1%) 21 (11.5%) 10 (5.5%) 183
AB3-05 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、組織として取り組むべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
大学 289 (64.4%) 121 (26.9%) 39 (8.7%) 449
 国立大学 145 (62.5%) 63 (27.2%) 24 (10.3%) 232
 公立大学 22 (68.8%) 7 (21.9%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 98 (64.9%) 44 (29.1%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 24 (70.6%) 7 (20.6%) 3 (8.8%) 34
公的研究機関等 133 (72.7%) 28 (15.3%) 22 (12.0%) 183
AB3-06 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、研究者自身の資質・能力として充実すべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
大学 304 (67.7%) 79 (17.6%) 66 (14.7%) 449
 国立大学 148 (63.8%) 46 (19.8%) 38 (16.4%) 232
 公立大学 20 (62.5%) 4 (12.5%) 8 (25.0%) 32
 私立大学 113 (74.8%) 22 (14.6%) 16 (10.6%) 151
 大学共同利用機関 23 (67.6%) 7 (20.6%) 4 (11.8%) 34
公的研究機関等 141 (77.0%) 17 (9.3%) 25 (13.7%) 183
AB3-07 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、環境や制度として充実すべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
大学 320 (71.3%) 65 (14.5%) 64 (14.3%) 449
 国立大学 156 (67.2%) 33 (14.2%) 43 (18.5%) 232
 公立大学 22 (68.8%) 3 (9.4%) 7 (21.9%) 32
 私立大学 114 (75.5%) 25 (16.6%) 12 (7.9%) 151
 大学共同利用機関 28 (82.4%) 4 (11.8%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 127 (69.4%) 26 (14.2%) 30 (16.4%) 183
AB3-08 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、民間企業に期待する点はありますか。
ある ない 無回答 計
大学 332 (73.9%) 68 (15.1%) 49 (10.9%) 449
 国立大学 164 (70.7%) 38 (16.4%) 30 (12.9%) 232
 公立大学 26 (81.3%) 1 (3.1%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 118 (78.1%) 21 (13.9%) 12 (7.9%) 151
 大学共同利用機関 24 (70.6%) 8 (23.5%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 109 (59.6%) 48 (26.2%) 26 (14.2%) 183
AB4-01 研究機関を活性化し、研究効率を高めるためには一般に、機関の長のイニシアティブによるマネジメントが必要不可欠である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 127 (28.3%) 234 (52.1%) 72 (16.0%) 5 (1.1%) 5 (1.1%) 6 (1.3%) 449
 国立大学 66 (28.4%) 118 (50.9%) 38 (16.4%) 5 (2.2%) 3 (1.3%) 2 (0.9% 2 2
 公立大学 6 (18.8%) 20 (62.5%) 6 (18.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 45 (29.8%) 82 (54.3%) 21 (13.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (2.0%)151
 大学共同利用機関 10 (29.4%) 14 (41.2%) 7 (20.6%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 76 (41.5%) 69 (37.7%) 30 (16.4%) 6 (3.3%) 1 (0.5%) 1 (0.5%) 183
AB4-02 私が所属する機関では、機関の長のイニシアティブによるマネジメントを実践している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 20 (4.5%) 150 (33.4%) 156 (34.7%) 81 (18.0%) 34 (7.6%) 8 (1.8%) 449
 国立大学 10 (4.3%) 72 (31.0%) 88 (37.9%) 44 (19.0%) 16 (6.9%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 9 (28.1%) 15 (46.9%) 4 (12.5%) 3 (9.4%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 8 (5.3%) 48 (31.8%) 47 (31.1%) 29 (19.2%) 14 (9.3%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 21 (61.8%) 6 (17.6%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 22 (12.0%) 89 (48.6%) 51 (27.9%) 16 (8.7%) 3 (1.6%) 2 (1.1%) 183
AB4-03 私が所属する機関では、機関の長には機動的な組織運営を実現するための人事および財政の権限がある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 17 (3.8%) 88 (19.6%) 119 (26.5%) 147 (32.7%) 68 (15.1%) 10 (2.2  449
 国立大学 6 (2.6%) 46 (19.8%) 65 (28.0%) 85 (36.6%) 28 (12.1%) 2 (0.9%  232
 公立大学 2 (6.3%) 1 (3.1%) 7 (21.9%) 12 (37.5%) 10 (31.3%) 0 (0.0%) 2
 私立大学 7 (4.6%) 21 (13.9%) 41 (27.2%) 46 (30.5%) 29 (19.2%) 7 (4.6%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 20 (58.8%) 6 (17.6%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 22 (12.0%) 79 (43.2%) 46 (25.1%) 25 (13.7%) 6 (3.3%) 5 (2.7%) 183
AB4-04 研究者は研究に専念し、研究組織のマネジメントは研究者以外の経営の経験を持つマネジメント専任者が担当すべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 29 (6.5%) 108 (24.1%) 212 (47.2%) 64 (14.3%) 30 (6.7%) 6 (1.3%449
 国立大学 20 (8.6%) 53 (22.8%) 102 (44.0%) 34 (14.7%) 20 (8.6%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 14 (43.8%) 14 (43.8%) 3 (9.4%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 6 (4.0%) 39 (25.8%) 79 (52.3%) 19 (12.6%) 6 (4.0%) 2 (1.3%) 151
 大学共同利用機関 3 (8.8%) 2 (5.9%) 17 (50.0%) 8 (23.5%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34





はい いいえ 無回答 計
大学 50 (11.1%) 388 (86.4%) 11 (2.4%) 449
 国立大学 13 (5.6%) 214 (92.2%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 2 (6.3%) 30 (93.8%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 32 (21.2%) 115 (76.2%) 4 (2.6%) 151
 大学共同利用機関 3 (8.8%) 29 (85.3%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 83 (45.4%) 94 (51.4%) 6 (3.3%) 183
AB4-06 私が責任者を務める組織・部局では、研究者の評価に優れた研究者集団の見識による評価を行っている。
はい いいえ 無回答 計
大学 229 (51.0%) 208 (46.3%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 139 (59.9%) 87 (37.5%) 6 (2.6%) 232
 公立大学 10 (31.3%) 22 (68.8%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 53 (35.1%) 93 (61.6%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 27 (79.4%) 6 (17.6%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 114 (62.3%) 60 (32.8%) 9 (4.9%) 183
AB4-07
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 100 (22.3%) 245 (54.6%) 86 (19.2%) 5 (1.1%) 3 (0.7%) 10 (2.2%) 449
 国立大学 47 (20.3%) 128 (55.2%) 48 (20.7%) 2 (0.9%) 2 (0.9%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 8 (25.0%) 16 (50.0%) 8 (25.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 39 (25.8%) 80 (53.0%) 25 (16.6%) 2 (1.3%) 1 (0.7%) 4 (2.6%)151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 21 (61.8%) 5 (14.7%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 27 (14.8%) 97 (53.0%) 48 (26.2%) 2 (1.1%) 6 (3.3%) 3 (1.6%) 183
AB4-08 非常に高い評価を受けた研究者に対して際立った処遇をしたいが、既存の人事制度の制約があり、それができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 139 (31.0%) 222 (49.4%) 67 (14.9%) 11 (2.4%) 1 (0.2%) 9 (2.0%) 449
 国立大学 65 (28.0%) 123 (53.0%) 36 (15.5%) 4 (1.7%) 0 (0.0%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 15 (46.9%) 13 (40.6%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 51 (33.8%) 73 (48.3%) 21 (13.9%) 2 (1.3%) 0 (0.0%) 4 (2.6%) 151
 大学共同利用機関 8 (23.5%) 13 (38.2%) 8 (23.5%) 4 (11.8%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 40 (21.9%) 76 (41.5%) 40 (21.9%) 17 (9.3%) 4 (2.2%) 6 (3.3%) 183
AB4-09 非常に低い評価を受けた研究者に対して職種の転換や転出の斡旋をしたいが、既存の人事制度の制約があり、それができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 171 (38.1%) 202 (45.0%) 51 (11.4%) 12 (2.7%) 2 (0.4%) 11 (2.4%) 449
 国立大学 88 (37.9%) 111 (47.8%) 21 (9.1%) 7 (3.0%) 1 (0.4%) 4 (1.7%)232
 公立大学 17 (53.1%) 9 (28.1%) 5 (15.6%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 55 (36.4%) 69 (45.7%) 20 (13.2%) 2 (1.3%) 0 (0.0%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 11 (32.4%) 13 (38.2%) 5 (14.7%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 34










大学 188 (41.9%) 226 (50.3%) 70 (15.6%) 10 (2.2%) 15 (3.3%) 63 (14.0  449
 国立大学 88 (37.9%) 106 (45.7%) 46 (19.8%) 1 (0.4%) 9 (3.9%) 37 (15.9%) 232
 公立大学 13 (40.6%) 18 (56.3%) 5 (15.6%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 9 (28.1%) 32
 私立大学 64 (42.4%) 90 (59.6%) 16 (10.6%) 6 (4.0%) 6 (4.0%) 12 (7.9% 151
 大学共同利用機関 23 (67.6%) 12 (35.3%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 5 (14.7%) 34










大学 164 (36.5%) 226 (50.3%) 82 (18.3%) 9 (2.0%) 9 (2.0%) 72 (16.0%) 449
 国立大学 71 (30.6%) 111 (47.8%) 51 (22.0%) 1 (0.4%) 6 (2.6%) 46 (19.8%) 232
 公立大学 12 (37.5%) 17 (53.1%) 6 (18.8%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 6 (18.8%) 32
 私立大学 63 (41.7%) 88 (58.3%) 20 (13.2%) 5 (3.3%) 3 (2.0%) 14 (9.3%) 151
 大学共同利用機関 18 (52.9%) 10 (29.4%) 5 (14.7%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 6 (17.6%) 34
公的研究機関等 125 (68.3%) 40 (21.9%) 30 (16.4%) 44 (24.0%) 6 (3.3%) 13 (7.1%) 183
AB4-12 あなたが責任者を務める組織・部局では研究者の評価に際して、次の定量的指標のうちどれを用いていますか。（複数回答可）
発表論文の数 論文の引用度数 特許出願数 外部資金獲得額 定量指標は用いていない その他 計
大学 324 (72.2%) 122 (27.2%) 78 (17.4%) 138 (30.7%) 88 (19.6%) 46 (1 2  449
 国立大学 166 (71.6%) 76 (32.8%) 45 (19.4%) 81 (34.9%) 41 (17.7%) 27 (11.6%) 232
 公立大学 25 (78.1%) 7 (21.9%) 8 (25.0%) 11 (34.4%) 7 (21.9%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 119 (78.8%) 35 (23.2%) 24 (15.9%) 43 (28.5%) 25 (16.6%) 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 14 (41.2%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 3 (8.8%) 15 (44.1%) 9 (26.5%) 34
公的研究機関等 114 (62.3%) 19 (10.4%) 59 (32.2%) 39 (21.3%) 43 (23.5%) 30 (16.4%) 183
AB4-13 あなたが責任者を務める組織・部局では、研究者個人の評価結果は個人の処遇としてどのように反映されていますか。（複数回答可）
給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金 反映されていない その他 計
大学 39 (8.7%) 78 (17.4%) 48 (10.7%) 95 (21.2%) 248 (55.2%) 39 (8.7449
 国立大学 28 (12.1%) 58 (25.0%) 29 (12.5%) 38 (16.4%) 120 (51.7%) 19 (8.2%) 232
 公立大学 2 (6.3%) 2 (6.3%) 3 (9.4%) 8 (25.0%) 19 (59.4%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 7 (4.6%) 11 (7.3%) 13 (8.6%) 40 (26.5%) 92 (60.9%) 10 (6.6%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 7 (20.6%) 3 (8.8%) 9 (26.5%) 17 (50.0%) 5 (14.7%) 34





給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金 反映されていない その他 計
大学 7 (1.6%) 22 (4.9%) 68 (15.1%) 88 (19.6%) 278 (61.9%) 25 (5.6%) 449
 国立大学 4 (1.7%) 16 (6.9%) 44 (19.0%) 36 (15.5%) 138 (59.5%) 12 (5.2%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 1 (3.1%) 3 (9.4%) 5 (15.6%) 24 (75.0%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 2 (1.3%) 3 (2.0%) 17 (11.3%) 36 (23.8%) 97 (64.2%) 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 2 (5.9%) 4 (11.8%) 11 (32.4%) 19 (55.9%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 10 (5.5%) 15 (8.2%) 28 (15.3%) 62 (33.9%) 84 (45.9%) 11 (6.0%) 183
AB4-15
はい いいえ 無回答 計
大学 203 (45.2%) 225 (50.1%) 21 (4.7%) 449
 国立大学 117 (50.4%) 105 (45.3%) 10 (4.3%) 232
 公立大学 9 (28.1%) 23 (71.9%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 61 (40.4%) 81 (53.6%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 16 (47.1%) 16 (47.1%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 92 (50.3%) 73 (39.9%) 18 (9.8%) 183
AB4-16 あなたの所属する機関では、機関の長あるいは部門の長が柔軟かつ機動的なマネジメントを行なおうとする際に障害はありますか。
ある ない 無回答 計
大学 274 (61.0%) 137 (30.5%) 38 (8.5%) 449
 国立大学 140 (60.3%) 74 (31.9%) 18 (7.8%) 232
 公立大学 27 (84.4%) 5 (15.6%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 90 (59.6%) 44 (29.1%) 17 (11.3%) 151
 大学共同利用機関 17 (50.0%) 14 (41.2%) 3 (8.8%) 34
公的研究機関等 119 (65.0%) 44 (24.0%) 20 (10.9%) 183
AB5-01 私が責任者を務める組織・部局では、必要とする研究支援者数は、研究者一人当り約(      )人である。
0.2人未満 0.2人以上1.0人未満 1人 2人以上5人未満 5人以上 無回答 計
大学 74 (16.5%) 134 (29.8%) 131 (29.2%) 74 (16.5%) 4 (0.9%) 32 (7.1%) 44
 国立大学 26 (11.2%) 69 (29.7%) 82 (35.3%) 44 (19.0%) 1 (0.4%) 10 (4.3 232
 公立大学 9 (28.1%) 10 (31.3%) 8 (25.0%) 3 (9.4%) 0 (0.0%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 39 (25.8%) 42 (27.8%) 29 (19.2%) 21 (13.9%) 2 (1.3%) 18 (11.9%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 13 (38.2%) 12 (35.3%) 6 (17.6%) 1 (2.9%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 16 (8.7%) 73 (39.9%) 47 (25.7%) 36 (19.7%) 4 (2.2%) 7 (3.8%) 183
AB5-02 私が責任者を務める組織・部局では、確保している研究支援者数は、研究者一人当り約(      )人である。
0.2人未満 0.2人以上1.0人未満 1人 2人以上5人未満 5人以上 無回答 計
大学 254 (56.6%) 125 (27.8%) 26 (5.8%) 16 (3.6%) 2 (0.4%) 26 (5.8%) 449
 国立大学 123 (53.0%) 79 (34.1%) 13 (5.6%) 8 (3.4%) 0 (0.0%) 9 (3.9%) 232
 公立大学 24 (75.0%) 6 (18.8%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 99 (65.6%) 23 (15.2%) 7 (4.6%) 6 (4.0%) 2 (1.3%) 14 (9.3%) 51
 大学共同利用機関 8 (23.5%) 17 (50.0%) 6 (17.6%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 62 (33.9%) 79 (43.2%) 17 (9.3%) 15 (8.2%) 3 (1.6%) 7 (3.8%) 183
AB5-03 私が責任者を務める組織・部局では、研究者一人当りの研究支援業者数は、3年前と比較して(      )。
非常に増加した 増加した かわらない 減少した 非常に減少した 無回答 計
大学 1 (0.2%) 68 (15.1%) 238 (53.0%) 104 (23.2%) 16 (3.6%) 22 (4.9%) 449
 国立大学 1 (0.4%) 38 (16.4%) 95 (40.9%) 78 (33.6%) 15 (6.5%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 6 (18.8%) 19 (59.4%) 5 (15.6%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 16 (10.6%) 107 (70.9%) 13 (8.6%) 0 (0.0%) 15 (9.9%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 8 (23.5%) 17 (50.0%) 8 (23.5%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 4 (2.2%) 50 (27.3%) 86 (47.0%) 30 (16.4%) 1 (0.5%) 12 (6.6%) 183
AB5-04 研究支援者は、必要な時に必要なだけ研究支援業務を外部に委託すればよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 5 (1.1%) 42 (9.4%) 219 (48.8%) 109 (24.3%) 62 (13.8%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 1 (0.4%) 19 (8.2%) 103 (44.4%) 64 (27.6%) 42 (18.1%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 3 (9.4%) 19 (59.4%) 8 (25.0%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 3 (2.0%) 17 (11.3%) 84 (55.6%) 25 (16.6%) 14 (9.3%) 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 3 (8.8%) 13 (38.2%) 12 (35.3%) 5 (14.7%) 0 (0.0%) 34
公的研究機関等 5 (2.7%) 17 (9.3%) 89 (48.6%) 49 (26.8%) 17 (9.3%) 6 (3.3 183
AB5-05 研究支援業務は研究支援者を雇わなくても学生、ポスドクなどの若手研究者が行なえばよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 2 (0.4%) 59 (13.1%) 139 (31.0%) 126 (28.1%) 107 (23.8%) 16 (3.6%) 449
 国立大学 2 (0.9%) 24 (10.3%) 63 (27.2%) 68 (29.3%) 71 (30.6%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 3 (9.4%) 12 (37.5%) 10 (31.3%) 6 (18.8%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 32 (21.2%) 58 (38.4%) 34 (22.5%) 18 (11.9%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 0 (0.0%) 6 (17.6%) 14 (41.2%) 12 (35.3%) 2 (5.9%) 4
公的研究機関等 1 (0.5%) 9 (4.9%) 51 (27.9%) 74 (40.4%) 43 (23.5%) 5 (2.7%) 183
AB5-06 私が責任者を務める組織・部局では、事務支援者数は、(      )。
十分充足している 充足している 不足している非常に不足している 無回答 計
大学 3 (0.7%) 49 (10.9%) 254 (56.6%) 125 (27.8%) 18 (4.0%) 449
 国立大学 1 (0.4%) 12 (5.2%) 128 (55.2%) 87 (37.5%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 4 (12.5%) 18 (56.3%) 8 (25.0%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 2 (1.3%) 23 (15.2%) 89 (58.9%) 26 (17.2%) 11 (7.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 10 (29.4%) 19 (55.9%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 34





AB5-07 私が責任者を務める組織・部局では、事務支援業務は3年前と比較して(      )。
非常に充実した 充実した ほとんど変わらない 不足した 非常に不足した 無回答 計
大学 0 (0.0%) 33 (7.3%) 239 (53.2%) 138 (30.7%) 23 (5.1%) 16 (3.6%) 449
 国立大学 0 (0.0%) 10 (4.3%) 93 (40.1%) 104 (44.8%) 20 (8.6%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 1 (3.1%) 22 (68.8%) 7 (21.9%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 17 (11.3%) 107 (70.9%) 15 (9.9%) 2 (1.3%) 10 (6.6% 51
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 5 (14.7%) 17 (50.0%) 12 (35.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 34
公的研究機関等 0 (0.0%) 24 (13.1%) 110 (60.1%) 36 (19.7%) 4 (2.2%) 9 (4.9%) 183
AB5-08 事務支援者は、必要な時に必要なだけ事務支援業務を外部に委託すればよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 5 (1.1%) 40 (8.9%) 190 (42.3%) 137 (30.5%) 65 (14.5%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 2 (0.9%) 23 (9.9%) 86 (37.1%) 76 (32.8%) 43 (18.5%) 2 (0.9%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 2 (6.3%) 16 (50.0%) 7 (21.9%) 6 (18.8%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 2 (1.3%) 12 (7.9%) 81 (53.6%) 35 (23.2%) 12 (7.9%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 3 (8.8%) 7 (20.6%) 19 (55.9%) 4 (11.8%) 0 (0.0%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 19 (10.4%) 75 (41.0%) 62 (33.9%) 19 (10.4%) 5 (2.7%) 183
AB5-09 私が責任者を務める組織・部局では、事務支援部門は研究現場のニーズに適切に対応することができる。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 1 (0.2%) 76 (16.9%) 153 (34.1%) 154 (34.3%) 49 (10.9%) 16 (3.6%) 449
 国立大学 0 (0.0%) 29 (12.5%) 88 (37.9%) 79 (34.1%) 31 (13.4%) 5 (2.2232
 公立大学 0 (0.0%) 5 (15.6%) 9 (28.1%) 12 (37.5%) 5 (15.6%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 31 (20.5%) 47 (31.1%) 53 (35.1%) 10 (6.6%) 10 (6.6%) 151
 大学共同利用機関 1 (2.9%) 11 (32.4%) 9 (26.5%) 10 (29.4%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 48 (26.2%) 79 (43.2%) 37 (20.2%) 11 (6.0%) 5 (2.7%) 183
AB5-10 事務部門の人事異動の間隔が短く、ノウハウを蓄積し継承することができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 60 (13.4%) 166 (37.0%) 148 (33.0%) 53 (11.8%) 8 (1.8%) 14 (3.1%) 449
 国立大学 41 (17.7%) 100 (43.1%) 66 (28.4%) 19 (8.2%) 3 (1.3%) 3 (1.3 2 2
 公立大学 10 (31.3%) 14 (43.8%) 5 (15.6%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 6 (4.0%) 36 (23.8%) 65 (43.0%) 30 (19.9%) 5 (3.3%) 9 (6.0%)151
 大学共同利用機関 3 (8.8%) 16 (47.1%) 12 (35.3%) 2 (5.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 17 (9.3%) 52 (28.4%) 71 (38.8%) 36 (19.7%) 2 (1.1%) 5 (2.7%) 183
AB5-11 私が責任者を務める組織・部局では、事務支援のスペシャリストの養成が急務である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 129 (28.7%) 219 (48.8%) 73 (16.3%) 13 (2.9%) 2 (0.4%) 13 (2.9%) 449
 国立大学 72 (31.0%) 117 (50.4%) 34 (14.7%) 5 (2.2%) 1 (0.4%) 3 (1.3%) 232
 公立大学 13 (40.6%) 16 (50.0%) 2 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 33 (21.9%) 76 (50.3%) 26 (17.2%) 7 (4.6%) 1 (0.7%) 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 11 (32.4%) 10 (29.4%) 11 (32.4%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 21 (11.5%) 92 (50.3%) 51 (27.9%) 16 (8.7%) 0 (0.0%) 3 (1.6%) 183
AB5-12 私が責任者を務める組織・部局では、研究者と事務支援者の連携は十分に機能している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
大学 0 (0.0%) 138 (30.7%) 193 (43.0%) 75 (16.7%) 29 (6.5%) 14 (3.1%449
 国立大学 0 (0.0%) 70 (30.2%) 98 (42.2%) 41 (17.7%) 19 (8.2%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 8 (25.0%) 15 (46.9%) 6 (18.8%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 39 (25.8%) 71 (47.0%) 25 (16.6%) 7 (4.6%) 9 (6.0%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 21 (61.8%) 9 (26.5%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 79 (43.2%) 72 (39.3%) 23 (12.6%) 2 (1.1%) 4 (2.2%) 183
AB5-13 あなたが責任者を務める組織・部局では、事務支援機能を強化する必要を感じますか。
はい いいえ 無回答 計
大学 363 (80.8%) 61 (13.6%) 25 (5.6%) 449
 国立大学 202 (87.1%) 22 (9.5%) 8 (3.4%) 232
 公立大学 26 (81.3%) 4 (12.5%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 110 (72.8%) 27 (17.9%) 14 (9.3%) 151
 大学共同利用機関 25 (73.5%) 8 (23.5%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 116 (63.4%) 56 (30.6%) 11 (6.0%) 183
ABA-01 年齢(才)
31～40 41～50 51～60 61～70 71～ 無回答 計
大学 0 (0.0%) 32 (7.1%) 208 (46.3%) 179 (39.9%) 18 (4.0%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 0 (0.0%) 20 (8.6%) 129 (55.6%) 77 (33.2%) 1 (0.4%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 1 (3.1%) 14 (43.8%) 15 (46.9%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 0 (0.0%) 3 (2.0%) 46 (30.5%) 84 (55.6%) 13 (8.6%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 8 (23.5%) 19 (55.9%) 3 (8.8%) 3 (8.8%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 3 (1.6%) 39 (21.3%) 117 (63.9%) 18 (9.8%) 2 (1.1%) 4 (2.2%) 183
ABA-02 研究歴(年)
1～5 6～10 10～15 16～20 21～25 26～30
大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (0.4%) 19 (4.2%) 73 (16.3%) 76 (16.9%) 
 国立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13 (5.6%) 44 (19.0%) 41 (17.7%) 
 公立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 4 (12.5%) 7 (21.9%) 
 私立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (2.0%) 21 (13.9%) 18 (11.9%) 
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 2 (5.9%) 4 (11.8%) 10 (29.4%) 
公的研究機関等 7 (3.8%) 7 (3.8%) 14 (7.7%) 21 (11.5%) 31 (16.9%) 42 (23.0%) 
31～35 36～40 40～ なし 無回答 計
大学 125 (27.8%) 90 (20.0%) 50 (11.1%) 2 (0.4%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 76 (32.8%) 38 (16.4%) 15 (6.5%) 0 (0.0%) 5 (2.2%) 3
 公立大学 6 (18.8%) 8 (25.0%) 5 (15.6%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 36 (23.8%) 41 (27.2%) 26 (17.2%) 1 (0.7%) 5 (3.3%) 151
 大学共同利用機関 7 (20.6%) 3 (8.8%) 4 (11.8%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 32 (17.5%) 6 (3.3%) 5 (2.7%) 10 (5.5%) 8 (4.4%) 183
研究マネージャー（大学、公的研究機関等）
ABA-03 大学での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
大学 10 (2.2%) 1 (0.2%) 7 (1.6%) 14 (3.1%) 405 (90.2%) 12 (2.7%) 449
 国立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (0.9%) 8 (3.4%) 216 (93.1%) 6 (2.6%) 232
 公立大学 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.1%) 30 (93.8%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 4 (2.6%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 2 (1.3%) 140 (92.7%) 4 (2.6%) 151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 1 (2.9%) 4 (11.8%) 3 (8.8%) 19 (55.9%) 1 (2.9%) 34
公的研究機関等 70 (38.3%) 13 (7.1%) 46 (25.1%) 26 (14.2%) 23 (12.6%) 5 (2.7%) 183
ABA-04 公的研究機関での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
大学 273 (60.8%) 11 (2.4%) 21 (4.7%) 13 (2.9%) 90 (20.0%) 41 (9.1%)449
 国立大学 153 (65.9%) 6 (2.6%) 7 (3.0%) 3 (1.3%) 45 (19.4%) 18 (7.8%) 232
 公立大学 16 (50.0%) 0 (0.0%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 8 (25.0%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 98 (64.9%) 5 (3.3%) 10 (6.6%) 6 (4.0%) 16 (10.6%) 16 (10.6%) 151
 大学共同利用機関 6 (17.6%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 3 (8.8%) 21 (61.8%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 21 (11.5%) 2 (1.1%) 18 (9.8%) 17 (9.3%) 117 (63.9%) 8 (4.4%) 183
ABA-05 民間での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
大学 340 (75.7%) 11 (2.4%) 26 (5.8%) 9 (2.0%) 23 (5.1%) 40 (8.9%) 449
 国立大学 176 (75.9%) 5 (2.2%) 21 (9.1%) 5 (2.2%) 6 (2.6%) 19 (8.2%) 32
 公立大学 24 (75.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (9.4%) 5 (15.6%) 32
 私立大学 110 (72.8%) 6 (4.0%) 4 (2.6%) 4 (2.6%) 13 (8.6%) 14 (9.3%) 151
 大学共同利用機関 30 (88.2%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 148 (80.9%) 2 (1.1%) 12 (6.6%) 1 (0.5%) 8 (4.4%) 12 (6.6%) 183
ABA-06 海外での研究歴
なし 1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満 5年以上 無回答 計
大学 70 (15.6%) 86 (19.2%) 212 (47.2%) 40 (8.9%) 20 (4.5%) 21 (4.7%) 449
 国立大学 28 (12.1%) 49 (21.1%) 113 (48.7%) 24 (10.3%) 10 (4.3%) 8 (3.4%) 232
 公立大学 4 (12.5%) 4 (12.5%) 19 (59.4%) 1 (3.1%) 1 (3.1%) 3 (9.4%) 32
 私立大学 33 (21.9%) 25 (16.6%) 66 (43.7%) 10 (6.6%) 9 (6.0%) 8 (5.3%151
 大学共同利用機関 5 (14.7%) 8 (23.5%) 14 (41.2%) 5 (14.7%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 58 (31.7%) 36 (19.7%) 57 (31.1%) 17 (9.3%) 10 (5.5%) 5 (2.7%) 183
ABA-07 ポストドクターの経験
なし 1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満 5年以上 無回答 計
大学 298 (66.4%) 26 (5.8%) 75 (16.7%) 19 (4.2%) 4 (0.9%) 27 (6.0%) 449
 国立大学 151 (65.1%) 14 (6.0%) 42 (18.1%) 9 (3.9%) 3 (1.3%) 13 (5.6%) 232
 公立大学 19 (59.4%) 1 (3.1%) 7 (21.9%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 4 (12.5%) 32
 私立大学 110 (72.8%) 8 (5.3%) 18 (11.9%) 6 (4.0%) 1 (0.7%) 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 18 (52.9%) 3 (8.8%) 8 (23.5%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 138 (75.4%) 8 (4.4%) 22 (12.0%) 8 (4.4%) 2 (1.1%) 5 (2.7%) 83
ABA-08 御自身がこれまで経験した機関数
1機関 2機関 3機関 4機関 5機関以上 無回答 計
大学 68 (15.1%) 148 (33.0%) 131 (29.2%) 66 (14.7%) 22 (4.9%) 14 (3.1%) 49
 国立大学 38 (16.4%) 80 (34.5%) 68 (29.3%) 31 (13.4%) 11 (4.7%) 4 (1.7%) 232
 公立大学 5 (15.6%) 10 (31.3%) 6 (18.8%) 8 (25.0%) 2 (6.3%) 1 (3.1%) 32
 私立大学 21 (13.9%) 53 (35.1%) 45 (29.8%) 19 (12.6%) 6 (4.0%) 7 (4.6%) 151
 大学共同利用機関 4 (11.8%) 5 (14.7%) 12 (35.3%) 8 (23.5%) 3 (8.8%) 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 45 (24.6%) 31 (16.9%) 42 (23.0%) 35 (19.1%) 19 (10.4%) 11 (6.0%) 183
ABA-09 卒業大学(最終学歴)と現在の所属大学は同じ大学である。
はい いいえ 無回答 計
大学 147 (32.7%) 283 (63.0%) 19 (4.2%) 449
 国立大学 109 (47.0%) 118 (50.9%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 6 (18.8%) 24 (75.0%) 2 (6.3%) 32
 私立大学 32 (21.2%) 116 (76.8%) 3 (2.0%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 25 (73.5%) 9 (26.5%) 34
公的研究機関等 1 (0.5%) 65 (35.5%) 117 (63.9%) 183
ABA-10 回答者の専攻分野
理学系 工学系 農学系 医学薬学系 複合領域系 その他
大学 101 (22.5%) 120 (26.7%) 37 (8.2%) 111 (24.7%) 35 (7.8%) 27 (6.0%) 
 国立大学 57 (24.6%) 73 (31.5%) 26 (11.2%) 46 (19.8%) 14 (6.0%) 9 (3.9%) 
 公立大学 8 (25.0%) 6 (18.8%) 2 (6.3%) 10 (31.3%) 3 (9.4%) 2 (6.3%) 
 私立大学 19 (12.6%) 38 (25.2%) 9 (6.0%) 50 (33.1%) 12 (7.9%) 15 (9.9%) 
 大学共同利用機関 17 (50.0%) 3 (8.8%) 0 (0.0%) 5 (14.7%) 6 (17.6%) 1 (2.9%) 
公的研究機関等 30 (16.4%) 43 (23.5%) 42 (23.0%) 28 (15.3%) 12 (6.6%) 19 (10.4%) 
無回答 計
大学 18 (4.0%) 449
 国立大学 7 (3.0%) 232
 公立大学 1 (3.1%) 32
 私立大学 8 (5.3%) 151
 大学共同利用機関 2 (5.9%) 34
公的研究機関等 9 (4.9%) 183
研究マネージャー（大学、公的研究機関等）
ABB-01 回答者の所属機関
国立大学 公立大学 私立大学 大学共同利用機関 独立行政法人 省庁直轄研究機関 その他
大学 232 (51.7%) 32 (7.1%) 151 (33.6%) 34 (7.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 





北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国
大学 27 (6.0%) 44 (9.8%) 147 (32.7%) 70 (15.6%) 68 (15.1%) 24 (5.3% 9 2 0
 国立大学 20 (8.6%) 23 (9.9%) 62 (26.7%) 32 (13.8%) 32 (13.8%) 15 (6.5%) 8 (3.4%) 
 公立大学 2 (6.3%) 7 (21.9%) 4 (12.5%) 6 (18.8%) 7 (21.9%) 1 (3.1%) 0 (0.0%) 
 私立大学 5 (3.3%) 13 (8.6%) 70 (46.4%) 15 (9.9%) 25 (16.6%) 8 (5.3%) 1 (0.7%) 
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 1 (2.9%) 11 (32.4%) 17 (50.0%) 4 (11.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 
公的研究機関等 6 (3.3%) 2 (1.1%) 144 (78.7%) 4 (2.2%) 12 (6.6%) 8 (4.4%) 1 (0.5%) 
九州・沖縄 その他・無回答 計
大学 52 (11.6%) 8 (1.8%) 449
 国立大学 35 (15.1%) 5 (2.2%) 232
 公立大学 5 (15.6%) 0 (0.0%) 32
 私立大学 12 (7.9%) 2 (1.3%) 151
 大学共同利用機関 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34





C1-01 当社の研究開発部門では、研究人材の流動性は望ましい水準から見ると、(      )。
かなり不足している 不足している ちょうど良い 過剰である かなり過剰である 無回答 計
44 (15.8%) 173 (62.0%) 53 (19.0%) 3 (1.1%) 1 (0.4%) 5 (1.8%) 279
C1-02 当社の研究開発部門では、3年前にくらべて人材の流動性が向上している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
6 (2.2%) 53 (19.0%) 107 (38.4%) 66 (23.7%) 45 (16.1%) 2 (0.7%) 279
C1-03 当社の研究開発部門では、この3年の間に大学、独立行政法人研究所のような公的部門から研究者を採用したことがある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
26 (9.3%) 35 (12.5%) 9 (3.2%) 36 (12.9%) 172 (61.6%) 1 (0.4%) 279
C1-04 当社の研究開発部門では、機会があれば、大学、独立行政法人研究所のような公的部門から研究者を採用してみたい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
29 (10.4%) 101 (36.2%) 91 (32.6%) 40 (14.3%) 15 (5.4%) 3 (1.1%) 279
C1-05 当社の研究開発部門では、人材の流動性向上は研究開発の活性化の面でメリットがある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
37 (13.3%) 142 (50.9%) 81 (29.0%) 15 (5.4%) 3 (1.1%) 1 (0.4%) 279
C1-06 採用活動に利用するための、大学や独立行政法人研究所のような公的部門の研究者の人材情報は、十分公開されている。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
1 (0.4%) 20 (7.2%) 110 (39.4%) 111 (39.8%) 34 (12.2%) 3 (1.1%) 279
C1-07 研究人材を確保する際、研究チーム(研究室)単位で確保する必要性を感じることがある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
13 (4.7%) 53 (19.0%) 79 (28.3%) 93 (33.3%) 39 (14.0%) 2 (0.7%) 279
C1-08 当社の研究開発部門では、研究者を中途採用する際は、公募と同時に個人的な紹介によって人材の情報を入手することが多い。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
16 (5.7%) 112 (40.1%) 78 (28.0%) 43 (15.4%) 25 (9.0%) 5 (1.8%) 279
C1-09 研究者を中途採用する際は、公募よりも公募を経ない個人的な紹介の方が人物がよくわかるので良い。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
8 (2.9%) 77 (27.6%) 170 (60.9%) 14 (5.0%) 7 (2.5%) 3 (1.1%) 279
C1-10 当社の研究開発部門では、中途採用の研究者はすべて公募を経て採用している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
8 (2.9%) 35 (12.5%) 101 (36.2%) 54 (19.4%) 79 (28.3%) 2 (0.7%) 279
C1-11 公募にはその時最も適した人材のもとへ募集情報が届くとは限らないという欠点がある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
24 (8.6%) 145 (52.0%) 102 (36.6%) 4 (1.4%) 1 (0.4%) 3 (1.1%) 279
C1-12 数年の任期を定めて研究者を雇用する仕組み(任期付き任用)があれば利用したい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
25 (9.0%) 103 (36.9%) 101 (36.2%) 25 (9.0%) 23 (8.2%) 2 (0.7%) 279
C1-13 当社の研究開発部門では、研究者は長期の研究計画をもとに活動しているので、任期付き任用制度は馴染まない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
9 (3.2%) 55 (19.7%) 119 (42.7%) 73 (26.2%) 19 (6.8%) 4 (1.4%) 279
C1-13 ポストドクターの数は今後どのようにあるべきだと思いますか。
大幅に増えるのがよ
い 増えるのがよい 現状程度でよい 減るのがよい 大幅に減るのがよい 無回答 計
9 (3.2%) 55 (19.7%) 119 (42.7%) 73 (26.2%) 19 (6.8%) 4 (1.4%) 279
C1-14 御社の研究開発部門では、ポストドクターを研究者として雇用したいと思いますか。
はい いいえ 無回答 計
96 (34.4%) 180 (64.5%) 3 (1.1%) 279
C1-14 当社の研究開発部門では、海外人材を雇用している。
はい いいえ 無回答 計
96 (34.4%) 180 (64.5%) 3 (1.1%) 279
C1-15 海外からの研究人材は組織を活性化させ、研究開発の効率を上昇させる。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
14 (5.0%) 103 (36.9%) 141 (50.5%) 9 (3.2%) 9 (3.2%) 3 (1.1%) 79
研究マネージャー（民間企業）
C1-16 優秀な留学生や海外からのポストドクターを日本の研究人材として定着させるための方策を講じるべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計

















































113 (40.5%) 56 (20.1%) 30 (10.8%) 159 (57.0%) 45 (16.1%) 7 (2.5%) 279
C1-21 御社の研究開発部門では、科学技術系人材を中途採用しようとするときに、採用元として大学や公的研究所を検討しますか。（複数回答可）
まったく検討しない 検討することもある 少しは検討する 検討する主要な採用元として検討する 無回答 計







































































109 (39.1%) 79 (28.3%) 174 (62.4%) 105 (37.6%) 42 (15.1%) 17 (6.1%) 279
C2-01 当社の研究開発部門では、研究人材として博士課程修了者を必要としている。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
14 (5.0%) 63 (22.6%) 116 (41.6%) 67 (24.0%) 18 (6.5%) 1 (0.4%) 279
C2-02 当社の研究開発部門では、研究人材としてポストドクターを必要としている。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
1 (0.4%) 36 (12.9%) 123 (44.1%) 86 (30.8%) 32 (11.5%) 1 (0.4%) 279
C2-03 当社の研究開発部門では、博士課程修了者を新規卒業者として採用する際は、修士課程修了者よりも良い条件で採用する。
はい いいえ 無回答 計
196 (70.3%) 73 (26.2%) 10 (3.6%) 279
C2-04 必要な期間のみの雇用が可能ならば、博士課程修了者やポストドクターの専門性をもっと活用したい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
26 (9.3%) 107 (38.4%) 96 (34.4%) 38 (13.6%) 9 (3.2%) 3 (1.1%) 279
C2-05 研究者は(      )歳くらいまでに自分で研究テーマを設定し遂行できるよう研究面の自立をすべきである。
30 35 40 45 年齢とは関係ない 無回答 計
74 (26.5%) 117 (41.9%) 25 (9.0%) 2 (0.7%) 54 (19.4%) 7 (2.5%) 279
研究マネージャー（民間企業）
C2-06 一般に若手研究者が研究面で自立するためには、多様な研究組織で経験を積むことが重要である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
29 (10.4%) 101 (36.2%) 127 (45.5%) 17 (6.1%) 2 (0.7%) 3 (1.1%) 279
C3-01 当社の研究者には、多様なキャリアパスの選択肢は不要である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
6 (2.2%) 25 (9.0%) 95 (34.1%) 108 (38.7%) 41 (14.7%) 4 (1.4%) 2 9
C3-02 当社の研究開発部門では、大学や公的研究機関においても活躍できる中堅・シニアの研究人材を擁している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
17 (6.1%) 104 (37.3%) 79 (28.3%) 57 (20.4%) 18 (6.5%) 4 (1.4%) 279
C3-03 当社の研究開発部門では、大学や公的研究機関へ中堅・シニアの研究人材を提供したい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
2 (0.7%) 34 (12.2%) 106 (38.0%) 98 (35.1%) 35 (12.5%) 4 (1.4%) 279
C3-04 御社の研究開発部門では、大学院を卒業した博士号取得者を採用するとすれば、特にどのような資質を重視しますか。
企画能力 幅広い視野 コミュニケーション能力 専門的知識 研究能力 その他 計
















104 (37.3%) 147 (52.7%) 97 (34.8%) 7 (2.5%) 67 (24.0%) 8 (2.9%) 279
C3-07 御社の研究開発部門では、研究者が転換する研究職以外の職種としてどのような事例がありますか。（複数回答可）
マネジメント・管理職 営業職 知的財産管理 研究支援職 転換の事例はない その他 計
211 (75.6%) 93 (33.3%) 158 (56.6%) 119 (42.7%) 7 (2.5%) 35 (12.5%) 279
C3-08 研究者が生涯にわたって活躍できるようにするために、研究職以外を含めた多様なキャリアパスを選択できるようにするのが良いと思いますか。
思う 思わない 無回答 計
250 (89.6%) 19 (6.8%) 10 (3.6%) 279
C3-09 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、組織として取り組むべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
220 (78.9%) 44 (15.8%) 15 (5.4%) 279
C3-10 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、研究者自身の資質・能力として充実すべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
239 (85.7%) 27 (9.7%) 13 (4.7%) 279
C3-11 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、環境や制度として充実すべき点はあると思いますか。
ある ない 無回答 計
195 (69.9%) 57 (20.4%) 27 (9.7%) 279
C3-12 研究者のキャリアパスを多様なものにするために、大学や公的研究機関に期待する点はありますか。
ある ない 無回答 計
186 (66.7%) 66 (23.7%) 27 (9.7%) 279
C4-01 研究組織を活性化し、研究効率を高めるためには一般に、研究組織の長のイニシアティブによるマネジメントが必要不可欠である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
121 (43.4%) 138 (49.5%) 17 (6.1%) 0 (0.0%) 2 (0.7%) 1 (0.4%) 279
C4-02 当社の研究開発部門では、組織の長のイニシアティブによるマネジメントを実践している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
39 (14.0%) 175 (62.7%) 57 (20.4%) 6 (2.2%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 279
C4-03 当社の研究開発部門では、組織の長には機動的な組織運営を実現するための人事および財政の権限がある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
25 (9.0%) 139 (49.8%) 78 (28.0%) 32 (11.5%) 4 (1.4%) 1 (0.4%) 279
C4-04 研究者は研究に専念し、研究組織のマネジメントは研究者以外の経営の経験を持つマネジメント専任者が担当すべきである。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計







はい いいえ 無回答 計
224 (80.3%) 51 (18.3%) 4 (1.4%) 279
C4-06
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
52 (18.6%) 160 (57.3%) 54 (19.4%) 5 (1.8%) 4 (1.4%) 4 (1.4%) 279
C4-07 非常に高い評価を受けた研究者に対して際立った処遇をしたいが、既存の人事制度の制約があり、それができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
24 (8.6%) 122 (43.7%) 72 (25.8%) 53 (19.0%) 6 (2.2%) 2 (0.7%) 79
C4-08 非常に低い評価を受けた研究者に対して職種の転換や転出の斡旋をしたいが、既存の人事制度の制約があり、それができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
15 (5.4%) 83 (29.7%) 91 (32.6%) 80 (28.7%) 8 (2.9%) 2 (0.7%) 7
C4-09 発明による利益に応じた報償を研究者に与えることは、インセンティブの向上につながる。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
57 (20.4%) 179 (64.2%) 40 (14.3%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 2 (0.7%) 279
C4-10 当社の研究開発部門では、発明が経営に多大な利益をもたらした場合に、研究者にその利益に応じた特別の報償を与えることがある。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
40 (14.3%) 116 (41.6%) 61 (21.9%) 46 (16.5%) 15 (5.4%) 1 (0.4%) 279
C4-11 当社の研究開発部門では、特許が経営に利益を及ぼすか及ぼさないかに関わらず、研究者に与える報償は一定である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
















129 (46.2%) 65 (23.3%) 56 (20.1%) 149 (53.4%) 7 (2.5%) 5 (1.8%) 279
C4-14 御社の研究開発部門では、研究者の評価に際して、次の定量的指標のうちどれを用いていますか。（複数回答可）
発表論文の数 論文の引用度数 特許出願数 製品またはサービスの売上高
定量指標は用いて
いない その他 計
44 (15.8%) 1 (0.4%) 74 (26.5%) 83 (29.7%) 149 (53.4%) 28 (10.0%) 279
C4-15 御社の研究開発部門では、研究者個人の評価結果は個人の処遇としてどのように反映されていますか。（複数回答可）
給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金 反映されていない その他 計
215 (77.1%) 222 (79.6%) 8 (2.9%) 18 (6.5%) 9 (3.2%) 17 (6.1%) 279
C4-16 御社の研究開発部門では、研究部門あるいは研究チームの評価結果は個人の処遇としてどのように反映されていますか。（複数回答可）
給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金 反映されていない その他 計
108 (38.7%) 150 (53.8%) 28 (10.0%) 55 (19.7%) 63 (22.6%) 14 (5.0%) 79
C4-17 民間企業の研究者は、その研究者の個々の発明について、それが経営にもたらした利益に応じて報酬を受けるべきである。
はい いいえ 無回答 計
237 (84.9%) 33 (11.8%) 9 (3.2%) 279
C4-18-1御社の研究開発部門では、基礎研究の成果を評価するための基準をお持ちですか。
はい いいえ 無回答 計







37 (45.1%) 67 (81.7%) 41 (50.0%) 12 (14.6%) 47 (57.3%) 82
C4-19 御社の研究開発部門では、ここ3年の間に機関の長または部門の長のマネジメントを充実させるための新たな取り組みを行いましたか。
はい いいえ 無回答 計





ある ない 無回答 計
99 (35.5%) 169 (60.6%) 11 (3.9%) 279
C5-01 研究支援者は、必要な時に必要なだけ研究支援業務を外部に委託すればよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
5 (1.8%) 65 (23.3%) 119 (42.7%) 77 (27.6%) 10 (3.6%) 3 (1.1%) 279
C5-02 研究支援業務は研究支援者を雇わなくても若手研究者が行なえばよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
0 (0.0%) 45 (16.1%) 107 (38.4%) 105 (37.6%) 20 (7.2%) 2 (0.7%) 279
C5-03 事務支援者は、必要な時に必要なだけ事務支援業務を外部に委託すればよい。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
10 (3.6%) 65 (23.3%) 104 (37.3%) 83 (29.7%) 14 (5.0%) 3 (1.1%) 279
C5-04 当社の研究開発部門では、事務支援部門は研究現場のニーズに適切に対応することができる。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
8 (2.9%) 128 (45.9%) 107 (38.4%) 29 (10.4%) 4 (1.4%) 3 (1.1%) 279
C5-05 事務部門の人事異動の間隔が短く、ノウハウを蓄積し継承することができていない。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
2 (0.7%) 19 (6.8%) 84 (30.1%) 144 (51.6%) 24 (8.6%) 6 (2.2%) 279
C5-06 当社の研究開発部門では、事務支援のスペシャリストの養成が急務である。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
5 (1.8%) 57 (20.4%) 111 (39.8%) 93 (33.3%) 9 (3.2%) 4 (1.4%) 79
C5-07 当社の研究開発部門では、研究者と事務支援者の連携は十分に機能している。
まったくそのとおり ほぼそのとおり どちらともいえない ほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計







悪い 手続き処理が遅い 特に無い その他 計
19 (6.8%) 67 (24.0%) 79 (28.3%) 94 (33.7%) 105 (37.6%) 6 (2.2%) 2 9
C5-09 御社の研究開発部門では、事務支援機能を強化する必要を感じますか。「はい」とお答えの方は、それがどのような機能かをお書きください。
はい いいえ 無回答 計
69 (24.7%) 205 (73.5%) 5 (1.8%) 279
C5-10 あなたは大学や公的研究機関の事務サービスに接して、特に優れていると感じたことはありますか。
ある ない 無回答 計
10 (3.6%) 256 (91.8%) 13 (4.7%) 279
CA-01 年齢(才)
31～40 41～50 51～60 61～70 71～ 無回答 計
11 (3.9%) 79 (28.3%) 170 (60.9%) 16 (5.7%) 0 (0.0%) 3 (1.1%) 279
CA-02 研究歴(年)
1～5 6～10 10～15 16～20 21～25 26～30 31～35
19 (6.8%) 31 (11.1%) 43 (15.4%) 37 (13.3%) 54 (19.4%) 35 (12.5%) 23(8.2%)
36～40 40～ なし 無回答 計
5 (1.8%) 0 (0.0%) 27 (9.7%) 5 (1.8%) 279
CA-03 大学での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
129 (46.2%) 30 (10.8%) 91 (32.6%) 21 (7.5%) 1 (0.4%) 7 (2.5%) 279
CA-04 公的研究機関での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
239 (85.7%) 11 (3.9%) 14 (5.0%) 1 (0.4%) 0 (0.0%) 14 (5.0%) 279
CA-05 民間での研究歴
なし 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無回答 計
91 (32.6%) 4 (1.4%) 12 (4.3%) 27 (9.7%) 140 (50.2%) 5 (1.8%) 279
CA-06 海外での研究歴
なし 1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満 5年以上 無回答 計
229 (82.1%) 14 (5.0%) 20 (7.2%) 4 (1.4%) 1 (0.4%) 11 (3.9%) 279
研究マネージャー（民間企業）
CA-07 ポストドクターの経験
なし 1年未満 1年以上3年未満 3年以上5年未満 5年以上 無回答 計
256 (91.8%) 1 (0.4%) 10 (3.6%) 1 (0.4%) 0 (0.0%) 11 (3.9%) 279
CA-08 御自身がこれまで経験した機関数
1機関 2機関 3機関 4機関 5機関以上 無回答 計
175 (62.7%) 58 (20.8%) 25 (9.0%) 6 (2.2%) 3 (1.1%) 12 (4.3%) 279
CA-09 御自身の専攻分野
理学系 工学系 農学系 医学薬学系 複合領域系 その他















たから なんとなく 無回答 計
全体 51 (13.9%) 14 (3.8%) 184 (50.0%) 185 (50.3%) 17 (4.6%) 25 (6.8%) 368
国立大学法人 34 (13.7%) 13 (5.2%) 120 (48.4%) 129 (52.0%) 13 (5.2%) 15 (6.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 1 (4.5%) 16 (72.7%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 1 (4.5%) 22
私立大学 12 (16.4%) 0 (0.0%) 36 (49.3%) 35 (47.9%) 2 (2.7%) 7 (9.6%) 73
理学系 8 (7.2%) 3 (2.7%) 61 (55.0%) 67 (60.4%) 3 (2.7%) 3 (2.7%) 111
工学系 15 (17.4%) 4 (4.7%) 36 (41.9%) 48 (55.8%) 5 (5.8%) 3 (3.5%) 86
農学系 2 (5.0%) 5 (12.5%) 26 (65.0%) 18 (45.0%) 1 (2.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 20 (25.6%) 0 (0.0%) 32 (41.0%) 26 (33.3%) 7 (9.0%) 13 (16.7%) 78
複合領域系 5 (11.6%) 2 (4.7%) 23 (53.5%) 24 (55.8%) 0 (0.0%) 4 (9.3%) 43
DA-02 博士号をもっていることは、あなたが社会生活を送る上で大きなメリットがあると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 47 (12.8%) 123 (33.4%) 75 (20.4%) 95 (25.8%) 21 (5.7%) 7 (1.9%) 368
国立大学法人 32 (12.9%) 83 (33.5%) 52 (21.0%) 63 (25.4%) 16 (6.5%) 2 (0.8%) 248
公立大学 1 (4.5%) 5 (22.7%) 5 (22.7%) 7 (31.8%) 1 (4.5%) 3 (13.6%) 22
私立大学 12 (16.4%) 26 (35.6%) 14 (19.2%) 16 (21.9%) 3 (4.1%) 2 (2.7%) 73
理学系 11 (9.9%) 28 (25.2%) 22 (19.8%) 35 (31.5%) 11 (9.9%) 4 (3.6%) 111
工学系 9 (10.5%) 30 (34.9%) 22 (25.6%) 20 (23.3%) 4 (4.7%) 1 (1.2%) 86
農学系 6 (15.0%) 11 (27.5%) 10 (25.0%) 11 (27.5%) 2 (5.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 11 (14.1%) 31 (39.7%) 12 (15.4%) 19 (24.4%) 4 (5.1%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 9 (20.9%) 19 (44.2%) 8 (18.6%) 6 (14.0%) 0 (0.0%) 1 (2.3%) 43
DA-03 あなたは生活費や学費を賄うための収入をどこから得ていますか。（複数回答可）
奨学金 アルバイトの報酬 家族や親戚からの援助 銀行からの借り入れ その他 計
全体 216 (58.7%) 139 (37.8%) 145 (39.4%) 2 (0.5%) 73 (19.8%) 36
国立大学法人 154 (62.1%) 88 (35.5%) 98 (39.5%) 1 (0.4%) 52 (21.0%) 248
公立大学 12 (54.5%) 9 (40.9%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 2 (9.1%) 22
私立大学 35 (47.9%) 31 (42.5%) 32 (43.8%) 0 (0.0%) 17 (23.3%) 73
理学系 74 (66.7%) 39 (35.1%) 49 (44.1%) 2 (1.8%) 23 (20.7%) 111
工学系 60 (69.8%) 29 (33.7%) 40 (46.5%) 0 (0.0%) 17 (19.8%) 86
農学系 25 (62.5%) 9 (22.5%) 19 (47.5%) 0 (0.0%) 7 (17.5%) 40
医学系 26 (33.3%) 45 (57.7%) 18 (23.1%) 0 (0.0%) 14 (17.9%) 78
複合領域系 27 (62.8%) 11 (25.6%) 15 (34.9%) 0 (0.0%) 11 (25.6%) 43
DA-04 あたなは、ティーチングアシスタント(TA)またはリサーチアシスタント(RA)として働いたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 298 (81.0%) 69 (18.8%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 214 (86.3%) 34 (13.7%) 0 (0.0%) 248
公立大学 13 (59.1%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 22
私立大学 51 (69.9%) 22 (30.1%) 0 (0.0%) 73
理学系 98 (88.3%) 12 (10.8%) 1 (0.9%) 111
工学系 75 (87.2%) 11 (12.8%) 0 (0.0%) 86
農学系 33 (82.5%) 7 (17.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 50 (64.1%) 28 (35.9%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 35 (81.4%) 8 (18.6%) 0 (0.0%) 43
DA-05 「ある」とお答えの方にお聞きします。労働の対価としてその支給額(時間単価)の水準は適当だと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 49 (16.4%) 98 (32.9%) 76 (25.5%) 45 (15.1%) 29 (9.7%) 1 (0.3%) 298
国立大学法人 34 (15.9%) 72 (33.6%) 60 (28.0%) 26 (12.1%) 22 (10.3%) 0 (0.0%) 214
公立大学 0 (0.0%) 6 (46.2%) 1 (7.7%) 5 (38.5%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 13
私立大学 12 (23.5%) 13 (25.5%) 10 (19.6%) 10 (19.6%) 5 (9.8%) 1 (2.0%) 51
理学系 16 (16.3%) 30 (30.6%) 28 (28.6%) 20 (20.4%) 4 (4.1%) 0 (0.0%) 98
工学系 15 (20.0%) 26 (34.7%) 14 (18.7%) 9 (12.0%) 10 (13.3%) 1 (1.3%) 75
農学系 7 (21.2%) 12 (36.4%) 10 (30.3%) 1 (3.0%) 3 (9.1%) 0 (0.0%) 33
医学系 8 (16.0%) 16 (32.0%) 14 (28.0%) 4 (8.0%) 8 (16.0%) 0 (0.0%) 50
複合領域系 3 (8.6%) 11 (31.4%) 8 (22.9%) 10 (28.6%) 3 (8.6%) 0 (0.0%) 35
DA-06 あなたの収入は生活費や学費を賄うのに足りていますか。
足りている ほぼ足りている やや足りない 足りない 無回答 計
全体 101 (27.4%) 110 (29.9%) 82 (22.3%) 71 (19.3%) 4 (1.1%) 368
国立大学法人 72 (29.0%) 74 (29.8%) 51 (20.6%) 50 (20.2%) 1 (0.4%) 248
公立大学 4 (18.2%) 9 (40.9%) 7 (31.8%) 0 (0.0%) 2 (9.1%) 22
私立大学 22 (30.1%) 18 (24.7%) 15 (20.5%) 17 (23.3%) 1 (1.4%) 73
理学系 30 (27.0%) 26 (23.4%) 19 (17.1%) 34 (30.6%) 2 (1.8%) 11
工学系 27 (31.4%) 30 (34.9%) 12 (14.0%) 17 (19.8%) 0 (0.0%) 86
農学系 11 (27.5%) 11 (27.5%) 13 (32.5%) 5 (12.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 20 (25.6%) 26 (33.3%) 20 (25.6%) 11 (14.1%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 11 (25.6%) 13 (30.2%) 14 (32.6%) 4 (9.3%) 1 (2.3%) 43
博士課程学生
DA-07 あなたは希望する職が見つかれば、博士課程を中断して就職したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 48 (13.0%) 87 (23.6%) 60 (16.3%) 76 (20.7%) 89 (24.2%) 8 (2.2%368
国立大学法人 39 (15.7%) 64 (25.8%) 40 (16.1%) 51 (20.6%) 52 (21.0%) 2 (0.8%) 248
公立大学 2 (9.1%) 4 (18.2%) 4 (18.2%) 4 (18.2%) 6 (27.3%) 2 (9.1%) 22
私立大学 4 (5.5%) 14 (19.2%) 12 (16.4%) 16 (21.9%) 24 (32.9%) 3 (4.1%) 73
理学系 24 (21.6%) 34 (30.6%) 13 (11.7%) 20 (18.0%) 17 (15.3%) 3 (2.7%) 111
工学系 4 (4.7%) 20 (23.3%) 14 (16.3%) 19 (22.1%) 28 (32.6%) 1 (1.2%) 86
農学系 7 (17.5%) 9 (22.5%) 9 (22.5%) 8 (20.0%) 6 (15.0%) 1 (2.5%) 4
医学系 9 (11.5%) 12 (15.4%) 16 (20.5%) 15 (19.2%) 24 (30.8%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 3 (7.0%) 10 (23.3%) 5 (11.6%) 14 (32.6%) 11 (25.6%) 0 (0.0%) 43
DA-08_1 あなたは博士課程修了後、次のどの組織で勤務したいと思いますか。第1希望
大学 公的研究機関 民間の企業・法人 官公庁 自営業 無回答 計
全体 148 (40.2%) 112 (30.4%) 78 (21.2%) 5 (1.4%) 10 (2.7%) 15 (4.1%) 368
国立大学法人 101 (40.7%) 82 (33.1%) 51 (20.6%) 5 (2.0%) 3 (1.2%) 6 (2.4%) 248
公立大学 9 (40.9%) 5 (22.7%) 4 (18.2%) 0 (0.0%) 1 (4.5%) 3 (13.6%) 22
私立大学 28 (38.4%) 17 (23.3%) 17 (23.3%) 0 (0.0%) 6 (8.2%) 5 (6.8%) 73
理学系 46 (41.4%) 43 (38.7%) 16 (14.4%) 2 (1.8%) 1 (0.9%) 3 (2.7%) 111
工学系 29 (33.7%) 26 (30.2%) 24 (27.9%) 2 (2.3%) 2 (2.3%) 3 (3.5%) 86
農学系 12 (30.0%) 21 (52.5%) 5 (12.5%) 0 (0.0%) 2 (5.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 33 (42.3%) 15 (19.2%) 19 (24.4%) 1 (1.3%) 4 (5.1%) 6 (7.7%) 78
複合領域系 23 (53.5%) 6 (14.0%) 11 (25.6%) 0 (0.0%) 1 (2.3%) 2 (4.7%) 43
DA-08_2 あなたは博士課程修了後、次のどの組織で勤務したいと思いますか。第2希望
大学 公的研究機関 民間の企業・法人 官公庁 自営業 無回答 計
全体 79 (21.5%) 136 (37.0%) 49 (13.3%) 21 (5.7%) 11 (3.0%) 72 (19.6%) 368
国立大学法人 47 (19.0%) 101 (40.7%) 37 (14.9%) 15 (6.0%) 6 (2.4%) 42 (16.9%) 248
公立大学 5 (22.7%) 7 (31.8%) 1 (4.5%) 2 (9.1%) 2 (9.1%) 5 (22.7%) 22
私立大学 21 (28.8%) 20 (27.4%) 9 (12.3%) 1 (1.4%) 2 (2.7%) 20 (27.4%) 73
理学系 24 (21.6%) 43 (38.7%) 18 (16.2%) 6 (5.4%) 2 (1.8%) 18 (16.2%) 111
工学系 19 (22.1%) 33 (38.4%) 14 (16.3%) 4 (4.7%) 2 (2.3%) 14 (16.3%) 86
農学系 10 (25.0%) 15 (37.5%) 5 (12.5%) 7 (17.5%) 1 (2.5%) 2 (5.0%) 40
医学系 21 (26.9%) 17 (21.8%) 7 (9.0%) 2 (2.6%) 3 (3.8%) 28 (35.9%) 7
複合領域系 4 (9.3%) 24 (55.8%) 4 (9.3%) 1 (2.3%) 2 (4.7%) 8 (18.6%) 43
DA-09 あなたは博士課程修了直後に国内、海外のどちらで活動したいと思いますか。
国内 海外 どちらでもよい 無回答 計
全体 140 (38.0%) 67 (18.2%) 158 (42.9%) 3 (0.8%) 368
国立大学法人 95 (38.3%) 48 (19.4%) 104 (41.9%) 1 (0.4%) 248
公立大学 10 (45.5%) 3 (13.6%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 22
私立大学 26 (35.6%) 9 (12.3%) 37 (50.7%) 1 (1.4%) 73
理学系 43 (38.7%) 22 (19.8%) 45 (40.5%) 1 (0.9%) 111
工学系 32 (37.2%) 12 (14.0%) 42 (48.8%) 0 (0.0%) 86
農学系 13 (32.5%) 6 (15.0%) 21 (52.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 32 (41.0%) 16 (20.5%) 28 (35.9%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 15 (34.9%) 9 (20.9%) 19 (44.2%) 0 (0.0%) 43
DA-10 あなたは将来、海外の研究機関で研究をしてみたいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 132 (35.9%) 133 (36.1%) 47 (12.8%) 39 (10.6%) 15 (4.1%) 2 (0.5%) 368
国立大学法人 96 (38.7%) 85 (34.3%) 27 (10.9%) 29 (11.7%) 11 (4.4%) 0 (0.0%) 248
公立大学 6 (27.3%) 10 (45.5%) 3 (13.6%) 1 (4.5%) 1 (4.5%) 1 (4.5%) 22
私立大学 21 (28.8%) 30 (41.1%) 15 (20.5%) 5 (6.8%) 1 (1.4%) 1 (1.4%) 73
理学系 46 (41.4%) 37 (33.3%) 11 (9.9%) 11 (9.9%) 5 (4.5%) 1 (0.9%) 111
工学系 25 (29.1%) 37 (43.0%) 14 (16.3%) 6 (7.0%) 4 (4.7%) 0 (0.0%) 86
農学系 19 (47.5%) 14 (35.0%) 4 (10.0%) 3 (7.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 23 (29.5%) 26 (33.3%) 12 (15.4%) 11 (14.1%) 5 (6.4%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 17 (39.5%) 13 (30.2%) 5 (11.6%) 8 (18.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 43
DA-11 あなたは博士課程修了後、ポストドクターとして研究をしたいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 66 (17.9%) 104 (28.3%) 84 (22.8%) 65 (17.7%) 45 (12.2%) 4 (1.1368
国立大学法人 47 (19.0%) 69 (27.8%) 58 (23.4%) 41 (16.5%) 31 (12.5%) 2 (0.8%) 248
公立大学 5 (22.7%) 7 (31.8%) 3 (13.6%) 4 (18.2%) 2 (9.1%) 1 (4.5%) 22
私立大学 10 (13.7%) 23 (31.5%) 18 (24.7%) 12 (16.4%) 9 (12.3%) 1 (1.4%) 73
理学系 32 (28.8%) 30 (27.0%) 29 (26.1%) 12 (10.8%) 7 (6.3%) 1 (0.9%) 111
工学系 11 (12.8%) 25 (29.1%) 18 (20.9%) 16 (18.6%) 15 (17.4%) 1 (1.2%) 86
農学系 7 (17.5%) 13 (32.5%) 7 (17.5%) 7 (17.5%) 5 (12.5%) 1 (2.5%) 40
医学系 7 (9.0%) 27 (34.6%) 17 (21.8%) 15 (19.2%) 12 (15.4%) 0 (0.0%) 78













全体 24 (6.5%) 157 (42.7%) 107 (29.1%) 49 (13.3%) 32 (8.7%) 10 (2.7%) 368
国立大学法人 15 (6.0%) 99 (39.9%) 71 (28.6%) 40 (16.1%) 25 (10.1%) 8 (3.2%) 248
公立大学 0 (0.0%) 10 (45.5%) 9 (40.9%) 2 (9.1%) 1 (4.5%) 0 (0.0%) 22
私立大学 4 (5.5%) 38 (52.1%) 20 (27.4%) 6 (8.2%) 4 (5.5%) 2 (2.7%) 73
理学系 8 (7.2%) 47 (42.3%) 37 (33.3%) 12 (10.8%) 6 (5.4%) 6 (5.4%) 111
工学系 4 (4.7%) 38 (44.2%) 23 (26.7%) 16 (18.6%) 6 (7.0%) 3 (3.5%) 86
農学系 4 (10.0%) 13 (32.5%) 13 (32.5%) 6 (15.0%) 4 (10.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 5 (6.4%) 41 (52.6%) 19 (24.4%) 6 (7.7%) 8 (10.3%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 1 (2.3%) 16 (37.2%) 11 (25.6%) 8 (18.6%) 7 (16.3%) 0 (0.0%) 43
DA-13 あなたは博士課程修了直後に研究以外の業務に従事してもよいと思いますか。
はい いいえ 無回答 計
全体 175 (47.6%) 188 (51.1%) 5 (1.4%) 368
国立大学法人 119 (48.0%) 128 (51.6%) 1 (0.4%) 248
公立大学 7 (31.8%) 13 (59.1%) 2 (9.1%) 22
私立大学 37 (50.7%) 35 (47.9%) 1 (1.4%) 73
理学系 49 (44.1%) 60 (54.1%) 2 (1.8%) 111
工学系 33 (38.4%) 52 (60.5%) 1 (1.2%) 86
農学系 13 (32.5%) 27 (67.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 53 (67.9%) 25 (32.1%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 22 (51.2%) 20 (46.5%) 1 (2.3%) 43
DA-15 あなたは、大学または公的研究機関の研究職の求人情報が充分に公開されていると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 5 (1.4%) 44 (12.0%) 103 (28.0%) 160 (43.5%) 48 (13.0%) 8 (2.2%) 368
国立大学法人 3 (1.2%) 34 (13.7%) 61 (24.6%) 114 (46.0%) 32 (12.9%) 4 (1.6%) 248
公立大学 2 (9.1%) 1 (4.5%) 9 (40.9%) 7 (31.8%) 2 (9.1%) 1 (4.5%) 22
私立大学 0 (0.0%) 7 (9.6%) 23 (31.5%) 30 (41.1%) 11 (15.1%) 2 (2.7%) 73
理学系 3 (2.7%) 16 (14.4%) 31 (27.9%) 46 (41.4%) 11 (9.9%) 4 (3.6%) 111
工学系 0 (0.0%) 9 (10.5%) 30 (34.9%) 35 (40.7%) 12 (14.0%) 0 (0.0%) 86
農学系 1 (2.5%) 4 (10.0%) 6 (15.0%) 20 (50.0%) 9 (22.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 1 (1.3%) 7 (9.0%) 23 (29.5%) 35 (44.9%) 10 (12.8%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 0 (0.0%) 7 (16.3%) 10 (23.3%) 20 (46.5%) 5 (11.6%) 1 (2.3%) 43
DA-16 あなたはインターンシップを経験したことがありますか。
はい いいえ 無回答 計
全体 36 (9.8%) 331 (89.9%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 23 (9.3%) 225 (90.7%) 0 (0.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 19 (86.4%) 1 (4.5%) 22
私立大学 10 (13.7%) 63 (86.3%) 0 (0.0%) 73
理学系 3 (2.7%) 107 (96.4%) 1 (0.9%) 111
工学系 18 (20.9%) 68 (79.1%) 0 (0.0%) 86
農学系 2 (5.0%) 38 (95.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 8 (10.3%) 70 (89.7%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 5 (11.6%) 38 (88.4%) 0 (0.0%) 43
DA-17 あなたはインターンシップを経験したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 70 (19.0%) 141 (38.3%) 80 (21.7%) 46 (12.5%) 24 (6.5%) 7 (1.9%) 368
国立大学法人 46 (18.5%) 97 (39.1%) 53 (21.4%) 31 (12.5%) 17 (6.9%) 4 (1.6%) 248
公立大学 5 (22.7%) 10 (45.5%) 4 (18.2%) 1 (4.5%) 1 (4.5%) 1 (4.5%) 22
私立大学 18 (24.7%) 28 (38.4%) 18 (24.7%) 5 (6.8%) 3 (4.1%) 1 (1.4%) 73
理学系 13 (11.7%) 48 (43.2%) 19 (17.1%) 20 (18.0%) 10 (9.0%) 1 (0.9%) 111
工学系 23 (26.7%) 34 (39.5%) 14 (16.3%) 9 (10.5%) 3 (3.5%) 3 (3.5%) 86
農学系 5 (12.5%) 20 (50.0%) 9 (22.5%) 4 (10.0%) 1 (2.5%) 1 (2.5%) 40
医学系 14 (17.9%) 24 (30.8%) 25 (32.1%) 7 (9.0%) 7 (9.0%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 14 (32.6%) 14 (32.6%) 10 (23.3%) 4 (9.3%) 0 (0.0%) 1 (2.3%) 43
DA-18 あなたはこれまでに、何らかの形で研究マネジメントを経験したことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 59 (16.0%) 307 (83.4%) 2 (0.5%) 368
国立大学法人 35 (14.1%) 212 (85.5%) 1 (0.4%) 248
公立大学 3 (13.6%) 18 (81.8%) 1 (4.5%) 22
私立大学 20 (27.4%) 53 (72.6%) 0 (0.0%) 73
理学系 13 (11.7%) 97 (87.4%) 1 (0.9%) 111
工学系 24 (27.9%) 62 (72.1%) 0 (0.0%) 86
農学系 7 (17.5%) 32 (80.0%) 1 (2.5%) 40
医学系 8 (10.3%) 70 (89.7%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 6 (14.0%) 37 (86.0%) 0 (0.0%) 43
博士課程学生
DA-19 あなたは民間企業に就職したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 49 (13.3%) 113 (30.7%) 106 (28.8%) 71 (19.3%) 27 (7.3%) 2 (0.5%) 368
国立大学法人 38 (15.3%) 73 (29.4%) 66 (26.6%) 54 (21.8%) 17 (6.9%) 0 (0.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 7 (31.8%) 5 (22.7%) 7 (31.8%) 0 (0.0%) 1 (4.5%) 22
私立大学 5 (6.8%) 26 (35.6%) 28 (38.4%) 6 (8.2%) 8 (11.0%) 0 (0.0%) 73
理学系 12 (10.8%) 35 (31.5%) 29 (26.1%) 23 (20.7%) 11 (9.9%) 1 (0.9%) 111
工学系 16 (18.6%) 30 (34.9%) 22 (25.6%) 14 (16.3%) 3 (3.5%) 1 (1.2%) 86
農学系 5 (12.5%) 10 (25.0%) 11 (27.5%) 12 (30.0%) 2 (5.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 8 (10.3%) 22 (28.2%) 29 (37.2%) 11 (14.1%) 8 (10.3%) 0 (0.0%) 78















全体 37 (37.8%) 18 (18.4%) 7 (7.1%) 6 (6.1%) 5 (5.1%) 25 (25.5%) 98
国立大学法人 31 (43.7%) 10 (14.1%) 3 (4.2%) 4 (5.6%) 3 (4.2%) 20 (28.2%) 71
公立大学 2 (28.6%) 2 (28.6%) 1 (14.3%) 0 (0.0%) 1 (14.3%) 1 (14.3%) 7
私立大学 2 (14.3%) 4 (28.6%) 2 (14.3%) 2 (14.3%) 1 (7.1%) 3 (21.4%) 14
理学系 20 (58.8%) 4 (11.8%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 1 (2.9%) 8 (23.5%) 34
工学系 8 (47.1%) 2 (11.8%) 1 (5.9%) 3 (17.6%) 0 (0.0%) 3 (17.6%) 17
農学系 5 (35.7%) 2 (14.3%) 3 (21.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4 (28.6%) 14
医学系 2 (10.5%) 4 (21.1%) 1 (5.3%) 1 (5.3%) 4 (21.1%) 7 (36.8%) 19
複合領域系 2 (14.3%) 6 (42.9%) 2 (14.3%) 1 (7.1%) 0 (0.0%) 3 (21.4%) 14
DA-22 あなたは将来のキャリア・パスについて不安を感じますか。
非常に感じる やや感じる どちらともいえない あまり感じない まったく感じない 無回答 計
全体 86 (23.4%) 81 (22.0%) 138 (37.5%) 49 (13.3%) 7 (1.9%) 7 (1.9%) 368
国立大学法人 62 (25.0%) 61 (24.6%) 85 (34.3%) 30 (12.1%) 5 (2.0%) 5 (2.0%) 248
公立大学 1 (4.5%) 2 (9.1%) 13 (59.1%) 6 (27.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 22
私立大学 14 (19.2%) 11 (15.1%) 32 (43.8%) 13 (17.8%) 1 (1.4%) 2 (2.7%) 73
理学系 38 (34.2%) 27 (24.3%) 36 (32.4%) 8 (7.2%) 1 (0.9%) 1 (0.9%) 111
工学系 17 (19.8%) 18 (20.9%) 38 (44.2%) 11 (12.8%) 2 (2.3%) 0 (0.0%) 86
農学系 9 (22.5%) 10 (25.0%) 13 (32.5%) 3 (7.5%) 2 (5.0%) 3 (7.5%) 40
医学系 15 (19.2%) 11 (14.1%) 31 (39.7%) 20 (25.6%) 1 (1.3%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 6 (14.0%) 12 (27.9%) 14 (32.6%) 7 (16.3%) 1 (2.3%) 3 (7.0%) 43
DA-24 あなたが現在所属する大学と学部を卒業した大学は同じですか。
同じ 異なる 無回答 計
全体 228 (62.0%) 139 (37.8%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 156 (62.9%) 91 (36.7%) 1 (0.4%) 248
公立大学 9 (40.9%) 13 (59.1%) 0 (0.0%) 22
私立大学 56 (76.7%) 17 (23.3%) 0 (0.0%) 73
理学系 71 (64.0%) 40 (36.0%) 0 (0.0%) 111
工学系 60 (69.8%) 25 (29.1%) 1 (1.2%) 86
農学系 25 (62.5%) 15 (37.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 48 (61.5%) 30 (38.5%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 19 (44.2%) 24 (55.8%) 0 (0.0%) 43
DA-25 研究能力を高めるためには、長期にわたり一つの研究機関でじっくりと研究を続けることが良いと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 32 (8.7%) 84 (22.8%) 131 (35.6%) 94 (25.5%) 25 (6.8%) 2 (0.5%) 36
国立大学法人 24 (9.7%) 54 (21.8%) 85 (34.3%) 64 (25.8%) 20 (8.1%) 1 (0.4%) 248
公立大学 1 (4.5%) 7 (31.8%) 8 (36.4%) 4 (18.2%) 2 (9.1%) 0 (0.0%) 22
私立大学 4 (5.5%) 19 (26.0%) 30 (41.1%) 19 (26.0%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 73
理学系 7 (6.3%) 22 (19.8%) 51 (45.9%) 21 (18.9%) 10 (9.0%) 0 (0.0%) 111
工学系 13 (15.1%) 16 (18.6%) 25 (29.1%) 26 (30.2%) 5 (5.8%) 1 (1.2%) 6
農学系 2 (5.0%) 11 (27.5%) 12 (30.0%) 12 (30.0%) 3 (7.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 7 (9.0%) 19 (24.4%) 29 (37.2%) 20 (25.6%) 3 (3.8%) 0 (0.0%) 7
複合領域系 3 (7.0%) 13 (30.2%) 12 (27.9%) 12 (27.9%) 3 (7.0%) 0 (0.0%) 43
DA-26 研究能力を高めるためには、研究機関間を移動して経験を積むことが良いと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 78 (21.2%) 168 (45.7%) 96 (26.1%) 20 (5.4%) 5 (1.4%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 60 (24.2%) 108 (43.5%) 64 (25.8%) 11 (4.4%) 4 (1.6%) 1 (0.4%) 248
公立大学 2 (9.1%) 11 (50.0%) 6 (27.3%) 3 (13.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 22
私立大学 7 (9.6%) 40 (54.8%) 20 (27.4%) 5 (6.8%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 73
理学系 27 (24.3%) 46 (41.4%) 34 (30.6%) 3 (2.7%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 111
工学系 19 (22.1%) 43 (50.0%) 17 (19.8%) 3 (3.5%) 3 (3.5%) 1 (1.2%) 86
農学系 9 (22.5%) 17 (42.5%) 10 (25.0%) 4 (10.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4
医学系 12 (15.4%) 39 (50.0%) 22 (28.2%) 5 (6.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 10 (23.3%) 19 (44.2%) 10 (23.3%) 4 (9.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 43
博士課程学生
DA-27 あなたは現在の研究環境に満足していますか。
満足 概ね満足 やや不満足 不満足 無回答 計
全体 74 (20.1%) 184 (50.0%) 81 (22.0%) 25 (6.8%) 4 (1.1%) 368
国立大学法人 47 (19.0%) 131 (52.8%) 49 (19.8%) 19 (7.7%) 2 (0.8%) 24
公立大学 5 (22.7%) 9 (40.9%) 5 (22.7%) 3 (13.6%) 0 (0.0%) 22
私立大学 16 (21.9%) 34 (46.6%) 22 (30.1%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 73
理学系 15 (13.5%) 61 (55.0%) 26 (23.4%) 8 (7.2%) 1 (0.9%) 111
工学系 27 (31.4%) 36 (41.9%) 20 (23.3%) 2 (2.3%) 1 (1.2%) 86
農学系 8 (20.0%) 19 (47.5%) 9 (22.5%) 4 (10.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 11 (14.1%) 41 (52.6%) 17 (21.8%) 9 (11.5%) 0 (0.0%) 78









全体 82 (22.3%) 145 (39.4%) 45 (12.2%) 67 (18.2%) 91 (24.7%) 26 (7.1%) 368
国立大学法人 58 (23.4%) 105 (42.3%) 35 (14.1%) 44 (17.7%) 54 (21.8%) 14 (5.6%) 248
公立大学 5 (22.7%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 5 (22.7%) 3 (13.6%) 1 (4.5%) 22
私立大学 17 (23.3%) 23 (31.5%) 6 (8.2%) 14 (19.2%) 29 (39.7%) 7 (9.6%) 3
理学系 25 (22.5%) 49 (44.1%) 18 (16.2%) 21 (18.9%) 22 (19.8%) 10 (9.0%) 111
工学系 20 (23.3%) 26 (30.2%) 8 (9.3%) 10 (11.6%) 25 (29.1%) 5 (5.8%) 86
農学系 15 (37.5%) 17 (42.5%) 5 (12.5%) 5 (12.5%) 4 (10.0%) 1 (2.5%) 40
医学系 18 (23.1%) 33 (42.3%) 6 (7.7%) 20 (25.6%) 27 (34.6%) 5 (6.4%) 78
複合領域系 3 (7.0%) 17 (39.5%) 8 (18.6%) 9 (20.9%) 11 (25.6%) 2 (4.7%) 43
DA-29 あなたが今実施している研究テーマは、あなたが本当にやりたい研究テーマですか。
はい いいえ 無回答 計
全体 281 (76.4%) 85 (23.1%) 2 (0.5%) 368
国立大学法人 186 (75.0%) 60 (24.2%) 2 (0.8%) 248
公立大学 17 (77.3%) 5 (22.7%) 0 (0.0%) 22
私立大学 62 (84.9%) 11 (15.1%) 0 (0.0%) 73
理学系 88 (79.3%) 23 (20.7%) 0 (0.0%) 111
工学系 70 (81.4%) 15 (17.4%) 1 (1.2%) 86
農学系 31 (77.5%) 9 (22.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 50 (64.1%) 27 (34.6%) 1 (1.3%) 78















全体 44 (51.8%) 19 (22.4%) 1 (1.2%) 14 (16.5%) 3 (3.5%) 9 (10.6%) 85
国立大学法人 28 (46.7%) 12 (20.0%) 1 (1.7%) 12 (20.0%) 2 (3.3%) 9 (15.0%) 60
公立大学 5 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5
私立大学 5 (45.5%) 3 (27.3%) 0 (0.0%) 2 (18.2%) 1 (9.1%) 0 (0.0%) 11
理学系 12 (52.2%) 6 (26.1%) 1 (4.3%) 2 (8.7%) 1 (4.3%) 4 (17.4%) 23
工学系 8 (53.3%) 1 (6.7%) 0 (0.0%) 5 (33.3%) 1 (6.7%) 2 (13.3%) 15
農学系 3 (33.3%) 3 (33.3%) 0 (0.0%) 1 (11.1%) 1 (11.1%) 1 (11.1%) 9
医学系 14 (51.9%) 5 (18.5%) 0 (0.0%) 5 (18.5%) 0 (0.0%) 2 (7.4%) 27
複合領域系 4 (50.0%) 3 (37.5%) 0 (0.0%) 1 (12.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 8
DA-31 あなたは指導教官から研究課題の設定や研究の進め方について強制されていると思うことがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 21 (5.7%) 89 (24.2%) 156 (42.4%) 101 (27.4%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 15 (6.0%) 62 (25.0%) 109 (44.0%) 62 (25.0%) 0 (0.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 7 (31.8%) 6 (27.3%) 7 (31.8%) 0 (0.0%) 22
私立大学 3 (4.1%) 13 (17.8%) 32 (43.8%) 25 (34.2%) 0 (0.0%) 73
理学系 6 (5.4%) 27 (24.3%) 50 (45.0%) 28 (25.2%) 0 (0.0%) 111
工学系 5 (5.8%) 17 (19.8%) 35 (40.7%) 29 (33.7%) 0 (0.0%) 86
農学系 1 (2.5%) 13 (32.5%) 15 (37.5%) 11 (27.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 4 (5.1%) 25 (32.1%) 33 (42.3%) 16 (20.5%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 5 (11.6%) 6 (14.0%) 18 (41.9%) 14 (32.6%) 0 (0.0%) 43
DA-32 あなたは指導教官に労働力として使われていると感じることがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 36 (9.8%) 82 (22.3%) 138 (37.5%) 111 (30.2%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 25 (10.1%) 61 (24.6%) 94 (37.9%) 68 (27.4%) 0 (0.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 3 (13.6%) 8 (36.4%) 9 (40.9%) 0 (0.0%) 22
私立大学 6 (8.2%) 12 (16.4%) 31 (42.5%) 24 (32.9%) 0 (0.0%) 73
理学系 13 (11.7%) 25 (22.5%) 47 (42.3%) 26 (23.4%) 0 (0.0%) 111
工学系 10 (11.6%) 16 (18.6%) 25 (29.1%) 35 (40.7%) 0 (0.0%) 86
農学系 2 (5.0%) 9 (22.5%) 15 (37.5%) 14 (35.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 9 (11.5%) 19 (24.4%) 31 (39.7%) 19 (24.4%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 2 (4.7%) 12 (27.9%) 17 (39.5%) 12 (27.9%) 0 (0.0%) 43
博士課程学生
DA-33 あなたは研究者となるための十分な指導を指導教官から受けていると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 133 (36.1%) 158 (42.9%) 50 (13.6%) 20 (5.4%) 0 (0.0%) 7 (1.9%) 368
国立大学法人 88 (35.5%) 103 (41.5%) 37 (14.9%) 16 (6.5%) 0 (0.0%) 4 (1.6%) 248
公立大学 5 (22.7%) 13 (59.1%) 4 (18.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 22
私立大学 33 (45.2%) 30 (41.1%) 6 (8.2%) 3 (4.1%) 0 (0.0%) 1 (1.4%) 73
理学系 27 (24.3%) 53 (47.7%) 23 (20.7%) 6 (5.4%) 0 (0.0%) 2 (1.8%) 111
工学系 39 (45.3%) 35 (40.7%) 8 (9.3%) 3 (3.5%) 0 (0.0%) 1 (1.2%) 86
農学系 15 (37.5%) 11 (27.5%) 8 (20.0%) 4 (10.0%) 0 (0.0%) 2 (5.0%) 4
医学系 29 (37.2%) 39 (50.0%) 3 (3.8%) 7 (9.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 20 (46.5%) 15 (34.9%) 8 (18.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 43
DA-34 あなたは他の研究者から指示され、研究支援的な作業をすることがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 32 (8.7%) 173 (47.0%) 111 (30.2%) 51 (13.9%) 1 (0.3%) 368
国立大学法人 24 (9.7%) 114 (46.0%) 80 (32.3%) 30 (12.1%) 0 (0.0%) 248
公立大学 2 (9.1%) 10 (45.5%) 4 (18.2%) 6 (27.3%) 0 (0.0%) 22
私立大学 5 (6.8%) 41 (56.2%) 18 (24.7%) 9 (12.3%) 0 (0.0%) 73
理学系 6 (5.4%) 50 (45.0%) 40 (36.0%) 15 (13.5%) 0 (0.0%) 111
工学系 12 (14.0%) 42 (48.8%) 16 (18.6%) 16 (18.6%) 0 (0.0%) 86
農学系 4 (10.0%) 18 (45.0%) 12 (30.0%) 6 (15.0%) 0 (0.0%) 4
医学系 5 (6.4%) 41 (52.6%) 25 (32.1%) 7 (9.0%) 0 (0.0%) 78








全体 187 (50.8%) 287 (78.0%) 41 (11.1%) 17 (4.6%) 117 (31.8%) 8 (2.2%) 368
国立大学法人 129 (52.0%) 199 (80.2%) 33 (13.3%) 12 (4.8%) 84 (33.9%) 6 (2.4%) 248
公立大学 9 (40.9%) 18 (81.8%) 2 (9.1%) 1 (4.5%) 5 (22.7%) 0 (0.0%) 22
私立大学 40 (54.8%) 54 (74.0%) 5 (6.8%) 4 (5.5%) 21 (28.8%) 1 (1.4%) 73
理学系 70 (63.1%) 89 (80.2%) 16 (14.4%) 4 (3.6%) 32 (28.8%) 2 (1.8%) 111
工学系 39 (45.3%) 73 (84.9%) 8 (9.3%) 5 (5.8%) 28 (32.6%) 2 (2.3%) 86
農学系 22 (55.0%) 36 (90.0%) 4 (10.0%) 2 (5.0%) 16 (40.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 26 (33.3%) 52 (66.7%) 7 (9.0%) 2 (2.6%) 25 (32.1%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 25 (58.1%) 30 (69.8%) 4 (9.3%) 3 (7.0%) 12 (27.9%) 1 (2.3%) 43
DA-36 あなたは研究課題を設定する際、どの要素を特に重視しますか。最も重視するものを2つまで選んでください。
社会的必要性 社会的波及効果の大きさ 独創性や革新性 研究の実施可能性 個人的興味 その他 計
全体 133 (36.1%) 51 (13.9%) 185 (50.3%) 154 (41.8%) 133 (36.1%) 3 (0.8%) 368
国立大学法人 80 (32.3%) 37 (14.9%) 129 (52.0%) 108 (43.5%) 94 (37.9%) 3 (1.2%) 248
公立大学 8 (36.4%) 5 (22.7%) 11 (50.0%) 7 (31.8%) 7 (31.8%) 0 (0.0%) 22
私立大学 40 (54.8%) 8 (11.0%) 34 (46.6%) 26 (35.6%) 22 (30.1%) 0 (0.0%) 73
理学系 16 (14.4%) 14 (12.6%) 69 (62.2%) 44 (39.6%) 58 (52.3%) 0 (0.0%) 111
工学系 47 (54.7%) 14 (16.3%) 44 (51.2%) 36 (41.9%) 16 (18.6%) 1 (1.2%) 86
農学系 14 (35.0%) 7 (17.5%) 20 (50.0%) 19 (47.5%) 14 (35.0%) 1 (2.5%) 40
医学系 37 (47.4%) 11 (14.1%) 24 (30.8%) 35 (44.9%) 27 (34.6%) 1 (1.3%) 78
複合領域系 19 (44.2%) 5 (11.6%) 23 (53.5%) 13 (30.2%) 14 (32.6%) 0 (0.0%) 43
DA-37 修士課程および博士課程での講議や実習等の教育カリキュラムについて、改善して欲しい点はありますか。
ある ない 無回答 計
全体 119 (32.3%) 247 (67.1%) 2 (0.5%) 368
国立大学法人 85 (34.3%) 161 (64.9%) 2 (0.8%) 248
公立大学 7 (31.8%) 15 (68.2%) 0 (0.0%) 22
私立大学 15 (20.5%) 58 (79.5%) 0 (0.0%) 73
理学系 43 (38.7%) 67 (60.4%) 1 (0.9%) 111
工学系 20 (23.3%) 65 (75.6%) 1 (1.2%) 86
農学系 19 (47.5%) 21 (52.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 21 (26.9%) 57 (73.1%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 11 (25.6%) 32 (74.4%) 0 (0.0%) 43
DA-39 博士課程の研究指導について、改善して欲しい点はありますか。
ある ない 無回答 計
全体 96 (26.1%) 268 (72.8%) 4 (1.1%) 368
国立大学法人 69 (27.8%) 175 (70.6%) 4 (1.6%) 248
公立大学 5 (22.7%) 17 (77.3%) 0 (0.0%) 22
私立大学 12 (16.4%) 61 (83.6%) 0 (0.0%) 73
理学系 35 (31.5%) 75 (67.6%) 1 (0.9%) 111
工学系 9 (10.5%) 74 (86.0%) 3 (3.5%) 86
農学系 12 (30.0%) 28 (70.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 26 (33.3%) 52 (66.7%) 0 (0.0%) 78
複合領域系 10 (23.3%) 33 (76.7%) 0 (0.0%) 43
博士課程学生
DA-41 博士課程を修了した時点で、研究者になるための基礎的な能力はあなたには十分に養われると思いますか。
十分に養われる ほぼ養われる あまり養われない 養われない 無回答 計
全体 12 (3.3%) 217 (59.0%) 119 (32.3%) 14 (3.8%) 6 (1.6%) 3 8
国立大学法人 10 (4.0%) 144 (58.1%) 80 (32.3%) 10 (4.0%) 4 (1.6%) 248
公立大学 0 (0.0%) 16 (72.7%) 6 (27.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 22
私立大学 2 (2.7%) 44 (60.3%) 26 (35.6%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 73
理学系 2 (1.8%) 67 (60.4%) 37 (33.3%) 5 (4.5%) 0 (0.0%) 111
工学系 5 (5.8%) 57 (66.3%) 20 (23.3%) 3 (3.5%) 1 (1.2%) 86
農学系 2 (5.0%) 25 (62.5%) 10 (25.0%) 3 (7.5%) 0 (0.0%) 40
医学系 2 (2.6%) 37 (47.4%) 35 (44.9%) 2 (2.6%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 1 (2.3%) 27 (62.8%) 14 (32.6%) 0 (0.0%) 1 (2.3%) 4
DF-02 最終学歴
4年制大学学部卒業 修士課程修了 博士課程修了 その他 無回答 計
全体 9 (2.4%) 309 (84.0%) 9 (2.4%) 30 (8.2%) 11 (3.0%) 368
国立大学法人 3 (1.2%) 220 (88.7%) 7 (2.8%) 16 (6.5%) 2 (0.8%) 24
公立大学 0 (0.0%) 20 (90.9%) 0 (0.0%) 2 (9.1%) 0 (0.0%) 22
私立大学 5 (6.8%) 56 (76.7%) 1 (1.4%) 11 (15.1%) 0 (0.0%) 73
理学系 1 (0.9%) 103 (92.8%) 4 (3.6%) 2 (1.8%) 1 (0.9%) 111
工学系 2 (2.3%) 82 (95.3%) 2 (2.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 86
農学系 0 (0.0%) 39 (97.5%) 1 (2.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 4 (5.1%) 44 (56.4%) 2 (2.6%) 26 (33.3%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 2 (4.7%) 39 (90.7%) 0 (0.0%) 2 (4.7%) 0 (0.0%) 43
DF-03 博士号取得の有無
あり なし 無回答 計
全体 7 (1.9%) 346 (94.0%) 15 (4.1%) 368
国立大学法人 5 (2.0%) 240 (96.8%) 3 (1.2%) 248
公立大学 0 (0.0%) 22 (100.0%) 0 (0.0%) 22
私立大学 1 (1.4%) 68 (93.2%) 4 (5.5%) 73
理学系 4 (3.6%) 106 (95.5%) 1 (0.9%) 111
工学系 1 (1.2%) 82 (95.3%) 3 (3.5%) 86
農学系 0 (0.0%) 40 (100.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 2 (2.6%) 74 (94.9%) 2 (2.6%) 78
複合領域系 0 (0.0%) 42 (97.7%) 1 (2.3%) 43
DF-06 経済的な支援制度の適用を
受けている 受けていない 無回答 計
全体 242 (65.8%) 118 (32.1%) 8 (2.2%) 368
国立大学法人 177 (71.4%) 71 (28.6%) 0 (0.0%) 248
公立大学 14 (63.6%) 8 (36.4%) 0 (0.0%) 22
私立大学 38 (52.1%) 35 (47.9%) 0 (0.0%) 73
理学系 86 (77.5%) 25 (22.5%) 0 (0.0%) 111
工学系 63 (73.3%) 23 (26.7%) 0 (0.0%) 86
農学系 28 (70.0%) 12 (30.0%) 0 (0.0%) 40
医学系 36 (46.2%) 42 (53.8%) 0 (0.0%) 78






万円未満 月額20万円以上 無回答 計
全体 8 (2.2%) 24 (6.5%) 141 (38.3%) 50 (13.6%) 19 (5.2%) 126 (34.2%) 368
国立大学法人 5 (2.0%) 16 (6.5%) 100 (40.3%) 40 (16.1%) 16 (6.5%) 71 (28.6%) 248
公立大学 0 (0.0%) 2 (9.1%) 9 (40.9%) 2 (9.1%) 1 (4.5%) 8 (36.4%) 22
私立大学 2 (2.7%) 6 (8.2%) 21 (28.8%) 7 (9.6%) 2 (2.7%) 35 (47.9%) 73
理学系 3 (2.7%) 9 (8.1%) 49 (44.1%) 14 (12.6%) 11 (9.9%) 25 (22.5%) 111
工学系 1 (1.2%) 4 (4.7%) 39 (45.3%) 18 (20.9%) 1 (1.2%) 23 (26.7%) 86
農学系 0 (0.0%) 1 (2.5%) 15 (37.5%) 7 (17.5%) 5 (12.5%) 12 (30.0%) 40
医学系 2 (2.6%) 7 (9.0%) 18 (23.1%) 7 (9.0%) 2 (2.6%) 42 (53.8%) 78

















全体 44 (12.0%) 2 (0.5%) 0 (0.0%) 156 (42.4%) 14 (3.8%) 48 (13.0%) 104 (28.3%) 
国立大学法人 36 (14.5%) 2 (0.8%) 0 (0.0%) 115 (46.4%) 9 (3.6%) 34 (13.7%) 52 (21.0%) 
公立大学 2 (9.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 8 (36.4%) 1 (4.5%) 4 (18.2%) 7 (31.8%) 
私立大学 6 (8.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 22 (30.1%) 4 (5.5%) 8 (11.0%) 33 (45.2%) 
理学系 16 (14.4%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 57 (51.4%) 3 (2.7%) 20 (18.0%) 14 (12.6%) 
工学系 11 (12.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 39 (45.3%) 3 (3.5%) 13 (15.1%) 20 (23.3%) 
農学系 9 (22.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 16 (40.0%) 2 (5.0%) 2 (5.0%) 11 (27.5%) 
医学系 5 (6.4%) 1 (1.3%) 0 (0.0%) 22 (28.2%) 5 (6.4%) 7 (9.0%) 38 (48.7%) 
























かったから なんとなく 無回答 計
全体 13 (3.8%) 10 (3.0%) 169 (50.0%) 117 (34.6%) 3 (0.9%) 26 (7.7%) 338
25～29歳 6 (6.6%) 2 (2.2%) 43 (47.3%) 33 (36.3%) 1 (1.1%) 6 (6.6%) 91
30～34歳 3 (1.7%) 8 (4.5%) 87 (48.6%) 66 (36.9%) 2 (1.1%) 13 (7.3%) 179
35歳以上 4 (6.3%) 0 (0.0%) 37 (57.8%) 16 (25.0%) 0 (0.0%) 7 (10.9%) 64
理学系 2 (1.6%) 5 (4.1%) 61 (49.6%) 46 (37.4%) 2 (1.6%) 7 (5.7%) 123
工学系 3 (5.9%) 2 (3.9%) 23 (45.1%) 16 (31.4%) 0 (0.0  7 (13.7%) 51
農学系 0 (0.0%) 2 (4.2%) 22 (45.8%) 19 (39.6%) 0 (0.0%) 5 (10.4%) 48
医学系 5 (8.5%) 1 (1.7%) 36 (61.0%) 12 (20.3%)  (1.7%) 4 (6.8%) 59
複合領域系 3 (5.8%) 0 (0.0%) 24 (46.2%) 22 (42.3%) 0 (0.0%) 3 (5.8%) 52
JSPS 4 (3.8%) 3 (2.9%) 54 (51.4%) 33 (31.4%) 2 ( 9%  9 (8.6%) 105












全体 4 (1.2%) 157 (46.4%) 130 (38.5%) 51 (15.1%) 7 (2.1%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 0 (0.0%) 44 (48.4%) 37 (40.7%) 16 (17.6%) 2 (2.2%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 4 (2.2%) 77 (43.0%) 72 (40.2%) 25 (14.0%) 4 ( .2%) 2 (1.1%) 179
35歳以上 0 (0.0%) 34 (53.1%) 19 (29.7%) 9 (14.1%) 1 (1.6%) 3 (4.7%) 64
理学系 2 (1.6%) 51 (41.5%) 48 (39.0%) 25 (20.3%) 1 (0.8%) 3 (2.4%) 123
工学系 1 (2.0%) 25 (49.0%) 18 (35.3%) 11 (21.6%) 2 (3.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 1 (2.1%) 21 (43.8%) 22 (45.8%) 5 (10.4%) 1 (2.1%) 0 (0.0%) 48
医学系 0 (0.0%) 35 (59.3%) 16 (27.1%) 5 (8.5%) 1 (1.7%) 2 (3.4%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 25 (48.1%) 24 (46.2%) 2 (3.8%) 2 (3.8%) 1 (1.9%) 52
JSPS 2 (1.9%) 54 (51.4%) 36 (34.3%) 17 (16.2%) 0 0.0%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 2 (0.9%) 103 (44.2%) 94 (40.3%) 34 (14.6%) 7 (3.0%) 3 (1.3%) 233
EA-03 あなたはこれまで延べ何回ポストドクター支援制度の適用を受けましたか。現在を1回として含めた回数をお答えください。
1回 2回 3回 4回 5回以上 無回答 計
全体 213 (63.0%) 86 (25.4%) 27 (8.0%) 2 (0.6%) 0 (0.0%) 10 (3.0%) 338
25～29歳 71 (78.0%) 18 (19.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 116 (64.8%) 50 (27.9%) 8 (4.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 23 (35.9%) 18 (28.1%) 17 (26.6%) 2 (3.1%) 0 (0.0%) 4 (6.3%) 64
理学系 72 (58.5%) 33 (26.8%) 13 (10.6%) 1 (0.8%) 0 (0.0%) 4 (3.3%) 123
工学系 35 (68.6%) 13 (25.5%) 2 (3.9%) 0 (0.0%) 0 (0. %) 1 (2.0%) 51
農学系 31 (64.6%) 13 (27.1%) 3 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.1%) 48
医学系 35 (59.3%) 16 (27.1%) 6 (10.2%) 0 (0.0%) 0 ( . %) 2 (3.4%) 59
複合領域系 37 (71.2%) 10 (19.2%) 3 (5.8%) 1 (1.9%) 0 (0.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 69 (65.7%) 31 (29.5%) 5 (4.8%) 0 (0.0%) 0 ( . %) 0 (0.0%) 105
JSPS以外 144 (61.8%) 55 (23.6%) 22 (9.4%) 2 (0.9%) 0 (0. %) 10 (4.3%) 233
EA-05 ポストドクターの期間は1期あたり何年程度が適当だと思いますか。
1年 2年 3年 4年 5年以上 無回答 計
全体 7 (2.1%) 57 (16.9%) 218 (64.5%) 27 (8.0%) 22 (6.5%) 7 (2.1%) 338
25～29歳 2 (2.2%) 21 (23.1%) 56 (61.5%) 7 (7.7%) 4 (4.4%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 3 (1.7%) 24 (13.4%) 120 (67.0%) 13 (7.3%) 14 (7.8%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 1 (1.6%) 12 (18.8%) 40 (62.5%) 6 (9.4%) 4 (6.3%) 1 (1.6%) 64
理学系 3 (2.4%) 16 (13.0%) 88 (71.5%) 9 (7.3%) 5 (4.1%) 2 (1.6%) 123
工学系 0 (0.0%) 11 (21.6%) 32 (62.7%) 4 (7.8%) 4 (7.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 1 (2.1%) 8 (16.7%) 28 (58.3%) 5 (10.4%) 4 (8.3%) 2 (4.2%) 48
医学系 2 (3.4%) 13 (22.0%) 36 (61.0%) 4 (6.8%) 3 (5.1%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 9 (17.3%) 32 (61.5%) 4 (7.7%) 6 (11.5%) 1 (1.9%) 52
JSPS 2 (1.9%) 14 (13.3%) 72 (68.6%) 10 (9.5%) 5 (4.8%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 5 (2.1%) 43 (18.5%) 146 (62.7%) 17 (7.3%) 17 ( .3%) 5 (2.1%) 233
ポストドクター
EA-06 あなたは、博士課程修了後、ポストドクターとなる際に所属する研究室を移動しましたか。
移動しなかった 大学内で移動した大学(研究機関)を移動した 無回答 計
全体 79 (23.4%) 32 (9.5%) 221 (65.4%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 30 (33.0%) 13 (14.3%) 47 (51.6%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 34 (19.0%) 13 (7.3%) 130 (72.6%) 2 (1.1%) 179
35歳以上 13 (20.3%) 6 (9.4%) 42 (65.6%) 3 (4.7%) 64
理学系 24 (19.5%) 16 (13.0%) 82 (66.7%) 1 (0.8%) 123
工学系 11 (21.6%) 6 (11.8%) 33 (64.7%) 1 (2.0%) 51
農学系 16 (33.3%) 4 (8.3%) 26 (54.2%) 2 (4.2%) 48
医学系 16 (27.1%) 4 (6.8%) 38 (64.4%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 10 (19.2%) 2 (3.8%) 39 (75.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 25 (23.8%) 11 (10.5%) 68 (64.8%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 54 (23.2%) 21 (9.0%) 153 (65.7%) 5 (2.1%) 233
EA-07 あなたは、博士課程修了後、ポストドクターとなる際に研究分野や研究テーマを変えましたか。
大きく変えた やや変えた ほとんど変えていない 全く変えていない 無回答 計
全体 78 (23.1%) 127 (37.6%) 81 (24.0%) 48 (14.2%) 4 (1.2%) 338
25～29歳 17 (18.7%) 33 (36.3%) 24 (26.4%) 17 (18.7%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 43 (24.0%) 65 (36.3%) 44 (24.6%) 25 (14.0%) 2 (1. %) 179
35歳以上 18 (28.1%) 26 (40.6%) 13 (20.3%) 5 (7.8%) 2 (3.1%) 64
理学系 20 (16.3%) 45 (36.6%) 35 (28.5%) 21 (17.1%) 2 ( .6%) 123
工学系 15 (29.4%) 20 (39.2%) 11 (21.6%) 5 (9.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 11 (22.9%) 16 (33.3%) 14 (29.2%) 6 (12.5%) 1 (2.1%) 48
医学系 19 (32.2%) 21 (35.6%) 9 (15.3%) 9 (15.3%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 12 (23.1%) 24 (46.2%) 12 (23.1%) 4 (7.7%) 0 (0.0%) 52
JSPS 20 (19.0%) 39 (37.1%) 25 (23.8%) 21 (20.0%) 0 (0.0%) 105
JSPS以外 58 (24.9%) 88 (37.8%) 56 (24.0%) 27 (11.6%) 4 (1. %) 233
EA-08 あなたが今実施している研究テーマは、あなたが本当にやりたい研究テーマですか。
はい いいえ 無回答 計
全体 247 (73.1%) 83 (24.6%) 8 (2.4%) 338
25～29歳 66 (72.5%) 24 (26.4%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 130 (72.6%) 44 (24.6%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 49 (76.6%) 13 (20.3%) 2 (3.1%) 64
理学系 92 (74.8%) 25 (20.3%) 6 (4.9%) 123
工学系 42 (82.4%) 9 (17.6%) 0 (0.0%) 51
農学系 34 (70.8%) 13 (27.1%) 1 (2.1%) 48
医学系 38 (64.4%) 20 (33.9%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 38 (73.1%) 14 (26.9%) 0 (0.0%) 52
JSPS 87 (82.9%) 15 (14.3%) 3 (2.9%) 105
















全体 22 (26.5%) 23 (27.7%) 3 (3.6%) 48 (57.8%) 6 (7.2%) 3 (3.6%) 83
25～29歳 7 (29.2%) 7 (29.2%) 2 (8.3%) 15 (62.5%) 2 (8.3%) 1 (4.2%) 24
30～34歳 11 (25.0%) 10 (22.7%) 1 (2.3%) 24 (54.5%) 4 (9.1%) 2 (4.5%) 44
35歳以上 3 (23.1%) 4 (30.8%) 0 (0.0%) 9 (69.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13
理学系 2 (8.0%) 6 (24.0%) 2 (8.0%) 14 (56.0%) 1 (4.0%) 1 (4.0%) 25
工学系 7 (77.8%) 4 (44.4%) 0 (0.0%) 6 (66.7%) 1 (11.1%) 0 (0.0%) 9
農学系 1 (7.7%) 4 (30.8%) 0 (0.0%) 9 (69.2%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 13
医学系 9 (45.0%) 7 (35.0%) 1 (5.0%) 9 (45.0%) 2 (10.0%) 0 (0.0%) 20
複合領域系 2 (14.3%) 1 (7.1%) 0 (0.0%) 10 (71.4%)  (7. %) 2 (14.3%) 14
JSPS 6 (40.0%) 4 (26.7%) 1 (6.7%) 8 (53.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 15
JSPS以外 16 (23.5%) 19 (27.9%) 2 (2.9%) 40 (58.8%) 6 (8.8%) 3 (4.4%) 68
EA-10 博士号をもっていることは、あなたが社会生活を送る上で大きなメリットがあると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 35 (10.4%) 78 (23.1%) 78 (23.1%) 94 (27.8%) 47 (13.9%) 6 (1.8%) 3 8
25～29歳 5 (5.5%) 17 (18.7%) 25 (27.5%) 30 (33.0%) 13 (14.3%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 13 (7.3%) 40 (22.3%) 41 (22.9%) 53 (29.6%) 28 (15.6%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 17 (26.6%) 21 (32.8%) 11 (17.2%) 10 (15.6%) 4 (6.3%) 1 (1.6%) 64
理学系 6 (4.9%) 26 (21.1%) 29 (23.6%) 37 (30.1%) 22 (17.9%) 3 (2.4%) 123
工学系 11 (21.6%) 12 (23.5%) 9 (17.6%) 12 (23.5%) 7 (13.7%) 0 (0.0%) 51
農学系 5 (10.4%) 13 (27.1%) 11 (22.9%) 11 (22.9%) 6 ( 2.5%) 2 (4.2%) 48
医学系 5 (8.5%) 16 (27.1%) 16 (27.1%) 14 (23.7%) 8 (13.6%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 8 (15.4%) 11 (21.2%) 11 (21.2%) 19 (36.5%) 2 (3.8%) 1 (1.9%) 52
JSPS 12 (11.4%) 22 (21.0%) 21 (20.0%) 29 (27.6%) 19 (18.1%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 23 (9.9%) 56 (24.0%) 57 (24.5%) 65 (27.9%) 28 (12.0%) 4 (1.7%) 233
ポストドクター
EA-11 あなたは研究課題を設定する際、どの要素を特に重視しますか。最も重視するものを2つまで選んでください。
社会的必要性 社会的波及効果の大きさ 独創性や革新性 研究の実施可能性 個人的興味 計
全体 101 (29.9%) 44 (13.0%) 191 (56.5%) 92 (27.2%) 106 (31.4%) 338
25～29歳 22 (24.2%) 10 (11.0%) 56 (61.5%) 26 (28.6%) 32 (35.2%) 91
30～34歳 58 (32.4%) 29 (16.2%) 97 (54.2%) 46 (25.7%) 48 (26.8%) 179
35歳以上 21 (32.8%) 4 (6.3%) 35 (54.7%) 19 (29.7%) 25 (39.1%) 64
理学系 25 (20.3%) 17 (13.8%) 74 (60.2%) 35 (28.5%) 50 (40.7%) 123
工学系 20 (39.2%) 5 (9.8%) 33 (64.7%) 13 (25.5%) 10 (19.6%) 51
農学系 21 (43.8%) 5 (10.4%) 27 (56.3%) 10 (20.8%) 8 (16.7%) 48
医学系 23 (39.0%) 9 (15.3%) 24 (40.7%) 20 (33.9%) 21 (35.6%) 59
複合領域系 11 (21.2%) 7 (13.5%) 31 (59.6%) 12 (23.1%) 16 (30.8%) 52
JSPS 32 (30.5%) 16 (15.2%) 56 (53.3%) 27 (25.7%) 27 (25.7%) 105
JSPS以外 69 (29.6%) 28 (12.0%) 135 (57.9%) 65 (27.9%) 79 (33.9%) 233
EA-12 あなたは指導教官(上司)から研究課題の設定や研究の進め方について強制されていると思うことがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 22 (6.5%) 85 (25.1%) 153 (45.3%) 72 (21.3%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 6 (6.6%) 18 (19.8%) 39 (42.9%) 27 (29.7%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 12 (6.7%) 44 (24.6%) 82 (45.8%) 37 (20.7%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 3 (4.7%) 22 (34.4%) 30 (46.9%) 8 (12.5%) 1 (1.6%) 64
理学系 3 (2.4%) 29 (23.6%) 51 (41.5%) 38 (30.9%) 2 (1.6%) 123
工学系 4 (7.8%) 11 (21.6%) 23 (45.1%) 12 (23.5%) 1 (2.0%) 51
農学系 3 (6.3%) 11 (22.9%) 25 (52.1%) 7 (14.6%) 2 (4.2%) 48
医学系 10 (16.9%) 19 (32.2%) 26 (44.1%) 4 (6.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 2 (3.8%) 13 (25.0%) 27 (51.9%) 9 (17.3%) 1 (1.9%) 52
JSPS 5 (4.8%) 19 (18.1%) 45 (42.9%) 34 (32.4%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 17 (7.3%) 66 (28.3%) 108 (46.4%) 38 (16.3%) 4 (1.7%) 233
EA-13 あなたは指導教官(上司)に労働力として使われていると感じることがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 45 (13.3%) 100 (29.6%) 109 (32.2%) 77 (22.8%) 7 (2.1%) 338
25～29歳 12 (13.2%) 26 (28.6%) 22 (24.2%) 30 (33.0%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 20 (11.2%) 53 (29.6%) 65 (36.3%) 37 (20.7%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 12 (18.8%) 20 (31.3%) 20 (31.3%) 10 (15.6%) 2 (3.1%) 64
理学系 8 (6.5%) 31 (25.2%) 48 (39.0%) 33 (26.8%) 3 (2.4%) 123
工学系 9 (17.6%) 18 (35.3%) 13 (25.5%) 11 (21.6%) 0 (0.0%) 51
農学系 9 (18.8%) 13 (27.1%) 13 (27.1%) 11 (22.9%) 2 (4. %) 48
医学系 15 (25.4%) 16 (27.1%) 17 (28.8%) 10 (16.9%) 1 ( .7%) 59
複合領域系 3 (5.8%) 20 (38.5%) 17 (32.7%) 11 (21.2%) 1 ( .9%) 52
JSPS 8 (7.6%) 27 (25.7%) 31 (29.5%) 37 (35.2%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 37 (15.9%) 73 (31.3%) 78 (33.5%) 40 (17.2%) 5 (2.1%) 233
EA-14 あなたは研究者となるための十分な指導を指導教官(上司)から受けていると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 98 (29.0%) 160 (47.3%) 49 (14.5%) 25 (7.4%) 0 (0.0%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 25 (27.5%) 45 (49.5%) 15 (16.5%) 5 (5.5%) 0 (0.0  1 (1.1%) 91
30～34歳 50 (27.9%) 85 (47.5%) 28 (15.6%) 12 (6.7%) 0 (0.0%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 23 (35.9%) 27 (42.2%) 6 (9.4%) 7 (10.9%) 0 (0.0%) 1 (1.6%) 64
理学系 27 (22.0%) 60 (48.8%) 22 (17.9%) 12 (9.8%) 0 (0.0%) 2 (1.6%) 123
工学系 20 (39.2%) 22 (43.1%) 7 (13.7%) 2 (3.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 51
農学系 17 (35.4%) 20 (41.7%) 5 (10.4%) 4 (8.3%) 0 (0.0%) 2 (4.2%) 48
医学系 17 (28.8%) 33 (55.9%) 4 (6.8%) 5 (8.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 16 (30.8%) 21 (40.4%) 11 (21.2%) 2 (3.8%) 0 (0.0%) 2 (3.8%) 52
JSPS 32 (30.5%) 53 (50.5%) 13 (12.4%) 5 (4.8%) 0 (0.0%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 66 (28.3%) 107 (45.9%) 36 (15.5%) 20 (8.6%) 0 (0.0%) 4 (1.7%) 233
ポストドクター
EA-15 あなたは他の研究者から指示され、研究支援的な作業をすることがありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 47 (13.9%) 169 (50.0%) 76 (22.5%) 40 (11.8%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 12 (13.2%) 48 (52.7%) 20 (22.0%) 10 (11.0%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 26 (14.5%) 88 (49.2%) 42 (23.5%) 20 (11.2%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 8 (12.5%) 30 (46.9%) 14 (21.9%) 10 (15.6%) 2 (3.1%) 64
理学系 15 (12.2%) 60 (48.8%) 29 (23.6%) 17 (13.8%) 2 (1.6%) 123
工学系 13 (25.5%) 24 (47.1%) 11 (21.6%) 3 (5.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 6 (12.5%) 24 (50.0%) 11 (22.9%) 5 (10.4%) 2 (4.2%) 48
医学系 7 (11.9%) 31 (52.5%) 12 (20.3%) 9 (15.3%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 5 (9.6%) 27 (51.9%) 12 (23.1%) 6 (11.5%) 2 (3.8%) 52
JSPS 17 (16.2%) 49 (46.7%) 21 (20.0%) 15 (14.3%) 3 (2.9%) 105








全体 200 (59.2%) 267 (79.0%) 100 (29.6%) 24 (7.1%) 167 (49.4%) 6 (18%  338
25～29歳 61 (67.0%) 70 (76.9%) 26 (28.6%) 6 (6.6%) 41 (45.1%) 2 (2.2%  91
30～34歳 103 (57.5%) 149 (83.2%) 55 (30.7%) 12 (6.7%) 97 (54.2%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 34 (53.1%) 47 (73.4%) 17 (26.6%) 6 (9.4%) 27 (42.2%) 1 (1.6%) 64
理学系 87 (70.7%) 99 (80.5%) 44 (35.8%) 10 (8.1%) 73 (59.3%) 3 (2.4%) 123
工学系 26 (51.0%) 43 (84.3%) 18 (35.3%) 4 (7.8%) 27 (52.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 25 (52.1%) 39 (81.3%) 14 (29.2%) 5 (10.4%) 23 (47.9%) 1 (2.1%) 48
医学系 25 (42.4%) 42 (71.2%) 11 (18.6%) 2 (3.4%) 17 (28.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 34 (65.4%) 41 (78.8%) 11 (21.2%) 2 (3.8%) 25 (48.1%) 2 (3.8%) 52
JSPS 72 (68.6%) 92 (87.6%) 56 (53.3%) 6 (5.7%) 63 (60.0%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 128 (54.9%) 175 (75.1%) 44 (18.9%) 18 (7.7%) 104 (44.6%) 4 (1.7%) 233
EA-17 あなたは現在の研究環境に満足していますか。
満足 概ね満足 やや不満足 不満足 無回答 計
全体 67 (19.8%) 190 (56.2%) 54 (16.0%) 21 (6.2%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 24 (26.4%) 46 (50.5%) 16 (17.6%) 4 (4.4%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 30 (16.8%) 103 (57.5%) 31 (17.3%) 12 (6.7%) 3 ( .7%) 179
35歳以上 13 (20.3%) 38 (59.4%) 7 (10.9%) 4 (6.3%) 2 (3.1%) 64
理学系 27 (22.0%) 69 (56.1%) 19 (15.4%) 6 (4.9%) 2 (1.6%) 123
工学系 15 (29.4%) 22 (43.1%) 11 (21.6%) 3 (5.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 11 (22.9%) 24 (50.0%) 5 (10.4%) 5 (10.4%) 3 (6.3%) 48
医学系 5 (8.5%) 37 (62.7%) 13 (22.0%) 4 (6.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 9 (17.3%) 34 (65.4%) 6 (11.5%) 2 (3.8%) 1 (1.9%) 52
JSPS 32 (30.5%) 55 (52.4%) 11 (10.5%) 5 (4.8%) 2 (1.9%) 105








事務手続きが煩雑 研究資金が不十分 研究以外の業務が多すぎる その他 計
全体 72 (21.3%) 120 (35.5%) 77 (22.8%) 65 (19.2%) 70 (20.7%) 34 (10.1%) 338
25～29歳 18 (19.8%) 23 (25.3%) 24 (26.4%) 15 (16.5%) 15 (16.5%) 10 (11.0%) 91
30～34歳 41 (22.9%) 66 (36.9%) 44 (24.6%) 35 (19.6%) 41 (22.9%) 18 (10.1%) 179
35歳以上 12 (18.8%) 29 (45.3%) 7 (10.9%) 15 (23.4%) 12 (18.8%) 4 (6.3%) 64
理学系 29 (23.6%) 39 (31.7%) 34 (27.6%) 28 (22.8%) 30 (24.4%) 12 (9.8%) 1 3
工学系 15 (29.4%) 12 (23.5%) 14 (27.5%) 10 (19.6%) 11 (21.6%) 4 (7.8%) 51
農学系 7 (14.6%) 15 (31.3%) 8 (16.7%) 5 (10.4%) 8 (16.7%) 5 (10.4%) 48
医学系 9 (15.3%) 33 (55.9%) 11 (18.6%) 9 (15.3%) 11 (18.6%) 5 (8.5%) 59
複合領域系 10 (19.2%) 18 (34.6%) 9 (17.3%) 13 (25.0%) 6 (11.5%) 8 (15.4%) 52
JSPS 20 (19.0%) 36 (34.3%) 27 (25.7%) 18 (17.1%) 19 (18.1%) 12 (11.4%) 05






全体 90 (26.6%) 38 (11.2%) 31 (9.2%) 4 (1.2%) 151 (44.7%) 338
25～29歳 22 (24.2%) 6 (6.6%) 7 (7.7%) 0 (0.0%) 49 (53.8%) 91
30～34歳 48 (26.8%) 21 (11.7%) 16 (8.9%) 1 (0.6%) 77 (43.0%) 179
35歳以上 18 (28.1%) 11 (17.2%) 7 (10.9%) 3 (4.7%) 24 (37.5%) 64
理学系 36 (29.3%) 13 (10.6%) 10 (8.1%) 1 (0.8%) 55 (44.7%) 123
工学系 18 (35.3%) 4 (7.8%) 6 (11.8%) 0 (0.0%) 24 (47.1%) 51
農学系 13 (27.1%) 4 (8.3%) 2 (4.2%) 1 (2.1%) 25 (52.1%) 48
医学系 14 (23.7%) 9 (15.3%) 8 (13.6%) 2 (3.4%) 22 (37.3%) 59
複合領域系 8 (15.4%) 8 (15.4%) 3 (5.8%) 0 (0.0%) 23 (44.2%) 52
JSPS 43 (41.0%) 9 (8.6%) 6 (5.7%) 1 (1.0%) 45 (42.9%) 105
JSPS以外 47 (20.2%) 29 (12.4%) 25 (10.7%) 3 (1.3%) 106 (45.5%) 233
EA-20 あなたの収入は生活費や学費を賄うのに足りていますか。
足りている ほぼ足りている やや足りない 足りない 無回答 計
全体 168 (49.7%) 101 (29.9%) 42 (12.4%) 19 (5.6%) 8 (2.4%) 338
25～29歳 56 (61.5%) 23 (25.3%) 10 (11.0%) 1 (1.1%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 84 (46.9%) 58 (32.4%) 20 (11.2%) 12 (6.7%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 26 (40.6%) 20 (31.3%) 10 (15.6%) 6 (9.4%) 2 (3.1%) 64
理学系 63 (51.2%) 41 (33.3%) 13 (10.6%) 2 (1.6%) 4 (3.3%) 123
工学系 26 (51.0%) 12 (23.5%) 9 (17.6%) 4 (7.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 32 (66.7%) 8 (16.7%) 3 (6.3%) 2 (4.2%) 3 (6.3%) 48
医学系 22 (37.3%) 24 (40.7%) 7 (11.9%) 6 (10.2%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 23 (44.2%) 15 (28.8%) 8 (15.4%) 5 (9.6%) 1 (1. %) 52
JSPS 55 (52.4%) 31 (29.5%) 13 (12.4%) 3 (2.9%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 113 (48.5%) 70 (30.0%) 29 (12.4%) 16 (6.9%) 5 (2.1%) 233
EA-21 あなたはポストドクター期間終了後、国内、海外のどちらで活動したいと思いますか。
国内 海外 どちらでもよい 無回答 計
全体 101 (29.9%) 60 (17.8%) 171 (50.6%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 25 (27.5%) 16 (17.6%) 49 (53.8%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 58 (32.4%) 33 (18.4%) 84 (46.9%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 15 (23.4%) 11 (17.2%) 37 (57.8%) 1 (1.6%) 64
理学系 40 (32.5%) 16 (13.0%) 64 (52.0%) 3 (2.4%) 123
工学系 12 (23.5%) 9 (17.6%) 30 (58.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 16 (33.3%) 8 (16.7%) 22 (45.8%) 2 (4.2%) 48
医学系 17 (28.8%) 14 (23.7%) 28 (47.5%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 13 (25.0%) 13 (25.0%) 25 (48.1%) 1 (1.9%) 52
JSPS 30 (28.6%) 23 (21.9%) 50 (47.6%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 71 (30.5%) 37 (15.9%) 121 (51.9%) 4 (1.7%) 233
EA-22 あなたは希望する職が見つかれば、ポストドクターを中断して就職したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 185 (54.7%) 91 (26.9%) 32 (9.5%) 13 (3.8%) 11 (3.3%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 51 (56.0%) 24 (26.4%) 8 (8.8%) 4 (4.4%) 3 (3.3%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 101 (56.4%) 49 (27.4%) 12 (6.7%) 8 (4.5%) 5 (2.8%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 29 (45.3%) 18 (28.1%) 12 (18.8%) 1 (1.6%) 3 (4.7%) 1 (1.6%) 64
理学系 81 (65.9%) 25 (20.3%) 8 (6.5%) 4 (3.3%) 2 (1.6%) 3 (2.4%) 123
工学系 25 (49.0%) 11 (21.6%) 8 (15.7%) 3 (5.9%) 4 (7.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 29 (60.4%) 11 (22.9%) 4 (8.3%) 0 (0.0%) 2 (4.2%) 2 (4.2%) 48
医学系 22 (37.3%) 25 (42.4%) 6 (10.2%) 4 (6.8%) 2 (3.4%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 24 (46.2%) 18 (34.6%) 6 (11.5%) 2 (3.8%) 1 (1.9%) 1 (1.9%) 52
JSPS 62 (59.0%) 30 (28.6%) 4 (3.8%) 4 (3.8%) 3 (2.9%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 123 (52.8%) 61 (26.2%) 28 (12.0%) 9 (3.9%) 8 (3.4%) 4 (1.7%) 233
EA-23 あなたはポストドクター期間終了直後に研究、研究以外のどちらの業務に従事したいと思いますか。
研究業務 研究以外の業務 無回答 計
全体 313 (92.6%) 14 (4.1%) 11 (3.3%) 338
25～29歳 84 (92.3%) 5 (5.5%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 167 (93.3%) 5 (2.8%) 7 (3.9%) 179
35歳以上 58 (90.6%) 4 (6.3%) 2 (3.1%) 64
理学系 115 (93.5%) 3 (2.4%) 5 (4.1%) 123
工学系 48 (94.1%) 2 (3.9%) 1 (2.0%) 51
農学系 45 (93.8%) 0 (0.0%) 3 (6.3%) 48
医学系 51 (86.4%) 8 (13.6%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 49 (94.2%) 1 (1.9%) 2 (3.8%) 52
JSPS 96 (91.4%) 4 (3.8%) 5 (4.8%) 105






全体 15 (4.8%) 51 (16.3%) 238 (76.0%) 9 (2.9%) 313
25～29歳 4 (4.8%) 16 (19.0%) 60 (71.4%) 4 (4.8%) 84
30～34歳 7 (4.2%) 27 (16.2%) 129 (77.2%) 4 (2.4%) 167
35歳以上 4 (6.9%) 7 (12.1%) 46 (79.3%) 1 (1.7%) 58
理学系 5 (4.3%) 19 (16.5%) 89 (77.4%) 2 (1.7%) 115
工学系 1 (2.1%) 9 (18.8%) 35 (72.9%) 3 (6.3%) 48
農学系 2 (4.4%) 4 (8.9%) 37 (82.2%) 2 (4.4%) 45
医学系 4 (7.8%) 9 (17.6%) 38 (74.5%) 0 (0.0%) 51
複合領域系 3 (6.1%) 9 (18.4%) 35 (71.4%) 2 (4.1%) 49
JSPS 4 (4.2%) 14 (14.6%) 74 (77.1%) 4 (4.2%) 96





全体 97 (31.0%) 103 (32.9%) 46 (14.7%) 67 (21.4%) 313
25～29歳 31 (36.9%) 23 (27.4%) 9 (10.7%) 21 (25.0%) 84
30～34歳 50 (29.9%) 61 (36.5%) 26 (15.6%) 30 (18.0%) 167
35歳以上 15 (25.9%) 17 (29.3%) 10 (17.2%) 16 (27.6%) 58
理学系 42 (36.5%) 39 (33.9%) 12 (10.4%) 22 (19.1%) 115
工学系 9 (18.8%) 13 (27.1%) 13 (27.1%) 13 (27.1%) 48
農学系 15 (33.3%) 13 (28.9%) 7 (15.6%) 10 (22.2%) 45
医学系 17 (33.3%) 19 (37.3%) 6 (11.8%) 9 (17.6%) 51
複合領域系 14 (28.6%) 17 (34.7%) 5 (10.2%) 13 (26.5%) 49
JSPS 35 (36.5%) 31 (32.3%) 14 (14.6%) 16 (16.7%) 96
JSPS以外 62 (28.6%) 72 (33.2%) 32 (14.7%) 51 (23.5%) 217
EA-27 あなたは将来、海外の研究機関で研究をしてみたいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 136 (40.2%) 102 (30.2%) 66 (19.5%) 18 (5.3%) 9 (2.7%) 7 (2.1%) 338
25～29歳 35 (38.5%) 29 (31.9%) 19 (20.9%) 4 (4.4%) 3 (3.3%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 76 (42.5%) 54 (30.2%) 33 (18.4%) 10 (5.6%) 3 (1.7%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 23 (35.9%) 18 (28.1%) 14 (21.9%) 4 (6.3%) 3 (4.7%) 2 (3.1%) 64
理学系 45 (36.6%) 33 (26.8%) 36 (29.3%) 4 (3.3%) 2 (1.6%) 3 (2.4%) 123
工学系 27 (52.9%) 14 (27.5%) 5 (9.8%) 3 (5.9%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 51
農学系 21 (43.8%) 16 (33.3%) 7 (14.6%) 1 (2.1%) 1 (2.1%) 2 (4.2%) 48
医学系 22 (37.3%) 19 (32.2%) 11 (18.6%) 3 (5.1%) 4 (6.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 20 (38.5%) 18 (34.6%) 6 (11.5%) 6 (11.5%) 1 (1.9%) 1 (1.9%) 52
JSPS 48 (45.7%) 33 (31.4%) 17 (16.2%) 2 (1.9%) 2 (1.9%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 88 (37.8%) 69 (29.6%) 49 (21.0%) 16 (6.9%) 7 (3.0%) 4 (1.7%) 233
EA-28 あなたは、ポストドクター期間終了後に次のポストを獲得することの難易について、どのような見通しを持っていますか。
極めて難しい 難しい あまり難しくない 難しくない 無回答 計
全体 122 (36.1%) 168 (49.7%) 28 (8.3%) 13 (3.8%) 7 (2.1%) 338
25～29歳 28 (30.8%) 53 (58.2%) 6 (6.6%) 2 (2.2%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 70 (39.1%) 87 (48.6%) 13 (7.3%) 6 (3.4%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 22 (34.4%) 27 (42.2%) 9 (14.1%) 5 (7.8%) 1 (1.6%) 64
理学系 46 (37.4%) 62 (50.4%) 10 (8.1%) 2 (1.6%) 3 (2.4%) 123
工学系 16 (31.4%) 27 (52.9%) 3 (5.9%) 4 (7.8%) 1 (2.0%) 51
農学系 23 (47.9%) 18 (37.5%) 2 (4.2%) 3 (6.3%) 2 (4.2%) 48
医学系 16 (27.1%) 30 (50.8%) 9 (15.3%) 4 (6.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 19 (36.5%) 28 (53.8%) 4 (7.7%) 0 (0.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 39 (37.1%) 52 (49.5%) 6 (5.7%) 5 (4.8%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 83 (35.6%) 116 (49.8%) 22 (9.4%) 8 (3.4%) 4 (1.7%) 233
EA-29 ポストドクターの数は今後どうあるべきだと思いますか。
大幅に増えるのが
よい 増えるのがよい 現状程度でよい 減るのがよい 大幅に減るのがよい 無回答 計
全体 33 (9.8%) 90 (26.6%) 125 (37.0%) 67 (19.8%) 7 (2.1%) 16 (4.7%) 338
25～29歳 5 (5.5%) 24 (26.4%) 36 (39.6%) 19 (20.9%) 2 (2.2%) 5 (5.5%) 91
30～34歳 23 (12.8%) 45 (25.1%) 62 (34.6%) 35 (19.6%) 5 (2.8%) 9 (5.0%) 179
35歳以上 5 (7.8%) 21 (32.8%) 24 (37.5%) 12 (18.8%) 0 (0.0%) 2 (3.1%) 64
理学系 9 (7.3%) 33 (26.8%) 43 (35.0%) 28 (22.8%) 2 (1.6%) 8 (6.5%) 123
工学系 5 (9.8%) 17 (33.3%) 16 (31.4%) 10 (19.6%) 3 (5. %) 0 (0.0%) 51
農学系 6 (12.5%) 15 (31.3%) 20 (41.7%) 5 (10.4%) 0 (0.0%) 2 (4.2%) 48
医学系 8 (13.6%) 15 (25.4%) 24 (40.7%) 10 (16.9%) 0 (0.0%) 2 (3.4%) 59
複合領域系 4 (7.7%) 10 (19.2%) 19 (36.5%) 13 (25.0%) 2 (3.8%) 4 (7.7%) 52
JSPS 13 (12.4%) 31 (29.5%) 37 (35.2%) 19 (18.1%) 0 (0.0%) 5 (4.8%) 105
JSPS以外 20 (8.6%) 59 (25.3%) 88 (37.8%) 48 (20.6%) 7 (3.0%) 11 (4.7%) 233
ポストドクター
EA-31 あなたは大学または公的研究機関の研究職の公募に応募したことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 213 (63.0%) 118 (34.9%) 7 (2.1%) 338
25～29歳 55 (60.4%) 35 (38.5%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 116 (64.8%) 58 (32.4%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 40 (62.5%) 23 (35.9%) 1 (1.6%) 64
理学系 87 (70.7%) 33 (26.8%) 3 (2.4%) 123
工学系 34 (66.7%) 17 (33.3%) 0 (0.0%) 51
農学系 34 (70.8%) 12 (25.0%) 2 (4.2%) 48
医学系 26 (44.1%) 33 (55.9%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 30 (57.7%) 20 (38.5%) 2 (3.8%) 52
JSPS 59 (56.2%) 44 (41.9%) 2 (1.9%) 105










全体 44 (20.7%) 62 (29.1%) 16 (7.5%) 2 (0.9%) 57 (26.8%) 32 (15.0%) 213
25～29歳 15 (27.3%) 15 (27.3%) 6 (10.9%) 0 (0.0%) 16 (29.1%) 3 (5.5%) 55
30～34歳 20 (17.2%) 36 (31.0%) 5 (4.3%) 0 (0.0%) 33 (28.4%) 22 (19.0%) 116
35歳以上 9 (22.5%) 10 (25.0%) 5 (12.5%) 2 (5.0%) 8 (20.0%) 6 (15.0%) 40
理学系 21 (24.1%) 25 (28.7%) 10 (11.5%) 0 (0.0%) 16 (18.4%) 15 (17.2%) 87
工学系 5 (14.7%) 7 (20.6%) 1 (2.9%) 0 (0.0%) 12 (35.3%) 9 (26.5%) 34
農学系 6 (17.6%) 12 (35.3%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 11 (32.4%) 4 (11.8%) 34
医学系 2 (7.7%) 8 (30.8%) 0 (0.0%) 1 (3.8%) 13 (50.0%) 2 (7.7%) 26
複合領域系 10 (33.3%) 8 (26.7%) 5 (16.7%) 0 (0.0%) 5 (16.7%) 2 (6.7%) 30
JSPS 18 (30.5%) 12 (20.3%) 4 (6.8%) 1 (1.7%) 13 (22.0%) 11 (18.6%) 59
JSPS以外 26 (16.9%) 50 (32.5%) 12 (7.8%) 1 (0.6%) 44 (28.6%) 21 (13.6%) 154
EA-33 「ある」とお答えの方、あなたは現在の職を得る際に公募を経て採用されましたか。
はい いいえ 無回答 計
全体 118 (55.4%) 61 (28.6%) 34 (16.0%) 213
25～29歳 26 (47.3%) 18 (32.7%) 11 (20.0%) 55
30～34歳 67 (57.8%) 27 (23.3%) 22 (19.0%) 116
35歳以上 24 (60.0%) 15 (37.5%) 1 (2.5%) 40
理学系 46 (52.9%) 25 (28.7%) 16 (18.4%) 87
工学系 19 (55.9%) 9 (26.5%) 6 (17.6%) 34
農学系 15 (44.1%) 11 (32.4%) 8 (23.5%) 34
医学系 16 (61.5%) 8 (30.8%) 2 (7.7%) 26
複合領域系 22 (73.3%) 7 (23.3%) 1 (3.3%) 30
JSPS 28 (47.5%) 12 (20.3%) 19 (32.2%) 59
JSPS以外 90 (58.4%) 49 (31.8%) 15 (9.7%) 154
EA-34 公募ではなく、恩師や知人の紹介で職を求めたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 112 (33.1%) 220 (65.1%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 25 (27.5%) 64 (70.3%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 58 (32.4%) 120 (67.0%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 29 (45.3%) 32 (50.0%) 3 (4.7%) 64
理学系 34 (27.6%) 88 (71.5%) 1 (0.8%) 123
工学系 20 (39.2%) 30 (58.8%) 1 (2.0%) 51
農学系 18 (37.5%) 28 (58.3%) 2 (4.2%) 48
医学系 22 (37.3%) 36 (61.0%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 18 (34.6%) 33 (63.5%) 1 (1.9%) 52
JSPS 20 (19.0%) 82 (78.1%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 92 (39.5%) 138 (59.2%) 3 (1.3%) 233
ポストドクター
EA-36 研究者の公募が形式的である(公募された時点で実際には大方採用される人が決まっている)と感じることはありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 166 (49.1%) 137 (40.5%) 23 (6.8%) 6 (1.8%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 40 (44.0%) 37 (40.7%) 10 (11.0%) 1 (1.1%) 3 (3.3%) 91
30～34歳 84 (46.9%) 83 (46.4%) 9 (5.0%) 1 (0.6%) 2 ( .1%) 179
35歳以上 39 (60.9%) 16 (25.0%) 4 (6.3%) 4 (6.3%) 1 (1.6%) 64
理学系 57 (46.3%) 52 (42.3%) 10 (8.1%) 0 (0.0%) 4 (3.3%) 123
工学系 23 (45.1%) 24 (47.1%) 3 (5.9%) 1 (2.0%) 0 (0.0%) 51
農学系 25 (52.1%) 21 (43.8%) 0 (0.0%) 2 (4.2%) 0 (0.0%) 48
医学系 34 (57.6%) 17 (28.8%) 4 (6.8%) 2 (3.4%) 2 (3.4%) 59
複合領域系 25 (48.1%) 20 (38.5%) 6 (11.5%) 1 (1.9%) 0 (0.0%) 52
JSPS 49 (46.7%) 46 (43.8%) 6 (5.7%) 3 (2.9%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 117 (50.2%) 91 (39.1%) 17 (7.3%) 3 (1.3%) 5 (2.1%) 233
EA-37 あなたは、大学または公的研究機関の研究者はすべて公募を経て採用されるべきであると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 83 (24.6%) 86 (25.4%) 127 (37.6%) 34 (10.1%) 5 (1.5%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 22 (24.2%) 17 (18.7%) 35 (38.5%) 13 (14.3%) 2 (2.2%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 39 (21.8%) 53 (29.6%) 70 (39.1%) 14 (7.8%) 2 (1.1%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 20 (31.3%) 14 (21.9%) 22 (34.4%) 7 (10.9%) 1 (1.6%) 0 (0.0%) 64
理学系 37 (30.1%) 33 (26.8%) 41 (33.3%) 11 (8.9%) 0 (0.0%) 1 (0.8%) 123
工学系 13 (25.5%) 13 (25.5%) 16 (31.4%) 7 (13.7%) 2 (3.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 13 (27.1%) 8 (16.7%) 22 (45.8%) 3 (6.3%) 2 (4.2%) 0 (0.0%) 48
医学系 11 (18.6%) 21 (35.6%) 18 (30.5%) 8 (13.6%) 0 (0.0%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 8 (15.4%) 10 (19.2%) 28 (53.8%) 5 (9.6%) 1 (1.9%) 0 (0.0%) 52
JSPS 27 (25.7%) 32 (30.5%) 37 (35.2%) 8 (7.6%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 56 (24.0%) 54 (23.2%) 90 (38.6%) 26 (11.2%) 5 (2.1%) 2 (0.9%) 233
EA-38 あなたは、大学または公的研究機関の研究職の求人情報が充分に公開されていると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 11 (3.3%) 74 (21.9%) 107 (31.7%) 114 (33.7%) 29 (8.6%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 3 (3.3%) 15 (16.5%) 30 (33.0%) 36 (39.6%) 5 (5.5%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 5 (2.8%) 46 (25.7%) 59 (33.0%) 52 (29.1%) 16 (8.9%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 3 (4.7%) 13 (20.3%) 17 (26.6%) 25 (39.1%) 6 (9.4%) 0 (0.0%) 64
理学系 7 (5.7%) 34 (27.6%) 41 (33.3%) 35 (28.5%) 4 (3.3%) 2 (1.6%) 123
工学系 0 (0.0%) 14 (27.5%) 15 (29.4%) 14 (27.5%) 7 (13.7%) 1 (2.0%) 51
農学系 1 (2.1%) 12 (25.0%) 16 (33.3%) 15 (31.3%) 4 (8.3%) 0 (0.0%) 48
医学系 1 (1.7%) 7 (11.9%) 16 (27.1%) 28 (47.5%) 7 (11.9%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 2 (3.8%) 6 (11.5%) 17 (32.7%) 21 (40.4%) 6 ( 1.5%) 0 (0.0%) 52
JSPS 5 (4.8%) 31 (29.5%) 33 (31.4%) 32 (30.5%)  1.9%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 6 (2.6%) 43 (18.5%) 74 (31.8%) 82 (35.2%) 27 (11.6%) 1 (0.4%) 233
EA-39 あなたは、研究職の求人情報をチェックしますか。
ほぼ毎日する 2?3日に1回はする 1週間に1度はする 1ヶ月に1度はする ほどんどしない 無回答 計
全体 30 (8.9%) 30 (8.9%) 82 (24.3%) 111 (32.8%) 80 (23.7%) 5 (1.5%) 338
25～29歳 6 (6.6%) 10 (11.0%) 25 (27.5%) 30 (33.0%) 18 (19.8%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 15 (8.4%) 16 (8.9%) 42 (23.5%) 62 (34.6%) 41 (22.9%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 9 (14.1%) 4 (6.3%) 13 (20.3%) 17 (26.6%) 21 (32.8%) 0 (0.0%) 64
理学系 11 (8.9%) 16 (13.0%) 28 (22.8%) 42 (34.1%) 21 (17.1%) 5 (4.1%) 123
工学系 7 (13.7%) 2 (3.9%) 10 (19.6%) 18 (35.3%) 14 (27.5%) 0 (0.0%) 51
農学系 4 (8.3%) 4 (8.3%) 16 (33.3%) 12 (25.0%) 12 (25.0%) 0 (0.0%) 48
医学系 5 (8.5%) 4 (6.8%) 8 (13.6%) 18 (30.5%) 24 (40.7%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 3 (5.8%) 4 (7.7%) 18 (34.6%) 19 (36.5%) 8 (15.4%) 0 (0.0%) 52
JSPS 11 (10.5%) 9 (8.6%) 28 (26.7%) 37 (35.2%) 17 (16.2%) 3 (2.9%) 105













全体 137 (54.2%) 49 (19.4%) 4 (1.6%) 30 (11.9%) 11 (4.3%) 253
25～29歳 36 (50.7%) 18 (25.4%) 0 (0.0%) 8 (11.3%) 4 (5.6%) 71
30～34歳 77 (57.0%) 21 (15.6%) 4 (3.0%) 15 (11.1%) 4 (3.0%) 135
35歳以上 22 (51.2%) 9 (20.9%) 0 (0.0%) 6 (14.0%) 2 (4.7%) 43
理学系 55 (56.7%) 17 (17.5%) 2 (2.1%) 7 (7.2%) 2 (2.1%) 97
工学系 16 (43.2%) 11 (29.7%) 1 (2.7%) 3 (8.1%) 3 (8.1%) 37
農学系 28 (77.8%) 5 (13.9%) 0 (0.0%) 4 (11.1%) 1 (2.8%) 36
医学系 15 (42.9%) 4 (11.4%) 0 (0.0%) 10 (28.6%) 2 (5.7%) 35
複合領域系 21 (47.7%) 12 (27.3%) 1 (2.3%) 6 (13.6%) 2 (4.5%) 44
JSPS 47 (55.3%) 20 (23.5%) 3 (3.5%) 8 (9.4%) 4 (4.7%) 85
JSPS以外 90 (53.6%) 29 (17.3%) 1 (0.6%) 22 (13.1%) 7 (4.2%) 168
EA-41 あなたはインターンシップを経験したことがありますか。
はい いいえ 無回答 計
全体 23 (6.8%) 314 (92.9%) 1 (0.3%) 338
25～29歳 10 (11.0%) 81 (89.0%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 8 (4.5%) 170 (95.0%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 5 (7.8%) 59 (92.2%) 0 (0.0%) 64
理学系 5 (4.1%) 117 (95.1%) 1 (0.8%) 123
工学系 10 (19.6%) 41 (80.4%) 0 (0.0%) 51
農学系 1 (2.1%) 47 (97.9%) 0 (0.0%) 48
医学系 5 (8.5%) 54 (91.5%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 2 (3.8%) 50 (96.2%) 0 (0.0%) 52
JSPS 6 (5.7%) 98 (93.3%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 17 (7.3%) 216 (92.7%) 0 (0.0%) 233
EA-42 あなたはインターンシップを経験したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 45 (13.3%) 85 (25.1%) 94 (27.8%) 68 (20.1%) 38 (11.2%) 8 (2.4%) 338
25～29歳 13 (14.3%) 28 (30.8%) 31 (34.1%) 12 (13.2%) 4 (4.4%) 3 (3.3%) 91
30～34歳 23 (12.8%) 50 (27.9%) 42 (23.5%) 40 (22.3%) 19 (10.6%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 9 (14.1%) 7 (10.9%) 20 (31.3%) 14 (21.9%) 14 (21.9%) 0 (0.0%) 64
理学系 14 (11.4%) 33 (26.8%) 35 (28.5%) 29 (23.6%) 9 (7.3%) 3 (2.4%) 123
工学系 17 (33.3%) 9 (17.6%) 10 (19.6%) 7 (13.7%) 7 (13.7%) 1 (2.0%) 51
農学系 3 (6.3%) 13 (27.1%) 17 (35.4%) 6 (12.5%) 7 (14.6%) 2 (4.2%) 48
医学系 7 (11.9%) 16 (27.1%) 11 (18.6%) 16 (27.1%) 8 (13.6%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 4 (7.7%) 13 (25.0%) 19 (36.5%) 8 (15.4%) 7 (13. %) 1 (1.9%) 52
JSPS 10 (9.5%) 29 (27.6%) 32 (30.5%) 22 (21.0%) 10 (9.5%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 35 (15.0%) 56 (24.0%) 62 (26.6%) 46 (19.7%) 28 (12.0%) 6 (2.6%) 233
EA-43 あなたはこれまでに、研究マネジメントをしたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 33 (9.8%) 302 (89.3%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 6 (6.6%) 85 (93.4%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 15 (8.4%) 161 (89.9%) 3 (1.7%) 179
35歳以上 12 (18.8%) 52 (81.3%) 0 (0.0%) 64
理学系 11 (8.9%) 110 (89.4%) 2 (1.6%) 123
工学系 7 (13.7%) 44 (86.3%) 0 (0.0%) 51
農学系 4 (8.3%) 44 (91.7%) 0 (0.0%) 48
医学系 6 (10.2%) 52 (88.1%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 5 (9.6%) 47 (90.4%) 0 (0.0%) 52
JSPS 10 (9.5%) 93 (88.6%) 2 (1.9%) 105
JSPS以外 23 (9.9%) 209 (89.7%) 1 (0.4%) 233
ポストドクター
EA-44 あなたは民間企業に就職したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 14 (4.1%) 71 (21.0%) 120 (35.5%) 85 (25.1%) 47 (13.9%) 1 (0.3%) 338
25～29歳 5 (5.5%) 22 (24.2%) 35 (38.5%) 20 (22.0%) 9 (9.9%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 6 (3.4%) 42 (23.5%) 62 (34.6%) 38 (21.2%) 30 (16.8%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 3 (4.7%) 6 (9.4%) 20 (31.3%) 27 (42.2%) 8 (12.5%) 0 (0.0%) 64
理学系 5 (4.1%) 26 (21.1%) 44 (35.8%) 29 (23.6%) 18 (14.6%) 1 (0.8%) 123
工学系 6 (11.8%) 11 (21.6%) 16 (31.4%) 8 (15.7%) 10 (19.6%) 0 (0.0%) 51
農学系 0 (0.0%) 11 (22.9%) 20 (41.7%) 14 (29.2%) 3 (6.3%) 0 (0.0%) 48
医学系 3 (5.1%) 13 (22.0%) 16 (27.1%) 17 (28.8%) 10 (16.9%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 8 (15.4%) 22 (42.3%) 17 (32.7%) 5 (9.6%) 0 (0.0%) 52
JSPS 3 (2.9%) 24 (22.9%) 41 (39.0%) 24 (22.9%) 12 (11.4%) 1 (1.0%) 105

















全体 72 (54.5%) 11 (8.3%) 4 (3.0%) 8 (6.1%) 11 (8.3%) 26 (19.7%) 132
25～29歳 12 (41.4%) 4 (13.8%) 1 (3.4%) 1 (3.4%) 4 (1 8%) 7 (24.1%) 29
30～34歳 42 (61.8%) 5 (7.4%) 2 (2.9%) 4 (5.9%) 3 ( .4%) 12 (17.6%) 68
35歳以上 18 (51.4%) 2 (5.7%) 1 (2.9%) 3 (8.6%) 4 (11.4%) 7 (20.0%) 35
理学系 29 (61.7%) 2 (4.3%) 3 (6.4%) 2 (4.3%) 3 (6. %) 8 (17.0%) 47
工学系 8 (44.4%) 2 (11.1%) 0 (0.0%) 1 (5.6%) 2 (11.1%) 5 (27.8%) 18
農学系 10 (58.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (17.6%) 2 (11.8%) 2 (11.8%) 17
医学系 11 (40.7%) 4 (14.8%) 1 (3.7%) 1 (3.7%) 2 (7 4%) 8 (29.6%) 27
複合領域系 14 (63.6%) 2 (9.1%) 0 (0.0%) 1 (4.5%) 2 (9.1%) 3 (13.6%) 22
JSPS 23 (63.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 4 (11.1%) 8 (22.2%) 36
JSPS以外 49 (51.0%) 11 (11.5%) 4 (4.2%) 7 (7.3%) 7 (7.3%) 18 (18.8%) 96
EA-47 あなたは将来のキャリア・パスについて不安を感じますか。
非常に感じる やや感じる どちらともいえない あまり感じない まったく感じない 無回答 計
全体 101 (29.9%) 86 (25.4%) 107 (31.7%) 30 (8.9%) 5 (1.5%) 9 (2.7%)338
25～29歳 26 (28.6%) 19 (20.9%) 35 (38.5%) 6 (6.6%) 3 (3.3%) 2 (2.2%) 91
30～34歳 53 (29.6%) 48 (26.8%) 58 (32.4%) 14 (7.8%) 1 (0.6%) 5 (2.8%) 179
35歳以上 21 (32.8%) 18 (28.1%) 13 (20.3%) 10 (15.6%) 1 ( .6%) 1 (1.6%) 64
理学系 36 (29.3%) 29 (23.6%) 42 (34.1%) 8 (6.5%) 2 (1.6%) 6 (4.9%) 123
工学系 16 (31.4%) 14 (27.5%) 14 (27.5%) 7 (13.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 51
農学系 13 (27.1%) 13 (27.1%) 17 (35.4%) 2 (4.2%) 2 (4.2%) 1 (2.1%) 48
医学系 14 (23.7%) 16 (27.1%) 19 (32.2%) 8 (13.6%) 1 (1.7%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 20 (38.5%) 13 (25.0%) 14 (26.9%) 5 (9.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 52
JSPS 36 (34.3%) 20 (19.0%) 31 (29.5%) 11 (10.5%) 2 (1.9%) 5 (4.8%) 105
JSPS以外 65 (27.9%) 66 (28.3%) 76 (32.6%) 19 (8.2%) 3 (1.3%) 4 (1.7%) 233
EA-49 研究能力を高めるためには、長期にわたり一つの研究機関でじっくりと研究を続けることが良いと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 49 (14.5%) 90 (26.6%) 125 (37.0%) 61 (18.0%) 10 (3.0%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 12 (13.2%) 22 (24.2%) 39 (42.9%) 15 (16.5%) 3 (3.3%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 29 (16.2%) 49 (27.4%) 61 (34.1%) 32 (17.9%) 6 (3.4%) 2 (1.1%) 179
35歳以上 8 (12.5%) 17 (26.6%) 23 (35.9%) 14 (21.9%) 1 ( .6%) 1 (1.6%) 64
理学系 15 (12.2%) 27 (22.0%) 49 (39.8%) 25 (20.3%) 4 (3.3%) 3 (2.4%) 123
工学系 14 (27.5%) 11 (21.6%) 16 (31.4%) 8 (15.7%) 2 (3.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 4 (8.3%) 16 (33.3%) 16 (33.3%) 11 (22.9%) 1 ( .1%) 0 (0.0%) 48
医学系 8 (13.6%) 14 (23.7%) 27 (45.8%) 8 (13.6%) 2 (3.4%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 8 (15.4%) 19 (36.5%) 15 (28.8%) 9 (17.3%) 1 (1.9%) 0 (0.0%) 52
JSPS 13 (12.4%) 27 (25.7%) 39 (37.1%) 20 (19.0%) 3 (2.9%) 3 (2.9%) 105
JSPS以外 36 (15.5%) 63 (27.0%) 86 (36.9%) 41 (17.6%) 7 (3.0%) 0 (0.0%) 233
ポストドクター
EA-50 研究能力を高めるためには、研究機関間を移動して経験を積むことが良いと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 56 (16.6%) 165 (48.8%) 88 (26.0%) 21 (6.2%) 5 (1.5%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 15 (16.5%) 45 (49.5%) 28 (30.8%) 2 (2.2%) 1 (1.1%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 32 (17.9%) 89 (49.7%) 40 (22.3%) 13 (7.3%) 3 (1.7%) 2 (1.1%) 179
35歳以上 9 (14.1%) 30 (46.9%) 17 (26.6%) 6 (9.4%) 1 (1.6%) 1 (1.6%) 64
理学系 19 (15.4%) 58 (47.2%) 31 (25.2%) 11 (8.9%) 1 (0. %) 3 (2.4%) 123
工学系 11 (21.6%) 23 (45.1%) 13 (25.5%) 3 (5.9%) 1 (2.0%) 0 (0.0%) 51
農学系 6 (12.5%) 26 (54.2%) 14 (29.2%) 1 (2.1%) 1 (2.1%) 0 (0.0%) 48
医学系 9 (15.3%) 30 (50.8%) 16 (27.1%) 4 (6.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 10 (19.2%) 26 (50.0%) 12 (23.1%) 2 (3.8%) 2 (3.8%) 0 (0.0%) 52
JSPS 17 (16.2%) 55 (52.4%) 22 (21.0%) 6 (5.7%) 2 (1.9%) 3 (2.9%) 105














全体 56 (16.6%) 37 (10.9%) 48 (14.2%) 155 (45.9%) 11 (3.3%) 31 (9.2%) 338
25～29歳 17 (18.7%) 14 (15.4%) 13 (14.3%) 35 (38.5%)  (3.3%) 9 (9.9%) 91
30～34歳 31 (17.3%) 18 (10.1%) 28 (15.6%) 84 (46.9%) 5 (2.8%) 13 (7.3%) 179
35歳以上 8 (12.5%) 5 (7.8%) 5 (7.8%) 34 (53.1%) 3 (4.7%) 9 (14.1%) 64
理学系 24 (19.5%) 13 (10.6%) 15 (12.2%) 58 (47.2%) 3 (2. %) 10 (8.1%) 123
工学系 7 (13.7%) 8 (15.7%) 10 (19.6%) 19 (37.3%) 2 (3.9%) 5 (9.8%) 51
農学系 2 (4.2%) 6 (12.5%) 6 (12.5%) 28 (58.3%) 1 (2.1%) 5 (10.4%) 48
医学系 11 (18.6%) 4 (6.8%) 8 (13.6%) 27 (45.8%) 5 (8.5%) 4 (6.8%) 59
複合領域系 10 (19.2%) 5 (9.6%) 8 (15.4%) 22 (42.3%) 0 (0.0%) 7 (13.5%) 52
JSPS 19 (18.1%) 14 (13.3%) 13 (12.4%) 43 (41.0%)  (3.8%) 12 (11.4%) 105













全体 27 (8.0%) 27 (8.0%) 156 (46.2%) 79 (23.4%) 23 (6.8%) 26 (7.7%)338
25～29歳 5 (5.5%) 6 (6.6%) 44 (48.4%) 19 (20.9%)  (9.9%) 8 (8.8%) 91
30～34歳 15 (8.4%) 15 (8.4%) 88 (49.2%) 38 (21.2%) 11 (6.1%) 12 (6.7%) 179
35歳以上 6 (9.4%) 5 (7.8%) 23 (35.9%) 22 (34.4%) 3 (4.7%) 5 (7.8%) 64
理学系 14 (11.4%) 7 (5.7%) 58 (47.2%) 23 (18.7%) 11 (8.9%) 10 (8.1%) 123
工学系 1 (2.0%) 6 (11.8%) 24 (47.1%) 12 (23.5%) 3 (5.9%) 5 (9.8%) 51
農学系 2 (4.2%) 2 (4.2%) 19 (39.6%) 17 (35.4%) 2 (4.2%) 6 (12.5%) 48
医学系 6 (10.2%) 7 (11.9%) 23 (39.0%) 16 (27.1%) 5 (8.5%) 2 (3.4%) 59
複合領域系 3 (5.8%) 3 (5.8%) 31 (59.6%) 11 (21.2%) 1 (1.9%) 3 (5.8%) 52
JSPS 7 (6.7%) 4 (3.8%) 53 (50.5%) 22 (21.0%) 9 (8.6%) 10 (9.5%) 105
JSPS以外 20 (8.6%) 23 (9.9%) 103 (44.2%) 57 (24.5%) 14 (6.0%) 16 (6.9%) 233
EA-53 あなたが今、研究機関を移動するとすれば、全体としてメリットとデメリットはどちらが大きいですか。
メリットが大きい 同程度 デメリットが大きい どちらともいえない 無回答 計
全体 61 (18.0%) 110 (32.5%) 91 (26.9%) 75 (22.2%) 1 (0.3%) 338
25～29歳 12 (13.2%) 33 (36.3%) 26 (28.6%) 20 (22.0%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 32 (17.9%) 55 (30.7%) 46 (25.7%) 45 (25.1%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 16 (25.0%) 20 (31.3%) 18 (28.1%) 10 (15.6%) 0 ( .0%) 64
理学系 17 (13.8%) 49 (39.8%) 31 (25.2%) 25 (20.3%) 1 (0.8%) 123
工学系 14 (27.5%) 7 (13.7%) 19 (37.3%) 11 (21.6%) 0 (0.0%) 51
農学系 11 (22.9%) 16 (33.3%) 9 (18.8%) 12 (25.0%) 0 (0.0%) 48
医学系 6 (10.2%) 20 (33.9%) 18 (30.5%) 15 (25.4%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 11 (21.2%) 16 (30.8%) 13 (25.0%) 12 (23.1%) 0 (0.0%) 52
JSPS 18 (17.1%) 32 (30.5%) 33 (31.4%) 21 (20.0%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 43 (18.5%) 78 (33.5%) 58 (24.9%) 54 (23.2%) 0 (0.0%) 233
ポストドクター
EA-54 研究者が研究機関を移動することは、その研究者が優れていることの証であると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 13 (3.8%) 73 (21.6%) 183 (54.1%) 48 (14.2%) 20 (5.9%) 1 (0.3%) 338
25～29歳 4 (4.4%) 20 (22.0%) 46 (50.5%) 15 (16.5%) 6 (6. %) 0 (0.0%) 91
30～34歳 7 (3.9%) 34 (19.0%) 99 (55.3%) 24 (13.4%) 14 (7.8%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 2 (3.1%) 19 (29.7%) 34 (53.1%) 9 (14.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 64
理学系 3 (2.4%) 31 (25.2%) 66 (53.7%) 15 (12.2%) 7 (5.7%) 1 (0.8%) 123
工学系 4 (7.8%) 13 (25.5%) 23 (45.1%) 7 (13.7%) 4 (7.8%) 0 (0.0%) 51
農学系 3 (6.3%) 9 (18.8%) 29 (60.4%) 5 (10.4%) 2 (4.2%) 0 (0.0%) 48
医学系 2 (3.4%) 10 (16.9%) 35 (59.3%) 11 (18.6%) 1 (1.7%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 1 (1.9%) 10 (19.2%) 27 (51.9%) 10 (19.2%) 4 (7.7%) 0 (0.0%) 52
JSPS 4 (3.8%) 28 (26.7%) 49 (46.7%) 17 (16.2%) 6 (5.7%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 9 (3.9%) 45 (19.3%) 134 (57.5%) 31 (13.3%) 14 (6.0%) 0 (0.0%) 233
EA-55 一般に研究者の流動性が向上することは、研究機関の活性化に寄与すると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 59 (17.5%) 149 (44.1%) 86 (25.4%) 31 (9.2%) 12 (3.6%) 1 (0.3%) 338
25～29歳 12 (13.2%) 43 (47.3%) 22 (24.2%) 9 (9.9%) 5 (5.5%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 35 (19.6%) 74 (41.3%) 46 (25.7%) 17 (9.5%) 6 (3.4%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 12 (18.8%) 30 (46.9%) 17 (26.6%) 4 (6.3%) 1 (1.6%) 0 (0.0%) 64
理学系 26 (21.1%) 51 (41.5%) 35 (28.5%) 9 (7.3%) 1 (0.8%) 1 (0.8%) 123
工学系 6 (11.8%) 23 (45.1%) 14 (27.5%) 5 (9.8%) 3 (5. %) 0 (0.0%) 51
農学系 9 (18.8%) 24 (50.0%) 10 (20.8%) 3 (6.3%) 2 (4.2%) 0 (0.0%) 48
医学系 11 (18.6%) 27 (45.8%) 14 (23.7%) 6 (10.2%) 1 (1.7%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 7 (13.5%) 23 (44.2%) 12 (23.1%) 6 (11.5%) 4 (7.7%) 0 (0.0%) 52
JSPS 20 (19.0%) 53 (50.5%) 21 (20.0%) 7 (6.7%) 3 (2.9%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 39 (16.7%) 96 (41.2%) 65 (27.9%) 24 (10.3%) 9 (3.9%) 0 (0.0%) 233
EF-FIELD 学問分野
理学系 工学系 農学系 医学系 複合領域系 その他 計
全体 123 (36.4%) 51 (15.1%) 48 (14.2%) 59 (17.5%) 52 (15.4%) 5 (1.5%) 338
25～29歳 36 (39.6%) 12 (13.2%) 17 (18.7%) 12 (13.2%) 13 (14.3%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 69 (38.5%) 31 (17.3%) 24 (13.4%) 27 (15.1%) 26 (14.5%) 2 (1.1%) 179
35歳以上 18 (28.1%) 7 (10.9%) 6 (9.4%) 20 (31.3%) 13 (20.3%) 0 (0.0%) 64
理学系 123 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 123
工学系 0 (0.0%) 51 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 51
農学系 0 (0.0%) 0 (0.0%) 48 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 48
医学系 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 59 (100.0%) 0 (0. %) 0 (0.0%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 52 (100.0%) 0 (0.0%) 52
JSPS 44 (41.9%) 14 (13.3%) 18 (17.1%) 16 (15.2%) 12 (11.4%) 1 (1.0%) 105
JSPS以外 79 (33.9%) 37 (15.9%) 30 (12.9%) 43 (18.5%) 40 (17.2%) 4 (1.7%) 233
EF-02 博士課程修了の有無
あり なし 無回答 計
全体 328 (97.0%) 8 (2.4%) 2 (0.6%) 338
25～29歳 90 (98.9%) 1 (1.1%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 174 (97.2%) 5 (2.8%) 0 (0.0%) 179
35歳以上 61 (95.3%) 2 (3.1%) 1 (1.6%) 64
理学系 122 (99.2%) 1 (0.8%) 0 (0.0%) 123
工学系 48 (94.1%) 3 (5.9%) 0 (0.0%) 51
農学系 47 (97.9%) 1 (2.1%) 0 (0.0%) 48
医学系 56 (94.9%) 3 (5.1%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 51 (98.1%) 0 (0.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 104 (99.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 105
JSPS以外 224 (96.1%) 7 (3.0%) 2 (0.9%) 233
EF-03 博士号取得の有無
あり なし 無回答 計
全体 335 (99.1%) 0 (0.0%) 3 (0.9%) 338
25～29歳 91 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 178 (99.4%) 0 (0.0%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 63 (98.4%) 0 (0.0%) 1 (1.6%) 64
理学系 123 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 123
工学系 50 (98.0%) 0 (0.0%) 1 (2.0%) 51
農学系 48 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 48
医学系 59 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 51 (98.1%) 0 (0.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 105 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 105
JSPS以外 230 (98.7%) 0 (0.0%) 3 (1.3%) 233
ポストドクター
EF-04 現在研究を行っている機関
国立大学法人 公立大学 私立大学 大学共同利用機関 独立行政法人 省庁直轄研究機関 民間企業
全体 161 (47.6%) 9 (2.7%) 32 (9.5%) 17 (5.0%) 80 (23.7%) 30 (8.9%) 1 (0.3%) 
25～29歳 56 (61.5%) 2 (2.2%) 4 (4.4%) 7 (7.7%) 14 (15.4%) 7 (7.7%) 0 (0.0%) 
30～34歳 78 (43.6%) 6 (3.4%) 22 (12.3%) 9 (5.0%) 48 (26.8%) 12 (6.7%) 0 (0 0
35歳以上 25 (39.1%) 1 (1.6%) 6 (9.4%) 1 (1.6%) 17 (26.6%) 11 (17.2%) 1 (1 %  
理学系 66 (53.7%) 2 (1.6%) 9 (7.3%) 10 (8.1%) 28 (22.8%) 4 (3.3%) 1 (0.8%) 
工学系 30 (58.8%) 0 (0.0%) 8 (15.7%) 2 (3.9%) 10 (19.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 
農学系 21 (43.8%) 2 (4.2%) 1 (2.1%) 2 (4.2%) 21 (43.8%) 1 (2.1%) 0 (0.0%) 
医学系 25 (42.4%) 2 (3.4%) 9 (15.3%) 1 (1.7%) 9 (15.3%) 11 (18.6%) 0 (0.0%) 
複合領域系 17 (32.7%) 2 (3.8%) 5 (9.6%) 2 (3.8%) 11 (21.2%) 14 (26.9%) 0 (0.0%) 
JSPS 63 (60.0%) 5 (4.8%) 7 (6.7%) 8 (7.6%) 15 (14.3%) 6 (5.7%) 0 (0.0%) 
JSPS以外 98 (42.1%) 4 (1.7%) 25 (10.7%) 9 (3.9%) 65 (27.9%) 24 (10.3%) 1 (0.4%) 
無回答 その他 計
全体 2 (0.6%) 6 (1.8%) 338
25～29歳 1 (1.1%) 0 (0.0%) 91
30～34歳 0 (0.0%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 0 (0.0%) 2 (3.1%) 64
理学系 0 (0.0%) 3 (2.4%) 123
工学系 0 (0.0%) 1 (2.0%) 51
農学系 0 (0.0%) 0 (0.0%) 48
医学系 1 (1.7%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 1 (1.9%) 52
JSPS 1 (1.0%) 0 (0.0%) 105
JSPS以外 1 (0.4%) 6 (2.6%) 233
EF-06 所属機関における役職
職名なし 職名あり 無回答 計
全体 19 (5.6%) 315 (93.2%) 4 (1.2%) 338
25～29歳 5 (5.5%) 85 (93.4%) 1 (1.1%) 91
30～34歳 8 (4.5%) 170 (95.0%) 1 (0.6%) 179
35歳以上 5 (7.8%) 58 (90.6%) 1 (1.6%) 64
理学系 4 (3.3%) 119 (96.7%) 0 (0.0%) 123
工学系 1 (2.0%) 49 (96.1%) 1 (2.0%) 51
農学系 4 (8.3%) 43 (89.6%) 1 (2.1%) 48
医学系 6 (10.2%) 53 (89.8%) 0 (0.0%) 59
複合領域系 2 (3.8%) 49 (94.2%) 1 (1.9%) 52
JSPS 5 (4.8%) 100 (95.2%) 0 (0.0%) 105






未満 40万円以上 無回答 計
全体 3 (0.9%) 9 (2.7%) 101 (29.9%) 167 (49.4%) 47 (13.9%) 11 (3.3%) 338
25～29歳 0 (0.0%) 4 (4.4%) 29 (31.9%) 48 (52.7%) 5 (5. %) 5 (5.5%) 91
30～34歳 3 (1.7%) 4 (2.2%) 54 (30.2%) 89 (49.7%) 25 (14.0%) 4 (2.2%) 179
35歳以上 0 (0.0%) 1 (1.6%) 18 (28.1%) 27 (42.2%) 17 (26.6%) 1 (1.6%) 64
理学系 2 (1.6%) 4 (3.3%) 28 (22.8%) 67 (54.5%) 18 (14.6%) 4 (3.3%) 123
工学系 0 (0.0%) 1 (2.0%) 18 (35.3%) 26 (51.0%) 4 (7.8%) 2 (3.9%) 51
農学系 0 (0.0%) 0 (0.0%) 11 (22.9%) 31 (64.6%) 4 (8.3%) 2 (4.2%) 48
医学系 1 (1.7%) 2 (3.4%) 22 (37.3%) 21 (35.6%) 12 (20.3%) 1 (1.7%) 59
複合領域系 0 (0.0%) 2 (3.8%) 20 (38.5%) 21 (40.4%) 9 (17.3%) 0 (0.0%) 52
JSPS 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (4.8%) 98 (93.3%) 2 (1. %) 0 (0.0%) 105






導入している 導入していない わからない 無回答 計
全体 556 (37.5%) 806 (54.3%) 105 (7.1%) 16 (1.1%) 1,483
大学 392 (47.5%) 367 (44.4%) 54 (6.5%) 13 (1.6%) 826
公的研究機関等 120 (83.3%) 20 (13.9%) 4 (2.8%) 0 (0.0%) 144
民間企業 29 (6.0%) 410 (84.4%) 44 (9.1%) 3 (0.6%) 486
～29歳 19 (17.9%) 72 (67.9%) 15 (14.2%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 172 (31.3%) 333 (60.5%) 42 (7.6%) 3 (0.5%) 550
40～49歳 173 (41.5%) 209 (50.1%) 30 (7.2%) 5 (1.2%) 417
50～59歳 121 (49.6%) 110 (45.1%) 10 (4.1%) 3 (1.2%) 244












全体 7 (1.3%) 111 (20.0%) 140 (25.2%) 65 (11.7%) 159 (28.6%) 74 (133%) 556
大学 6 (1.5%) 67 (17.1%) 97 (24.7%) 46 (11.7%) 112 (28.6%) 64 (16.3%) 392
公的研究機関等 0 (0.0%) 30 (25.0%) 30 (25.0%) 12 (10.0%) 39 (32.5%) 9 (7.5%) 120
民間企業 0 (0.0%) 10 (34.5%) 9 (31.0%) 4 (13.8%) 6 (20.7%) 0 (0.0%) 29
～29歳 2 (10.5%) 7 (36.8%) 4 (21.1%) 0 (0.0%) 3 (15.8%) 3 (15.8%) 19
30～39歳 1 (0.6%) 32 (18.6%) 46 (26.7%) 23 (13.4%) 52 (30.2%) 18 (10.5%) 172
40～49歳 0 (0.0%) 31 (17.9%) 48 (27.7%) 18 (10.4%) 54 (31.2%) 22 (12.7%  173
50～59歳 1 (0.8%) 25 (20.7%) 26 (21.5%) 20 (16.5%) 33 (27.3%) 16 (13.2%) 121
60～69歳 2 (3.4%) 14 (23.7%) 13 (22.0%) 3 (5.1%) 13 (22.0%) 14 (23.7%) 59
FA-03 現在、あなたの雇用には任期が設定されていますか。
設定されている設定されていない 無回答 計
全体 159 (10.7%) 1312 (88.5%) 12 (0.8%) 1,483
大学 141 (17.1%) 676 (81.8%) 9 (1.1%) 826
公的研究機関等 10 (6.9%) 134 (93.1%) 0 (0.0%) 144
民間企業 4 (0.8%) 479 (98.6%) 3 (0.6%) 486
～29歳 8 (7.5%) 98 (92.5%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 48 (8.7%) 501 (91.1%) 1 (0.2%) 550
40～49歳 44 (10.6%) 369 (88.5%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 28 (11.5%) 213 (87.3%) 3 (1.2%) 244







全体 35 (22.0%) 18 (11.3%) 47 (29.6%) 30 (18.9%) 23 (14.5%) 6 (3.8%) 159
大学 33 (23.4%) 14 (9.9%) 42 (29.8%) 24 (17.0%) 22 (15.6%) 6 (4.3%) 141
公的研究機関等 2 (20.0%) 4 (40.0%) 1 (10.0%) 3 (30.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 10
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (25.0%) 2 (50.0%) 1 (25.0%) 0 (0.0%) 4
～29歳 2 (25.0%) 0 (0.0%) 4 (50.0%) 0 (0.0%) 2 (25.0%) 0 (0.0%) 8
30～39歳 20 (41.7%) 6 (12.5%) 14 (29.2%) 6 (12.5%) 1 (2.1%) 1 (2.1%) 48
40～49歳 8 (18.2%) 6 (13.6%) 14 (31.8%) 10 (22.7%) 5 (11.4%) 1 (2.3%) 44
50～59歳 3 (10.7%) 3 (10.7%) 6 (21.4%) 7 (25.0%) 6 (21.4%) 3 (10.7%) 28
60～69歳 0 (0.0%) 2 (7.7%) 7 (26.9%) 7 (26.9%) 9 (34.6%) 1 (3.8%) 26
FA-05 あなたの雇用に任期が設定されるとして、何年の任期なら受け入れることができますか。





全体 13 (0.9%) 164 (11.1%) 547 (36.9%) 178 (12.0%) 480 (32.4%) 101 (6 8 1,483
大学 5 (0.6%) 49 (5.9%) 334 (40.4%) 137 (16.6%) 231 (28.0%) 70 (8.5%) 826
公的研究機関等 0 (0.0%) 13 (9.0%) 44 (30.6%) 10 (6.9%) 71 (49.3%) 6 (4.2%) 144
民間企業 8 (1.6%) 99 (20.4%) 161 (33.1%) 26 (5.3%) 168 (34.6%) 24 (4.9%) 486
～29歳 3 (2.8%) 29 (27.4%) 50 (47.2%) 6 (5.7%) 16 (15.1%) 2 (1.9%) 106
30～39歳 6 (1.1%) 88 (16.0%) 200 (36.4%) 44 (8.0%) 188 (34.2%) 24 (4.4%) 550
40～49歳 1 (0.2%) 31 (7.4%) 151 (36.2%) 58 (13.9%) 147 (35.3%) 29 (7.0%) 417
50～59歳 1 (0.4%) 8 (3.3%) 80 (32.8%) 39 (16.0%) 93 (38.1%) 23 (9.4%) 244













全体 373 (25.2%) 570 (38.4%) 370 (24.9%) 242 (16.3%) 404 (27.2%) 165 (11.1%) 1,483
大学 163 (19.7%) 302 (36.6%) 197 (23.8%) 82 (9.9%) 254 (30.8%) 112 (13.6%) 826
公的研究機関等 36 (25.0%) 62 (43.1%) 45 (31.3%) 19 (13.2%) 38 (26.4%) 14 (9.7%) 144
民間企業 170 (35.0%) 196 (40.3%) 122 (25.1%) 137 (28.2%) 104 (21.4%) 36 (7.4%) 486
～29歳 28 (26.4%) 26 (24.5%) 35 (33.0%) 27 (25.5%) 39 (36.8%) 5 (4.7%) 106
30～39歳 162 (29.5%) 217 (39.5%) 139 (25.3%) 116 (21.1%) 146 (26.5%) 48 (8.7%) 550
40～49歳 89 (21.3%) 169 (40.5%) 112 (26.9%) 68 (16.3%) 105 (25.2%) 55 (13.2%) 417
50～59歳 56 (23.0%) 105 (43.0%) 63 (25.8%) 18 (7.4%) 63 (25.8%) 38 (15.6 244


















全体 225 (15.2%) 773 (52.1%) 285 (19.2%) 90 (6.1%) 45 (3.0%) 65 (4.4%) 1, 83
大学 104 (12.6%) 418 (50.6%) 198 (24.0%) 34 (4.1%) 28 (3.4%) 44 (5.3%) 826
公的研究機関等 29 (20.1%) 75 (52.1%) 27 (18.8%) 4 (2.8%) 5 (3.5%) 4 (2.8%) 144
民間企業 86 (17.7%) 267 (54.9%) 54 (11.1%) 51 (10.5%) 11 (2.3%) 17 (3.5%) 486
～29歳 10 (9.4%) 64 (60.4%) 16 (15.1%) 10 (9.4%) 5 (4.7%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 74 (13.5%) 308 (56.0%) 89 (16.2%) 44 (8.0%) 13 (2.4%) 22 (4.0%) 550
40～49歳 62 (14.9%) 219 (52.5%) 85 (20.4%) 21 (5.0%) 14 (3.4%) 16 (3.8%) 417
50～59歳 50 (20.5%) 106 (43.4%) 56 (23.0%) 11 (4.5%) 10 (4.1%) 11 (4.5%) 244


















全体 361 (24.3%) 167 (11.3%) 358 (24.1%) 444 (29.9%) 29 (2.0%) 124 (8 4%  1,483
大学 124 (15.0%) 135 (16.3%) 252 (30.5%) 213 (25.8%) 20 (2.4%) 82 (9 9  826
公的研究機関等 39 (27.1%) 11 (7.6%) 14 (9.7%) 68 (47.2%) 2 (1.4%) 10 (6.9%) 144
民間企業 191 (39.3%) 17 (3.5%) 87 (17.9%) 157 (32.3%) 5 (1.0%) 29 (6.0%) 486
～29歳 35 (33.0%) 7 (6.6%) 24 (22.6%) 37 (34.9%) 0 (0.0%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 156 (28.4%) 48 (8.7%) 103 (18.7%) 195 (35.5%) 7 (1.3%) 41 7.5%) 550
40～49歳 101 (24.2%) 45 (10.8%) 114 (27.3%) 119 (28.5%) 11 (2.6%) 27 (6.5%) 417
50～59歳 44 (18.0%) 39 (16.0%) 79 (32.4%) 50 (20.5%) 4 (1.6%) 28 (11.5%) 244





全体 130 (8.8%) 259 (17.5%) 557 (37.6%) 509 (34.3%) 28 (1.9%) 1,483
大学 92 (11.1%) 146 (17.7%) 283 (34.3%) 287 (34.7%) 18 (2.2%) 826
公的研究機関等 5 (3.5%) 17 (11.8%) 78 (54.2%) 40 (27.8%) 4 (2.8%) 144
民間企業 29 (6.0%) 94 (19.3%) 182 (37.4%) 175 (36.0%) 6 (1.2%) 486
～29歳 11 (10.4%) 29 (27.4%) 27 (25.5%) 37 (34.9%) 2 (1.9%) 106
30～39歳 51 (9.3%) 108 (19.6%) 211 (38.4%) 173 (31.5%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 41 (9.8%) 67 (16.1%) 149 (35.7%) 153 (36.7%) 7 (1.7%) 417
50～59歳 14 (5.7%) 40 (16.4%) 96 (39.3%) 89 (36.5%) 5 (2.0%) 244







全体 129 (8.7%) 350 (23.6%) 606 (40.9%) 328 (22.1%) 59 (4.0%) 11 (0.7%) ,483
大学 74 (9.0%) 191 (23.1%) 351 (42.5%) 164 (19.9%) 39 (4.7%) 7 (0.8%) 826
公的研究機関等 24 (16.7%) 37 (25.7%) 57 (39.6%) 18 (12.5%) 6 (4.2%) 2 (1.4%) 144
民間企業 27 (5.6%) 115 (23.7%) 186 (38.3%) 143 (29.4%) 13 (2.7%) 2 (0.4%) 486
～29歳 5 (4.7%) 32 (30.2%) 38 (35.8%) 25 (23.6%) 5 (4.7%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 43 (7.8%) 133 (24.2%) 210 (38.2%) 140 (25.5%) 22 (4.0%) 2 0.4%) 550
40～49歳 30 (7.2%) 98 (23.5%) 180 (43.2%) 92 (22.1%) 13 (3.1%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 32 (13.1%) 36 (14.8%) 117 (48.0%) 46 (18.9%) 11 (4.5%) 2 (0 8 244










全体 206 (13.9%) 634 (42.8%) 472 (31.8%) 127 (8.6%) 22 (1.5%) 22 (1.5%) 1,483
大学 131 (15.9%) 355 (43.0%) 249 (30.1%) 59 (7.1%) 13 (1.6%) 19 (2.3%) 826
公的研究機関等 16 (11.1%) 45 (31.3%) 57 (39.6%) 17 (11.8%) 7 (4.9%) 2 (1.4%) 144
民間企業 55 (11.3%) 225 (46.3%) 155 (31.9%) 48 (9.9%) 2 (0.4%) 1 (0.2%) 486
～29歳 15 (14.2%) 49 (46.2%) 30 (28.3%) 12 (11.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 68 (12.4%) 265 (48.2%) 162 (29.5%) 46 (8.4%) 6 (1.1%) 3 (0.5%) 550
40～49歳 62 (14.9%) 161 (38.6%) 149 (35.7%) 29 (7.0%) 7 (1.7%) 9 (2.2%) 417
50～59歳 40 (16.4%) 90 (36.9%) 81 (33.2%) 23 (9.4%) 7 (2.9%) 3 (1.2%) 244







全体 89 (6.0%) 380 (25.6%) 683 (46.1%) 235 (15.8%) 87 (5.9%) 9 (0.6%) 1,483
大学 54 (6.5%) 214 (25.9%) 374 (45.3%) 133 (16.1%) 43 (5.2%) 8 (1.0%) 826
公的研究機関等 7 (4.9%) 30 (20.8%) 67 (46.5%) 22 (15.3%) 17 (11.8%) 1 (0.7%) 144
民間企業 27 (5.6%) 130 (26.7%) 230 (47.3%) 73 (15.0%) 26 (5.3%) 0 (0.0%) 486
～29歳 7 (6.6%) 31 (29.2%) 50 (47.2%) 16 (15.1%) 2 (1.9%) 0 (0.0%) 1 6
30～39歳 27 (4.9%) 143 (26.0%) 234 (42.5%) 101 (18.4%) 43 (7.8%) 2 (0.4%) 550
40～49歳 32 (7.7%) 99 (23.7%) 206 (49.4%) 57 (13.7%) 21 (5.0%) 2 (0.5%) 417
50～59歳 16 (6.6%) 59 (24.2%) 115 (47.1%) 38 (15.6%) 13 (5.3%) 3 (12  244







全体 226 (15.2%) 703 (47.4%) 374 (25.2%) 144 (9.7%) 27 (1.8%) 9 (0.6%) 1,483
大学 135 (16.3%) 387 (46.9%) 205 (24.8%) 78 (9.4%) 15 (1.8%) 6 (0.7%) 826
公的研究機関等 8 (5.6%) 58 (40.3%) 43 (29.9%) 26 (18.1%) 8 (5.6%) 1 (0.7%) 144
民間企業 77 (15.8%) 250 (51.4%) 117 (24.1%) 38 (7.8%) 4 (0.8%) 0 (0.0%) 486
～29歳 17 (16.0%) 50 (47.2%) 28 (26.4%) 11 (10.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 6
30～39歳 72 (13.1%) 253 (46.0%) 147 (26.7%) 65 (11.8%) 10 (1.8%) 3 0.5%) 550
40～49歳 76 (18.2%) 203 (48.7%) 90 (21.6%) 36 (8.6%) 10 (2.4%) 2 (0.5%) 417
50～59歳 33 (13.5%) 116 (47.5%) 67 (27.5%) 21 (8.6%) 6 (2.5%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 23 (16.7%) 75 (54.3%) 27 (19.6%) 9 (6.5%) 1 (0.7%) 3 (2.2%) 138
FA-16 あなたの所属する研究機関では研究者の採用に関して、公募制度を導入していますか。
導入している 導入していない わからない 無回答 計
全体 812 (54.8%) 422 (28.5%) 231 (15.6%) 18 (1.2%) 1,483
大学 598 (72.4%) 112 (13.6%) 102 (12.3%) 14 (1.7%) 826
公的研究機関等 126 (87.5%) 12 (8.3%) 4 (2.8%) 2 (1.4%) 144
民間企業 71 (14.6%) 292 (60.1%) 121 (24.9%) 2 (0.4%) 486
～29歳 33 (31.1%) 36 (34.0%) 35 (33.0%) 2 (1.9%) 106
30～39歳 226 (41.1%) 204 (37.1%) 116 (21.1%) 4 (0.7%) 550
40～49歳 245 (58.8%) 120 (28.8%) 48 (11.5%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 193 (79.1%) 28 (11.5%) 20 (8.2%) 3 (1.2%) 244












全体 9 (1.1%) 237 (29.2%) 206 (25.4%) 55 (6.8%) 254 (31.3%) 51 (6.3%) 812
大学 9 (1.5%) 194 (32.4%) 160 (26.8%) 32 (5.4%) 165 (27.6%) 38 (6.4%) 598
公的研究機関等 0 (0.0%) 17 (13.5%) 30 (23.8%) 13 (10.3%) 60 (47.6%) 6 (48%  126
民間企業 0 (0.0%) 21 (29.6%) 13 (18.3%) 7 (9.9%) 25 (35.2%) 5 (7.0%) 1
～29歳 0 (0.0%) 13 (39.4%) 4 (12.1%) 1 (3.0%) 11 (33.3%) 4 (12.1%) 33
30～39歳 2 (0.9%) 51 (22.6%) 48 (21.2%) 20 (8.8%) 90 (39.8%) 15 (6.6%) 226
40～49歳 3 (1.2%) 62 (25.3%) 70 (28.6%) 18 (7.3%) 76 (31.0%) 16 (6.5%) 245
50～59歳 3 (1.6%) 65 (33.7%) 50 (25.9%) 10 (5.2%) 56 (29.0%) 9 (4.7%) 193
60～69歳 1 (1.0%) 43 (43.9%) 29 (29.6%) 6 (6.1%) 14 (14.3%) 5 (5.1%) 98
研究者
FA-18 あなたは大学または公的研究機関の研究職の公募に応募したことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 493 (33.2%) 984 (66.4%) 6 (0.4%) 1,483
大学 416 (50.4%) 405 (49.0%) 5 (0.6%) 826
公的研究機関等 55 (38.2%) 88 (61.1%) 1 (0.7%) 144
民間企業 13 (2.7%) 473 (97.3%) 0 (0.0%) 486
～29歳 10 (9.4%) 96 (90.6%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 130 (23.6%) 418 (76.0%) 2 (0.4%) 550
40～49歳 164 (39.3%) 252 (60.4%) 1 (0.2%) 417
50～59歳 117 (48.0%) 126 (51.6%) 1 (0.4%) 244











全体 77 (15.6%) 48 (9.7%) 89 (18.1%) 6 (1.2%) 202 (41.0%) 71 (14.4%) 493
大学 68 (16.3%) 39 (9.4%) 78 (18.8%) 6 (1.4%) 164 (39.4%) 61 (14.7%) 16
公的研究機関等 8 (14.5%) 6 (10.9%) 7 (12.7%) 0 (0.0%) 27 (49.1%) 7 (12.7%) 55
民間企業 1 (7.7%) 2 (15.4%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 6 (46.2%) 1 (7.7%) 13
～29歳 0 (0.0%) 4 (40.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 2 (20.0%) 2 (20.0%) 10
30～39歳 18 (13.8%) 22 (16.9%) 26 (20.0%) 1 (0.8%) 45 (34.6%) 18 (13.8%) 130
40～49歳 28 (17.1%) 13 (7.9%) 27 (16.5%) 2 (1.2%) 69 (42.1%) 25 (15.2%) 164
50～59歳 24 (20.5%) 7 (6.0%) 22 (18.8%) 1 (0.9%) 48 (41.0%) 15 (12.8%) 117
60～69歳 4 (6.9%) 1 (1.7%) 8 (13.8%) 2 (3.4%) 33 (56.9%) 10 (17.2%) 58
FA-20 「ある」とお答えの方、あなたは現在の職を得る際に公募を経て採用されましたか。
はい いいえ 無回答 計
全体 286 (58.0%) 177 (35.9%) 30 (6.1%) 493
大学 240 (57.7%) 165 (39.7%) 11 (2.6%) 416
公的研究機関等 40 (72.7%) 11 (20.0%) 4 (7.3%) 55
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13 (100.0%) 13
～29歳 8 (80.0%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 10
30～39歳 84 (64.6%) 32 (24.6%) 14 (10.8%) 130
40～49歳 87 (53.0%) 70 (42.7%) 7 (4.3%) 164
50～59歳 71 (60.7%) 43 (36.8%) 3 (2.6%) 117
60～69歳 33 (56.9%) 22 (37.9%) 3 (5.2%) 58
FA-21 公募ではなく、恩師や知人の紹介で職を求めたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 461 (31.1%) 1004 (67.7%) 18 (1.2%) 1,483
大学 375 (45.4%) 439 (53.1%) 12 (1.5%) 826
公的研究機関等 31 (21.5%) 110 (76.4%) 3 (2.1%) 144
民間企業 47 (9.7%) 438 (90.1%) 1 (0.2%) 486
～29歳 19 (17.9%) 87 (82.1%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 120 (21.8%) 426 (77.5%) 4 (0.7%) 550
40～49歳 145 (34.8%) 267 (64.0%) 5 (1.2%) 417
50～59歳 98 (40.2%) 142 (58.2%) 4 (1.6%) 244
60～69歳 67 (48.6%) 67 (48.6%) 4 (2.9%) 138
FA-23 研究者の公募が形式的である(公募された時点で実際には大方採用される人が決まっている)と感じることはありますか。
よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答 計
全体 446 (30.1%) 673 (45.4%) 158 (10.7%) 139 (9.4%) 67 (4.5%) 1,483
大学 289 (35.0%) 424 (51.3%) 59 (7.1%) 28 (3.4%) 26 (3.1%) 826
公的研究機関等 63 (43.8%) 70 (48.6%) 6 (4.2%) 4 (2.8%) 1 (0.7%) 144
民間企業 83 (17.1%) 171 (35.2%) 90 (18.5%) 103 (21.2%) 39 (8.0%) 486
～29歳 18 (17.0%) 42 (39.6%) 25 (23.6%) 19 (17.9%) 2 (1.9%) 106
30～39歳 152 (27.6%) 230 (41.8%) 66 (12.0%) 73 (13.3%) 29 (5.3%) 550
40～49歳 143 (34.3%) 195 (46.8%) 29 (7.0%) 29 (7.0%) 21 (5.0%) 417
50～59歳 78 (32.0%) 125 (51.2%) 24 (9.8%) 11 (4.5%) 6 (2.5%) 244











全体 75 (5.1%) 302 (20.4%) 697 (47.0%) 242 (16.3%) 134 (9.0%) 33 (2.2%) 1,483
大学 61 (7.4%) 198 (24.0%) 348 (42.1%) 126 (15.3%) 75 (9.1%) 18 (2.2%) 826
公的研究機関等 3 (2.1%) 28 (19.4%) 67 (46.5%) 26 (18.1%) 16 (11.1%) 4 (2.8%) 144
民間企業 9 (1.9%) 70 (14.4%) 270 (55.6%) 85 (17.5%) 41 (8.4%) 11 (2.3%) 486
～29歳 5 (4.7%) 18 (17.0%) 56 (52.8%) 19 (17.9%) 7 (6.6%) 1 (0.9%) 1 6
30～39歳 8 (1.5%) 65 (11.8%) 311 (56.5%) 96 (17.5%) 54 (9.8%) 16 (29%) 550
40～49歳 17 (4.1%) 84 (20.1%) 179 (42.9%) 84 (20.1%) 44 (10.6%) 9 (.2%) 417
50～59歳 30 (12.3%) 74 (30.3%) 94 (38.5%) 25 (10.2%) 17 (7.0%) 4 (16%  244







全体 235 (15.8%) 407 (27.4%) 558 (37.6%) 241 (16.3%) 33 (2.2%) 9 (0. %) 1,483
大学 155 (18.8%) 235 (28.5%) 322 (39.0%) 95 (11.5%) 14 (1.7%) 5 (0.6%) 826
公的研究機関等 27 (18.8%) 35 (24.3%) 42 (29.2%) 34 (23.6%) 5 (3.5%) 1 (0.7%) 144
民間企業 51 (10.5%) 130 (26.7%) 182 (37.4%) 109 (22.4%) 12 (2.5%) 2 (0.4%) 486
～29歳 19 (17.9%) 25 (23.6%) 36 (34.0%) 24 (22.6%) 2 (1.9%) 0 (0.0%) 1 6
30～39歳 87 (15.8%) 159 (28.9%) 182 (33.1%) 106 (19.3%) 12 (2.2%) 4 (0.7%) 550
40～49歳 67 (16.1%) 106 (25.4%) 167 (40.0%) 65 (15.6%) 11 (2.6%) 1 (0.2%) 417
50～59歳 36 (14.8%) 64 (26.2%) 108 (44.3%) 29 (11.9%) 6 (2.5%) 1 (0.4%) 244







全体 57 (3.8%) 360 (24.3%) 386 (26.0%) 575 (38.8%) 81 (5.5%) 24 (1.6%) 1,483
大学 45 (5.4%) 247 (29.9%) 210 (25.4%) 274 (33.2%) 39 (4.7%) 11 (1.3%) 826
公的研究機関等 10 (6.9%) 44 (30.6%) 38 (26.4%) 40 (27.8%) 11 (7.6%) 1 (0.7%) 144
民間企業 2 (0.4%) 58 (11.9%) 133 (27.4%) 251 (51.6%) 30 (6.2%) 12 (2.5%) 486
～29歳 1 (0.9%) 16 (15.1%) 27 (25.5%) 53 (50.0%) 7 (6.6%) 2 (1.9%) 06
30～39歳 16 (2.9%) 87 (15.8%) 138 (25.1%) 263 (47.8%) 37 (6.7%) 9 (1.6%) 550
40～49歳 12 (2.9%) 111 (26.6%) 117 (28.1%) 151 (36.2%) 23 (5.5%) 3 0.7%) 417
50～59歳 18 (7.4%) 94 (38.5%) 58 (23.8%) 63 (25.8%) 6 (2.5%) 5 (2.0%) 244
60～69歳 9 (6.5%) 41 (29.7%) 41 (29.7%) 36 (26.1%) 7 (5.1%) 4 (2.9%) 138
FA-28 あなたは学生時代にインターンシップを経験したことがありますか。
はい いいえ 無回答 計
全体 159 (10.7%) 1302 (87.8%) 22 (1.5%) 1,483
大学 113 (13.7%) 700 (84.7%) 13 (1.6%) 826
公的研究機関等 12 (8.3%) 131 (91.0%) 1 (0.7%) 144
民間企業 31 (6.4%) 448 (92.2%) 7 (1.4%) 486
～29歳 6 (5.7%) 97 (91.5%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 38 (6.9%) 507 (92.2%) 5 (0.9%) 550
40～49歳 41 (9.8%) 367 (88.0%) 9 (2.2%) 417
50～59歳 34 (13.9%) 208 (85.2%) 2 (0.8%) 244
60～69歳 36 (26.1%) 100 (72.5%) 2 (1.4%) 138
FA-29 あなたはこれまでに、研究マネジメントをしたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 484 (32.6%) 975 (65.7%) 24 (1.6%) 1,483
大学 307 (37.2%) 505 (61.1%) 14 (1.7%) 826
公的研究機関等 35 (24.3%) 107 (74.3%) 2 (1.4%) 144
民間企業 130 (26.7%) 349 (71.8%) 7 (1.4%) 486
～29歳 7 (6.6%) 96 (90.6%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 103 (18.7%) 441 (80.2%) 6 (1.1%) 550
40～49歳 157 (37.6%) 250 (60.0%) 10 (2.4%) 417
50～59歳 122 (50.0%) 119 (48.8%) 3 (1.2%) 244









全体 443 (29.9%) 237 (16.0%) 579 (39.0%) 224 (15.1%) 1,483
大学 382 (46.2%) 141 (17.1%) 199 (24.1%) 104 (12.6%) 826
公的研究機関等 38 (26.4%) 31 (21.5%) 27 (18.8%) 48 (33.3%) 144
民間企業 16 (3.3%) 60 (12.3%) 344 (70.8%) 66 (13.6%) 486
～29歳 8 (7.5%) 19 (17.9%) 54 (50.9%) 25 (23.6%) 106
30～39歳 154 (28.0%) 67 (12.2%) 226 (41.1%) 103 (18.7%) 550
40～49歳 151 (36.2%) 81 (19.4%) 135 (32.4%) 50 (12.0%) 417
50～59歳 87 (35.7%) 46 (18.9%) 85 (34.8%) 26 (10.7%) 244







全体 158 (35.7%) 168 (37.9%) 57 (12.9%) 38 (8.6%) 13 (2.9%) 9 (2.0%) 443
大学 136 (35.6%) 147 (38.5%) 48 (12.6%) 31 (8.1%) 12 (3.1%) 8 (2.1%) 382
公的研究機関等 14 (36.8%) 14 (36.8%) 5 (13.2%) 4 (10.5%) 0 (0.0%) 1 (2.638
民間企業 6 (37.5%) 4 (25.0%) 3 (18.8%) 2 (12.5%) 1 (6.3%) 0 (0.0%) 16
～29歳 5 (62.5%) 2 (25.0%) 1 (12.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 8
30～39歳 58 (37.7%) 49 (31.8%) 27 (17.5%) 13 (8.4%) 2 (1.3%) 5 (3.2%) 154
40～49歳 57 (37.7%) 51 (33.8%) 19 (12.6%) 14 (9.3%) 8 (5.3%) 2 (1.3%) 151
50～59歳 26 (29.9%) 44 (50.6%) 5 (5.7%) 9 (10.3%) 2 (2.3%) 1 (1.1%) 87










全体 285 (19.2%) 677 (45.7%) 403 (27.2%) 80 (5.4%) 13 (0.9%) 25 (1.7%) 1,483
大学 232 (28.1%) 405 (49.0%) 161 (19.5%) 15 (1.8%) 2 (0.2%) 11 (1.3%) 826
公的研究機関等 22 (15.3%) 71 (49.3%) 35 (24.3%) 12 (8.3%) 1 (0.7%) 3 (2.1%) 144
民間企業 28 (5.8%) 188 (38.7%) 201 (41.4%) 50 (10.3%) 10 (2.1%) 9 (1.9%) 486
～29歳 11 (10.4%) 42 (39.6%) 37 (34.9%) 12 (11.3%) 1 (0.9%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 66 (12.0%) 229 (41.6%) 193 (35.1%) 46 (8.4%) 7 (1.3%) 9 (1.6%) 550
40～49歳 76 (18.2%) 193 (46.3%) 115 (27.6%) 18 (4.3%) 5 (1.2%) 10 (2.4%) 417
50～59歳 78 (32.0%) 123 (50.4%) 39 (16.0%) 3 (1.2%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 244

















全体 33 (35.5%) 46 (49.5%) 4 (4.3%) 5 (5.4%) 1 (1.1%) 1 (1.1%) 93
大学 12 (70.6%) 4 (23.5%) 3 (17.6%) 1 (5.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 17
公的研究機関等 6 (46.2%) 7 (53.8%) 1 (7.7%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13
民間企業 15 (25.0%) 33 (55.0%) 0 (0.0%) 1 (1.7%) 1 (1.7%) 1 (1.7%) 60
～29歳 5 (38.5%) 8 (61.5%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 13
30～39歳 20 (37.7%) 26 (49.1%) 0 (0.0%) 3 (5.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 53
40～49歳 7 (30.4%) 11 (47.8%) 1 (4.3%) 1 (4.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 23
50～59歳 1 (33.3%) 1 (33.3%) 2 (66.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 






能性 個人的興味 その他 計
全体 628 (42.3%) 295 (19.9%) 736 (49.6%) 488 (32.9%) 305 (20.6%) 18 (1.2%) 1,483
大学 304 (36.8%) 120 (14.5%) 452 (54.7%) 296 (35.8%) 195 (23.6%) 5 (0.6%) 826
公的研究機関等 72 (50.0%) 26 (18.1%) 61 (42.4%) 51 (35.4%) 38 (26.4%) 3 (2 1%  144
民間企業 238 (49.0%) 146 (30.0%) 210 (43.2%) 132 (27.2%) 65 (13.4%) 10 (2.1%) 486
～29歳 49 (46.2%) 29 (27.4%) 45 (42.5%) 29 (27.4%) 23 (21.7%) 0 (0.0%) 1 6
30～39歳 256 (46.5%) 118 (21.5%) 270 (49.1%) 170 (30.9%) 111 (20.2%) 11 (2 0 550
40～49歳 171 (41.0%) 81 (19.4%) 205 (49.2%) 147 (35.3%) 88 (21.1%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 90 (36.9%) 46 (18.9%) 128 (52.5%) 92 (37.7%) 50 (20.5%) 1 (0.4%) 244













全体 1001 (67.5%) 1224 (82.5%) 710 (47.9%) 324 (21.8%) 766 (51.7%) 28 (1.9%) 1,483
大学 664 (80.4%) 684 (82.8%) 492 (59.6%) 285 (34.5%) 552 (66.8%) 13 (1.6%) 826
公的研究機関等 87 (60.4%) 116 (80.6%) 71 (49.3%) 16 (11.1%) 99 (68.8%) 5 (3.5%) 144
民間企業 233 (47.9%) 402 (82.7%) 135 (27.8%) 20 (4.1%) 103 (21.2%) 10 (2.1%) 486
～29歳 51 (48.1%) 88 (83.0%) 24 (22.6%) 4 (3.8%) 23 (21.7%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 305 (55.5%) 472 (85.8%) 209 (38.0%) 35 (6.4%) 213 (38.7%) 12 (2.2%) 550
40～49歳 293 (70.3%) 340 (81.5%) 219 (52.5%) 104 (24.9%) 244 (58.5%) 10 (2.4%  417
50～59歳 209 (85.7%) 195 (79.9%) 155 (63.5%) 102 (41.8%) 171 (70.1%) 4 1.6%) 244
60～69歳 121 (87.7%) 109 (79.0%) 91 (65.9%) 66 (47.8%) 100 (72.5%) 1 (0.7%) 138
FA-36 あなたは、自分で研究テーマを設定し遂行できるだけの研究面での自立を果たしていますか。
果たしている 果たしていない 無回答 計
全体 1025 (69.1%) 423 (28.5%) 35 (2.4%) 1,483
大学 663 (80.3%) 146 (17.7%) 17 (2.1%) 826
公的研究機関等 113 (78.5%) 27 (18.8%) 4 (2.8%) 144
民間企業 230 (47.3%) 244 (50.2%) 12 (2.5%) 486
～29歳 31 (29.2%) 71 (67.0%) 4 (3.8%) 106
30～39歳 320 (58.2%) 219 (39.8%) 11 (2.0%) 550
40～49歳 303 (72.7%) 101 (24.2%) 13 (3.1%) 417
50～59歳 225 (92.2%) 18 (7.4%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 122 (88.4%) 11 (8.0%) 5 (3.6%) 138
FA-37 あなたは、自分の生活を維持できるだけの経済面での自立を果たしていますか。
果たしている 果たしていない 無回答 計
全体 1351 (91.1%) 107 (7.2%) 25 (1.7%) 1,483
大学 761 (92.1%) 53 (6.4%) 12 (1.5%) 826
公的研究機関等 135 (93.8%) 6 (4.2%) 3 (2.1%) 144
民間企業 432 (88.9%) 45 (9.3%) 9 (1.9%) 486
～29歳 94 (88.7%) 9 (8.5%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 495 (90.0%) 47 (8.5%) 8 (1.5%) 550
40～49歳 377 (90.4%) 30 (7.2%) 10 (2.4%) 417
50～59歳 230 (94.3%) 13 (5.3%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 132 (95.7%) 4 (2.9%) 2 (1.4%) 138
FA-38 あなたは、教授、助教授、助手等からなる旧来の職階制度のために、自由に研究をすすめる上で障害を感じたことがありますか。
よくある ある あまりない ない 無回答 計
全体 108 (7.3%) 296 (20.0%) 305 (20.6%) 166 (11.2%) 608 (41.0%) 1,483
大学 102 (12.3%) 275 (33.3%) 264 (32.0%) 140 (16.9%) 45 (5.4%) 826
公的研究機関等 3 (2.1%) 6 (4.2%) 8 (5.6%) 7 (4.9%) 120 (83.3%) 144
民間企業 3 (0.6%) 11 (2.3%) 25 (5.1%) 15 (3.1%) 432 (88.9%) 486
～29歳 1 (0.9%) 10 (9.4%) 8 (7.5%) 6 (5.7%) 81 (76.4%) 106
30～39歳 34 (6.2%) 56 (10.2%) 83 (15.1%) 36 (6.5%) 341 (62.0%) 550
40～49歳 36 (8.6%) 99 (23.7%) 90 (21.6%) 42 (10.1%) 150 (36.0%) 417
50～59歳 30 (12.3%) 80 (32.8%) 69 (28.3%) 40 (16.4%) 25 (10.2%) 244
60～69歳 4 (2.9%) 44 (31.9%) 49 (35.5%) 35 (25.4%) 6 (4.3%) 138
FA-39
ある ない 無回答 計
全体 50 (3.4%) 921 (62.1%) 512 (34.5%) 1,483
大学 43 (5.2%) 726 (87.9%) 57 (6.9%) 826
公的研究機関等 3 (2.1%) 127 (88.2%) 14 (9.7%) 144
民間企業 3 (0.6%) 48 (9.9%) 435 (89.5%) 486
～29歳 0 (0.0%) 26 (24.5%) 80 (75.5%) 106
30～39歳 7 (1.3%) 264 (48.0%) 279 (50.7%) 550
40～49歳 14 (3.4%) 283 (67.9%) 120 (28.8%) 417
50～59歳 16 (6.6%) 206 (84.4%) 22 (9.0%) 244












全体 715 (48.2%) 599 (40.4%) 336 (22.7%) 37 (2.5%) 10 (0.7%) 25 (1.7%) 1,483
大学 396 (47.9%) 368 (44.6%) 181 (21.9%) 29 (3.5%) 5 (0.6%) 15 (1.8%) 826
公的研究機関等 68 (47.2%) 49 (34.0%) 30 (20.8%) 2 (1.4%) 1 (0.7%) 1 (0.7%) 144
民間企業 233 (47.9%) 166 (34.2%) 114 (23.5%) 5 (1.0%) 3 (0.6%) 8 (1.6%) 486
～29歳 49 (46.2%) 29 (27.4%) 17 (16.0%) 1 (0.9%) 2 (1.9%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 253 (46.0%) 170 (30.9%) 115 (20.9%) 9 (1.6%) 2 (0.4%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 205 (49.2%) 180 (43.2%) 96 (23.0%) 3 (0.7%) 2 (0.5%) 6 (1.4%) 417
50～59歳 133 (54.5%) 121 (49.6%) 59 (24.2%) 9 (3.7%) 1 (0.4%) 5 (2.0%) 244
60～69歳 63 (45.7%) 83 (60.1%) 40 (29.0%) 15 (10.9%) 3 (2.2%) 6 (4.3%) 138
FA-41 あなたは将来、研究職以外の職に就くことを考えることはありますか。
よく考える ときどき考える あまり考えない 全く考えない 無回答 計
全体 180 (12.1%) 504 (34.0%) 548 (37.0%) 221 (14.9%) 30 (2.0%) 1,483
大学 74 (9.0%) 246 (29.8%) 315 (38.1%) 174 (21.1%) 17 (2.1%) 826
公的研究機関等 13 (9.0%) 46 (31.9%) 64 (44.4%) 19 (13.2%) 2 (1.4%) 144
民間企業 90 (18.5%) 203 (41.8%) 163 (33.5%) 21 (4.3%) 9 (1.9%) 486
～29歳 21 (19.8%) 42 (39.6%) 35 (33.0%) 5 (4.7%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 84 (15.3%) 208 (37.8%) 191 (34.7%) 60 (10.9%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 55 (13.2%) 151 (36.2%) 154 (36.9%) 46 (11.0%) 11 (2.6%) 417
50～59歳 13 (5.3%) 70 (28.7%) 95 (38.9%) 62 (25.4%) 4 (1.6%) 244










専門職 知的財産管理 営業職 行政職
全体 185 (27.0%) 141 (20.6%) 148 (21.6%) 33 (4.8%) 184 (26.9%) 47 (6.9%) 66 9.6%) 53 (7.7%) 
大学 57 (17.8%) 41 (12.8%) 106 (33.1%) 20 (6.3%) 74 (23.1%) 12 (3.8%) 19 (5.9%) 30 (9.4%) 
公的研究機関等 19 (32.2%) 10 (16.9%) 14 (23.7%) 4 (6.8%) 18 (30.5%) 1 (1.7%) 1 (1.7%) 14 (23.7%) 
民間企業 105 (35.8%) 88 (30.0%) 26 (8.9%) 9 (3.1%) 88 (30.0%) 34 (11.6%) 46 (15.7%) 9 (3.1%) 
～29歳 19 (30.2%) 18 (28.6%) 9 (14.3%) 2 (3.2%) 16 (25.4%) 5 (7.9%) 13 (20.6%) 9 (14.3%) 
30～39歳 91 (31.2%) 68 (23.3%) 54 (18.5%) 15 (5.1%) 94 (32.2%) 27 (9.2%) 34 (11.6%) 19 (6.5%) 
40～49歳 46 (22.3%) 41 (19.9%) 41 (19.9%) 6 (2.9%) 51 (24.8%) 12 (5.8%) 15 7.3%) 16 (7.8%) 
50～59歳 17 (20.5%) 11 (13.3%) 30 (36.1%) 5 (6.0%) 14 (16.9%) 1 (1.2 3 (3.6%) 6 (7 2%) 
60～69歳 12 (35.3%) 1 (2.9%) 11 (32.4%) 5 (14.7%) 7 (20.6%) 2 (5.9% 1 ( .9%) 3 (8.8%) 
その他 計
全体 159 (23.2%) 684
大学 96 (30.0%) 320
公的研究機関等 16 (27.1%) 59
民間企業 44 (15.0%) 293
～29歳 12 (19.0%) 63
30～39歳 61 (20.9%) 292
40～49歳 62 (30.1%) 206
50～59歳 21 (25.3%) 83







全体 108 (7.3%) 216 (14.6%) 704 (47.5%) 313 (21.1%) 83 (5.6%) 59 (4.0%) 1,483
大学 48 (5.8%) 109 (13.2%) 365 (44.2%) 190 (23.0%) 75 (9.1%) 39 (4.7%) 826
公的研究機関等 14 (9.7%) 31 (21.5%) 53 (36.8%) 40 (27.8%) 2 (1.4%) 4 (2.8%) 144
民間企業 46 (9.5%) 71 (14.6%) 270 (55.6%) 80 (16.5%) 6 (1.2%) 13 (2.7%) 486
～29歳 17 (16.0%) 24 (22.6%) 47 (44.3%) 10 (9.4%) 3 (2.8%) 5 (4.7%) 106
30～39歳 59 (10.7%) 99 (18.0%) 279 (50.7%) 93 (16.9%) 6 (1.1%) 14 (2.5%) 550
40～49歳 27 (6.5%) 69 (16.5%) 209 (50.1%) 77 (18.5%) 16 (3.8%) 19 (4.6%) 417
50～59歳 4 (1.6%) 19 (7.8%) 105 (43.0%) 79 (32.4%) 27 (11.1%) 10 (4.1%) 244













全体 134 (9.0%) 251 (16.9%) 309 (20.8%) 749 (50.5%) 637 (43.0%) 89 (6.0%) 1,483
大学 62 (7.5%) 133 (16.1%) 110 (13.3%) 408 (49.4%) 443 (53.6%) 48 (5.8 826
公的研究機関等 14 (9.7%) 17 (11.8%) 26 (18.1%) 60 (41.7%) 60 (41.7%) 17 1 8 144
民間企業 56 (11.5%) 96 (19.8%) 170 (35.0%) 270 (55.6%) 125 (25.7%) 21 (4.3%) 486
～29歳 15 (14.2%) 19 (17.9%) 31 (29.2%) 53 (50.0%) 27 (25.5%) 4 (3.8%) 106
30～39歳 58 (10.5%) 104 (18.9%) 147 (26.7%) 290 (52.7%) 186 (33.8%) 27 (4.9%) 550
40～49歳 31 (7.4%) 57 (13.7%) 66 (15.8%) 215 (51.6%) 205 (49.2%) 28 (6.7%) 417
50～59歳 24 (9.8%) 46 (18.9%) 37 (15.2%) 120 (49.2%) 122 (50.0%) 19 (7.8%) 244







全体 363 (24.5%) 635 (42.8%) 269 (18.1%) 141 (9.5%) 44 (3.0%) 31 (2.1%) 1,483
大学 144 (17.4%) 344 (41.6%) 185 (22.4%) 107 (13.0%) 31 (3.8%) 15 (1 8  826
公的研究機関等 35 (24.3%) 59 (41.0%) 23 (16.0%) 14 (9.7%) 10 (6.9%) 3 (21 144
民間企業 179 (36.8%) 226 (46.5%) 54 (11.1%) 15 (3.1%) 2 (0.4%) 10 (2.1%) 486
～29歳 35 (33.0%) 48 (45.3%) 19 (17.9%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 152 (27.6%) 257 (46.7%) 67 (12.2%) 44 (8.0%) 17 (3.1%) 13 (2.4%) 550
40～49歳 96 (23.0%) 175 (42.0%) 84 (20.1%) 39 (9.4%) 14 (3.4%) 9 (2.2%) 417
50～59歳 49 (20.1%) 98 (40.2%) 56 (23.0%) 31 (12.7%) 9 (3.7%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 28 (20.3%) 49 (35.5%) 33 (23.9%) 23 (16.7%) 3 (2.2%) 2 (1.4%) 138
FA-47 あなたが所属する研究機関では研究者の評価項目が研究者に明示されていますか。
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 592 (39.9%) 520 (35.1%) 337 (22.7%) 34 (2.3%) 1,483
大学 281 (34.0%) 306 (37.0%) 219 (26.5%) 20 (2.4%) 826
公的研究機関等 82 (56.9%) 28 (19.4%) 32 (22.2%) 2 (1.4%) 144
民間企業 223 (45.9%) 172 (35.4%) 81 (16.7%) 10 (2.1%) 486
～29歳 48 (45.3%) 37 (34.9%) 18 (17.0%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 233 (42.4%) 184 (33.5%) 124 (22.5%) 9 (1.6%) 550
40～49歳 149 (35.7%) 161 (38.6%) 96 (23.0%) 11 (2.6%) 417
50～59歳 96 (39.3%) 83 (34.0%) 62 (25.4%) 3 (1.2%) 244
60～69歳 59 (42.8%) 46 (33.3%) 28 (20.3%) 5 (3.6%) 138
FA-48 あなたが所属する研究機関では研究者の評価に、次の定量的指標のうちどれが使われますか。（複数回答可）





全体 368 (24.8%) 90 (6.1%) 296 (20.0%) 210 (14.2%) 135 (9.1%) 56 (3.8%) 1,483
大学 242 (29.3%) 78 (9.4%) 137 (16.6%) 174 (21.1%) 34 (4.1%) 13 (1.6%) 826
公的研究機関等 73 (50.7%) 9 (6.3%) 60 (41.7%) 30 (20.8%) 7 (4.9%) 7 (4.9%) 144
民間企業 49 (10.1%) 1 (0.2%) 95 (19.5%) 2 (0.4%) 93 (19.1%) 35 (7.2%) 486
～29歳 10 (9.4%) 1 (0.9%) 19 (17.9%) 4 (3.8%) 25 (23.6%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 112 (20.4%) 16 (2.9%) 120 (21.8%) 45 (8.2%) 67 (12.2%) 27 (4.9%) 550
40～49歳 101 (24.2%) 22 (5.3%) 75 (18.0%) 59 (14.1%) 30 (7.2%) 16 (3.8 417
50～59歳 84 (34.4%) 30 (12.3%) 50 (20.5%) 60 (24.6%) 11 (4.5%) 7 (2.9%) 244







全体 714 (48.1%) 555 (37.4%) 496 (33.4%) 409 (27.6%) 429 (28.9%) 151 (10.2%) 1,483
大学 472 (57.1%) 386 (46.7%) 232 (28.1%) 318 (38.5%) 211 (25.5%) 77 (9.3%) 826
公的研究機関等 84 (58.3%) 52 (36.1%) 46 (31.9%) 41 (28.5%) 39 (27.1%) 16 (11.1%) 144
民間企業 148 (30.5%) 105 (21.6%) 209 (43.0%) 42 (8.6%) 168 (34.6%) 55 (11.3%) 486
～29歳 26 (24.5%) 20 (18.9%) 31 (29.2%) 9 (8.5%) 53 (50.0%) 7 (6.6%) 106
30～39歳 258 (46.9%) 190 (34.5%) 205 (37.3%) 128 (23.3%) 151 (27.5%) 57 (10.4%  550
40～49歳 212 (50.8%) 170 (40.8%) 142 (34.1%) 129 (30.9%) 113 (27.1%) 39 (9 4  417
50～59歳 124 (50.8%) 103 (42.2%) 68 (27.9%) 82 (33.6%) 73 (29.9%) 30 (12.3%) 244





はい いいえ わからない 無回答 計
全体 916 (61.8%) 291 (19.6%) 239 (16.1%) 37 (2.5%) 1,483
大学 513 (62.1%) 135 (16.3%) 157 (19.0%) 21 (2.5%) 826
公的研究機関等 101 (70.1%) 14 (9.7%) 22 (15.3%) 7 (4.9%) 144
民間企業 283 (58.2%) 139 (28.6%) 57 (11.7%) 7 (1.4%) 486
～29歳 66 (62.3%) 21 (19.8%) 19 (17.9%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 335 (60.9%) 120 (21.8%) 85 (15.5%) 10 (1.8%) 550
40～49歳 268 (64.3%) 77 (18.5%) 60 (14.4%) 12 (2.9%) 417
50～59歳 151 (61.9%) 43 (17.6%) 44 (18.0%) 6 (2.5%) 244
60～69歳 80 (58.0%) 28 (20.3%) 23 (16.7%) 7 (5.1%) 138
FA-51 あなた個人の評価結果は個人の処遇としてどのように反映されていますか。（複数回答可）
給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金
反映されていな
い その他 計
全体 422 (28.5%) 453 (30.5%) 58 (3.9%) 130 (8.8%) 685 (46.2%) 54 (3.6%) 1,483
大学 97 (11.7%) 87 (10.5%) 36 (4.4%) 97 (11.7%) 536 (64.9%) 36 (4.4%) 826
公的研究機関等 24 (16.7%) 33 (22.9%) 8 (5.6%) 17 (11.8%) 67 (46.5%) 6 (4.2%) 144
民間企業 299 (61.5%) 331 (68.1%) 13 (2.7%) 14 (2.9%) 64 (13.2%) 12 (2.5%) 486
～29歳 43 (40.6%) 61 (57.5%) 2 (1.9%) 6 (5.7%) 26 (24.5%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 212 (38.5%) 218 (39.6%) 25 (4.5%) 39 (7.1%) 204 (37.1%) 19 (3.5%) 550
40～49歳 109 (26.1%) 118 (28.3%) 17 (4.1%) 33 (7.9%) 216 (51.8%) 10 (2.4%) 417
50～59歳 32 (13.1%) 37 (15.2%) 8 (3.3%) 26 (10.7%) 145 (59.4%) 14 (5.7%) 244
60～69歳 22 (15.9%) 18 (13.0%) 4 (2.9%) 24 (17.4%) 73 (52.9%) 11 (8.0 138
FA-52 あなたの研究チームの評価結果はあなた個人の処遇としてどのように反映されていますか。（複数回答可）
給与 賞与等一時金 機材、スペース等の研究環境 研究資金
反映されていな
い その他 計
全体 186 (12.5%) 227 (15.3%) 139 (9.4%) 223 (15.0%) 852 (57.5%) 47 (3.2%) 1,483
大学 32 (3.9%) 26 (3.1%) 61 (7.4%) 114 (13.8%) 568 (68.8%) 36 (4.4%) 826
公的研究機関等 2 (1.4%) 4 (2.8%) 17 (11.8%) 34 (23.6%) 83 (57.6%) 6 (4.2%) 144
民間企業 152 (31.3%) 197 (40.5%) 59 (12.1%) 74 (15.2%) 182 (37.4%) 5 (1.0%) 486
～29歳 23 (21.7%) 34 (32.1%) 14 (13.2%) 20 (18.9%) 46 (43.4%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 96 (17.5%) 117 (21.3%) 57 (10.4%) 87 (15.8%) 289 (52.5%) 15 (2.7%) 550
40～49歳 54 (12.9%) 61 (14.6%) 38 (9.1%) 58 (13.9%) 243 (58.3%) 11 (2.6%) 417
50～59歳 9 (3.7%) 12 (4.9%) 19 (7.8%) 34 (13.9%) 164 (67.2%) 12 (4.%  244










全体 7 (0.5%) 167 (11.3%) 480 (32.4%) 452 (30.5%) 340 (22.9%) 37 (2.5%) 1,483
大学 3 (0.4%) 79 (9.6%) 242 (29.3%) 254 (30.8%) 224 (27.1%) 24 (2.9%) 826
公的研究機関等 1 (0.7%) 14 (9.7%) 47 (32.6%) 46 (31.9%) 31 (21.5%) 5 (3.5%) 144
民間企業 3 (0.6%) 73 (15.0%) 186 (38.3%) 140 (28.8%) 77 (15.8%) 7 (1.4%) 486
～29歳 1 (0.9%) 13 (12.3%) 38 (35.8%) 31 (29.2%) 22 (20.8%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 1 (0.2%) 63 (11.5%) 170 (30.9%) 171 (31.1%) 130 (23.6%) 15 (2.7%) 550
40～49歳 4 (1.0%) 53 (12.7%) 148 (35.5%) 120 (28.8%) 83 (19.9%) 9 (2 2%  417
50～59歳 0 (0.0%) 22 (9.0%) 78 (32.0%) 78 (32.0%) 59 (24.2%) 7 (2.9%) 244










全体 20 (1.3%) 138 (9.3%) 382 (25.8%) 463 (31.2%) 438 (29.5%) 42 (2.8%) 1,483
大学 7 (0.8%) 45 (5.4%) 177 (21.4%) 265 (32.1%) 308 (37.3%) 24 (2.9%) 826
公的研究機関等 3 (2.1%) 11 (7.6%) 19 (13.2%) 52 (36.1%) 49 (34.0%) 10 (6.9%) 144
民間企業 10 (2.1%) 81 (16.7%) 182 (37.4%) 139 (28.6%) 68 (14.0%) 6 (1.2%) 486
～29歳 0 (0.0%) 11 (10.4%) 36 (34.0%) 36 (34.0%) 22 (20.8%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 6 (1.1%) 58 (10.5%) 158 (28.7%) 161 (29.3%) 151 (27.5%) 16 (2.9%) 550
40～49歳 10 (2.4%) 40 (9.6%) 109 (26.1%) 125 (30.0%) 121 (29.0%) 12 (2.9%) 417
50～59歳 3 (1.2%) 16 (6.6%) 46 (18.9%) 82 (33.6%) 90 (36.9%) 7 (2.9%) 244








全体 566 (38.2%) 660 (44.5%) 170 (11.5%) 52 (3.5%) 9 (0.6%) 26 (1.8%) 1,483
大学 295 (35.7%) 378 (45.8%) 102 (12.3%) 29 (3.5%) 6 (0.7%) 16 (1.9%) 826
公的研究機関等 50 (34.7%) 66 (45.8%) 18 (12.5%) 7 (4.9%) 0 (0.0%) 3 (2.1%) 144
民間企業 208 (42.8%) 209 (43.0%) 48 (9.9%) 14 (2.9%) 2 (0.4%) 5 (1.0%) 486
～29歳 48 (45.3%) 43 (40.6%) 13 (12.3%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 239 (43.5%) 243 (44.2%) 47 (8.5%) 11 (2.0%) 2 (0.4%) 8 (1.5%) 550
40～49歳 139 (33.3%) 198 (47.5%) 53 (12.7%) 20 (4.8%) 2 (0.5%) 5 (1.2%) 417
50～59歳 82 (33.6%) 103 (42.2%) 37 (15.2%) 14 (5.7%) 3 (1.2%) 5 (2.0%) 244
60～69歳 49 (35.5%) 64 (46.4%) 15 (10.9%) 4 (2.9%) 0 (0.0%) 6 (4.3%) 1 8
FA-56
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 405 (27.3%) 498 (33.6%) 551 (37.2%) 29 (2.0%) 1,483
大学 144 (17.4%) 280 (33.9%) 387 (46.9%) 15 (1.8%) 826
公的研究機関等 44 (30.6%) 32 (22.2%) 64 (44.4%) 4 (2.8%) 144
民間企業 212 (43.6%) 173 (35.6%) 93 (19.1%) 8 (1.6%) 486
～29歳 34 (32.1%) 32 (30.2%) 39 (36.8%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 177 (32.2%) 180 (32.7%) 182 (33.1%) 11 (2.0%) 550
40～49歳 117 (28.1%) 144 (34.5%) 150 (36.0%) 6 (1.4%) 417
50～59歳 46 (18.9%) 81 (33.2%) 112 (45.9%) 5 (2.0%) 244
60～69歳 25 (18.1%) 54 (39.1%) 54 (39.1%) 5 (3.6%) 138
FA-57 あなたは現在の研究環境に満足していますか。
満足 概ね満足 やや不満足 不満足 無回答 計
全体 46 (3.1%) 648 (43.7%) 544 (36.7%) 225 (15.2%) 20 (1.3%) 1,483
大学 23 (2.8%) 329 (39.8%) 313 (37.9%) 151 (18.3%) 10 (1.2%) 826
公的研究機関等 12 (8.3%) 79 (54.9%) 36 (25.0%) 15 (10.4%) 2 (1.4%) 144
民間企業 11 (2.3%) 230 (47.3%) 185 (38.1%) 54 (11.1%) 6 (1.2%) 486
～29歳 7 (6.6%) 53 (50.0%) 38 (35.8%) 8 (7.5%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 18 (3.3%) 246 (44.7%) 212 (38.5%) 67 (12.2%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 9 (2.2%) 178 (42.7%) 152 (36.5%) 74 (17.7%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 8 (3.3%) 101 (41.4%) 86 (35.2%) 45 (18.4%) 4 (1.6%) 244














全体 499 (33.6%) 802 (54.1%) 448 (30.2%) 482 (32.5%) 1011 (68.2%) 44 (3.0%) 1,483
大学 312 (37.8%) 460 (55.7%) 260 (31.5%) 347 (42.0%) 624 (75.5%) 20 (2.4%) 826
公的研究機関等 30 (20.8%) 77 (53.5%) 67 (46.5%) 29 (20.1%) 72 (50.0%) 9 (6.3%) 144
民間企業 150 (30.9%) 254 (52.3%) 108 (22.2%) 95 (19.5%) 295 (60.7%) 15 (3.1%) 486
～29歳 40 (37.7%) 48 (45.3%) 22 (20.8%) 15 (14.2%) 56 (52.8%) 4 (3.8%) 106
30～39歳 173 (31.5%) 293 (53.3%) 175 (31.8%) 126 (22.9%) 357 (64.9%) 21 (3.8%) 550
40～49歳 126 (30.2%) 237 (56.8%) 141 (33.8%) 167 (40.0%) 295 (70.7%) 9 (2 2 417
50～59歳 95 (38.9%) 138 (56.6%) 70 (28.7%) 106 (43.4%) 187 (76.6%) 7 (2.9%) 244







全体 165 (11.1%) 480 (32.4%) 335 (22.6%) 315 (21.2%) 140 (9.4%) 48 (3  1,483
大学 108 (13.1%) 272 (32.9%) 160 (19.4%) 174 (21.1%) 96 (11.6%) 16 (1.9%) 826
公的研究機関等 19 (13.2%) 49 (34.0%) 31 (21.5%) 28 (19.4%) 13 (9.0%) 4 (2 8%) 144
民間企業 34 (7.0%) 150 (30.9%) 137 (28.2%) 111 (22.8%) 29 (6.0%) 25 (5.1%) 486
～29歳 11 (10.4%) 38 (35.8%) 20 (18.9%) 24 (22.6%) 7 (6.6%) 6 (5.7%) 106
30～39歳 44 (8.0%) 171 (31.1%) 145 (26.4%) 122 (22.2%) 49 (8.9%) 19 (3.5%) 550
40～49歳 43 (10.3%) 127 (30.5%) 85 (20.4%) 99 (23.7%) 53 (12.7%) 10 (2.4%) 417
50～59歳 37 (15.2%) 81 (33.2%) 46 (18.9%) 48 (19.7%) 25 (10.2%) 7 (2 9  244





ある ない 無回答 計
全体 437 (29.5%) 1013 (68.3%) 33 (2.2%) 1,483
大学 219 (26.5%) 588 (71.2%) 19 (2.3%) 826
公的研究機関等 64 (44.4%) 76 (52.8%) 4 (2.8%) 144
民間企業 151 (31.1%) 328 (67.5%) 7 (1.4%) 486
～29歳 36 (34.0%) 69 (65.1%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 168 (30.5%) 364 (66.2%) 18 (3.3%) 550
40～49歳 134 (32.1%) 279 (66.9%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 66 (27.0%) 174 (71.3%) 4 (1.6%) 244
60～69歳 33 (23.9%) 101 (73.2%) 4 (2.9%) 138
FA-61 あなたは、研究を技術的にサポートしてくれる研究支援者を必要としていますか。
必要としている必要としていない 無回答 計
全体 1203 (81.1%) 259 (17.5%) 21 (1.4%) 1,483
大学 665 (80.5%) 149 (18.0%) 12 (1.5%) 826
公的研究機関等 123 (85.4%) 17 (11.8%) 4 (2.8%) 144
民間企業 395 (81.3%) 87 (17.9%) 4 (0.8%) 486
～29歳 78 (73.6%) 28 (26.4%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 451 (82.0%) 92 (16.7%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 343 (82.3%) 68 (16.3%) 6 (1.4%) 417
50～59歳 195 (79.9%) 45 (18.4%) 4 (1.6%) 244






全体 27 (1.8%) 315 (21.2%) 674 (45.4%) 370 (24.9%) 97 (6.5%) 1,483
大学 9 (1.1%) 144 (17.4%) 347 (42.0%) 267 (32.3%) 59 (7.1%) 826
公的研究機関等 5 (3.5%) 29 (20.1%) 69 (47.9%) 32 (22.2%) 9 (6.3%) 144
民間企業 13 (2.7%) 137 (28.2%) 247 (50.8%) 64 (13.2%) 25 (5.1%) 486
～29歳 4 (3.8%) 38 (35.8%) 42 (39.6%) 17 (16.0%) 5 (4.7%) 106
30～39歳 11 (2.0%) 135 (24.5%) 250 (45.5%) 117 (21.3%) 37 (6.7%) 550
40～49歳 8 (1.9%) 79 (18.9%) 196 (47.0%) 113 (27.1%) 21 (5.0%) 417
50～59歳 4 (1.6%) 37 (15.2%) 105 (43.0%) 74 (30.3%) 24 (9.8%) 244
60～69歳 0 (0.0%) 22 (15.9%) 68 (49.3%) 39 (28.3%) 9 (6.5%) 138
FA-65 あなたは、研究を事務的にサポートしてくれる事務支援者を必要としていますか。
必要としている必要としていない 無回答 計
全体 1008 (68.0%) 437 (29.5%) 38 (2.6%) 1,483
大学 593 (71.8%) 211 (25.5%) 22 (2.7%) 826
公的研究機関等 103 (71.5%) 35 (24.3%) 6 (4.2%) 144
民間企業 291 (59.9%) 186 (38.3%) 9 (1.9%) 486
～29歳 64 (60.4%) 41 (38.7%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 354 (64.4%) 182 (33.1%) 14 (2.5%) 550
40～49歳 297 (71.2%) 112 (26.9%) 8 (1.9%) 417
50～59歳 184 (75.4%) 52 (21.3%) 8 (3.3%) 244






全体 48 (3.2%) 614 (41.4%) 449 (30.3%) 240 (16.2%) 132 (8.9%) 1,483
大学 11 (1.3%) 283 (34.3%) 261 (31.6%) 187 (22.6%) 84 (10.2%) 826
公的研究機関等 8 (5.6%) 70 (48.6%) 35 (24.3%) 17 (11.8%) 14 (9.7%) 144
民間企業 29 (6.0%) 255 (52.5%) 139 (28.6%) 32 (6.6%) 31 (6.4%) 486
～29歳 7 (6.6%) 62 (58.5%) 20 (18.9%) 10 (9.4%) 7 (6.6%) 106
30～39歳 26 (4.7%) 252 (45.8%) 158 (28.7%) 70 (12.7%) 44 (8.0%) 550
40～49歳 9 (2.2%) 180 (43.2%) 124 (29.7%) 73 (17.5%) 31 (7.4%) 417
50～59歳 4 (1.6%) 70 (28.7%) 84 (34.4%) 57 (23.4%) 29 (11.9%) 244
60～69歳 2 (1.4%) 45 (32.6%) 49 (35.5%) 23 (16.7%) 19 (13.8%) 138
研究者
FF-01 年齢(才)
20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 無回答 計
全体 106 (7.1%) 550 (37.1%) 417 (28.1%) 244 (16.5%) 138 (9.3%) 5 (0.3%) 23 (1.6%) 1,483
大学 19 (2.3%) 181 (21.9%) 260 (31.5%) 217 (26.3%) 132 (16.0%) 4 (0.5%) 13 (1.6%) 826
公的研究機関等 5 (3.5%) 76 (52.8%) 45 (31.3%) 14 (9.7%) 2 (1.4%) 0 (0.0%144
民間企業 81 (16.7%) 287 (59.1%) 106 (21.8%) 10 (2.1%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 486
～29歳 106 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 0 (0.0%) 550 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 550
40～49歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 417 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 417
50～59歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 244 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 244
60～69歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 138 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 138
FF-02 最終学歴
中学卒業 高等学校卒業 短期大学卒業 専門学校卒業 高専(高等専門学校)
4年制大学学部
卒業 修士課程修了 博士課程修了 その他
全体 0 (0.0%) 7 (0.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (0.1%) 270 (18.2%) 548 (37.0%) 567 (38.2%) 74 (5.0%) 
大学 0 (0.0%) 3 (0.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.1%) 109 (13.2%) 207 (25.1%) 436 (52.8%) 64 (7.7%) 
公的研究機関等 0 (0.0%) 2 (1.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 21 (14.6%) 50 (34.7%) 64 (44.4%) 7 (4.9%) 
民間企業 0 (0.0%) 2 (0.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 134 (27.6%) 284 (58.4%) 63 (13.0%) 2 (0.4%) 
～29歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13 (12.3%) 76 (71.7%) 15 (14.2%) 1 (0.9%) 
30～39歳 0 (0.0%) 2 (0.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 88 (16.0%) 244 (44.4%) 198 (36.0%) 16 (2.9%) 
40～49歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 77 (18.5%) 115 (27.6%) 197 (47.2%) 26 (6.2%) 
50～59歳 0 (0.0%) 3 (1.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 49 (20.1%) 64 (26.2%) 108 (44.3%) 18 (7.4%) 
60～69歳 0 (0.0%) 1 (0.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 40 (29.0%) 43 (31.2%) 38 (27.5%) 13 (9.4%) 
無回答 計
全体 15 (1.0%) 1,483
大学 6 (0.7%) 826
公的研究機関等 0 (0.0%) 144
民間企業 0 (0.0%) 486
～29歳 1 (0.9%) 106
30～39歳 2 (0.4%) 550
40～49歳 1 (0.2%) 417
50～59歳 1 (0.4%) 244
60～69歳 3 (2.2%) 138
FF-03 最終学位
学士号 修士号 博士号 なし 無回答 計
全体 169 (11.4%) 357 (24.1%) 932 (62.8%) 12 (0.8%) 13 (0.9%) 1,483
大学 31 (3.8%) 56 (6.8%) 735 (89.0%) 1 (0.1%) 3 (0.4%) 826
公的研究機関等 13 (9.0%) 23 (16.0%) 104 (72.2%) 3 (2.1%) 1 (0.7%) 144
民間企業 120 (24.7%) 273 (56.2%) 84 (17.3%) 8 (1.6%) 1 (0.2%) 486
～29歳 13 (12.3%) 77 (72.6%) 15 (14.2%) 0 (0.0%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 84 (15.3%) 209 (38.0%) 252 (45.8%) 5 (0.9%) 0 (0.0%) 550
40～49歳 47 (11.3%) 51 (12.2%) 312 (74.8%) 4 (1.0%) 3 (0.7%) 417
50～59歳 15 (6.1%) 10 (4.1%) 216 (88.5%) 3 (1.2%) 0 (0.0%) 244
60～69歳 7 (5.1%) 7 (5.1%) 122 (88.4%) 0 (0.0%) 2 (1.4%) 138
FF-04 現在の所属機関の種別（小区分）
国立大学法人 公立大学 私立大学 大学共同利用機関 独立行政法人
省庁直轄研究
機関 民間企業 その他・不明 計
全体 425 (28.7%) 26 (1.8%) 373 (25.2%) 2 (0.1%) 115 (7.8%) 28 (1.9%) 486 (32.8%) 28 (1.9%) 1,483
大学 425 (51.5%) 26 (3.1%) 373 (45.2%) 2 (0.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 826
公的研究機関等 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 115 (79.9%) 28 (19.4%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 144
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 486 (100.0%) 0 (0.0%) 
～29歳 10 (9.5%) 2 (1.9%) 7 (6.7%) 0 (0.0%) 4 (3.8%) 1 (1.0%) 81 (77.1%) 0 (0.0%) 105
30～39歳 98 (17.7%) 5 (0.9%) 79 (14.3%) 1 (0.2%) 63 (11.4%) 16 (2.9%) 289 (52.2%) 3 (0.5%) 554
40～49歳 152 (36.5%) 6 (1.4%) 103 (24.7%) 1 (0.2%) 37 (8.9%) 8 (1.9%) 106 (25.4%) 4 (1.0%) 417
50～59歳 111 (45.5%) 7 (2.9%) 100 (41.0%) 1 (0.4%) 10 (4.1%) 4 (1.6%) 10 (4.1%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 51 (36.7%) 5 (3.6%) 78 (56.1%) 0 (0.0%) 3 (2.2%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 1 (0.7%) 139
研究者
FF-04 現在の所属機関の種別（大区分）
大学 公的研究機関等 民間企業 その他 計
全体 826 (55.7%) 144 (9.7%) 486 (32.8%) 27 (1.8%) 1,483
大学 826 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 826
公的研究機関等 0 (0.0%) 144 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 144
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 486 (100.0%) 0 (0.0%) 486
～29歳 19 (17.9%) 5 (4.7%) 81 (76.4%) 1 (0.9%) 106
30～39歳 181 (32.9%) 76 (13.8%) 287 (52.2%) 6 (1.1%) 550
40～49歳 260 (62.4%) 45 (10.8%) 106 (25.4%) 6 (1.4%) 417
50～59歳 217 (88.9%) 14 (5.7%) 10 (4.1%) 3 (1.2%) 244
60～69歳 132 (95.7%) 2 (1.4%) 1 (0.7%) 3 (2.2%) 138
FF-05 現在の専門分野
理学系 工学系 農学系 医学系 複合領域系 その他 無回答 計
全体 206 (13.9%) 630 (42.5%) 156 (10.5%) 349 (23.5%) 121 (8.2%) 0 (0.0%) 21 (1.4%) 1,483
大学 131 (15.9%) 242 (29.3%) 79 (9.6%) 307 (37.2%) 63 (7.6%) 0 (0.0%) 4 (0.5%) 826
公的研究機関等 27 (18.8%) 47 (32.6%) 39 (27.1%) 10 (6.9%) 18 (12.5%) 0 (0.0%) 3 (2.1%) 144
民間企業 46 (9.5%) 331 (68.1%) 34 (7.0%) 29 (6.0%) 39 (8.0%) 0 (0.0%) 7 (1.4%) 486
～29歳 16 (15.1%) 57 (53.8%) 11 (10.4%) 10 (9.4%) 12 (11.3%) 0 (0.0%  0 0 0%  1 6
30～39歳 72 (13.1%) 279 (50.7%) 59 (10.7%) 82 (14.9%) 51 (9.3%) 0 (0.0%) 7 (1.3%) 550
40～49歳 52 (12.5%) 152 (36.5%) 46 (11.0%) 142 (34.1%) 24 (5.8%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 417
50～59歳 42 (17.2%) 84 (34.4%) 23 (9.4%) 70 (28.7%) 21 (8.6%) 0 (0.0%) 4 (1.6%) 244
60～69歳 20 (14.5%) 52 (37.7%) 14 (10.1%) 39 (28.3%) 11 (8.0%) 0 (0.0%  2 1.4%) 138
FF-07 雇用のタイプ(常勤/非常勤の別)
常勤 非常勤 無回答 計
全体 1461 (98.5%) 9 (0.6%) 13 (0.9%) 1,483
大学 817 (98.9%) 7 (0.8%) 2 (0.2%) 826
公的研究機関等 141 (97.9%) 1 (0.7%) 2 (1.4%) 144
民間企業 484 (99.6%) 0 (0.0%) 2 (0.4%) 486
～29歳 106 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 542 (98.5%) 6 (1.1%) 2 (0.4%) 550
40～49歳 416 (99.8%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 417
50～59歳 243 (99.6%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 244
60～69歳 133 (96.4%) 2 (1.4%) 3 (2.2%) 138
FF-08 雇用のタイプ(終身雇用/任期付の別)
終身型雇用 任期付雇用 無回答 計
全体 1317 (88.8%) 150 (10.1%) 16 (1.1%) 1,483
大学 685 (82.9%) 133 (16.1%) 8 (1.0%) 826
公的研究機関等 134 (93.1%) 10 (6.9%) 0 (0.0%) 144
民間企業 481 (99.0%) 4 (0.8%) 1 (0.2%) 486
～29歳 98 (92.5%) 8 (7.5%) 0 (0.0%) 106
30～39歳 495 (90.0%) 50 (9.1%) 5 (0.9%) 550
40～49歳 372 (89.2%) 45 (10.8%) 0 (0.0%) 417
50～59歳 219 (89.8%) 24 (9.8%) 1 (0.4%) 244









わからない その他 無回答 計
全体 1270 (85.6%) 14 (0.9%) 121 (8.2%) 27 (1.8%) 51 (3.4%) 1,483
大学 744 (90.1%) 6 (0.7%) 41 (5.0%) 9 (1.1%) 26 (3.1%) 826
公的研究機関等 139 (96.5%) 0 (0.0%) 3 (2.1%) 1 (0.7%) 1 (0.7%) 144
民間企業 372 (76.5%) 8 (1.6%) 76 (15.6%) 15 (3.1%) 15 (3.1%) 486
～29歳 80 (75.5%) 2 (1.9%) 19 (17.9%) 2 (1.9%) 3 (2.8%) 106
30～39歳 450 (81.8%) 10 (1.8%) 70 (12.7%) 10 (1.8%) 10 (1.8%) 550
40～49歳 376 (90.2%) 2 (0.5%) 21 (5.0%) 7 (1.7%) 11 (2.6%) 417
50～59歳 222 (91.0%) 0 (0.0%) 7 (2.9%) 6 (2.5%) 9 (3.7%) 244
60～69歳 124 (89.9%) 0 (0.0%) 3 (2.2%) 2 (1.4%) 9 (6.5%) 138
研究者
FF-11 業種
水産・農林業 鉱業 建設業 製造業 電気・ガス業運輸・情報通信業 サービス業 その他 無回答
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 42 (8.6%) 227 (46.7%) 19 (3.9%) 3 (0.6%) 3 (0.6%) 1 (0.2%) 191 (39.3%) 
～29歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 9 (11.1%) 44 (54.3%) 2 (2.5%) 0 (0.0%) 1 (1.2%) 0 (0.0%) 25 (30.9%) 
30～39歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 20 (7.0%) 129 (44.9%) 12 (4.2%) 2 (0.7%) 2 (0.7%) 1 (0.3%) 121 (42.2%) 
40～49歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 14 (13.2%) 45 (42.5%) 4 (3.8%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 42 (39.6%) 
50～59歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 9 (90.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 









～300万円 300～400万円 400～500万円 500～600万円 600～700万円 700～800万円 800～900万円 900～1000万円1000～1200万円
全体 11 (0.7%) 44 (3.0%) 126 (8.5%) 182 (12.3%) 154 (10.4%) 159 (10.7%) 139 (9.4%) 126 (8.5%) 211 (14.2%) 
大学 4 (0.5%) 9 (1.1%) 30 (3.6%) 52 (6.3%) 59 (7.1%) 89 (10.8%) 82 (9.9%) 104 (12.6%) 183 (22.2%) 
公的研究機関等 0 (0.0%) 1 (0.7%) 10 (6.9%) 21 (14.6%) 22 (15.3%) 29 (20.1%) 20 (13.9%) 5 (3.5%) 9 (6.3%) 
民間企業 7 (1.4%) 34 (7.0%) 83 (17.1%) 109 (22.4%) 68 (14.0%) 38 (7.8%) 34 (7.0%) 16 (3.3%) 18 (3.7%) 
～29歳 5 (4.7%) 22 (20.8%) 43 (40.6%) 21 (19.8%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 
30～39歳 6 (1.1%) 20 (3.6%) 72 (13.1%) 145 (26.4%) 99 (18.0%) 77 (14.0%) 32 (5.8%) 7 (1.3%) 5 (0.9%) 
40～49歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 7 (1.7%) 13 (3.1%) 46 (11.0%) 61 (14.6%) 82 (19.7%) 73 (17.5%) 49 (11.8%) 
50～59歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 3 (1.2%) 14 (5.7%) 20 (8.2%) 37 (15.2%) 98 (40.2%) 








円 2000万円～ 無回答 計
全体 72 (4.9%) 21 (1.4%) 10 (0.7%) 3 (0.2%) 4 (0.3%) 221 (14.9%) 1,483
大学 65 (7.9%) 19 (2.3%) 10 (1.2%) 3 (0.4%) 4 (0.5%) 113 (13.7%) 826
公的研究機関等 2 (1.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 25 (17.4%) 144
民間企業 5 (1.0%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 73 (15.0%) 486
～29歳 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.9%) 13 (12.3%) 106
30～39歳 2 (0.4%) 1 (0.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 84 (15.3%) 550
40～49歳 13 (3.1%) 1 (0.2%) 2 (0.5%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 69 (16.5%) 417
50～59歳 27 (11.1%) 8 (3.3%) 3 (1.2%) 1 (0.4%) 0 (0.0%) 31 (12.7%) 244
60～69歳 26 (18.8%) 11 (8.0%) 4 (2.9%) 2 (1.4%) 1 (0.7%) 11 (8.0%) 138
FF-10 年収（大学の研究者）
～300万円 300～400万円 400～500万円 500～600万円 600～700万円 700～800万円 800～900万円 900～1000万円1000～1200万円
～29歳 博士号なし 0 2 4 0 0 0 0 0 0
～29歳 博士号あり 0 2 3 4 1 0 0 0 0
30～39歳 博士号なし 1 1 7 11 3 4 0 0 0
30～39歳 博士号あり 3 3 12 29 30 23 14 1 5
40～49歳 博士号なし 0 0 1 3 4 4 2 2 1
40～49歳 博士号あり 0 0 1 2 15 38 45 58 31
50～59歳 博士号なし 0 0 1 1 0 4 1 1 3
50～59歳 博士号あり 0 0 0 0 2 9 17 33 85
60～69歳 博士号なし 0 0 1 0 3 0 0 2 3









～29歳 博士号なし 0 0 0 0 1 7
～29歳 博士号あり 0 0 0 0 0 10
30～39歳 博士号なし 0 0 0 0 0 27
30～39歳 博士号あり 1 1 0 0 0 122
40～49歳 博士号なし 0 0 0 0 0 17
40～49歳 博士号あり 10 1 2 0 1 204
50～59歳 博士号なし 1 0 1 0 0 13
50～59歳 博士号あり 23 7 2 1 0 179
60～69歳 博士号なし 2 1 0 0 0 12
60～69歳 博士号あり 24 9 4 2 1 109
研究者
FF-10 年収（公的研究機関等の研究者）
～300万円 300～400万円 400～500万円 500～600万円 600～700万円 700～800万円 800～900万円 900～1000万円1000～1200万円
～29歳 博士号なし 0 0 3 0 0 0 0 0 0
～29歳 博士号あり 0 0 1 0 0 0 0 0 0
30～39歳 博士号なし 0 0 1 8 6 4 0 0 0
30～39歳 博士号あり 0 1 4 11 9 21 5 0 0
40～49歳 博士号なし 0 0 0 1 3 0 4 0 0
40～49歳 博士号あり 0 0 1 1 3 4 8 4 3
50～59歳 博士号なし 0 0 0 0 1 0 2 1 0
50～59歳 博士号あり 0 0 0 0 0 0 0 0 5
60～69歳 博士号なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0









～29歳 博士号なし 0 0 0 0 0 3
～29歳 博士号あり 0 0 0 0 0 1
30～39歳 博士号なし 0 0 0 0 0 19
30～39歳 博士号あり 0 0 0 0 0 51
40～49歳 博士号なし 0 0 0 0 0 8
40～49歳 博士号あり 1 0 0 0 0 25
 50～59歳 博士号なし 0 0 0 0 0 4
50～59歳 博士号あり 1 0 0 0 0 6
60～69歳 博士号なし 0 0 0 0 0 0
60～69歳 博士号あり 0 0 0 0 0 2
FF-10 年収（民間企業の研究者）
～300万円 300～400万円 400～500万円 500～600万円 600～700万円 700～800万円 800～900万円 900～1000万円1000～1200万円
～29歳 博士号なし 5 18 29 17 0 0 0 0 0
～29歳 博士号あり 0 0 2 0 0 0 0 0 0
30～39歳 博士号なし 0 12 40 74 43 19 9 3 0
30～39歳 博士号あり 2 3 7 12 5 6 4 3 0
40～49歳 博士号なし 0 0 4 4 13 9 16 5 7
40～49歳 博士号あり 0 0 0 2 7 4 5 4 7
 50～59歳 博士号なし 0 0 0 0 0 0 0 1 3
50～59歳 博士号あり 0 0 0 0 0 0 0 0 1
60～69歳 博士号なし 0 0 1 0 0 0 0 0 0









～29歳 博士号なし 0 0 0 0 0 69
～29歳 博士号あり 0 0 0 0 0 2
30～39歳 博士号なし 0 0 0 0 0 200
30～39歳 博士号あり 1 0 0 0 0 43
40～49歳 博士号なし 0 0 0 0 0 58
40～49歳 博士号あり 2 0 0 0 0 31
 50～59歳 博士号なし 2 0 0 0 0 6
50～59歳 博士号あり 0 1 0 0 0 2
60～69歳 博士号なし 0 0 0 0 0 1






ある ない 無回答 計
全体 206 (66.2%) 96 (30.9%) 9 (2.9%) 311
大学 66 (65.3%) 32 (31.7%) 3 (3.0%) 101
公的研究機関等 34 (60.7%) 19 (33.9%) 3 (5.4%) 56
民間企業 100 (69.0%) 43 (29.7%) 2 (1.4%) 145
～29歳 42 (60.0%) 26 (37.1%) 2 (2.9%) 70
30～39歳 70 (64.8%) 33 (30.6%) 5 (4.6%) 108
40～49歳 45 (64.3%) 24 (34.3%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 39 (79.6%) 9 (18.4%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 9 (75.0%) 3 (25.0%) 0 (0.0%) 12
GA-02 あなたの所属する機関では過去3年の間に新規の研究支援者を採用しましたか。
採用した 採用していない わからない 無回答 計
全体 194 (62.4%) 92 (29.6%) 25 (8.0%) 0 (0.0%) 311
大学 60 (59.4%) 29 (28.7%) 12 (11.9%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 45 (80.4%) 6 (10.7%) 5 (8.9%) 0 (0.0%) 56
民間企業 81 (55.9%) 57 (39.3%) 7 (4.8%) 0 (0.0%) 145
～29歳 56 (80.0%) 6 (8.6%) 8 (11.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 65 (60.2%) 35 (32.4%) 8 (7.4%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 36 (51.4%) 28 (40.0%) 6 (8.6%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 27 (55.1%) 22 (44.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 9 (75.0%) 0 (0.0%) 3 (25.0%) 0 (0.0%) 12
GA-03 あなたは所属する研究機関内で、人事異動を経験したことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 112 (36.0%) 199 (64.0%) 0 (0.0%) 311
大学 20 (19.8%) 81 (80.2%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 16 (28.6%) 40 (71.4%) 0 (0.0%) 56
民間企業 73 (50.3%) 72 (49.7%) 0 (0.0%) 145
～29歳 11 (15.7%) 59 (84.3%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 40 (37.0%) 68 (63.0%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 36 (51.4%) 34 (48.6%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 20 (40.8%) 29 (59.2%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 4 (33.3%) 8 (66.7%) 0 (0.0%) 12
GA-04 できれば現在の研究組織でずっと働きたいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 84 (27.0%) 103 (33.1%) 85 (27.3%) 21 (6.8%) 16 (5.1%) 2 (0.6%) 311
大学 29 (28.7%) 26 (25.7%) 33 (32.7%) 8 (7.9%) 4 (4.0%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 17 (30.4%) 16 (28.6%) 12 (21.4%) 7 (12.5%) 4 (7.1%) 0 (0.0%) 56
民間企業 36 (24.8%) 58 (40.0%) 36 (24.8%) 6 (4.1%) 8 (5.5%) 1 (0.7%) 145
～29歳 20 (28.6%) 25 (35.7%) 15 (21.4%) 6 (8.6%) 4 (5.7%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 20 (18.5%) 41 (38.0%) 35 (32.4%) 6 (5.6%) 6 (5.6%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 21 (30.0%) 20 (28.6%) 19 (27.1%) 4 (5.7%) 4 (5.7%) 2 (2.9%70
50～59歳 18 (36.7%) 11 (22.4%) 14 (28.6%) 4 (8.2%) 2 (4.1%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 5 (41.7%) 5 (41.7%) 1 (8.3%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
GA-05 あなたには所属機関内の他の研究支援者と情報交換や交流する機会が十分にありますか。
ある ない 無回答 計
全体 208 (66.9%) 101 (32.5%) 2 (0.6%) 311
大学 53 (52.5%) 47 (46.5%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 36 (64.3%) 19 (33.9%) 1 (1.8%) 56
民間企業 113 (77.9%) 32 (22.1%) 0 (0.0%) 145
～29歳 47 (67.1%) 23 (32.9%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 68 (63.0%) 39 (36.1%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 45 (64.3%) 24 (34.3%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 42 (85.7%) 7 (14.3%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 5 (41.7%) 7 (58.3%) 0 (0.0%) 12
研究支援者
GA-06 あなたには他の研究機関の研究支援者と情報交換や交流する機会が十分にありますか。
ある ない 無回答 計
全体 90 (28.9%) 219 (70.4%) 2 (0.6%) 311
大学 28 (27.7%) 73 (72.3%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 11 (19.6%) 44 (78.6%) 1 (1.8%) 56
民間企業 49 (33.8%) 95 (65.5%) 1 (0.7%) 145
～29歳 13 (18.6%) 57 (81.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 28 (25.9%) 79 (73.1%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 23 (32.9%) 47 (67.1%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 23 (46.9%) 25 (51.0%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 3 (25.0%) 9 (75.0%) 0 (0.0%) 12
GA-07 あなたは、所属する組織から技術力を高めるための研修等の機会を十分に与えられていますか。
まったくそのとおり そのとおり どちらともいえないほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
全体 25 (8.0%) 112 (36.0%) 107 (34.4%) 47 (15.1%) 20 (6.4%) 0 (0.0%) 311
大学 12 (11.9%) 29 (28.7%) 33 (32.7%) 18 (17.8%) 9 (8.9%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 3 (5.4%) 17 (30.4%) 22 (39.3%) 10 (17.9%) 4 (7.1%) 0 (0.0%) 56
民間企業 9 (6.2%) 62 (42.8%) 49 (33.8%) 18 (12.4%) 7 (4.8%) 0 (0.0%) 145
～29歳 9 (12.9%) 23 (32.9%) 21 (30.0%) 12 (17.1%) 5 (7.1%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 6 (5.6%) 37 (34.3%) 41 (38.0%) 15 (13.9%) 9 (8.3%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 3 (4.3%) 25 (35.7%) 29 (41.4%) 9 (12.9%) 4 (5.7%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 5 (10.2%) 24 (49.0%) 12 (24.5%) 7 (14.3%) 1 (2.0%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 2 (16.7%) 3 (25.0%) 3 (25.0%) 3 (25.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 12
GA-08 あなたには研修等の参加のための経費(旅費等)の使用が認められていますか。
認められている 認められていない 分からない 無回答 計
全体 203 (65.3%) 46 (14.8%) 59 (19.0%) 3 (1.0%) 311
大学 52 (51.5%) 20 (19.8%) 28 (27.7%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 26 (46.4%) 17 (30.4%) 12 (21.4%) 1 (1.8%) 56
民間企業 119 (82.1%) 8 (5.5%) 17 (11.7%) 1 (0.7%) 145
～29歳 37 (52.9%) 8 (11.4%) 24 (34.3%) 1 (1.4%) 70
30～39歳 77 (71.3%) 12 (11.1%) 18 (16.7%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 45 (64.3%) 14 (20.0%) 10 (14.3%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 38 (77.6%) 6 (12.2%) 5 (10.2%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 4 (33.3%) 6 (50.0%) 2 (16.7%) 0 (0.0%) 12
GA-09 あなたのお仕事は、特定の研究者または特定の研究室だけに支援サービスを提供するものですか。
まったくそのとおり そのとおり どちらともいえないほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
全体 52 (16.7%) 77 (24.8%) 74 (23.8%) 31 (10.0%) 75 (24.1%) 2 (0.6% 311
大学 18 (17.8%) 30 (29.7%) 20 (19.8%) 7 (6.9%) 25 (24.8%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 16 (28.6%) 16 (28.6%) 15 (26.8%) 2 (3.6%) 7 (12.5%) 0 (0.0%  56
民間企業 15 (10.3%) 28 (19.3%) 37 (25.5%) 22 (15.2%) 42 (29.0%) 1 (0.7%) 145
～29歳 13 (18.6%) 23 (32.9%) 15 (21.4%) 8 (11.4%) 9 (12.9%) 2 (2.9%) 70
30～39歳 21 (19.4%) 32 (29.6%) 25 (23.1%) 13 (12.0%) 17 (15.7%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 14 (20.0%) 12 (17.1%) 19 (27.1%) 4 (5.7%) 21 (30.0%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 4 (8.2%) 7 (14.3%) 8 (16.3%) 5 (10.2%) 25 (51.0%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 0 (0.0%) 2 (16.7%) 6 (50.0%) 1 (8.3%) 3 (25.0%) 0 (0.0%) 12
GA-10 あなたが今支援している研究者との連携は、十分円滑に行われていますか。
まったくそのとおり そのとおり どちらともいえないほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
全体 61 (19.6%) 176 (56.6%) 59 (19.0%) 8 (2.6%) 5 (1.6%) 2 (0.6%) 311
大学 25 (24.8%) 50 (49.5%) 21 (20.8%) 3 (3.0%) 2 (2.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 11 (19.6%) 35 (62.5%) 6 (10.7%) 3 (5.4%) 0 (0.0%) 1 (1.8%) 56
民間企業 23 (15.9%) 85 (58.6%) 31 (21.4%) 2 (1.4%) 3 (2.1%) 1 (0.7%) 145
～29歳 14 (20.0%) 44 (62.9%) 8 (11.4%) 3 (4.3%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 24 (22.2%) 57 (52.8%) 23 (21.3%) 2 (1.9%) 2 (1.9%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 13 (18.6%) 35 (50.0%) 18 (25.7%) 2 (2.9%) 1 (1.4%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 7 (14.3%) 32 (65.3%) 7 (14.3%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 3 (25.0%) 7 (58.3%) 2 (16.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
研究支援者
GA-11 あなたは研究者の要求に対して十分に応えることができていますか。
まったくそのとおり そのとおり どちらともいえないほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
全体 17 (5.5%) 176 (56.6%) 108 (34.7%) 5 (1.6%) 1 (0.3%) 4 (1.3%) 311
大学 6 (5.9%) 59 (58.4%) 32 (31.7%) 1 (1.0%) 1 (1.0%) 2 (2.0%) 101
公的研究機関等 6 (10.7%) 31 (55.4%) 15 (26.8%) 3 (5.4%) 0 (0.0%) 1 (1.8%) 56
民間企業 3 (2.1%) 83 (57.2%) 57 (39.3%) 1 (0.7%) 0 (0.0%) 1 (0.7%) 145
～29歳 3 (4.3%) 35 (50.0%) 29 (41.4%) 3 (4.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 5 (4.6%) 62 (57.4%) 39 (36.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (1.9%) 108
40～49歳 5 (7.1%) 40 (57.1%) 23 (32.9%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 1 (1.4%) 7
50～59歳 2 (4.1%) 31 (63.3%) 13 (26.5%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 2 (16.7%) 7 (58.3%) 3 (25.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
GA-12 論文の謝辞等に自分の名前が掲載されたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 114 (36.7%) 196 (63.0%) 1 (0.3%) 311
大学 54 (53.5%) 47 (46.5%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 24 (42.9%) 32 (57.1%) 0 (0.0%) 56
民間企業 31 (21.4%) 113 (77.9%) 1 (0.7%) 145
～29歳 17 (24.3%) 53 (75.7%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 40 (37.0%) 68 (63.0%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 32 (45.7%) 37 (52.9%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 18 (36.7%) 31 (63.3%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 7 (58.3%) 5 (41.7%) 0 (0.0%) 12
GA-13 論文の著者として名を連ねたことがありますか。
ある ない 無回答 計
全体 139 (44.7%) 170 (54.7%) 2 (0.6%) 311
大学 60 (59.4%) 40 (39.6%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 34 (60.7%) 22 (39.3%) 0 (0.0%) 56
民間企業 41 (28.3%) 103 (71.0%) 1 (0.7%) 145
～29歳 22 (31.4%) 48 (68.6%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 56 (51.9%) 51 (47.2%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 34 (48.6%) 35 (50.0%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 19 (38.8%) 30 (61.2%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 7 (58.3%) 5 (41.7%) 0 (0.0%) 12
GA-14 あなたは個人として、業績や能力が評価されていますか。
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 115 (37.0%) 30 (9.6%) 164 (52.7%) 2 (0.6%) 311
大学 32 (31.7%) 11 (10.9%) 58 (57.4%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 24 (42.9%) 3 (5.4%) 28 (50.0%) 1 (1.8%) 56
民間企業 57 (39.3%) 14 (9.7%) 73 (50.3%) 1 (0.7%) 145
～29歳 22 (31.4%) 7 (10.0%) 41 (58.6%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 45 (41.7%) 7 (6.5%) 56 (51.9%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 27 (38.6%) 13 (18.6%) 30 (42.9%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 16 (32.7%) 3 (6.1%) 28 (57.1%) 2 (4.1%) 49
60～69歳 4 (33.3%) 0 (0.0%) 8 (66.7%) 0 (0.0%) 12
GA-15 あなたの技術力は所属機関から適切な評価を受けていると思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 27 (8.7%) 129 (41.5%) 106 (34.1%) 34 (10.9%) 14 (4.5%) 1 (0.3%) 311
大学 12 (11.9%) 32 (31.7%) 38 (37.6%) 15 (14.9%) 4 (4.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 6 (10.7%) 27 (48.2%) 14 (25.0%) 6 (10.7%) 3 (5.4%) 0 (0.0%  56
民間企業 9 (6.2%) 66 (45.5%) 50 (34.5%) 13 (9.0%) 6 (4.1%) 1 (0.7%) 145
～29歳 9 (12.9%) 29 (41.4%) 22 (31.4%) 6 (8.6%) 4 (5.7%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 6 (5.6%) 53 (49.1%) 33 (30.6%) 12 (11.1%) 3 (2.8%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 4 (5.7%) 27 (38.6%) 25 (35.7%) 11 (15.7%) 3 (4.3%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 5 (10.2%) 16 (32.7%) 20 (40.8%) 4 (8.2%) 4 (8.2%) 0 (0.0%)49
60～69歳 2 (16.7%) 4 (33.3%) 5 (41.7%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
GA-16 あなたは評価に応じた処遇を受けていますか。
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 111 (35.7%) 54 (17.4%) 145 (46.6%) 1 (0.3%) 311
大学 32 (31.7%) 21 (20.8%) 48 (47.5%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 23 (41.1%) 11 (19.6%) 21 (37.5%) 1 (1.8%) 56
民間企業 53 (36.6%) 22 (15.2%) 70 (48.3%) 0 (0.0%) 145
～29歳 26 (37.1%) 8 (11.4%) 36 (51.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 40 (37.0%) 18 (16.7%) 50 (46.3%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 27 (38.6%) 15 (21.4%) 28 (40.0%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 13 (26.5%) 10 (20.4%) 25 (51.0%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 4 (33.3%) 2 (16.7%) 6 (50.0%) 0 (0.0%) 12
研究支援者
GA-17 あなたの給与や昇進等の処遇は年功序列的ですか。
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 111 (35.7%) 119 (38.3%) 78 (25.1%) 3 (1.0%) 311
大学 48 (47.5%) 25 (24.8%) 27 (26.7%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 9 (16.1%) 31 (55.4%) 16 (28.6%) 0 (0.0%) 56
民間企業 52 (35.9%) 59 (40.7%) 33 (22.8%) 1 (0.7%) 145
～29歳 28 (40.0%) 24 (34.3%) 18 (25.7%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 37 (34.3%) 40 (37.0%) 30 (27.8%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 27 (38.6%) 27 (38.6%) 16 (22.9%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 17 (34.7%) 20 (40.8%) 11 (22.4%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 1 (8.3%) 7 (58.3%) 3 (25.0%) 1 (8.3%) 12
GA-18 あなたの現在の役職では能力次第で昇給や昇格が可能ですか。
まったくそのとおり そのとおり どちらともいえないほとんどそうでない まったくそうでない 無回答 計
全体 14 (4.5%) 65 (20.9%) 83 (26.7%) 59 (19.0%) 87 (28.0%) 3 (1.0%) 311
大学 3 (3.0%) 4 (4.0%) 24 (23.8%) 23 (22.8%) 46 (45.5%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 2 (3.6%) 6 (10.7%) 14 (25.0%) 12 (21.4%) 21 (37.5%) 1 (1.8%) 56
民間企業 8 (5.5%) 54 (37.2%) 42 (29.0%) 22 (15.2%) 18 (12.4%) 1 (0.7%) 145
～29歳 3 (4.3%) 12 (17.1%) 23 (32.9%) 12 (17.1%) 20 (28.6%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 3 (2.8%) 21 (19.4%) 25 (23.1%) 26 (24.1%) 32 (29.6%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 6 (8.6%) 22 (31.4%) 15 (21.4%) 9 (12.9%) 18 (25.7%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 1 (2.0%) 10 (20.4%) 17 (34.7%) 10 (20.4%) 9 (18.4%) 2 (4.1%) 49
60～69歳 1 (8.3%) 0 (0.0%) 2 (16.7%) 2 (16.7%) 7 (58.3%) 0 (0.0%) 12
GA-19
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 110 (35.4%) 154 (49.5%) 42 (13.5%) 5 (1.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 311
大学 36 (35.6%) 51 (50.5%) 12 (11.9%) 2 (2.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 21 (37.5%) 24 (42.9%) 11 (19.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 56
民間企業 51 (35.2%) 73 (50.3%) 18 (12.4%) 3 (2.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 145
～29歳 29 (41.4%) 34 (48.6%) 6 (8.6%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 40 (37.0%) 54 (50.0%) 13 (12.0%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 8
40～49歳 27 (38.6%) 31 (44.3%) 10 (14.3%) 2 (2.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 12 (24.5%) 26 (53.1%) 10 (20.4%) 1 (2.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 1 (8.3%) 8 (66.7%) 3 (25.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
GA-20
はい いいえ わからない 無回答 計
全体 73 (23.5%) 76 (24.4%) 161 (51.8%) 1 (0.3%) 311
大学 10 (9.9%) 31 (30.7%) 60 (59.4%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 8 (14.3%) 7 (12.5%) 41 (73.2%) 0 (0.0%) 56
民間企業 54 (37.2%) 38 (26.2%) 52 (35.9%) 1 (0.7%) 145
～29歳 10 (14.3%) 13 (18.6%) 47 (67.1%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 23 (21.3%) 22 (20.4%) 63 (58.3%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 19 (27.1%) 23 (32.9%) 27 (38.6%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 18 (36.7%) 15 (30.6%) 16 (32.7%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 3 (25.0%) 2 (16.7%) 7 (58.3%) 0 (0.0%) 12
GA-21 あなたは自分自身の技術開発テーマを持っていますか。
はい いいえ 無回答 計
全体 127 (40.8%) 182 (58.5%) 2 (0.6%) 311
大学 45 (44.6%) 54 (53.5%) 2 (2.0%) 101
公的研究機関等 29 (51.8%) 27 (48.2%) 0 (0.0%) 56
民間企業 48 (33.1%) 97 (66.9%) 0 (0.0%) 145
～29歳 31 (44.3%) 39 (55.7%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 52 (48.1%) 54 (50.0%) 2 (1.9%) 108
40～49歳 26 (37.1%) 44 (62.9%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 15 (30.6%) 34 (69.4%) 0 (0.0%) 49






非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 48 (15.4%) 57 (18.3%) 93 (29.9%) 63 (20.3%) 48 (15.4%) 2 (0.6%) 3 1
大学 20 (19.8%) 21 (20.8%) 27 (26.7%) 18 (17.8%) 15 (14.9%) 0 (0.0%) 01
公的研究機関等 16 (28.6%) 10 (17.9%) 11 (19.6%) 12 (21.4%) 6 (10.7%) 1 (1.8%) 56
民間企業 11 (7.6%) 23 (15.9%) 52 (35.9%) 31 (21.4%) 27 (18.6%) 1 (0.7%) 145
～29歳 11 (15.7%) 14 (20.0%) 23 (32.9%) 14 (20.0%) 8 (11.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 26 (24.1%) 25 (23.1%) 31 (28.7%) 15 (13.9%) 11 (10.2%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 8 (11.4%) 11 (15.7%) 19 (27.1%) 20 (28.6%) 11 (15.7%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 1 (2.0%) 5 (10.2%) 16 (32.7%) 11 (22.4%) 15 (30.6%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 2 (16.7%) 2 (16.7%) 3 (25.0%) 3 (25.0%) 2 (16.7%) 0 (0.0%) 12
GA-23 あなたは将来のキャリアパスに不安を感じますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 40 (12.9%) 67 (21.5%) 146 (46.9%) 42 (13.5%) 8 (2.6%) 8 (2.6%)311
大学 13 (12.9%) 28 (27.7%) 47 (46.5%) 8 (7.9%) 2 (2.0%) 3 (3.0%) 101
公的研究機関等 14 (25.0%) 11 (19.6%) 19 (33.9%) 8 (14.3%) 3 (5.4%) 1 (1.8%) 56
民間企業 10 (6.9%) 27 (18.6%) 77 (53.1%) 25 (17.2%) 3 (2.1%) 3 (2.1%) 145
～29歳 12 (17.1%) 18 (25.7%) 32 (45.7%) 7 (10.0%) 1 (1.4%) 0 (0.0%)70
30～39歳 17 (15.7%) 28 (25.9%) 45 (41.7%) 14 (13.0%) 2 (1.9%) 2 (1.9%) 108
40～49歳 9 (12.9%) 12 (17.1%) 38 (54.3%) 8 (11.4%) 1 (1.4%) 2 (2.9%) 70
50～59歳 2 (4.1%) 7 (14.3%) 28 (57.1%) 8 (16.3%) 3 (6.1%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 0 (0.0%) 2 (16.7%) 2 (16.7%) 5 (41.7%) 1 (8.3%) 2 (16.7%) 12
GA-25 あなたは現在あなたが専門としている技術力をさらに高めたいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 118 (37.9%) 117 (37.6%) 60 (19.3%) 10 (3.2%) 3 (1.0%) 3 (1.0%) 11
大学 44 (43.6%) 35 (34.7%) 21 (20.8%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 34 (60.7%) 13 (23.2%) 6 (10.7%) 2 (3.6%) 0 (0.0%) 1 (1.8%) 56
民間企業 37 (25.5%) 67 (46.2%) 31 (21.4%) 6 (4.1%) 3 (2.1%) 1 (0.7%) 145
～29歳 28 (40.0%) 31 (44.3%) 8 (11.4%) 1 (1.4%) 2 (2.9%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 56 (51.9%) 32 (29.6%) 14 (13.0%) 5 (4.6%) 1 (0.9%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 21 (30.0%) 27 (38.6%) 21 (30.0%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 10 (20.4%) 23 (46.9%) 13 (26.5%) 2 (4.1%) 0 (0.0%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 3 (25.0%) 4 (33.3%) 3 (25.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 1 (8.3%) 12
GA-27 あなたは他の新しい分野の技術力を習得したいと思いますか。
非常にそう思う ややそう思う どちらともいえないあまりそう思わない まったくそう思わない 無回答 計
全体 70 (22.5%) 101 (32.5%) 115 (37.0%) 21 (6.8%) 2 (0.6%) 2 (0.6%) 311
大学 26 (25.7%) 33 (32.7%) 37 (36.6%) 4 (4.0%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 20 (35.7%) 19 (33.9%) 14 (25.0%) 3 (5.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 56
民間企業 20 (13.8%) 47 (32.4%) 62 (42.8%) 14 (9.7%) 2 (1.4%) 0 (0.0%) 145
～29歳 18 (25.7%) 25 (35.7%) 24 (34.3%) 2 (2.9%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 32 (29.6%) 32 (29.6%) 39 (36.1%) 5 (4.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 108
40～49歳 13 (18.6%) 22 (31.4%) 28 (40.0%) 6 (8.6%) 0 (0.0%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 6 (12.2%) 16 (32.7%) 19 (38.8%) 7 (14.3%) 1 (2.0%) 0 (0.0%) 49










価をして欲しい 特に希望はない その他 計
全体 120 (38.6%) 66 (21.2%) 32 (10.3%) 114 (36.7%) 69 (22.2%) 12 (3.9%) 311
大学 41 (40.6%) 20 (19.8%) 6 (5.9%) 35 (34.7%) 27 (26.7%) 3 (3.0%) 101
公的研究機関等 25 (44.6%) 12 (21.4%) 3 (5.4%) 20 (35.7%) 13 (23.2%) 5 (8.9%) 56
民間企業 51 (35.2%) 33 (22.8%) 21 (14.5%) 56 (38.6%) 27 (18.6%) 4 (2.8%) 145
～29歳 40 (57.1%) 12 (17.1%) 2 (2.9%) 23 (32.9%) 15 (21.4%) 2 (2.9%) 70
30～39歳 39 (36.1%) 18 (16.7%) 13 (12.0%) 38 (35.2%) 21 (19.4%) 4 (3.7%) 108
40～49歳 23 (32.9%) 20 (28.6%) 11 (15.7%) 21 (30.0%) 17 (24.3%) 4 (5 7 70
50～59歳 15 (30.6%) 15 (30.6%) 4 (8.2%) 26 (53.1%) 12 (24.5%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 3 (25.0%) 1 (8.3%) 2 (16.7%) 5 (41.7%) 4 (33.3%) 2 (16.7%) 12
研究支援者
GF-02 最終学歴
中学卒業 高等学校卒業 短期大学卒業 専門学校卒業 高専(高等専門学校)4年制大学学部卒業 修士課程修了
全体 2 (0.6%) 59 (19.0%) 19 (6.1%) 15 (4.8%) 5 (1.6%) 107 (34.4%) 68 (21.9%) 
大学 0 (0.0%) 13 (12.9%) 5 (5.0%) 6 (5.9%) 2 (2.0%) 34 (33.7%) 26 (25.7%) 
公的研究機関等 1 (1.8%) 6 (10.7%) 2 (3.6%) 1 (1.8%) 0 (0.0%) 19 (33.9%) 15 (26.8%) 
民間企業 1 (0.7%) 40 (27.6%) 12 (8.3%) 8 (5.5%) 3 (2.1%) 49 (33.8%) 25 (17.2%) 
～29歳 0 (0.0%) 8 (11.4%) 7 (10.0%) 3 (4.3%) 0 (0.0%) 23 (32.9%) 26 (37.1%) 
30～39歳 0 (0.0%) 18 (16.7%) 8 (7.4%) 6 (5.6%) 1 (0.9%) 27 (25.0%) 25 (23.1%) 
40～49歳 0 (0.0%) 16 (22.9%) 2 (2.9%) 3 (4.3%) 3 (4.3%) 31 (44.3%) 10 (14.3%) 
50～59歳 1 (2.0%) 12 (24.5%) 2 (4.1%) 2 (4.1%) 1 (2.0%) 22 (44.9%) 6 (12.2%) 
60～69歳 0 (0.0%) 5 (41.7%) 0 (0.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 4 (33.3%) 1 (8.3%) 
博士課程修了 その他 無回答 計
全体 26 (8.4%) 6 (1.9%) 4 (1.3%) 311
大学 14 (13.9%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 9 (16.1%) 2 (3.6%) 1 (1.8%) 56
民間企業 2 (1.4%) 3 (2.1%) 2 (1.4%) 145
～29歳 1 (1.4%) 2 (2.9%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 20 (18.5%) 1 (0.9%) 2 (1.9%) 108
40～49歳 4 (5.7%) 1 (1.4%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 0 (0.0%) 2 (4.1%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 1 (8.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 12
GF-03 博士号取得の有無
あり なし 無回答 計
全体 37 (11.9%) 266 (85.5%) 8 (2.6%) 311
大学 21 (20.8%) 79 (78.2%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 11 (19.6%) 43 (76.8%) 2 (3.6%) 56
民間企業 3 (2.1%) 139 (95.9%) 3 (2.1%) 145
～29歳 1 (1.4%) 68 (97.1%) 1 (1.4%) 70
30～39歳 25 (23.1%) 81 (75.0%) 2 (1.9%) 108
40～49歳 6 (8.6%) 62 (88.6%) 2 (2.9%) 70
50～59歳 3 (6.1%) 45 (91.8%) 1 (2.0%) 49
60～69歳 2 (16.7%) 10 (83.3%) 0 (0.0%) 12
GF-04 現在の所属機関の種別
国立大学法人 公立大学 私立大学 大学共同利用機関 独立行政法人 省庁直轄研究機関 民間企業
全体 75 (24.1%) 6 (1.9%) 17 (5.5%) 3 (1.0%) 46 (14.8%) 10 (3.2%) 145 (46.6%) 
大学 75 (74.3%) 6 (5.9%) 17 (16.8%) 3 (3.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 
公的研究機関等 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 46 (82.1%) 10 (17.9%)0 (0.0%) 
民間企業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 145 (100.0%) 
～29歳 14 (20.0%) 3 (4.3%) 4 (5.7%) 0 (0.0%) 12 (17.1%) 5 (7.1%) 31 (44.3%) 
30～39歳 34 (31.5%) 0 (0.0%) 8 (7.4%) 1 (0.9%) 17 (15.7%) 4 (3.7%) 40 (37.0%) 
40～49歳 16 (22.9%) 3 (4.3%) 3 (4.3%) 1 (1.4%) 6 (8.6%) 1 (1.4%) 37 (52.9%) 
50～59歳 9 (18.4%) 0 (0.0%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 5 (10.2%) 0 (0.0%) 33 (67.3%) 
60～69歳 2 (16.7%) 0 (0.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 6 (50.0%) 0 (0.0%) 3 (25.0%) 
その他・不明 計
全体 9 (2.9%) 311
大学 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 0 (0.0%) 56
民間企業 0 (0.0%) 145
～29歳 1 (1.4%) 70
30～39歳 4 (3.7%) 108
40～49歳 3 (4.3%) 70
50～59歳 0 (0.0%) 49
60～69歳 0 (0.0%) 12
GF-06 雇用のタイプ(常勤/非常勤の別)
常勤 非常勤 無回答 計
全体 248 (79.7%) 60 (19.3%) 3 (1.0%) 311
大学 69 (68.3%) 31 (30.7%) 1 (1.0%) 101
公的研究機関等 32 (57.1%) 24 (42.9%) 0 (0.0%) 56
民間企業 141 (97.2%) 3 (2.1%) 1 (0.7%) 145
～29歳 47 (67.1%) 23 (32.9%) 0 (0.0%) 70
30～39歳 87 (80.6%) 20 (18.5%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 60 (85.7%) 10 (14.3%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 49 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 49










用されている わからない その他 無回答 計
全体 176 (56.6%) 44 (14.1%) 38 (12.2%) 22 (7.1%) 19 (6.1%) 12 (3.9%) 311
大学 60 (59.4%) 20 (19.8%) 3 (3.0%) 9 (8.9%) 4 (4.0%) 5 (5.0%) 101
公的研究機関等 15 (26.8%) 20 (35.7%) 12 (21.4%) 4 (7.1%) 3 (5.4%) 2 (3.6%) 56
民間企業 98 (67.6%) 1 (0.7%) 22 (15.2%) 9 (6.2%) 12 (8.3%) 3 (2.1%) 145
～29歳 24 (34.3%) 14 (20.0%) 13 (18.6%) 13 (18.6%) 5 (7.1%) 1 (1.4%) 70
30～39歳 61 (56.5%) 22 (20.4%) 11 (10.2%) 5 (4.6%) 3 (2.8%) 6 (5.6%) 10
40～49歳 49 (70.0%) 7 (10.0%) 5 (7.1%) 3 (4.3%) 6 (8.6%) 0 (0.0%) 70
50～59歳 37 (75.5%) 0 (0.0%) 4 (8.2%) 1 (2.0%) 4 (8.2%) 3 (6.1%) 49
60～69歳 5 (41.7%) 1 (8.3%) 5 (41.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (8.3%) 12
GF-08-2 雇用のタイプ(終身雇用/任期付の別)
終身型雇用 任期付雇用 無回答 計
全体 186 (59.8%) 118 (37.9%) 7 (2.3%) 311
大学 56 (55.4%) 43 (42.6%) 2 (2.0%) 101
公的研究機関等 7 (12.5%) 48 (85.7%) 1 (1.8%) 56
民間企業 119 (82.1%) 24 (16.6%) 2 (1.4%) 145
～29歳 28 (40.0%) 38 (54.3%) 4 (5.7%) 70
30～39歳 58 (53.7%) 49 (45.4%) 1 (0.9%) 108
40～49歳 56 (80.0%) 13 (18.6%) 1 (1.4%) 70
50～59歳 41 (83.7%) 8 (16.3%) 0 (0.0%) 49
60～69歳 2 (16.7%) 10 (83.3%) 0 (0.0%) 12
GF-01 年齢(才)
20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 無回答 計
全体 70 (22.5%) 108 (34.7%) 70 (22.5%) 49 (15.8%) 12 (3.9%) 2 (0.6%) 311
大学 21 (20.8%) 43 (42.6%) 23 (22.8%) 11 (10.9%) 3 (3.0%) 0 (0.0%) 101
公的研究機関等 17 (30.4%) 21 (37.5%) 7 (12.5%) 5 (8.9%) 6 (10.7%) 0 (0.0%) 56
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(2) 公的研究機関等
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(3) 民間企業
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教授職の生涯移動回数期待値
表 F–2–1: 大学教授職の生涯移動回数期待値 (カーネギー調査・レビュー調査)
1993年カーネギー調査 勤務校数 移動回数 経験年数 年間移動値 生涯移動期待値
各国計 1.80 0.80 14.72 0.05 1.63
オランダ 2.46 1.46 12.42 0.12 3.53
香港 1.97 0.97 10.83 0.09 2.69
オーストラリア 2.14 1.14 13.24 0.09 2.58
ブラジル 2.13 1.13 14.00 0.08 2.42
ドイツ 1.78 0.78 11.68 0.07 2.00
英国 1.86 0.86 14.56 0.06 1.77
スウェーデン 1.84 0.84 14.98 0.06 1.68
イスラエル 1.96 0.96 17.52 0.05 1.64
米国 1.88 0.88 16.33 0.05 1.62
メキシコ 1.57 0.57 11.12 0.05 1.54
チリ 1.87 0.87 17.20 0.05 1.52
韓国 1.34 0.34 12.35 0.03 0.83
日本 1.52 0.52 19.89 0.03 0.78
ロシア 1.40 0.40 22.36 0.02 0.54
2004年レビュー調査 経験機関数 移動回数 経験年数 年間移動値 生涯移動期待値
大学全体(N=240) 1.77 0.77 23.25 0.03 0.99
国立大学法人(N=116) 1.72 0.72 22.58 0.03 0.96
公立大学(N=10) 1.80 0.80 20.30 0.04 1.18









5) 生涯の在職期間を 30年と仮定し、Cを 30倍したものを生涯移動回数
期待値とする。









表 F–2–2: 第 1機関種・年齢階層別の生涯移動回数期待値
第1機関 年齢階層 経験機関数 A 移動回数 B 経験年数 年間移動値 C 生涯移動期待値
出身大学 30～39(N=108) 2.04 1.04 4.59 0.23 6.77
40～49(N=130) 2.73 1.73 14.55 0.12 3.57
50～59(N=99) 2.34 1.34 24.04 0.06 1.68
60～69(N=52) 2.54 1.54 32.85 0.05 1.41
出身大学以外の大学 30～39(N=50) 1.68 0.68 5.44 0.12 3.75
40～49(N=55) 1.87 0.87 15.27 0.06 1.71
50～59(N=58) 2.29 1.29 24.52 0.05 1.58
60～69(N=31) 1.90 0.90 32.10 0.03 0.84
公的研究機関等 30～39(N=63) 1.59 0.59 4.97 0.12 3.55
40～49(N=54) 2.17 1.17 13.43 0.09 2.61
50～59(N=22) 2.59 1.59 24.36 0.07 1.96
60～69(N=12) 3.50 2.50 30.92 0.08 2.43
民間企業 30～39(N=301) 1.37 0.37 4.25 0.09 2.63
40～49(N=142) 2.04 1.04 13.51 0.08 2.30
50～59(N=46) 2.52 1.52 24.74 0.06 1.85
60～69(N=28) 2.86 1.86 33.04 0.06 1.69
海外 30～39(N=6) 2.33 1.33 4.00 0.33 10.00 ▲
40～49(N=12) 3.08 2.08 13.25 0.16 4.72 ▲
50～59(N=9) 2.89 1.89 23.56 0.08 2.41 ▲
60～69(N=2) 3.00 2.00 31.50 0.06 1.90 ▲
その他 30～39(N=6) 2.67 1.67 5.83 0.29 8.57 ▲
40～49(N=8) 3.75 2.75 13.63 0.20 6.06 ▲
50～59(N=5) 4.00 3.00 23.60 0.13 3.81 ▲
60～69(N=2) 6.00 5.00 31.50 0.16 4.76 ▲
注 1: 算出方法
1) 回答から高等教育課程修了後の経験機関数Aを算定する。
2) Aから 1を引いた値を回答者の移動回数 Bとする。
3) 回答者の年齢から 30を引いた値を回答者の経験年数とみなし、Bをこ
の経験年数で除し、これを年間移動回数期待値 Cとする。
4) 研究者としての生涯活動期間を 30年と仮定し、Cを 30倍したものを
生涯移動回数期待値とする。








第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
出身大学 407 出身校以外の大学 114 出身大学 15 出身校以外の大学 4
移動：260 移動：48 海外 2 出身大学 2 出身校以外の大学 1
定着：147 定着：66 その他 1 1
出身校以外の大学 23 出身大学 1 出身校以外の大学 1
出身校以外の大学 6 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
海外 2 出身校以外の大学 2
公的研究機関等 3 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
民間企業 1
海外 6 出身校以外の大学 6 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 34 出身大学 6 公的研究機関等 1
移動：19 海外 2 出身大学 2 公的研究機関等 1
定着：15 出身校以外の大学 6
公的研究機関等 4 公的研究機関等 1
海外 1 公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1
民間企業 1
海外 2 出身大学 1
出身校以外の大学 1
民間企業 29 出身大学 9 公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1
移動：23 民間企業 3 出身大学 1
定着：6 公的研究機関等 1
民間企業 1 出身大学 1
海外 4 出身大学 3 公的研究機関等 1
民間企業 1 出身大学 1
出身校以外の大学 5 出身大学 1
公的研究機関等 3 出身大学 2
民間企業 1
民間企業 5 出身校以外の大学 3 出身校以外の大学 1
民間企業 2 出身校以外の大学 1
海外 1 出身大学 1
海外 76 出身大学 47 出身校以外の大学 11 出身大学 1
移動：76 海外 1 出身校以外の大学 1
定着：0 民間企業 1 出身大学 1
海外 1 出身大学 1
出身校以外の大学 18 出身大学 1
出身校以外の大学 4 出身校以外の大学 1
民間企業 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 3 出身大学 1
公的研究機関等 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
民間企業 2 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
海外 6 出身大学 2 出身校以外の大学 2
出身校以外の大学 3
海外 1 出身大学 1
その他 7 出身大学 6 出身校以外の大学 1 出身大学 1
移動：7 公的研究機関等 1 公的研究機関等 1 出身大学 1
定着：0 海外 2 出身大学 2 公的研究機関等 1
その他 2 出身大学 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
出身校以外の大学 205 出身大学 10 出身校以外の大学 3 海外 1 出身校以外の大学 1
移動：101 出身校以外の大学 61 出身大学 3
定着：104 出身校以外の大学 14 出身大学 1
出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 2
公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1 出身大学 1
海外 6 出身校以外の大学 2
民間企業 1
海外 3 出身大学 1
海外 2
海外 出身校以外の大学 2
公的研究機関等 8 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1 公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1
民間企業 1 民間企業 1
民間企業 2 海外 1 出身校以外の大学 1
海外 19 出身大学 2
出身校以外の大学 15 出身校以外の大学 3 出身校以外の大学 1
海外 2 出身校以外の大学 2




第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
公的研究機関等 156 出身大学 17 出身校以外の大学 4
移動：85 民間企業 3 出身校以外の大学 2
定着：71 民間企業 1 出身校以外の大学 1
海外 4 出身大学 3
公的研究機関等 1 海外 1 出身大学 1
出身校以外の大学 26 出身大学 1
出身校以外の大学 9 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
公的研究機関等 23 出身校以外の大学 4 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 6 出身大学 2 出身校以外の大学 1
民間企業 1 民間企業 1 出身校以外の大学 1
民間企業 1 民間企業 1 民間企業 1
海外 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
民間企業 5 出身大学 1
出身校以外の大学 1
民間企業 2 出身校以外の大学 1
民間企業 1 出身校以外の大学 1
海外 12 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 10 公的研究機関等 2
その他 2 公的研究機関等 2
その他 2 公的研究機関等 1
その他 1 公的研究機関等 1
第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
民間企業 604 出身大学 38 出身校以外の大学 5
移動：218 公的研究機関等 4 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1 公的研究機関等 1
定着：386 公的研究機関等 1 その他 1
民間企業 5 海外 1 民間企業 1
海外 5 出身大学 3
出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1
出身校以外の大学 72 出身大学 3
出身校以外の大学 13 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1
民間企業 8 出身校以外の大学 1 民間企業 1
公的研究機関等 1 民間企業 1 民間企業 1
民間企業 1 公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1
海外 2 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 24 出身大学 1
出身校以外の大学 4 出身大学 1
出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1
民間企業 10 出身校以外の大学 3 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
民間企業 1 出身校以外の大学 1
海外 1 公的研究機関等 1
民間企業 72 出身大学 4 民間企業 1
出身校以外の大学 7 出身大学 1
出身校以外の大学 1
民間企業 1 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
民間企業 22 出身大学 2 民間企業 1
出身校以外の大学 1
民間企業 4 民間企業 1 民間企業 1
海外 4 出身校以外の大学 1
民間企業 3
海外 11 出身大学 2 出身校以外の大学 1
出身校以外の大学 3 出身大学 2 出身校以外の大学 1
民間企業 5 出身校以外の大学 1
海外 1 出身校以外の大学 1
その他 1 出身校以外の大学 1
第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
海外 31 出身大学 14 出身校以外の大学 5 出身校以外の大学 2 出身大学 1
移動：31 公的研究機関等 2 出身大学 1
定着：0 民間企業 1 出身大学 1
出身校以外の大学 10 出身校以外の大学 3
公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 2 出身大学 1
民間企業 1
海外 2 出身大学 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1 公的研究機関等 1 出身大学 1
その他 2 出身校以外の大学 1 海外 1 出身校以外の大学 1
公的研究機関等 1 公的研究機関等 1
第１機関 人数 第2機関 人数 第3機関 人数 第4機関 人数 第5機関 人数 第6機関 人数
その他 25 出身大学 5 公的研究機関等 1 出身校以外の大学 1 公的研究機関等 1
移動：24 海外 1 その他 1 出身大学 1
定着：1 その他 2 出身大学 2 海外 2 出身大学 1
出身校以外の大学 1
出身校以外の大学 5 出身校以外の大学 3
公的研究機関等 6 出身校以外の大学 3
民間企業 1 出身校以外の大学 1
海外 1 出身大学 1 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
その他 6 出身大学 3 出身校以外の大学 2 出身校以外の大学 1 出身校以外の大学 1
その他 1 その他 1
海外 1 出身大学 1
公的研究機関等 2 出身大学 1
その他 1 公的研究機関等 1




表 F–2–3: 第 1機関種・年齢階層・時期別の平均移動回数
～10年未満 10～20年 20～30年 30～40年
出身大学 30～39歳(N=83) 1.23
40～49歳(N=95) 1.19 0.84
50～59歳(N=77) 0.78 0.57 0.40
60～69歳(N=40) 0.65 0.38 0.30 0.65
出身大学以外の大学 30～39歳(N=42) 0.93
40～49歳(N=45) 0.71 0.31
50～59歳(N=47) 0.57 0.57 0.34
60～69歳(N=28) 0.39 0.25 0.21 0.54
公的研究機関等 30～39歳(N=55) 0.78
40～49歳(N=50) 0.74 0.66
50～59歳(N=17) 0.35 0.59 1.00
60～69歳(N=10) 0.70 0.60 0.90 0.70
民間企業 30～39歳(N=255) 0.50
40～49歳(N=125) 0.69 0.62
50～59歳(N=33) 0.48 0.58 0.52
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